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はじめに




　この本は、株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ エンターブレインから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧをプレイした様子を、「リプレイ」という形式でお伝えするものです。

　すでに発売されている『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ　るるいえあんてぃーく（以降、同シリーズのタイトルでは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ』の部分は省略）、『るるいえはいすくーる』、『るるいえばけーしょん』、『るるいえばーすでい』、『るるいえとらべらーず』、『るるいえぐりもあーる』、『るるいえがすらいと』に続く第八弾となります。

　なお『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』についてもっと知りたいという方には、このシリーズの姉妹本である『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ入門 るるいえびぎなーず』という本が出版されております。入門の名にふさわしく『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』について一から解説していますので、どうぞよろしくお願いいたします。




　ところで、このシリーズ以外にも『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のリプレイは出版されています。

　中でも、「るるいえ」シリーズと縁が深いのは、さやかちゃんと睦むつみちゃんが通う高校──御み津つ門かど学園を舞台とした『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ 御津門学園ゲーム部の冒涜的な活動（ＫＡＤＯＫＡＷＡ ファミ通文庫：以下、『御津門学園ゲーム部の冒涜的な活動』）』でしょう。

　さやかちゃんたちと同じく、御津門学園の高校生たちが宇宙的恐怖に挑むといった内容になっていて、特徴はプレイヤーに人気ラノベ作家さんたちを招いたところです。おかげで、このシリーズとはやや違ったノリのリプレイとなっております。

　この第八シーズンのリプレイは、そんな別シリーズのリプレイともリンクさせて、御津門学園を中心としたキャンペーン──すなわち、これまでボクが少しだけ苦手としてきた学園モノクトゥルフに真っ向から挑もうという意欲作です！（笑）

　もちろん、別シリーズのリプレイだけではなく、Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの小説の有名人や、口にするのもおぞましい冒瀆的なあの方もチラリと登場しますので、そちらもお楽しみに。

　そして、最後にはダイス目に翻ほん弄ろうされるＴＲＰＧならではの、キーパーも驚きの結末が待っています。

　そればっかりはネタバレできないので、最後まで読んでからのお楽しみです。




　クルン・クルン・バドゥビア！

内山靖二郎










『プレリュード』




　私は日ひ野の睦むつみ。御み津つ門かど学園の二年生です。

　新学期を迎えてから、もう二か月がたち、私の所属する美術部にも二人の新入生が入ってくれました。

　これからは、私も先輩です。

　放課後の部活の時間。美術室でキャンバスに向かいながら、私は横目で新入部員たちの様子を見ます。

　まだ入部したてなので、二人には静物のデッサンをしてもらっているところ。

　基本的な練習ですが、とても大事。私も去年はスケッチブックに何冊もデッサンを描きました。

　けれど、新入生たちはちょっと飽きているみたい。

　デッサンしていた静物を放ったまま、美術室の隅に二人で寄り添って、スマートフォンをいじっています。

　むむ～、こういうときどうしたらいいんだろう。

　注意した方がいいの？

　それとも、気にしないで自分の絵に集中する？

　今日は三年生の先輩どころか、ほかの部員も来ていません。

　注意するとしたら、私がするしかないのだけど……先輩たちだったら、どうするんだろう。

　でも、そんな三年生の方たちだって、秋の文化祭で引退してしまいます。それまでには、私も後輩を指導できるような先輩にならないといけません。

「……よしっ」

　私は自分で考えて、やっぱり注意することにしました。

　筆を置くと、まだスマートフォンをいじっている新入生の方に近づきます。

　さっきから二人はスマートフォンに話し掛けているみたい。

　でも、電話をしているって感じじゃあありません。




「あざーす……あざーす……」




　そんな聞き慣れない言葉を、スマートフォンに向かって呪文のように唱えているんです。

　いったいなにをしているの？

　その言葉の響きになにか不吉なものを感じて、私が声を掛けるのをためらっていると、こちらに気づいた新入部員たちは、あわててスマートフォンをしまいました。まるで、私には見られたくないかのよう。

「二人とも休憩が終わったら、デッサンをしてね」

　スマートフォンのことは気になりましたが、とりあえず、私はやんわりと注意します。

　すると、二人は「すみません」と返事をして、自分たちのスケッチブックのところに戻っていきました。

　素直に言うことを聞いてくれてホッとしましたが、彼女たちが唱えていた「アザース」という響きが、なぜか私の耳にいつまでも残っています。

　あれはいったいなんだったんでしょう？

　でも、デッサンに戻った新入部員に聞くわけにもいかず、私も描きかけのキャンバスへと戻ります。

　いま私が挑戦しているのは、いつもお世話になっている、辰たつ巳み先生の肖像画です。

　去年のクリスマスのとき、私は辰巳先生に似顔絵をプレゼントしました。

　辰巳先生はそれを気に入ってはくれたようですが、私としてはいまいちな出来だったので、改めて、ちゃんと描いた肖像画を贈るつもりなのです。

　むむっ……去年？

　でも、去年、私は何年生でしたっけ？　二年生だったような？

　だいたい、あの誕生日るるいえばーすでいって、本当に去年のこと？

　もっと前のことだったような……。

　むむ～～～～～っ!?

















































キャンペーン開始前夜




　大好きなソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ アーカムのすべて 完全版』が出版されてから、ボクは虎こ視し眈たん々たんとるるいえ堂の面々をクトゥルフ神話の本場であるアーカムに招待しようとたくらんでいる。

　けれど、前作の『るるいえがすらいと』で19世紀末のロンドンに連れて行ったあとで、今度はアーカムを舞台とするのは、さすがに番外編が続き過ぎかな。

　なにしろ、このシリーズではアーカムはヨグ＝ソトースの謎のパワーによって１９２０年代から時間が停止していて、Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトたちの小説の登場人物たちがいまも生きているという……19世紀末のロンドンにもひけをとらないワンダーランドだ。

　そんなわけで初心に返って、現代日本のなじみのある舞台──そう、探索者たちの通う高校をメインとして、第八シーズンのシナリオは組んでいきたいと思う。そうでもしないと、さやかちゃんたちが女子高生であることを忘れてしまいそうになるからね。

　ただ、アーカムへの野望も捨てきれない。

　妥協案として、アーカムから有名人のＮＰＣに来てもらうことにしよう。ここでアーカムとの縁を作っておけば、今後、アーカムに誘導もしやすくなるだろう。

　そんな有名ＮＰＣに登場してもらうのなら、一話限りの登場ではもったいないから、それぞれの話に、ちらっとだけでも連続して登場するようにしよう。

　これまでの『るるいえばけーしょん』や『るるいえとらべらーず』といったガッツリしたキャンペーンシナリオに比べると各話のつながりは薄いけど、共通するＮＰＣやアーティファクトが登場した『るるいえぐりもあーる』に近い感じかな。

　さて、肝心の第一話だけど……現代の高校らしさを出すために、生徒限定のＳＮＳ内でひそかに広がっていく宇宙的恐怖を描いてみようかな。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というと、カルトに関係する秘密結社が登場することも多い。そんな組織だけを紹介した『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフカルト・ナウ』なんてソースブックもあるくらいだ。

　現代において、そんな秘密結社はどうなったかといえば……もしかすると、ネットの海に潜り込んでいるのかもしれないね。

　拙書のライトノベル『クダンの話をしましょうか（ＭＦ文庫Ｊ刊）』でも、そんな生徒限定のいわゆる裏掲示板をテーマとした物語を書いたことがあったけど、ボクとしては、ＳＮＳというのはとても興味深いコミュニティ形態のひとつだと思っているんだ。

　さ～て、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』におけるＳＮＳ──どのように料理をしていこうかな。



















探索者それぞれの導入




　新シリーズの第一話、まずは睦ちゃんの導入（『プレリュード』部分）を終えて──




さやか：むったんは後輩がいてうらやましいな。私も、なんか部活やろうかなぁ。

睦むつみ：むむ～っ、さやかちゃんが言うほどいいものじゃないよ。なんか気を遣うよ！

辰たつ巳み：いつになくロールプレイがギクシャクしていたな。

睦：女子高生の後輩に接するロールプレイなんて私には難易度高過ぎます（笑）。

キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：お次は、さやかちゃんだ。今日は放課後、制服のままるるいえ堂に集まって勉強会を開いている。

さやか：おや、誰とでしょうか？　むったんは、いま部活をしているはずですよね？

ＫＰ：同級生の長は谷せ川がわ千ち香かだね。これまで何度も宇宙的事件に巻き込まれてきた、かわいそうな女子高生だ。

佐さ々さ原はら：まさか、今回もチカぽんがひどい目に遭わされちゃうの!?

さやか：……なんだか心が痛むので、チカぽんにはもう登場しないで、平和に暮らしていてほしいです。

ＫＰ：そんな千香は、さやかちゃんに英語を教わっている。さやかちゃんの〈ほかの言語（英語）〉はいつの間にか40％にまで成長しているので、日常会話にはまったく困らない英語レベルにまで達しているのだ。

さやか：そ、そうだったんですか。あまり得意な印象はなかったんですが。

睦：いやいや、40％だったら十分だと思うよ。ＥＤＵ８の人の〈母国語〉の基本成功率は40％なんだから。ちなみに、私の日本語は50％しかなかったりして。

さやか：そう言えば、私の日本語も58％しかありませんでした（笑）。

ＫＰ：そんなわけで、英語の得意なさやかちゃんに、熱心に教わっているのだ。

さやか：「でも、チカぽん。どうして急に英語を勉強しようと思ったの？」

ＫＰ：まあ、高校二年の一学期もそろそろ終わりで、そろそろ進学のことも考えないといけないし──

さやか：どうせ、私たちは進級しないのに……（笑）。

睦：それを言っちゃあ、駄目～～っ！（笑）

ＫＰ：あと、千香は「陸上部だから、勉強ができないとか言われたくないし」と、少し怒ったような顔をする。

佐々原：走ってばかりいるから、バカなんだとか言われたのかな？

さやか：「誰がそんなひどいことを言ったの？」

ＫＰ：それを聞き出すには、さやかちゃんの話術にかかっているので〈言いくるめ〉をしてもらおうか。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：それを言ったのは、秋あき月つき舞まいという子らしいね。さやかちゃん、睦ちゃん、そして千香と同じクラスで、印象としてはちょっと地味な感じのする子だ。悪口というより「陸上部なんだから、英語のテストが悪くてもしょうがないじゃない」みたいな軽い感じで言われたらしい。ただ、千香としては「陸上部はバカでもしょうがない」と言われたような気がしてカチンときたみたいだね。

さやか：なるほど、なるほど。それで猛勉強して見返してやろうというわけですね。

ＫＰ：ちなみに、教えていてわかるのだけど、千香はのみ込みが早くて、なにより語学センスがあるようだね。

さやか：「すごいよ、チカぽん。これなら次のテストは大丈夫だね」

ＫＰ：そんな勉強が一段落ついたところで、るるいえ堂で店番をしているコガネが麦茶と今川焼きを持ってきたよ。「大変ですね。ちょっと一息いかがですか？」

さやか：「あっ、すみません。いただきま～す」

ＫＰ：さて、女性三人と、北海道から連れてきたるるいえ堂の新たな住人の猫のホワイトがそろって和気あいあいとお茶しているわけだが……さやかちゃんは、コガネが店の外をチラチラと気にしていることに気づく。

さやか：「コガネさん、どうかしましたか？」

ＫＰ／コガネ：「いえ……さっきから店の前をウロウロしている人がいるような……」

さやか：まさか、またるるいえ堂に不審者ですか？　外を「ギロリ」とにらみつけます！

ＫＰ：すると、外からるるいえ堂の店内をのぞいている人影に気づく。背が高く、まあまあイケメンの白人男性のようだね。背広姿でパッと見では怪しいところはない。

さやか：外国の人ですか。気になるので、ちょっと外に出て、声を掛けてみます。「ウチになにかご用ですか？」

ＫＰ：「いいえ、なんでもありませン」と、彼はややぎこちない日本語で応えると、そのまま早歩きで立ち去ってしまうけど、どうする？　追いかけるかい？

さやか：うう～ん、迷うなぁ。けど、まだそこまで怪しくないし……ここは首をかしげて、見送ります。

ＫＰ：じゃあ、千香の勉強会を終えて、奇妙な白人男性と遭遇したところで、辰巳先生のシーンに移そう。




辰巳：ワシはなにをしているのかな？

ＫＰ：今日は、ちょっとした用事で御み津つ門かど学園に来ています。それはすぐに終わったので、いまは古い友人でもある学園の辺へん見み校長と校長室で茶飲み話をしています。

辰巳：「辺見校長、最近、学園では妙な事件とか起きていませんか？」

佐々原：最初の話題がそれ!?　まあ、しょうがないですけど（笑）。

ＫＰ：「ええ、おかげさまで。そうそう、以前、辰巳先生がミスカトニック大学に招かれたときの縁で、今度はわが校にあちらの博士が客員講師として来てくださることになりましてね」と、辺見校長はうれしそうにしている。御津門学園にはグローバル化と、さまざまな分野で活躍する人を講師として広く迎えるという二つの方針がある。そのため、海外からの留学生を受け入れたり、生徒の短期留学を援助したり、また学生作家の佐々原を講師に招いたりしているのだ。

辰巳：「ほうっ、あのミスカトニック大学からですか。どなたがいらっしゃるのですかな？」

ＫＰ／校長：「高名なアーミテッジ教授とも親交の厚い、フランシス・モーガン博士です。まだ二十代だというのに、優秀なエジプト学の研究者だそうですよ。わが校の生徒たちにも刺激となってくれるでしょう」

睦：むむっ、あのフランシス・モーガン博士が来日するんですか!?

佐々原：それって、ミスカトニック大学の有名人なんですか？

ＫＰ：プレイヤー情報だけど、モーガン博士はアーミテッジ教授と並んで「ダニッチの三人」の一人として数えられる、元祖・探索者だよ（ワンポイントスケッチの説明をする）。

辰巳：「ふーむ、そんな人物が高校の講師をするためだけに来られるのですか？」

ＫＰ：それ以外にも予定はあって、日本には二か月くらい滞在するそうだ。その合間を見て、御津門学園での講演もしてくれるそうな。ちなみに、モーガン博士の方から御津門学園に連絡をくれたそうだよ。きっと、辰巳先生のミスカトニック大学での講演が好評だったおかげだろうと、辺見校長は満足げだ。

辰巳：「まあ、お役に立てたのならば幸いです。私もモーガン博士が講演をされるときは、ぜひ、出席をさせていただきましょう」




◆むったんのワンポイントスケッチ「フランシス・モーガン博士」

　どうも、好きなミスカトニック大学の有名人はヘンリー・アーミテッジ博士な日野睦こと、むったんです。

　フランシス・モーガン博士は、Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの名作「ダニッチの怪」で、あのアーミテッジ教授と共に活躍した考古学者です。

　彼は若くて自信過剰な性格ですが、同時に自分がオカルトじみたことに関わることによる世間体を気にしているところもあります。つまりそこまでクトゥルフ神話にどっぷりハマっているわけではないということですね。

　そんな彼についての詳細な解説は、ソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ ミスカトニック大学』にて、「ダニッチの三人」の仲間たちと一緒に紹介されています。

　当然、彼は１９２０年代の人物なのですが……このシリーズでは、現代を舞台にしているのに、なぜかアーカムだけは１９２０年代のまま時間が止まっているというトンデモ設定になっているそうです。

　どうやら、キーパーはいつか私たちをクトゥルフ神話の本場のアーカムに行かせたいと思っているようですね。








ＫＰ：では、最後は佐々原の番だな。

佐々原：待ってました。よ～し、女子高生にチヤホヤされちゃうぞ～。

さやか：なんでこの人はこんなに素直に自分の欲求を口にできるのでしょう……。

ＫＰ：佐々原は御津門学園で講師に呼ばれた縁で、学園の文芸部の子たちにアドバイスなんかをしてあげている。

佐々原：おっ、これは本当にキーパーがリクエストを聞いてくれて、女の子にチヤホヤされている感じ？

ＫＰ：まあ、佐々原はそこそこイケメンで、背も高く、大学生でありながらプロの作家をしているのだから、文芸部の生徒の受けは良いだろう。

佐々原：いいですね。ボクはずっとそういうのを期待していたんですよ！

ＫＰ：そんな文芸部員の中でも熱心な子がいる。名前は秋月舞といって、君は彼女の原稿を預かっており、今日はその講評をしてあげる約束だった。

さやか：秋月舞ちゃんというと、チカぽんに英語のテストのことで余計なことを言った子ですね。

辰巳：ふ～む、こんなところでつながってきたか。

佐々原：その子の原稿の出来はどんな感じでしたか？

ＫＰ：では、〈芸術（文芸）〉の４倍でロールしてみてくれ。

佐々原：コロコロ……おっ、出目が良かったので〈芸術（文学）〉が１倍でも成功してますよ。

ＫＰ：なら、君は彼女の原稿をしっかりと吟味することができる。彼女の作品は、はっきりいってまだまだだ。一人よがりなところが多く、読者が見えていないのが大きな欠点だね。さらに１倍で成功しているのならば、その原稿からは、彼女が同世代の子たちをバカにして、見下していることが透けて見えるな。

佐々原：な、なんかちょっと痛々しい子でした。作風はどんなものなのでしょうか？

ＫＰ：高校生にしては、ちょっと背伸びをした純文学だね。やけに凝った言い回しが多い割に、なにを伝えたいのかがよくわからない。

睦：ボロボロな講評だね。タマ兄はひどいことを言うなぁ。

佐々原：ボクが言ったわけじゃないよ。けど……これをどうやって秋月ちゃんに伝えたらよいものやら。

ＫＰ：おっと、その前に、佐々原は交通機関のトラブルに巻き込まれてしまったせいで、御津門学園に到着したのは約束の時間から二時間も過ぎてしまっている。御津門学園は部活をしている生徒も夜七時には帰宅するようになっているのだけど、そろそろ下校時刻が迫っている。

佐々原：ええっ、それは大変だ。急いで、部室に向かいますよ！

ＫＰ：では、佐々原は文芸部が部室として利用している、視聴覚室にやって来た。部屋の中からは女性がハミングしている声が聞こえてくる。あまり聞いたことのない曲だね。

佐々原：秋月ちゃんかな。「遅れてごめん」って、部屋に入ります。

ＫＰ：部屋には夕日が差し込み、窓際に立つ少女の影が長く伸びている。彼女がハミングの主のようだね。そして、そんな少女のかたわらの窓枠には、一羽のカラスが止まっている。

睦：そんな魔女みたいな……。

佐々原：なんか急に描写が細かくなってきたけど……その子が、秋月ちゃんなのでしょうか？

ＫＰ：いいや、まったく違うね。背は女子にしては高め。やや色素の薄いストレートロングの髪に、落ち着いた眼差しをした女子だ。御津門学園の制服を着ていて、三年生用の紺色のリボンを着けている。ここで佐々原は〈目星〉か〈生物学〉のどちらか得意な方をしてもらおうか。

佐々原：なんだろう。ここは得意な〈目星〉でロールしますよ。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：君は、あのカラスに目がないことに気づく。目のあるべきところは羽毛に覆われてしまっているのだ。

辰巳：目のないカラス……この子はいったい何者だ。

佐々原：「ええっと……ここで文芸部の秋月さんと待ち合わせしていたんだけど、君知らないかな？」

ＫＰ：彼女は「ここに秋月はいないわ」と、素っ気なく応える。もう一度、〈目星〉をしてくれるかな？

佐々原：コロコロ……なっ、「97」だと。油断していました。失敗です。

ＫＰ：じゃあ、なにも気づけないな。

佐々原：「秋月さんは帰っちゃったのかな……あっ、ボクはこの学園で講師をしている佐々原環たまきっていうんだけど、君の名前は？」

ＫＰ：「私は、冬ふゆ室むろ熾おき」と、名乗りはするけど、ほとんど佐々原のことは無視しているな。

さやか：冬室熾ですか……ちょっと変わった名前ですね。

ＫＰ：冬の日の熾おき火びのような暖かな子になるようにとの願いが込められているのかもしれない。

佐々原：どう見てもただ者ではないし、気になるから、あまり空気読まずにどんどん話し掛けますよ。「ボクは文芸部の子の原稿を見てあげたりしているんだけど──」

ＫＰ：すると、冬室は君の方を一いち瞥べつして、それから目をそらす。（ここで佐々原の〈心理学〉。コロコロ……成功か）彼女は君のことをはっきりと認識した上で、ちりほどの興味も持たずに無視していることがわかる。

佐々原：完璧に無視された～！（泣）

さやか：そ、そこまで念入りに人を無視することができるなんて……冬室さん、恐ろしい子！（笑）

睦：これはさすがにタマ兄に同情しますね（笑）。

ＫＰ：そして、彼女が佐々原をはっきりと無視したタイミングで、視聴覚室のある階のどこからかフルートの音ねが聞こえてくるのに気づく。

辰巳：フルート……？

ＫＰ：それはとても美しい旋律で、しかも、窓際の少女のハミングと同じ曲のように思える。あと、この演奏には、同じ階にある美術室で絵を描いている睦ちゃんも気づいていいよ。

睦：「きれいな音ね色いろ……誰だろう？」って、〈芸術（ピアノ）〉で、その曲名とかわかりませんか？

ＫＰ：じゃあ、ロールをしてみてちょうだい。

睦：最近、急に練習に目覚めたピアノの音楽知識を生かして。コロコロ……やった、成功しました！

ＫＰ：睦ちゃんはわかるのだけど、普通に知られている曲ではないね。自作の曲か、よほどマイナーな曲なのだろう。そして、音楽に詳しい者ならば、その完璧な旋律には聴きほれざるをえない。それは超一流のプロの演奏に匹敵するもので、学園の吹奏楽部の練習とはとても思えないね。

睦：では、その演奏につられて、ふらふら～っと廊下に出てみます。「む～っ、誰が吹いているんだろう？」

ＫＰ：すると、その途中でたまたま視聴覚室の前を通り、中にいる佐々原に気づく。

睦：「あれっ、タマ兄。来てたんだ」って、私は冬室さんのことは知っていませんか？

ＫＰ：まったく接点がないはずなので〈知識〉の５分の１でロールしてみたら知っているかも。

睦：コロコロ……失敗でした。三年生に知り合いは少ないからなぁ。

佐々原：「実は秋月舞って子と、ここで待ち合わせしていたんだけど、ちょっと遅刻しちゃってね」




　睦は秋月と同級生なので、視聴覚室に彼女のカバンが残されていることに気づいた。そして、その脇に置かれたプリントアウトされた英語の文章にも気づくのだが、もしも恥ずかしいポエムだったら悪いと思って、それに手をつけることはしなかった。

　そうこうしているうちに、どこからか聞こえていた、あの素晴らしいフルートの音色が変化する。




ＫＰ：〈芸術（ピアノ）〉に成功した睦ちゃんはわかるのだけど、さっきまでに比べて、どこか色あせたような気がするのだ。そして、それを聞いていた冬室もまた、眉をひそめて不機嫌そうな顔をする。
















睦：むむっ、この微妙な変化に気づくとは、ただ者じゃないですね。

ＫＰ：そして、彼女は白けたような顔をすると、「秋月ならフルートの音の方にいるわ」と冷たい声で佐々原に告げて、視聴覚室から出て行こうとする。どうやら帰るつもりのようだけど、どうする？

佐々原：冬室さんは怪しいけど……いまは秋月ちゃんの方が先だな。フルートの方に行ってみます。

睦：私も、フルートを吹いている人のことが気になるので一緒に行きますよ。

ＫＰ：視聴覚室や美術室などの特別教室があるのは、校舎の四階だ。君たちがフルートの音をたどると、廊下の突き当たりにやって来ることになる。そこは日が暮れかかっているにしてもやけに暗い一画だ。そして、その暗がりの前には秋月舞が立っており、詩のようなものを朗読しているのだ。

佐々原：詩の朗読ですか。それで、フルートを吹いている人はここにいるんですか？

ＫＰ：この暗がりはちょっと普通ではないので、それを探すには〈目星〉をしてもらおうか。

佐々原：コロコロ……成功です。

睦：コロコロ……ありゃ、まさかの「00」で失敗してしまいました！

ＫＰ：睦ちゃんは絵を描くのに集中していたせいで眼精疲労になっており、暗がりにはなにも見えない。佐々原はその暗闇の中に緑色のベストを着た金髪の美少年が立っていて、金色のフルートを吹いているのが見える。

佐々原：金髪の美少年。いったい何者だ……？

ＫＰ：佐々原は、あの美少年のことをよく知っている。彼こそは『るるいえはいすくーる』の第三話に登場した、謎の転校生ジェフリー・クォレンだね。

さやか：ええっ、なんでジェフリーが!?

ＫＰ：秋月はそんなジェフリーに向かって、こんな詩を朗読しているのだ（資料を渡す）。




……………………

◆秋月の詩




「いずこの墓所より這はい出たものか。

　私には言えぬ。

　だが、私は見るのだ。毎夜、あの弾力あるものを。

　黒だ。角だ。痩せこけて、膜のような翼まで持っている。

　そして、二つに裂けた、地獄のさかとげを持つ、あの尾まで……」

……………………




睦：（資料を読み終えて）これって……夜鬼ナイトゴーントのことを言ってるの？

佐々原：秋月ちゃんや、ジェフリーは、ボクらに気づいているようなんですか？

ＫＰ：秋月は気づいていないね。かなり気持ちをこめて、詩の朗読に集中している。そして、ジェフリーの方も、君には目も向けない。というか、ジェフリーは秋月が熱心に詩を朗読しているのに、まったくの無感情だね。

佐々原：なんか、みんなに無視されてばっかりだよ……（泣）。

ＫＰ：ジェフリーはテクニックは素晴らしいが、情熱のこもらないフルート演奏を続けていたのだけど、やがてそれをピタリと止めると、闇の中へと消えていく。そして、ジェフリーがいなくなると共に、その闇も薄らいでいく。それは明らかに超常的な現象と思えるが……このくらいでは〈正気度〉ロールはしなくていいよ。

佐々原：「ジェフリー、ちょっと待ってくれ！」と、呼び掛けますけど？

ＫＰ：反応はない。やがて廊下は普通の明るさに戻る。奇妙なことにジェフリーが消えた先は行き止まりになっていて、窓が開いているだけだ。ここは四階なのでそこから出たとは普通は考えられない。

睦：む～っ、あれは私たちの知っているジェフリーだったのでしょうか……それとも精神は別のモノ？




　ジェフリー・クォレンはミ＝ゴの円筒状の脳収容器を求めて、御津門学園に転校してきた謎の美少年だ。

　探索者たちと心の交流をするが、最後には彼の肉体にイスの偉大なる種族の精神が宿ってしまい、まったくの別人となってしまった。詳しくは『るるいえはいすくーる』の第三話を参照してもらいたい。




佐々原：とりあえず、気を取り直して、秋月ちゃんに遅刻したことをわびますよ。

ＫＰ：彼女は「せっかくフルートの騎士に会えたのに、なんで邪魔するのよ！」と、怒った顔をしている。

睦：フルートの騎士！　なにそれ!?（笑）

ＫＰ：たぶん、ジェフリーのことを指しているような気がするね。

佐々原：「い、いや、邪魔するつもりはなかったんだ。ボクは、あのジェフリーと知り合いで……」

ＫＰ：彼女は君の弁解に聞く耳を持たないといった様子で「もういい！」と怒ど鳴なると、駆け足で去ってしまう。

睦：あ～あ、タマ兄。女の子を泣～かせた～。







フルートの騎士のうわさ




ＫＰ：さて、各自の導入が終わったあと、ぶっちゃけ二日間はなにも事件は起きない。その間の探索者の行動をしっかりと処理するとプレイ時間が長くなってしまうので、ここはゲーム的な処理で、はしょらせてもらいたい。

さやか：と言いますと？

ＫＰ：この二日間で、君たちはフルートの騎士についてのうわさを調べることができる。うわさ話を収集するのに使えそうな技能でロールをして、その技能が何分の１で成功しているかによって、選べる情報のランクが変化する。

辰巳：つまり２分の１で成功していたらランク２、５分の１ならランク５みたいな感じか？

ＫＰ：その通りです。ランク５までだったら、ランク１～５の情報のどれかを選ぶことができます。あと、学園の生徒だと、自動的にランクはプラス１されるのでお忘れなく。

さやか：生徒の方がうわさを集めやすいってことですね。

ＫＰ：ここで集められなかったうわさも、あとで探索者の行動次第で得られるので、まあここは運試しと思ってダイスを振ってみてくれるかな。

睦：了解です。私は得意の目ざとさで隠されたうわさを探し回ってますよ。〈目星〉で、コロコロ……２分の１で成功。普通ならランク２だけど、私は学園の生徒なのでランク３までのうわさが手に入りますよ。

辰巳：だったら、迷うことなくランク３のうわさをもらっておけばいいだろう。




……………………

フルートの騎士のうわさ　ランク３




　そのフルートの音色は、一度聞いたら忘れられないほど素晴らしいそうだ。

　学園に残っていれば、選ばれた「OTHERSアザース」の会員の前に現れるらしい。

……………………




睦：「OTHERS」って、美術部の後輩が言っていた言葉ですよね。会員って、なんのこと？

ＫＰ：現時点では、君には「OTHERS」がなにを意味するのかはわからない。それはあとで調べてくれ。

辰巳：学園内の秘密グループみたいなものなんじゃないのかな？

佐々原：ボクはジェフリーを見つけて、秋月ちゃんに引き合わせておわびするつもりです。生徒たちの心の機微によく気づきながらうわさを集めたいので、〈心理学〉でロールをします。コロコロ……成功はしましたけど、ランク１しか得られません。




……………………

フルートの騎士のうわさ　ランク１




　御津門学園に現れる、謎の美少年。

　夜、フルートの音色と共に現れて、女子生徒に甘い声を掛けてくるらしい。

……………………




辰巳：そんなやつが学園にうろついているのは大問題だろう。職員会議で取り上げねば。

さやか：女の子に甘い声を掛けるとか……私の知っているジェフリーは、そんなことをする人じゃありません！

ＫＰ：辰巳先生はどうやってうわさを集めますか？

辰巳：うう～む、では、ワシは信用のできる理事長代理として、生徒たちの輪に溶け込もう。「やあ、みんな。なんでも気さくに話してくれていいんだよ」と、〈信用〉で、コロコロ……ランク１の情報しか得られなかった。

ＫＰ：では、さっきの謎の美少年に関する話しか聞けなかった。

さやか：私は得意の〈言いくるめ〉でフルートの騎士の話題をどんどん広げて、うわさを集めますね。コロコロ……出目が良くないなぁ。ギリギリ成功なので、生徒のボーナス、プラス１をつけてランク２の情報をゲット。




……………………

フルートの騎士のうわさ　ランク２




　フルートの騎士は金きん髪ぱつ碧へき眼がんの白人の美少年だ。

　彼は、仕えるにふさわしい姫を探しているらしい。

……………………




辰巳：「フルートの騎士」とか、「姫」とか……この学園の生徒たちは、高校生にもなってこんな乙女チックなことを話しているのか（苦笑）。

さやか：いくらなんでも夢見がち過ぎですね。または、乙女ゲームのやり過ぎかと（笑）。

睦：でも、実際にジェフリーに会って、そんなふうに言われた人がいるとなれば、学校のうわさになるのでは？

辰巳：うむ、こんなうわさが広がっているのなら、夢見がちな女子が夜の校舎にたくさん残って騒ぎになるだろう。

ＫＰ：この情報は探索者たちが積極的にうわさを集めて、しかも、ロールに成功して得られたものなので、まだまだ生徒の一部にしか広まっていないと思ってください。それに普通ならとても信じられるような話じゃないしね。

さやか：それにしても先生の間では、まったく話題になっていないんでしょうかね？

ＫＰ：みんながフルートの騎士についてのうわさが気になってきた頃……辰巳先生は辺見校長から職員会議に出席してくれないかと頼まれます。ちょっと意見を聞きたいのだそうだ。

辰巳：とうとうフルートの騎士が職員会議の議題に！

睦：夜、不審な金髪の美少年がフルートを吹きながら、女子生徒に「私が仕えるにふさわしい姫を探している」と声を掛けるという事案が発生しております（笑）。

さやか：そんなの、先生もどう対応したらいいのか困っちゃいますね（笑）。




◆むったんのワンポイントスケッチ「情報提供」

　どうも、好きな管楽器はファゴットな、むったんです。

　シナリオによっては、まずは導入で軽く事件を起こして、本編は数日たってから──なんて展開もありますよね。

　もちろん、その数日の間も、探索者は行動することはできるはずですが、まだ導入の段階なのにいろいろ動いても、重要な情報は得られないためシナリオは進まず、プレイ時間だけが長くなってしまいます。

　今回のプレイでも、さっそくタマ兄は秋月さんや冬室さんのことを調べる気満々でしたが……キーパーとしては、その処理を丁寧にやっていくよりは、本番がスタートするまで一気に時間を進めたかったようです。

　そういうときには「あれから二日後」と、キーパーがバッサリと時間を進めてもかまいませんが、今回のように、その合間に探索者はちょっとした情報を集めていたことにしておけば、なにもしないまま時間が過ぎたことに対するプレイヤーの不満を和らげることができるかもしれませんよ。








　かくして、辰巳先生は御津門学園の職員会議に出席することになった。

　予想通り、フルートの騎士については、ちらりと話題に出たが、下校時間を過ぎてからの見回りを強化するくらいのありきたりな対応で話し合いは終わってしまった。それより気になるのは、フルートの騎士に詩を朗読していた秋月舞が、無断外泊をしていると家族から相談があったという議題だ。




ＫＰ：秋月舞はいわゆる優等生で、悪い友達と夜遊びをするようなタイプではなく、家族も心配して、すぐに学園の担任に相談の電話をしたらしい。

佐々原：家出……いや、もしかしたら、フルートの騎士にさらわれたのかもしれんな。担任の考えはどうなんだ？

ＫＰ：言われてみれば、最近、なにか思い詰めていたような気がするそうだ。ただ、もともと休み時間は一人で本を読んでいるような地味な子だったので、事情を聞くまでには至らなかったらしい。

睦：タマ兄が原稿に酷評するから……。

佐々原：してないよ！　むしろ、あのあとフォローしようとしていたのに！

ＫＰ：そこはシナリオの都合で悪いんだけど、この二日間、佐々原は時間が取れなくて、秋月と会って事情を話す機会がなかったということにしてもらいたい。

辰巳：当然、秋月くんは携帯電話は持っているのだろう？

ＫＰ：電話には出ないけど、メールの返信はあるそうだ。内容は素っ気なく、「友達と一緒だから心配しないで」といったものらしいね。家族としては、なにかのトラブルに巻き込まれているのではないかと心配している。

辰巳：ふ～む、しかし、これを聞いてもワシの立場でできることはないな。この時点でフルートの騎士との関連性を教師に告げるのは、さすがに早計だろうし……ワシらでもう少し調べてみないと。

ＫＰ：おっと、最後にひとつ、学園の運営をしている事務局から話があるそうだ。

辰巳：先生ではなく、事務局から？

ＫＰ：話があると手を上げているのは、誰よりも長くこの学園に勤務している、事務局の主ぬしと呼ばれている老婦人だね。この人はかなり性格がきつくて、辺見校長を含めて、教師たちはみんな彼女を恐れている。

辰巳：とばっちりを受けないように、ワシも顔を伏せておこう（笑）。

ＫＰ：彼女の名前は久く保ぼ山やまと言うのだけど、ここにいないモーガン博士のことで話があるらしい。

辰巳：モーガン博士のことで？

ＫＰ：彼は学園の近くにあるビジネスホテルに仮住まいしているのだけど、いまどき携帯電話を持っていないそうで、連絡が取りづらいらしい。一度、ホテルのフロントにモーガン博士へ電話をつないでもらおうとしたら、ささいなトラブルがあったらしくて、久保山はそれに立腹しているのだ。そこで、辺見校長からモーガン博士に携帯電話を持つよう言ってほしいというのだ。

辰巳：そんなつまらんことを、わざわざ職員会議で言わなくてもいいのになぁ。

ＫＰ：辺見校長は、学園の予算で携帯電話を持たせることを提案するけど、それに対して久保山は「どこにそんな予算があるんですか！」と、さらに怒っているね。どうやらホテルともめた久保山が、その怒りを辺見校長にぶつけたいだけだったようだね。

辰巳：困った人だなぁ……やっぱり、とばっちりを受けないように顔を伏せていよう（笑）。




　辰巳先生が久保山の剣幕に圧倒されている頃、さやかちゃんと睦ちゃんは放課後の教室にいた。

　一方、自由行動をしてよいと言われた佐々原は、まだ秋月の家出についての情報は得ていないため、学園に彼女の様子を見に来るという口実で、さやかちゃんたちの教室に向かうことにする。




さやか：ところで、この数日間で、私はモーガン博士を見掛けたのでしょうか？

ＫＰ：おっと、そうだった。朝礼のときにモーガン博士からあいさつがあったのだけど、導入でるるいえ堂の前をウロウロしていた白人男性と同一人物なんだ。ただし、その後、彼がさやかちゃんに接触することはない。

さやか：「あの人は、るるいえ堂に来ていた……」と、意外なところでの再会にちょっと驚いたくらいですかね。

辰巳：なんだか、あのモーガン博士は怪しいなぁ。本当に本物のモーガン博士なのか？

さやか：じゃあ、放課後、私はむったんとフルートの騎士の話をしています。「むったん、今日は学園に残って、フルートの騎士を探さない？」

佐々原：ボクも教室に来ているよ。「フルートの騎士って、ジェフリーのことだよね。ボクも協力するよ」

睦：「けど、うわさだと、フルートの騎士は『OTHERS』の会員の前にしか現れないらしいよ」

さやか：「あっ、そうか。じゃあ、その『OTHERS』について調べてみるのが先だね」

睦：「美術部の後輩が部活中に「あざーす」とか言ってたから、もしかしたらなにか知っているのかも」

佐々原：あと、冬室さんのことについても調べたいんだけど……。

睦：でも、現時点では怪しいカラスを連れているだけで、そこまで疑わしくないし。

さやか：そうですねぇ。まだ本腰を入れて調べるほどの動機はないですね。

ＫＰ：ところで、教室には君たち以外に千香も残っていて、携帯電話の画面を見て「うーん」と、うなっている。

さやか：「どうしたの、チカぽん？」

ＫＰ：千香の携帯電話の画面には英語の長文が表示されていて、この翻訳に苦心しているようだ。

さやか：「あっ、ごめん。英語の勉強中だったのかな？」

ＫＰ：そのとき、教室にモーガン博士がやって来た。彼は、さやかちゃんに「さやかさん、あなたアンティークショップのるるいえ堂で働いているそうですネ」と、尋ねてくるね。

さやか：「はい、そうですけど。叔父のお手伝いをしているんです」

ＫＰ／モーガン：「ご主人の嘉か多た蘭らん弗どるさんは、いつ戻られるのでショウ？」

さやか：「それはこっちが聞きたいくらいで……なにかお探しのものがあるんですか？」

ＫＰ／モーガン：「いえ、でしたら、それについてはまたの機会にしまス」

睦：モーガン博士は考古学でエジプトを研究しているらしいから、なにか貴重な遺物を買いに来たのかもね。

ＫＰ：──と、二人の話が終わったタイミングを見計らって、チカぽんがモーガン博士に声を掛ける。「あの……すみません。この英文の翻訳のことでお聞きしてもいいですか？」と、例の携帯電話の英文を見せるのだ。

佐々原：ボクも長身を生かして、後ろから画面をのぞいているよ！

睦：私もなんとなしに見てます。

さやか：じゃあ、私も！（笑）

ＫＰ：（食いつきのいい探索者たちだなぁ）パッと見た感じでは、普通の文章ではなく英文詩のようだ。英語の得意な佐々原にはわかるけど、秋月が朗読していた詩に内容が似ている気がする。

睦：あの夜鬼みたいなものを描写していた詩ですか……。

ＫＰ：ただ、モーガン博士はその文章を流し読みすると、険しい顔をして「こんなくだらないものを読むより、もっとほかにやることがあるんじゃないのかネ」と、かなり辛しん辣らつな言い方をするね。

睦：えっ、どうして急に怒り出したんだろう？

ＫＰ：（ここで〈心理学〉だな。コロコロ……コロコロ……コロコロ……）さやかちゃんと佐々原はモーガン博士の態度には、怒りというより、嫌悪感を感じ取る。よほど不快な文章だったのだろうね。

睦：そんなふうに言われて、チカぽんはどうしています？

ＫＰ：モーガン博士の厳しい態度に「しゅん」として、ひっこんでしまうよ。

さやか：だったら、「そんな言い方をしなくてもいいんじゃないですか」って、モーガン博士に文句を言います。

ＫＰ／モーガン：「このような冒瀆的なものを読むことは感心できませン。心が穢けがれまス」

さやか：確かに、心が穢れそうな詩でした。正論過ぎて返す言葉もありません（笑）。

佐々原：ボクらは、このモーガン博士がクトゥルフ神話に精通している探索者だって知っていていいんですか？

ＫＰ：いや、探索者としては、ミスカトニック大学の若き博士と思っているだけだよ。

佐々原：それだと突っ込んだ話をするのは不自然かな。

ＫＰ：君たちが引き留めなければ、モーガン博士はそのまま教室を去って行くよ。

さやか：私はチカぽんにさっきの英文詩について「それって、変な文章だけど、なんなの？」って聞きますよ。

ＫＰ：（さやかちゃんの〈心理学〉は、コロコロ……失敗か）千香は「それはちょっと内緒なの」と、珍しくもったいぶって教えてくれないのであった。

さやか：「私とチカぽんの仲なのに～？」

ＫＰ：嫌な言い方をするなぁ。けれど、なぜか千香はかたくなに教えてくれないのであった。

睦：むむ～っ、その英文詩の出所が気になってきましたね。たぶん、それを朗読すると、フルートの騎士を呼び寄せる効果があるのだと思うんですが。

さやか：「じゃあ、詳しい話は聞かないから、翻訳の手伝いをさせてくれないかな？」と、提案します。モーガン博士に見せたくらいなんだから、それは問題ないんですよね。

ＫＰ：出所などを聞かないでくれるなら、翻訳の手伝いは歓迎するよ。これが英文詩の全文だ（メモを渡す）。







……………………

◆英文詩の原文




 Out of what crypt they crawl, I cannot tell,

 But every night I see the rubbery things,

 Black, horned, and slender, with membraneous wings,

 And tails that bear the bifid barb of hell.

……………………




さやか：（原文と秋月が朗読した詩の内容と見比べて）だいぶ、意訳しているような感じがしますね……。

ＫＰ：それを見せたあと、千香は「恥ずかしいけど、こんなふうに訳してみたの」と、彼女なりの翻訳を見せる。




……………………

◆チカぽんの翻訳




　外でどんなものたちが地下室で這はっているのだろうか。

　私には言えない。

　けれど、私は毎晩ゴムのようなものを見る。

　黒くて、角を持ち、細い体の、薄い翼。

　そして、さかとげのある二股の地獄の尾。

……………………




さやか：……私の好みでは、こっちの訳の方がしっくりくるかな。

ＫＰ：では、ここで君たちは〈ほかの言語（英語）〉のロールをどうぞ。

さやか：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：（さやかちゃんがロールするのと、ほぼ同時に）あっ、このロールは重要だから。

さやか：それっ、先に言ってくださいよ～！　全然、気合いを入れてませんでした～！（泣）

睦：むむっ、じゃあ、気合いを入れて～。コロコロ……やった、「01」で成功です！

佐々原：ほっ、それなら安心してロールできるな。コロコロ……うっ、油断していたら、本当に失敗した！

さやか：むったんが成功してくれてよかったぁ～！

ＫＰ：まず、そこそこ〈ほかの言語（英語）〉を習得している君たちは、これは詩なので、正確に無味乾燥な文章に翻訳するよりも、書いた作者の伝えたい印象を再現することが大事だとわかる。

さやか：（導入でもらったメモを見ながら）秋月さんは、ずいぶん凝った文章にしているよね。

ＫＰ：そして、ロールに成功した睦ちゃんは「Out of what crypt they crawl, I cannot tell, But every night I see the rubbery things,」の部分は「どこの墓場から彼らが這い出て来るのか言えないが、毎晩、私はあのゴムのようなものを見る」と訳した方が正しいというアドバイスができる。

睦：じゃあ、それをそのまま伝えますよ。「ここは、こういう訳がいいんじゃないのかな？」

ＫＰ：英語に堪能な、佐々原やさやかちゃんを差し置いて、睦ちゃんが的確なアドバイスをしてくれたことに千香は驚いているが、同時に素直に感心しているね。

さやか：「すごいね、むったん。私も、いま同じことを言おうと思ってた！（笑）」

ＫＰ：この詩を理解した睦ちゃんは、探索者シートに「英文詩『01』で理解」とメモしておいて。あとで、このことが役立つかもしれないよ。

佐々原：ううっ、重要なフラグっぽい！　ここで失敗は痛かったな……。

ＫＰ：ちなみに、いまのはさっと斜め読みした程度なので、完璧に訳すのならば、３時間ほどかけて再チャレンジできる。作者の心情を読み解き、正しく日本語として伝えるための訳文を書くのは英語力以外にも高度なセンスが必要で、〈ほかの言語（英語）〉と〈母国語〉と［ＰＯＷ×５］にそれぞれ成功する必要がある。

佐々原：それは難しいな……〈芸術（文学）〉は使えませんか？

ＫＰ：そうだね……〈母国語〉か［ＰＯＷ×５］の代わりに〈芸術（文学）〉をロールしてもいいよ。このロールに成功すれば、秋月や千香の翻訳とは格の違うプロ並みの出来に仕上がると思ってくれ。







「OTHERS」の正体




　さやかちゃんたちが教室で英文詩のことで頭を悩ませているところに、職員会議を終えた辰巳先生が合流した。

　そして、フルートの騎士と呼ばれるジェフリーと会っていた秋月が外泊をしている話から、学園に漂う不穏な気配を感じ取り、いよいよ本腰を入れて探索を開始することにした。




辰巳：ずっと思ってたのだが、ワシはジェフリーが消えた廊下の行き止まりを現場検証したい。いくら闇があったとはいえ、行き止まりからは消えられないだろう。

睦：私は美術部の後輩たちに「OTHERS」のことを聞いてみます。今度は本気で話し合うつもりだけど……〈言いくるめ〉とかが得意な人、誰か一緒に来てくださ～い。

さやか：じゃあ、私がむったんと一緒に行きます。

佐々原：ボクもむったんと一緒に行きたいけど……なんとなく、あの冬室さんのことが気になるので、ちょっと三年生の教室に行って、実在する生徒なのかどうか確認しておきたいです。あと、女子にチヤホヤされたいです。

ＫＰ：では、まずは廊下の行き止まりを調べている、辰巳先生から処理していこうか。




　辰巳先生はフルートの騎士が消えた廊下の突き当たりの現場検証を進めるが、ロープがこすれた跡や、フックを引っ掛けた跡とか、そんな露骨な痕跡は見つけられなかった。ただ、重いものが窓枠の上に乗ったような、そんな形跡だけは発見する。




睦：夜鬼が窓枠に立って、外に飛び出したあととか？

ＫＰ：もうちょっと重いかもしれないな。

辰巳：そう言えば、『るるいえぐりもあーる』でモルディギアンと遭遇した食屍鬼の隠し部屋があった階って、この廊下のある四階じゃなかったか？

さやか：あっ、それですよ！　ジェフリーは闇に紛れて、食屍鬼の隠し部屋に消えたのかも！

ＫＰ：……いや、ごめん。ぶっちゃけさせてもらうと、今回、食屍鬼の部屋は無関係と思ってもらっていいよ（そこまで調べようとしたら、話がややこしくなり過ぎる）。

辰巳：なんだ……そうなのか。まあ、可能性のひとつは潰せたから良しとしておくか。

ＫＰ：とはいえ、いまでもそこにやつらは住んでいるんだけどね（笑）。

佐々原：そう考えると、ぞっとしますね……。




　一方、佐々原は三年生の教室で冬室熾について聞き込みしたところ、彼女は間違いなく御津門学園の三年生であることがわかった。家がかなり裕福で、成績も優秀だが、クラスではあまり目立たない子らしい。

　もう少し、突っ込んだ情報を得ようとするが、三年の女子たちは受験勉強に忙しい様子で、〈言いくるめ〉に失敗した佐々原は相手にされなかった。

　有力な情報も得られず、女子高生にチヤホヤされるという展開にもならず、不満げな佐々原であった。




ＫＰ：最後は美術部だね。さやかちゃんは部外者だけど、どういう口実で部活に参加するの？

睦：私がさやかちゃんにモデルを頼んだということにします。

ＫＰ：なるほど……それなら問題ないかな。

睦：さやかちゃんって、ほかの生徒にはどう見られているんでしょうね？

佐々原：怪しい事件を解決しまくっている美少女探偵として有名人なんじゃないの。

さやか：でも、私の探索は人に知られていないところでやってますからね。そもそも、知られたらいけないことばかりですし……。

ＫＰ：まあ、そこまで変わった目で見られることはないだろう。空手が得意で、変な店でバイトしている、クラスで一番の美少女って感じだろう。あとは、理事長の京みやこや、理事長代理の辰巳先生と話しているところがよく目撃されて、不思議がられているくらいかな？

睦：じゃあ、モデルを頼んでも、後輩たちが驚くようなことはないですね。

さやか：「私、帰宅部なんで、部活とか憧れてたんだ～」と、気さくに一年生たちにあいさつしています。

ＫＰ：後輩たちは美人の先輩がモデルに来てくれて、テンションが上がってるね。

さやか：「体力には自信があるからね。どんなポーズをとればいいのかな!?（なぜか正拳突きをしている）」

睦：「そんなに張り切らなくても、普通のポーズでいいから……」

佐々原：あ～、いいなぁ……ボクもそっちに行って、モデルをやればよかったなぁ～。

ＫＰ：モデルのロールは……じっと動かないでいられるかは［ＣＯＮ×５］で、魅力的なモデルであるかどうかは［ＡＰＰ×５］で、それぞれロールしてもらおうか。

さやか：それなら、どっちも得意です！

辰巳：さやかちゃんは、ほれぼれするような高い能力値をしているからなぁ……。

さやか：［ＣＯＮ×５］は、コロコロ……成功。

ＫＰ：さすが鍛えられているだけあって、しっかりと姿勢を保っているね。

さやか：続けて、［ＡＰＰ×５］は、コロコロ……うにゃっ、失敗してしまいました！

睦：む～っ、ＡＰＰは17なんだから、成功率は85％もあったんだよね。

さやか：前回のロンドンからですけど、私、魅力を生かしたロールは呪われているんですよ～！（泣）

ＫＰ：後輩たちは「さやか先輩、もっとリラックス、リラックス！」と、困っている（笑）。

さやか：緊張し過ぎて、ブルース・リーみたいな顔になってます。

睦：「さやかちゃん、顔が怖過ぎるよ！　もっと普通の顔でいいから！（笑）」

ＫＰ：ここで成功していれば、今後の交渉にボーナスがついたんだけど……まあ、表情はともかく、真面目にモデルはこなしているので、さやかちゃんも美術部の後輩たちに受け入れられた感じはするね。

さやか：では、さっそく「OTHERS」のことを聞きたいのですが……どう切り出したらいいのかなぁ？

睦：普通に聞けばいいんじゃないのかな。「ねえ、この前、誰かが言っていたんだけど、『OTHERS』ってなんなの。はやってるのかな？」

ＫＰ：「睦先輩は『OTHERS』の会員じゃないんですか？」と、後輩の一人が言うと、もう一人の後輩が「睦先輩や、さやか先輩は……ヒソヒソ」と、二人で内緒話をしている。

さやか＆睦：〈聞き耳〉します！（笑）

ＫＰ：うん、後輩たちもそこまで内緒の話というわけでもなさそうで、秘密をちょっと出し惜しみして楽しんでいるだけのようだ。だから、〈聞き耳〉に成功すれば、なにを言っているのかはわかるだろう。

さやか：コロコロ……成功！

睦：コロコロ……失敗です。むむ～っ、なぜか〈聞き耳〉は成功しないなぁ。

ＫＰ：女子高生のロールプレイでニュアンスを伝えるのは難しいので、簡単に説明してしまうけど、「OTHERS」というのは地味な女の子たちだけの秘密サロンのようなものらしいね。だから、睦ちゃんはともかく、美少女でハキハキしているさやかちゃんは、ちょっと空気にそぐわないので教えるべきかどうか迷っているようだ。

さやか：そんな、みんなが思っているほど、恵まれてはいないんですけど。ＡＰＰを生かすようなロールはいつも失敗する呪いがかかっているし……（ブツブツ）。

睦：大丈夫、さやかちゃんはかわいいよ！　ブルース・リーみたいな顔もいい感じだったよ！（笑）

さやか：後輩の子たちに、そんなふうに思わないでほしいと、親しみの持てる先輩をアピールしたいです。

ＫＰ：まあ、話してみると面白いし、思ったよりも取っつきやすい人だとは感じているだろう。さやかちゃんは〈言いくるめ〉をしていいよ。

さやか：モデルのときのような失敗はしないように。ここは無心で、コロコロ……よかった、成功しました。

ＫＰ：すると、彼女は「『OTHERS』は私たちみたいな〝その他系女子〟だけの秘密のネット掲示板なんです」と、教えてくれる。

さやか：その他系女子？

睦：スクールカーストが下位の子たちってことかな。

ＫＰ：派手で主役っぽい子たちに対して、自分たちは地味で脇役っぽい、その他大勢だという自虐ネタらしいね。一方、彼女たちから見ると、さやかちゃんは主役っぽいそうな。

佐々原：だって、さやかちゃんはこのシリーズの主人公だから！（笑）

睦：なるほど……「OTHERS」って、学園の裏サイトみたいなものなんですね？

ＫＰ：そのようだね。会員制で、管理者からＩＤを発行してもらえないとアクセスすることはできないそうだ。そんなわけで、後輩は携帯電話で「OTHERS」のトップページを見せてくれる（イラストを渡す）。









さやか：「唱えよ、強き言葉を」……って、なんだか、怪しいことが書いてあるのですが（苦笑）。

ＫＰ：これにはちゃんと意味があって、この掲示板にアクセスするには、「OTHERS」と声に出して、音声認識をしないといけないんだって。

睦：だから、後輩の子たちは部活の最中に「あざーす」とか言ってたんだ。

さやか：いちいち面倒くさいですねぇ～。

ＫＰ：ところが、これが「OTHERS」の人気の秘訣でもあるそうな。これに一発で認識されると、その日はラッキーというジンクスがあって、みんな占い感覚で楽しんでいるらしい。

睦：まあ、女の子はそういうおまじないが好きだし。

ＫＰ：いやいや、後輩の子たちは結構本気で信じているようだ。掲示板に３回以内でアクセスできる子は、なにかを「持っている」子で、実際、どこか人より秀でたところのある生徒なんだってさ。

睦：「面白そう！　私にやらせてもらえるかな？」

ＫＰ：「睦先輩は『持って』るかな～？」と、後輩は自分のＩＤで試させてくれるよ。ただ、まずはこの掲示板のトップページの壁紙なんだけど、よく見るとなんか変わっている。それはＣＧによるテクスチャとかではなく、ザラザラとしていて独特の肌き理めを持った、なにかのアップの写真のようだ。自然の年輪や岩肌のようにも見えるし、人為的な模様のようにも思える……まずは〈考古学〉か〈地質学〉のロールをしてくれるかな？

睦：〈地質学〉の方が得意ですね。コロコロ……むはっ、成功です！

ＫＰ：では、この写真のモノは時間をかけて堆たい積せきして出来た、自然の地層のような気がする。あと、これをじっと見つめていると、なにやら頭がクラクラして、すうっと体からなにかが抜け出したような気がする。そして、〈正気度〉が自動的に１ポイント喪失してしまうのだ！

全員：ええ～～～っ!?

さやか：こんな見るたびに〈正気度〉が減るような掲示板は大問題じゃないですか!?

ＫＰ：いや、たぶん減るのは最初の一回だけって気がする。あと、これは恐ろしい目に遭ったというより、世界の常識やしがらみから解放されたトランス状態のようなものになって、むしろ楽な気持ちになった感じだ。もちろん、あまり楽になり過ぎちゃうと、頭が真っ白になって人間社会に戻ってこられなくなるのだけど。

睦：「OTHERS」怪し過ぎ！　これは絶対に管理人を探さないと！

ＫＰ：トップページの写真で話がそれてしまったけど、睦ちゃんは音声認識を試してみていいよ。

睦：「えーと、コホン。『OTHERS』！」

ＫＰ：……では、睦ちゃんは〈幸運〉をマイナス40％してからロールしてくれるかな。

睦：マイナス40％すると、私の〈幸運〉の成功率は15％しかないのですが（泣）。

ＫＰ：これで「持っている」人と、「持っていない」人がわかるのだね。

佐々原：つまり、「OTHERS」にはＰＯＷが９以上の人でないとアクセスできないってことですね。

さやか：ＰＯＷ６の京さんにはアクセスできない！（笑）

辰巳：うーむ、これはもしかすると、どこかの魔術師が「OTHERS」を利用してＰＯＷの高い子を集め、邪神の生け贄にでもしようとたくらんでいるのかもしれないな。

睦：なるほど、それはありそうですね！

ＫＰ：実際は何度でも挑戦できるけど、ここでのロールのチャンスは３回までとしておこう。

睦：では、持ってるか、持ってないか〈幸運〉をロールします。コロコロ……コロコロ……コロコロ……むむ～っ、私は「持って」いない子でした（泣）。

さやか：「むったん、私も試させて！」




　さやかちゃんも正気度を１ポイント喪失させてから、携帯電話に向かって、例の言葉を唱えると──




さやか：「『OTHERS』！」と、コロコロ……「09」で成功です！

睦：「すごい、さやかちゃん。たった一回でアクセスできた！」

ＫＰ：さやかちゃんの強運っぷりには、後輩たちも「やっぱり、さやか先輩は『持って』る人なんだなぁ～」と、むしろ冷めて、距離を置いているね（笑）。

さやか：いやいやっ、アクセスできたってことは、私もみんなと同じ地味系女子ってことだから……そんなに引かないで～（泣）。

佐々原：それは持っている人の言い分でしょう（笑）。

辰巳：失敗したら仲間に入れてもらえず、成功してもこの反応とは……女子高生の人間関係は大変だなぁ（笑）。

睦：ここまで女子高生にスポットを当てたシナリオとは……キーパー、本気で学園モノをテーマにしていますね。

ＫＰ：なお後輩たちの話によると、「OTHERS」の中でも持っている人と持っていない人で階級があるそうな。

さやか：またですか。御津門学園の生徒は、どれだけスクールカーストが好きなんだか……。

ＫＰ／後輩：「私は、まだ〝ニオファイト〟なんで、早くセンスを磨いて〝ジェレイター〟になりたいです」

佐々原：ええっ、なに？　ニオファイト？　ジェレイター？（笑）

睦：また、夢見がちなことを言いだしましたよ（笑）。

さやか：どうなっているんです、この学園は。ちゃんと勉強しているんですか？（笑）

辰巳：それって確か、実在の魔術結社かなにかの階級制度だったような……。

ＫＰ：「OTHERS」には会員の階級によって、機能が制限されているそうだ。ニオファイトは新入りで、書き込みを読むことしかできない。これがジェレイターになって、ようやく書き込みが許されるんだ。新入りの会員にセンスのない書き込みをさせないという意味があるらしい。

さやか：「そのジェレイターになるには、どうしたらいいの？」

ＫＰ：管理人──「OTHERS」上では〝プラクティカス〟と呼ばれているけど、その人から英文詩が掲示板に定期的にアップされるので、それを翻訳したものをメールで返信するらしい。それがセンスの良い翻訳であれば、ニオファイトからジェレイターに昇格させてくれるそうな。

佐々原：ふ～ん、詩のセンスが問われるということか……作家として、なんかやる気が出てきました。

さやか：チカぽんが翻訳していた詩も、出所は「OTHERS」ということでしょうか？

ＫＰ：英文詩のスレッドを見せてもらうと、最新版としてアップされているのが、チカぽんや秋月が翻訳していた英文と同じ内容だね。

睦：英文詩は複数あるんですか？

ＫＰ：そうだね。二週間おきくらいに新しい詩がアップされている。まあ、全文読むのには時間がかかるので、後輩の携帯電話を借りてではできないと思ってくれ。

さやか：「ねえねえ、『OTHERS』の会員になりたいときにはどうしたらいいの？」

ＫＰ：プラクティカスに本名を書いてメールを送ると、入会の儀式に関する返信が来るそうな。プラクティカスのメールアドレスは「OTHERS」の会員なら誰でも知っている。

さやか：入会の儀式!?（笑）

ＫＰ：その内容については、後輩も教えてくれないけどね。まあ、会員たちが集まって、おまじないみたいなことをするらしいよ。

さやか：メールを送れば、女子なら誰でも会員になれるのかな？

ＫＰ：後輩たちはよく知らないけど、プラクティカスが認めない人には返信が来ないそうだよ。「OTHERS」にふさわしくない女子は、この時点で弾かれちゃうのだろうね。

さやか：その上、ＰＯＷが高くないとアクセスできないのだから、なかなかハードルが高いですね。

睦：「そのプラクティカスが、誰なのか知ってるの？」

ＫＰ：それは誰も知らないそうな──っと、さやかちゃんと睦ちゃん、二人だけのシーンが長くなり過ぎたな。まだ後輩たちには聞きたいこともあるだろうけど、ここで美術部のシーンは終わらせてもらおう。

睦：あっ、最後にプラクティカスのメールアドレスだけは聞いておきますね！







夜の学園パトロール




　御津門学園の下校時間が近くなり、探索者たちは合流した。

　辰巳先生と佐々原は「OTHERS」の画面を見て〈考古学〉ロールに挑戦するが、残念ながら失敗。トップ画面の不思議な効果により、正気度が１ポイント喪失するのみの結果となった。

　ただ、このときコンピューターに詳しい佐々原は、この掲示板のデータが学園の公式サイトと同じサーバーに置かれている奇妙な事実に気づく。




さやか：サーバーのことは気になりますが、とりあえずプラクティカスに「OTHERS」の入会申請のメールを出しておこうかな。

ＫＰ：本名が必要になるけど、いいのかな？

さやか：ええ、いいですよ。

睦：じゃあ、私もしておこうっと。

ＫＰ：では、さやかちゃんと睦ちゃんはプラクティカスへメールを送信した。このあと、この掲示板の管理人が君たちの名前を見て、入会にふさわしいかどうかを判断するから、返信が来るまで少し時間が必要だろうね。

さやか：それは返信待ちということで……これから私たちがやるのは、フルートの騎士探しでよいですか？

睦：へんてこな掲示板のことでついつい盛り上がっちゃったけど、そっちがメインだからね。

辰巳：しかし、手掛かりもなしにウロウロして見つかるものなのだろうか……。

佐々原：最初に見掛けた廊下の行き止まりとか、校舎で薄暗い場所とかを重点的に回るのがよいのでは？

睦：あと、フルートの音色と、詩の朗読には注意だね。常に〈聞き耳〉を立てていましょう。

ＫＰ：なるほど、なるほど、とても良い行動指針だと思うよ。それなら、このパトロールに参加する探索者には〈聞き耳〉の５分の１でロールをしてもらうか。

睦：むむ～っ、５分の１ですか……それって、かなり厳しいですね。

ＫＰ：もしも、君たちが分散してパトロールするのなら、分散したパーティーの数だけ、この〈聞き耳〉には再挑戦させてあげよう。つまり、固まって行動していると、それぞれ〈聞き耳〉のロールは１回だけ。二手に分かれていれば、２回挑戦できるわけだ。ただし、なにかに気づいたとき目的の現場に急行できるのは、成功したパーティーだけと思ってくれ。

佐々原：それはすぐに携帯電話で連絡を取れば──

ＫＰ：それは可能だけど、全力疾走で現場に急行している人に比べると、到着のタイミングは少し遅れてしまう。

睦：ほかの生徒が先に行ってしまうということがあるのかもね。

辰巳：……しかし、こんなうわさが広がっているのなら、フルートの音が聞こえたりしたら学園中の女子が美少年目当てで集まってくるんじゃないのかなぁ？

ＫＰ：前回の遭遇のときは睦ちゃんはたまたま残っていたけど、普通はこんな時間になったら生徒は先生に強制的に下校させられている。まだ学園に残っているのは、なにか特別な事情がある生徒だけだ。

睦：こんなうわさを真に受ける生徒も少ないでしょうしね。

辰巳：それもそうか……。

さやか：どうします。みんなでバラバラになって探しますか？

辰巳：うーむ、そうだな。５分の１でロールとなると、四人バラバラで行動するってことでいいんじゃないかな。

睦：全員失敗だけは避けたいですからね。

辰巳：まだ序盤だし、メタ的に考えてもそんな致命的なイベントは起きないだろう。

ＫＰ：（おやおや、ボクもずいぶんと甘くみられたものだな）本当にいいのかな……最悪、一人しか成功しないで、単独で現場に急行という展開もあるよ？

さやか：そのときはそのとき考えます！




　かくして、探索者たちは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』ではあまりしたくない単独行動で学園をパトロールする。そして、肝心の〈聞き耳〉ロールだが……４回ロールした結果、さやかちゃんと辰巳先生の二人が成功した。




ＫＰ：ここからは時間の勝負となるので、各自、行動宣言はしっかりやってもらいたい。

さやか：はい……（ごくり）。

ＫＰ：まず、さやかちゃんと辰巳先生は学園の二階からフルートの音がすることに気づく。ここでできることは、ダッシュで音のする方に走るか、または遅れてもいいから、みんなと携帯電話で連絡を取るかだろうね。

さやか：これは二人だけで、先に行っちゃっていいですよね？

辰巳：そうだな、逃げられては元も子もない。ワシも走って音のする方へ急行するぞ！

ＫＰ：では、二人はフルートの音色が消える前に、その場所に到着することができる。そこはまたも廊下の突き当たりで、やけに暗くて、よく見えないが……間違いなく、誰かがいる気配がしている。

さやか：本当にジェフリーなのかを確認しないと！

ＫＰ：廊下の突き当たりにいるのは二人。暗がりの中、緑色のベストの上半身がかろうじて見えているのは、やはり間違いなくジェフリーだね。ここで御津門学園の二年生のさやかちゃんは〈知識〉のロールができる。

さやか：コロコロ……失敗しました。

ＫＰ：（成功していれば、ベストについて知っていた）彼は金色のフルートを吹きながら、じっとこちらを見ている。そんなジェフリーの前で、秋月と同じように詩を朗読しているのは……なんと、みんなの友人、千香だった。

さやか：チカぽ～～ん、なにやってるの～～～～っ!?（泣）

辰巳：この子は危機意識が低過ぎだ！

ＫＰ：千香が朗読している詩には聞き覚えがある。それは睦ちゃんが翻訳をアドバイスした、「OTHERS」に掲載されている英文詩だね。これが千香の朗読している詩の内容だ（メモを渡す）。




……………………

●チカぽんの詩




　どこの墓場から彼らが這い出て来るのか言えないが、

　毎晩、私はあのゴムのようなものを見る。

　黒くて、角を持ち、細い体の、薄い翼。

　そして、さかとげのある二股の地獄の尾。

……………………




睦：私のアドバイスを生かした内容になっていますね……。

ＫＰ：ここで、さやかちゃんと辰巳先生は〈アイデア〉のロールをどうぞ。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

ＫＰ：二人には、このフルートが並の演奏技術ではなく、もはや人間の言葉以上に感情を正しく伝えられる高度な感情表現手段の域に達していることがわかる。それは音楽の持つ大きな可能性を、改めて実感させるものだ。えーと、以前、秋月に対するジェフリーの演奏を聴いた人は──

佐々原：残念ながら、あのシーンにいた二人は遅れています。

ＫＰ：じゃあ、二つの演奏を比較することはできないな。ただ、佐々原から話を聞いた演奏よりも、これはずっとずっと感動的だ。二人は知らぬうちに自分が涙を流していることに気づく。

さやか：「なんて素敵な演奏なの……」と、ダバダバ涙を流しています。

辰巳：……いや、このフルートはまずいんじゃないか？

ＫＰ：このフルートの音色を聞いていると、君たちは魂が体から解放──というか、抜け出すような不思議な感覚に陥り、同時に意識が宇宙に拡散していくような気分を味わう。ここで〈正気度〉ロールをしてもらおうか？

さやか：ええ～～～っ、素敵な演奏を聞いているだけなのに、なんで!?

ＫＰ：これは単純な恐怖からではなく、人間の常識──すなわち正気度という束縛から解放されて、自分が別のなにかに変わっていくせいだと思ってくれ。

睦：なんかすごい不安になるようなことを言ってますけど……。

辰巳：うむむ……まだ序盤だというのに、これに失敗したらごっそりと〈正気度〉を減らされそうだな。

さやか：とにかく、成功させればいいのです。コロコロ……やった、成功です！

辰巳：ワシも負けてはおられん。コロコロ……よしっ、成功だ！

ＫＰ：ちっ、二人とも成功か。失敗した方が面白かったのに。

さやか：ちっとも面白くありません！

ＫＰ：しかし、この〈正気度〉ロールは成功しても正気度を１ポイント失うよ。

さやか：成功しても１ポイントですか！　失敗しないで、本当に良かったぁ～。




　これで、さやかちゃんの現在正気度は66、辰巳先生の現在正気度は63となった。

　その後、この神秘体験の性質について〈オカルト〉のロールに成功すればなにかがわかるところだったが、残念ながら二人とも失敗。〈オカルト〉を得意とする佐々原が、二人の横で「ぐぬぬ」と悔しがっていた。




ＫＰ：先ほどの〈正気度〉ロールで狂気に陥らなかった探索者は、すぐにわれに返ることができる。なぜなら、正気度という束縛から解放されることは、人間性を投げ捨て、別の存在になることと同義だからだ。

さやか：「こんな演奏を聴いちゃあ、駄目！」って、チカぽんをジェフリーから引き離したいのですが？

ＫＰ：千香はいつの間にか詩を朗読するのをやめて、ぽ～っと夢見るような顔をしてこんなことをつぶやいている。




……………………

●チカぽんのつぶやき




「大きな星が、冒瀆的な言げん辞じを吐き散らしてる……。

　あははは……大きい！

　太陽かな？　ううん、違う、違うわ。

　太陽はもっと、パァーって明るいものね！」

……………………




佐々原：『機動戦士[image: ]ガンダム』のカミーユじゃないですか！（笑）

さやか：チカぽん……もう、正気度がひどいことに。

睦：む～っ、これってネタと思わせておいて、実はすごい重要そうなこと言ってない？

辰巳：「大きな星が、冒瀆的な言辞を吐き散らしてる」って、もしやアレのことでは……。




ＫＰ：一方、ちょっとだけ時間を戻して、さやかちゃんたちがフルートの音色で〈正気度〉ロールをさせられている頃……〈聞き耳〉に失敗した佐々原と睦ちゃんたちにシーンを移そう。

睦：あっちは大変なことになっているようですが。

ＫＰ：今度は〈聞き耳〉か〈目星〉をロールしてくれるかな。このロールにペナルティーはつかないよ。

睦：むっ、なんだろう。コロコロ……〈目星〉で成功です。

佐々原：コロコロ……ボクは〈聞き耳〉で成功しています。

ＫＰ：睦ちゃんは暗くなった学園を、まるでなにかを探すようにキョロキョロしながら動く人影を見つける。佐々原の方は、どこかからフルートの音ではなく、妙な声が聞こえてくる。

佐々原：むったんの見た人影の声なのかな？　なんて言っているのかわかりますか？

ＫＰ：少なくとも日本語ではないようだ。男の声で「トォトォザァ、ホツォザァ、ソォトザァ」と聞こえる。

佐々原：呪文を唱えている!?

ＫＰ：二人が人影か声のした方に向かうというのなら、佐々原と睦ちゃんは合流してもいいよ。

佐々原：ここはむったんと合流しておきます。「むったん、いまの声、聞いた？」

睦：「むーっ、タマ兄、私は人影を追ってきたんだけど……」

ＫＰ：合流したのなら、二人は気づく。あの妙なことをつぶやいている人影の正体はモーガン博士だね。

全員：えええ～～～～～～っ!?（笑）

睦：む～っ、〈忍び歩き〉であとをつけてモーガン博士がなにしているのか見届けたいな。

佐々原：ボクは〈忍び歩き〉は苦手なんだけど……どうする、ついて行った方がいい？

睦：タマ兄が〈忍び歩き〉に失敗したら、モーガン博士に誰かいるって気づかれて、怪しい行動をやめてしまうかもしれないから……ここは勇気を出して、一人で行ってみるよ。

佐々原：じゃあ、ボクはピタリと足を止めて、あとはむったんに任せます。

睦：私は足音を忍ばせて、モーガン博士のあとを着いていきます。

ＫＰ：ＳＷＡＴ並の連携プレイだね……まあいいけど。むったんは〈忍び歩き〉をしてみてくれ。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：モーガン博士は、しきりに「トォトォザァ、ホツォザァ、ソォトザァ」と唱えている。それは別の単語というより、同じ言葉を微妙に発音を変えながら繰り返しているという感じだね。

さやか：「OTHERS」とは別の言葉なんですよね……う～ん、なんなんでしょう？

ＫＰ：モーガン博士のあとを音もなく尾行する睦ちゃんは、やがてフルートの音が聞こえてくる。

睦：あれっ、ちょっと遅れたけど私もさやかちゃんたちと合流できそう。

ＫＰ：その途端、モーガン博士はフルートの音色が聞こえる方へと駆けていく！

睦：むむっ、もちろん、私もダッシュしてあとについていきますよ！

ＫＰ：了解した。では、さやかちゃんたちが、千香の異変に気づいたとき、向こうからモーガン博士が駆けて来るのにも気づく。しかも、その背後には睦ちゃんも足音を立てることなく、駆けて来るのだ（笑）。

さやか：モーガン博士にもびっくりですが、後ろにいる忍者みたいなむったんにもびっくりですよ（笑）。

ＫＰ：モーガン博士は君たちがいることにちょっと驚いた顔をしているが、足を止めることなく、そのままジェフリーのいる闇の中に「トォトォザァ！　ホツォザァ！　ソォトザァ！」と叫びながら突っ込んでいくよ。

さやか：す、すごい勇気……大丈夫なのかな？

辰巳：いや、どうだろうか。大丈夫じゃない気がする。

ＫＰ：描写が長くなってしまったけど、廊下の突き当たりでジェフリーたちと遭遇してから、ここまでは三十秒にも満たない間の出来事だ。さて、このあと、さやかちゃん、辰巳先生、睦ちゃんはいったいどう動くのか……慎重に行動宣言をしてくれ。

さやか：私はチカぽんの目を覚まさせます。

ＫＰ：なにをしたら目を覚ますのか……具体的なロールはここでは説明できないけど、それでもいいかな？

さやか：はい、チカぽんの耳をふさいで、フルートの音を聞けなくすればなんとかなるでしょう！

辰巳：ワシは、千香くんに〈精神分析〉をするつもりだ。

睦：じゃあ私は……モーガン博士と一緒に闇の中に飛び込みます。

佐々原：ええっ、むったん、大丈夫なの!?

睦：わからないけど、モーガン博士の身になにが起きるのかは見届けたい！

さやか：むったんには悪いけど、私はチカぽんを助けてあげたいので一緒には行けませんが……？

睦：いいよ、いいよ。二人はチカぽんについていてあげて。

ＫＰ：では、闇の中に飛び込むモーガン博士。そして、それに足音を立てずについていく睦ちゃん。さやかちゃんと辰巳先生は、怪しいことをつぶやいている千香を正気に戻そうとする……ってところでいいね？

佐々原：くっ……そんな大事なシーンにいられないとは！




ＫＰ：順番に処理していこう。まずは千香を正気に戻す行動だけど……〈精神分析〉に成功するのが、一番手っ取り早いね。辰巳先生、ロールしてくれるかな？

辰巳：ここで失敗するわけにはいかん。「千香くん、気をしっかり持ちなさい！」と、コロコロ……成功だ。

ＫＰ：だったら、ぽ～っとしていた千香は、急にわれに返ったように目をパチクリさせている。「あれ……辰巳先生に、さやかちゃん……私はいまなにを見ていたの？」

さやか：よかった。チカぽんがこっちの世界に戻って来てくれた。

ＫＰ：ちなみに、ここで正気に戻せなかったら、千香は宇宙の中心を目撃して、ものすごい〈正気度〉ロールをさせられるところだった。さっきの〈正気度〉ロールで探索者が狂気に陥っても、千香と同じ症状になってしまうので、かなり危険なシーンだったね。下手をすれば、みんなそろって宇宙に意識を拡散させてしまうところだった。

辰巳：なんと、あの〈正気度〉ロールはそんなに危険なものだったのか……。

さやか：あとはむったんが無事で戻ってきてくれるかですね。




ＫＰ：千香が正気に戻った頃、モーガン博士と睦ちゃんはジェフリーのいる闇の中に飛び込んでいくわけだが……それに気づいたのか、ジェフリーはフルートを吹くのをピタリと止めると、いきなり大きく後ろにのけぞって、立ったままブリッジするような動作をする。

睦：立ったままブリッジ？

ＫＰ：そして、ほんのわずかの間、彼の姿は闇に紛れて見えなくなるのだけど……すぐに奥に行ったところに、彼の上半身が現れる。

佐々原：……アクション俳優みたいに、バク転しながら後ろに下がっているってことですか？

ＫＰ：動きとしては、それと同じだ。ただ、バク転にしては動きがゆっくりとしていて、かなり不自然だね。重力とか無視しているんじゃないのかな？

佐々原：そんな簡単に無視しないでください（笑）。

ＫＰ：ジェフリーはそんな奇妙な動作を繰り返して、すぐに闇の奥へと消えて行ってしまう。一方、モーガン博士はそんなジェフリーを追って、さらに闇の中へと突っ込んでいく。

さやか：勇気のある人ですね……。

睦：だったら、私も一緒に突っ込みます。

佐々原：ねえ、むったん。これでモーガン博士が偽物とかで、悪いやつだったら、危ないんじゃないの？

睦：その可能性は考えてなかった……けど、もう足は止まらない！

ＫＰ：闇の中に飛び込んだ睦ちゃんは気づくのだけど、いくらなんでもこの闇は不自然過ぎる。なぜなら、この廊下には非常口の位置を示すグリーンの灯があるはずなのに、それも闇の中に消えてしまっているのだ。やがてあたりは自分の手も見えないほどの完全な闇に包まれる。

睦：……もしかして、この闇には光源を消すような、魔術的なパワーがあるのかも。携帯電話を取り出して、そのライトを見てみますけど？

ＫＰ：電源はついているはずなのに、携帯電話も明かりを発していない……さあ、この不可解な闇に包まれた睦ちゃんは〈正気度〉ロールだ！

睦：むむっ、やっぱりこれは超常現象のようですね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：成功したら、正気度は減らない。さて、モーガン博士は睦ちゃんより一歩先行しており、闇の中に入っても、例の「ホツォザァ、ソォトザァ」という言葉を繰り返しているのだが……突然、闇の奥から「ボコッ！」という打撃音と、「ぐわっ!?」という悲鳴が聞こえてきた！

睦：「モーガン博士～～っ!?」

ＫＰ：さらに間髪を入れず、もう一発、「ボコッ！」という容赦のない打撃音！

睦：１ラウンドで２回も殴ってきた～！（泣）

ＫＰ：睦ちゃんはすぐ近くの闇の中から、ビュンビュンというバットをフルスイングしているような風切り音が複数しているのに気づく。そして、モーガン博士のかすかなうめき声も聞こえるよ。

睦：バットをフルスイング!?　こんなところにはいられません。手探りでモーガン博士をつかんで、すぐにみんなのところに引っ張っていきます！

ＫＰ：指の先も見えない暗闇でモーガン博士を探すには、〈聞き耳〉か〈アイデア〉、どちらか得意な方でどうぞ。

睦：得意なのは〈アイデア〉ですね。コロコロ……むはっ、失敗。ごめんなさい、モーガン博士！（泣）

辰巳：これはいかんぞ……。

佐々原：ミスカトニック大学の有名人を、こんなところで殺しちゃっていいの？　ファンに怒られますよ!?

ＫＰ：そんなの気にしませんなぁ。一方、闇の外にいる君たちは、中からモーガン博士の悲鳴と、睦ちゃんのうろたえるような声が聞こえてくる。

辰巳：「千香くんは助けたし、ワシらも二人を追おう！」

ＫＰ：おっと、ここで佐々原も合流していいよ。

佐々原：「やっと追いつきました。それで、むったんはどこに!?」

さやか：「モーガン博士と一緒に闇の中に入っていきました。そうしたら、向こうから悲鳴が聞こえて……」

佐々原：「なんだって？　むったん、いま行くぞ!!」

ＫＰ：では、みなさん不可解な闇を経験することになるので〈正気度〉ロールをしてもらおうかな？




　その結果、さやかちゃんと佐々原が失敗。それぞれ、正気度を１ポイント喪失する。




ＫＰ：睦ちゃんは後ろからみんなが来てくれたという物音と気配を感じる。ここで、もう一度、モーガン博士を探す〈アイデア〉に挑戦していいよ。

睦：早くしないとモーガン博士が死んじゃう！　コロコロ……ごめんなさい、また失敗です。

ＫＰ：では、闇の中からは「ボコッ、ボコッ！」と、モーガン博士を殴り続ける音が聞こえてくる。その悲鳴はだんだんと小さくなって、やがて静かになってしまう。

睦：モーガン博士が死んだぁぁっ!?

辰巳：いや、すぐに手当をすれば、まだ助かるはず！

ＫＰ：仏の顔も三度まで。ここで失敗したら、モーガン博士とはもう会えなくなるかもしれないね。ここでみんなも合流できるので、全員で〈聞き耳〉か〈アイデア〉の得意なロールをしてくれ。

さやか：コロコロ……〈アイデア〉で失敗です。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

睦：モーガン博士を見つけられたら、すぐに闇の外に引っ張っていきます！

ＫＰ：モーガン博士の近くに来て、彼の体を引っ張ろうとしている人たちは、そのときザラザラとしたウロコのようなものに覆われて、バットよりも太いなにかに触れる。その直後、それはもの凄い力で動きだして、君たち目掛け、風切り音を上げて迫ってくる気配を感じる。みんなは〈回避〉をどうぞ。

さやか：私も〈回避〉するんですか？

ＫＰ：さやかちゃんは見当違いのところを探しているから攻撃されない。

さやか：みなさん、私だけごめんなさ～い（ちょっとだけうれしそうに）。

睦：私は〈回避〉は得意なので、コロコロ……成功です！

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：なんと全員成功か……だったら、三人もいれば楽勝なので、モーガン博士を連れて闇から出ることはできる。

さやか：みんなが後退しているのなら、私も一緒に闇の外に出ます。

辰巳：安全なところまで下がったら、すぐにモーガン博士を手当てするぞ。

ＫＰ：モーガン博士は全身を激しく殴打されており、〈医学〉か〈応急手当〉に成功しないと危険な状態だね。

辰巳：ここはワシに任せろ。コロコロ……〈医学〉で成功だ！

ＫＰ：さすがは辰巳先生。すると、モーガン博士は治療するその手を強く握りしめて、うつろな目で訴えかける。




……………………

◆モーガン博士のうわごと




「誰かが唱えている。真しんの名を！

　私の声が届かなかったのは、そのせいだ！

　どこで聞いたんだ!?　誰に聞いたんだ!?　わからない、わからない!!

　やめさせるんだ……なにもわかってない！　あの子たちはなにもわかっていなんだ！

　トォトォザァ、ホツォザァ、ソォトザァ……。

　穢すのだ。魔王の真の名を！」

……………………




佐々原：魔王……って、なんかクトゥルフ神話らしくない単語が出てきましたね。

さやか：その、「トォトォザァ」とか「ホツォザァ」とかいうのは、いったいなんなんでしょう？

佐々原：〈オカルト〉とか〈クトゥルフ神話〉でわかりませんか？

ＫＰ：いや、ここは〈アイデア〉をしてもらおうかな。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：おそらくこれはクトゥルフ神話特有の、人の発声器官では発音しづらい単語をなんとか言葉にしようとしているのだと思う。同じ単語を少しずつ発音を変えて唱えているのだろう。

睦：「Cthulhu」を「クトゥルフ」と発音したり、「クトゥルー」だったり、「ク・リトル・リトル」だったりするのと同じですね。

辰巳：「モーガン博士、あなたはいったいなにを知っているというのだ!?」

ＫＰ：辰巳先生の呼び掛けに対して、彼はなにかを言おうとするのだが……そこで力尽きて、意識を失ってしまう。頭部の打撲はかなり重傷で、これは緊急入院が必要だ。

辰巳：その傷の具合から、なにで殴られたのかわかるかな？

ＫＰ：棍棒でボコボコにされたといった感じだね。その殴り方には手加減というものがいっさい感じられない。

さやか：さっき、私たちが触れたウロコのあるザラザラしたもので殴られたってことでしょぅか。

ＫＰ：みんながモーガン博士を見守っている間に、廊下の突き当たりの闇は薄らいでいき、グリーンの非常灯があたりを照らし出す。やはり、あの空間だけ魔術的な方法で光源を消していたようだね。

睦：むむ～っ、逃げた……というか、見逃してくれたというか。とにかく、いなくなってくれましたね。




　その後、探索者たちは棍棒で人をボコボコにするようなジェフリーを追跡するのはあまりに危険と考え、千香の安全確保と、モーガン博士を病院へ連れて行くことを優先した。

　ただし、モーガン博士はいつ意識を取り戻すかもわからないほどの重体で、とても話を聞くのは無理だった。

　当然、警察沙汰になり、辰巳先生が代表してモーガン博士は正体不明の暴漢に襲われたと説明したところ、その社会的地位と人徳のおかげで探索者たちが犯人と疑われることはなかった。

　一方、救出した千香から話を聞いてみると、やはり彼女は「OTHERS」の会員であり、睦ちゃんのアドバイスを受けた英文詩の翻訳を管理人であるプラクティカスに送信したところ、突然、「ｆ」と名乗る相手から、今回の遭遇のあった廊下の突き当たりに呼び出されたのだという。

　千香としては「うわさのフルートの騎士に会えるかも」という軽い気持ちと、「これで秋月に自分の英語力を認めてもらえる」という対抗心から、その誘いに乗ったらしい。




さやか：チカぽんは、なんでこういう危険なことに平気で足を踏み込むのでしょうか……。

睦：「でも、チカぽんはジェフリーのことを知っているよね。変だと思わなかったの？」

ＫＰ：変だとは思ったけど、彼女にとってのジェフリーは、学園にやって来たと思ったら、すぐに去って行った謎多き転校生といった感覚なので、ここで再会してもそこまで不審には感じなかったようだ。ちなみに、金髪碧眼の美少年であるジェフリーは「OTHERS」内では根強い人気があり、彼の隠し撮り写真などがアップされている。

睦：確かに、ジェフリーって文系女子には人気の出そうなタイプですね。

辰巳：ふーむ、これは「OTHERS」の会員を引っ掛けるアイコンとして、ジェフリーの姿が選ばれただけなのかもしれないな。やはり、あれはジェフリーではなく、何者かの変身した姿なのではないだろうか？

佐々原：いまの話を聞くと、チカぽんがプラクティカスに翻訳のメールをした途端、フルートの騎士から呼び出しがかかったそうですから……この二人は仲間か、または同一人物って考えられますね。

辰巳：フルートの騎士とつながっているようでは「OTHERS」は完全にクロだな。そろそろ本気で「OTHERS」について探りを入れた方がいいな。

佐々原：プラクティカスやフルートの騎士と接触する餌として、例の英文詩の完璧な翻訳を進めておいた方がよいかもしれませんね。







それぞれの探索活動




　翌日、あれが自分たちの知っているジェフリーではないと確信した探索者たちは、フルートの騎士の正体を暴くため本腰を入れて探索を始めるのだった。

　午前中、さやかちゃんと、睦ちゃんは、休み時間を利用して、学園内でフルートの騎士に関するうわさを集めて回る。このとき、さやかちゃんの出目が好調で、一気にレア度の高いランク６の情報を入手することができた。




……………………

フルートの騎士のうわさ　ランク６




　彼の衣装は演劇部が舞台で使った衣装に似ている。

　フルートの騎士は、追いかけても闇の中に姿を消してしまうらしい。

……………………




さやか：「演劇部」というのは初めて出て来たキーワードですね。

ＫＰ：このうわさを聞くと、確かに昨晩のジェフリーが着ていた緑色のベストは、中世ヨーロッパの王子様が着るようなデザインで、去年の文化祭で公演された演劇部の舞台の衣装のような気がする（あのとき〈知識〉に成功していれば、そのことに気づけた）。

辰巳：ふむふむ、これでジェフリーが普通の人間でない可能性が急に高くなったな。

睦：自分で服を用意することなく、演劇部の衣装を借用しているってことですものね。

ＫＰ：あと、休み時間、学園をウロウロしていると、教室の隅や廊下のあちこちで携帯電話に向かって「OTHERS」と唱えている生徒を見掛けるね。

さやか：どんどん「OTHERS」が広まっているみたい……早く、プラクティカスの正体をつかまないと。

睦：ＰＯＷの高い女の子の選別が進んでいるってことだもんね。それって、もう悪い予感しかしないよ！




　一方、佐々原はフルートの騎士の手掛かりが残されていないか、昨晩、彼が姿を消したポイントで〈追跡〉を試みる。その結果、人間の足跡は見つからず、代わりに超巨大なヘビが複数絡み合いながら這いずったような痕跡を発見した。それを見て、佐々原はフルートの騎士が人外のものであると確信するが、その代償として〈正気度〉ロールをさせられ、正気度を１ポイント失うのであった。




佐々原：これらの情報から推理すると、フルートの騎士の正体は、上半身がジェフリーで下半身はウネウネの触手がいっぱいの化け物ということになる……って、駄目じゃん！　なんでそんなやつが学園にいるのさっ!?

さやか：もしかしたら、行方不明の秋月さんは、フルートの騎士に捕まっているのかも。

睦：む～っ、それはあるかも。どこか幻夢境ドリームランド的なところにさらわれて、詩の朗読をさせられているとか……。




　そんな中、辰巳先生は自宅で英文詩の翻訳に取りかかっていた。〈ほかの言語（英語）〉と〈母国語〉と［ＰＯＷ×５］にそれぞれ成功しなくてはならない困難な作業であったが、佐々原からＰＯＷが上昇するお守りのフィブラを借りていたおかげか、辰巳先生は見事一発で翻訳を成功させるのであった。




ＫＰ：辰巳先生の語学力とセンスを総動員させて、これが翻訳の決定版とも言える力作が仕上がったよ。これを読めば、きっとプラクティカスも喜ぶに違いない（メモを渡す）。

辰巳：プラクティカスよりも、フルートの騎士を釣りたいんだが……まあ、良いカードを手に入れたな。




……………………

◆辰巳先生の詩




「いずれの墓場より這い出しものかは知らねども

　我われは見る、夜ごとあのゴムのごときものを

　黒く、角を持ち、細き体、膜のごとき翼

　二つ裂けしさかとげの地獄の尾を持つあのものを」

……………………




ＫＰ：では、午前中のそれぞれの行動が終わったところで、時間は昼休みとなった……と思ったら、さやかちゃんと睦ちゃんの携帯電話にメールが入る。発信者は「OTHERS」のプラクティカスからで、「放課後、学園裏の雑木林に来るように。入会の儀式を執とり行ないます」という内容だ。

全員：キタ────────ッ!!

さやか：けど、なんで雑木林なんかに……あそこって『るるいえばーすでい』の第一話でエビの怪物がいたところじゃなかったでしたっけ？

睦：エビ……って、ああっ、ロイガーのことね。確か、渦うず龍りゆう堂どうっていう横穴があったような。

佐々原：あのときは、チカぽんとボクが、目から触覚が生えたりして大変だったんだよね～。

睦：むむ～っ、いったいどんな儀式をするのかワクワクするね（笑）。

さやか：そうかなぁ～？

睦：もちろん、警戒はするけど、放課後はこの儀式に参加するのはもう決定だよね。

ＫＰ：それまで、まだ時間があるから、それぞれ好きな行動をしていいよ。

辰巳：ワシは辺見校長にずっと気になっていた「OTHERS」のサーバーの件を聞きに行こうかと思う。

佐々原：ボクはチカぽんのＩＤを借りて、「OTHERS」をじっくりと読んでみます。秋月ちゃんの書き込みから、なにか手掛かりがわかるかもしれない。

さやか：私とむったんは授業があるので、休み時間にちょこっと演劇部の知り合いに、フルートの騎士が着ていたベストのことを確認しておきたいです。

ＫＰ：了解した。では、順番に処理していくけど……まずは、簡単なさやかちゃんたちのシーンからかな。




　さやかちゃんたちがフルートの騎士のベストの出所について聞き込みしたところ、あれは演劇部の部室から盗まれたものであることが判明した。やはりこの学園にはよからぬ者がコソコソと動き回っているらしい。




ＫＰ：次は佐々原だけど、ネット掲示板の膨大な書き込みから必要な情報を入手するには〈図書館〉をどうぞ。

佐々原：作家だから〈図書館〉は得意なのです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：「OTHERS」の大部分はうわさ話や陰口が占めている。いまホットな話題は、やはりフルートの騎士だね。みんなが収集してきたうわさ話と共通した書き込みがたくさん見つかる。

佐々原：ボクについての書き込みとかないかな？

睦：タマ兄、自分の名前を検索するとショックを受けるかもしれないから、やめておいた方がいいよ（笑）。

ＫＰ：ほとんどはたわいもない書き込みなんだけど、そんな中に、英文詩を翻訳するプロジェクトのようなページがあるね。ここではプラクティカスからお題としてアップされた英文詩に対して、英語に強い文系少女たちが、それぞれのセンスを競い合っている。

佐々原：ボクらが翻訳している英文詩以外のものもあるんですよね。いったい、どんな詩なんでしょうか？

ＫＰ：おそらく、このアップされている詩はプラクティカスの自作とかではなく、なにかテーマのある詩集の抜粋のようだね。ざっと目を通してみてわかるのは、こんな感じだ（メモを渡す）。




……………………

◆掲示板にアップされた詩の情報




　詩の内容は大きく分けて二つある。

　まずメインとなるのは、はるかな宇宙の中心に思いをはせるもの。

　そのほかは、人間がまだ知らない、異界に棲まうものどものことだ。

　アップされている詩の翻訳に挑戦する会員の中に「ムーンダンス」というハンドルネームの常連がいる。

　ほぼ毎日、このムーンダンスの書き込みは続いていたが、ここ数日はゼロである。

……………………




佐々原：この「ムーンダンス」って、もしかして秋月舞ちゃんのことでは？

辰巳：わかりやすいハンドルネームをつけてくれて助かったな（笑）。

佐々原：書き込みを読んで、秋月ちゃんの行方の手掛かりとか、親しくしている人とかは見つかりませんか？

ＫＰ：残念ながら、そういったものはないね。「OTHERS」の中でも、ちょっと浮いている感じだ。

佐々原：秋月ちゃんって、同世代の子を見下していたからなぁ～。

睦：むむ～っ、ところで……ぶっちゃけさせてもらいますが、この「はるかな宇宙の中心」というのは、文字通り、クトゥルフ神話における宇宙の中心を意味しているのではないでしょうか？

辰巳：宇宙の中心で、冒瀆的な言辞を吐き散らしている……つまり、アザトースってことだな。

さやか：そ、それって、クトゥルフ神話でいちばんすごい神様のことですよね？

睦：もちろん、この事件にアザトース様が直接関係しているとは思えないけど、チラチラとその存在をイメージさせる情報が出てくるのが気になります。とっても気になります！

佐々原：そう言えば、掲示板の「OTHERS」って、なんかアザトースに音が似ているよね。

さやか：「OTHERS」、アザース、アザトース……って、ホントだ。似てる！

全員：うう～～～～ん（渋い顔）。




◆むったんのワンポイントスケッチ「アザトース」

　どうも、好きな主神はオーランスな、むったんです。

　宇宙の中心で冒瀆的な言辞を吐き散らしているとも、単調なフルートの音に合わせて不定形の体をくねらせているともされる、沸騰する混沌の中心──アザトースは、強大なパワーを持つ外なる神たちの総帥です。

　といっても、私たちが理解できるような知性は持っておらず、ここまでくると神様というより、星々やそこに生きる生命を含めた、宇宙そのものと言った方がよいかもしれません。

　実際、宇宙を創造したのもアザトースならば、いずれ破壊するのもアザトースだと言われています。この宇宙は、すべてアザトースの見ている夢の一部であるという人もいるくらいです。








　宇宙で最も恐ろしい存在の名が出たことで、プレイヤーたちは青ざめた顔をするが、辰巳先生は気を取り直して「OTHERS」のデータが御津門学園のサーバー内にある理由を聞くため、校長室を訪ねることにした。




ＫＰ：辺見校長は、モーガン博士への暴行事件のせいで、保護者への説明とか、警備の強化とかいろいろ忙しそうだね。あと、モーガン博士の家族と連絡が取れないそうで、ミスカトニック大学と相談の上、御津門学園が代理で入院などの手続きを引き受けることにしたらしいね。

辰巳：「なるほど……ところで、辺見校長。聞いたところによると、いま生徒たちの間でひそかに『OTHERS』と呼ばれるネットの掲示板がはやっているようなのですが。そのデータが御津門学園の公式サイトのサーバーに置かれているようなのです。ご存じでしたかな？」と。

ＫＰ：辺見校長はまったく知らなかったと答える。そもそも、彼はネットとかには疎うといようだ。

辰巳：では、この学園のサーバーを管理している人物は誰なのかを聞こう。

ＫＰ／校長：「サイト運営は事務局の方でやってもらっていて、担当は久保山さんですな」

辰巳：ああ、職員会議で怒っていた怖い人か。まあ、しょうがない。久保山さんを校長室に呼んでもらおう。

ＫＰ：校長に呼び出されれば、久保山はすぐにやってくる。ただ、彼女もモーガン博士の事件のせいで忙しいらしく、そんなときに呼びつけられたので、かなり不機嫌な様子だね。

辰巳：「ああ、すまないね。ところで、学園のサーバーにアクセスさせてもらいたいのだが」

さやか：単刀で！　直入ですね！（笑）

辰巳：いちおう理事長代理なんだ。理由を説明する必要もあるまい。

ＫＰ：（そりゃあそうだな）けれど、久保山は「それには、ちょっとお時間をいただくことになりますが……」と、辰巳先生がアクセスすることをのらりくらりと拒否している。

辰巳：ん、なにかやましいところがあるのか？

ＫＰ：（ここで〈心理学〉のロールを、コロコロ……成功か）人物観察の達人である辰巳先生は、彼女が内心ではとてもうろたえていることを見逃さなかった。

辰巳：なるほど……もしかして、この久保山が「OTHERS」の発起人なのかもな。




　久保山が「OTHERS」のプラクティカスであると推理した辰巳先生だったが、実はそれは早とちりであった。

　そのため、いつもは冴さえている辰巳先生の交渉も、今回はちょっとズレた内容となりなかなかうまくいかない。

　しばらく押し問答したあと、佐々原からの助言で「久保山をとがめるつもりはない」というアピールをしてから、〈信用〉のロールに成功したところ、ようやく彼女は事情を話してくれた。




ＫＰ／久保山：「決して不正を働こうとか、そういうわけではなかったんです……」

辰巳：「それはわかったから、いったいなにを隠しているのか話してくれないかね？」

ＫＰ：実は、御津門学園の運営は、『るるいえはいすくーる』の第二話で破壊されたプールの改修費用などで予算不足になっているそうな。

佐々原：京ちゃん、もっと予算を取って上げてよ！（笑）

ＫＰ：そこで、久保山は自分の考えで、学園の公式サイトの作成やサーバーの管理を費用のかかる専門業者には委託せず、パソコンに詳しい生徒に頼んだらしい。なんでもプロに頼めば何十万円もかかるところを、購買のカレーパン二週間分で引き受けてくれたそうな。

辰巳：ふむ……それで、その生徒というのは？

ＫＰ：学園のゲーム部に所属している、伊い丹たみ薫かおるという生徒らしい。

辰巳：伊丹薫……あの生徒か！（後述のワンポイントスケッチを参照）

ＫＰ：ただ、プライベートなことなので事情は言えないけど、伊丹薫はしばらく休学しているようだね。

辰巳：サーバーはどこで管理しているのだろう。彼の自宅なのかな？

ＫＰ：いや、ゲーム部のパソコンを利用しているようだよ。

辰巳：ふ～む、だったら、ゲーム部に行ってみるか。

ＫＰ：といったわけで、彼女はよかれと思ってやったことで、予算を着服したとかではないのだと主張している。

辰巳：まあ、それはわかったが……あのプールの事件は、どこまでワシらに祟たたるのだろうか。







「OTHERS」の冒瀆的な入会儀式




　放課後になり、さやかちゃんと睦ちゃんの女子高生チームは学園の裏にある雑木林で「OTHERS」の入会の儀式を受けに行くことにした。

　一方、辰巳先生と佐々原の大人チームは、理事長代理という立場を利用して、ゲーム部からサーバー内の「OTHERS」について情報を聞き出すことにする。

　生徒と大人の役割分担がしっかりと出来ていて理想的な展開であるが……実は、儀式に呼ばれていない探索者が、その様子をこっそり見張っていると面白い（正気度の減る）イベントも用意していたので、キーパーとしてはちょっとガッカリだった。

　てっきり、佐々原はいつも気にかけている睦ちゃんのことを心配して、あとをついていくと思ったんだけどな。




ＫＰ：まずはゲーム部に行った大人チームの方から処理していこうか。御津門学園のゲーム部の部室はちょっと変わっていて、学園の敷地外にある緑色に塗られたプレハブ小屋を利用している。

辰巳：伊丹薫がいなくても、ほかの部員がいることだろう。普通に訪ねてみよう。

ＫＰ：すると、扉を開けて出て来たのは、黒髪ロングの目がパッチリとした美少女だね（イラストを見せる）。

佐々原：かわいい！　正直、ボク好みです！（笑）

ＫＰ：君はボブカット好きじゃなかったのかね？

佐々原：黒髪ロングもイケる口ですから！　キーパー、覚えておいてくださいね！

ＫＰ：彼女は辰巳先生のことは知っているようだ。「えっ、辰巳先生……なにか御用ですか？」と、大きな目をパチクリさせながらも、礼儀正しい態度で尋ねてくる。

辰巳：「学園の公式サイトのサーバーについて話を聞きに来たのだが……誰かわかる人はいるかね？」

ＫＰ：「はあ……あのサイトは、事務局の方かたに頼まれて兄が作成したものですが。個人的な事情があって、兄はしばらく学園には来られないんです」と、彼女は伊丹薫の話題については、とても言いにくそうな顔をしている。

佐々原：「兄って、じゃあ、君は伊丹薫くんの妹さんなの？」

ＫＰ／あいり：「ええ、伊丹あいりと言います。兄のいない間は、私がサーバーの管理をしていますので、よければ話を伺いますが？　ただ、私はそれほどパソコンには詳しくないのでお役に立てるかどうか……」

辰巳：「では、聞くが、君は『OTHERS』という掲示板のことは知っているかね？」

ＫＰ／あいり：「はい、兄のサーバーに設置されている掲示板の名前ですね」

辰巳：「実は、ちょっとその掲示板の利用者に問題が発生していてね。調査を進めているところなんだ」

ＫＰ：まあ、理事長代理である辰巳先生の言葉だから疑うようなことはないが……〈信用〉の２倍でロールをしてもらおうかな。

辰巳：「00」が出ないかぎり成功だ。コロコロ……楽勝で成功しているぞ。

ＫＰ：だったら、あいりは真面目な顔をして「えっ、そうなんですか？　生徒の交流の場として提供していましたけど、良くないことに利用しているとなると放置はできないですね」と、相談に乗ってくれる。彼女は奔ほん放ぽうな兄が原因でいろいろなトラブルに巻き込まれることが多いため、危機管理意識が高いのだ（笑）。

辰巳：「それなら話が早い。ところで、君は『OTHERS』を利用しているのかね？」

ＫＰ／あいり：「いいえ、ああいったものには、あまり興味がないもので……この部ではサーバーのメンテナンスだけしていて、実際の運営は管理者権限を持っている生徒がしているんです」と、説明する。「OTHERS」はゲーム部のサーバーの容量を借りているだけで、あいりたちとはほとんど関わりがないようだ。

佐々原：「それそれ、その管理権限のある生徒って誰なのかな？」

ＫＰ：すると、あいりは申し訳なさそうな顔をして「それが私も本名は知らないんです」と、応える。




◆むったんのワンポイントスケッチ『御津門学園ゲーム部の冒涜的な活動』

　どうも、好きな部活動は美術部な、むったんです。

　学園の公式サイトを作成したという伊丹薫さんは『御津門学園ゲーム部の冒涜的な活動』に参加している探索者です。タイトルからわかるように、私たちも通っている御津門学園を舞台としたリプレイでして、設定などはすべて共通しています。

　残念ながら私たちは登場しないのですが、それだけに「るるいえ」シリーズとはまた違ったノリでのプレイが見所となっています。宣伝でしたぁ！








　あいりの説明によると、「OTHERS」の元となった掲示板は、数年前に伊丹薫（彼は御津門学園でも珍しい留年生であり、年齢は不詳なのだ）によって設置されたもので、初代の管理人をしていた生徒が卒業すると、その運営は後輩へと代々受け継がれていったらしい。そのため、ゲーム部と管理人（プラクティカス）とはメールのやりとりしかしておらず、相手の顔や名前は知らないのだという。




佐々原：「それでもここのサーバーを使えば、掲示板の設定とかはいじれるんだよね？」

ＫＰ：あいりはプラクティカスと同等の権限を兄から与えられているので、ログを調べたり、書き込みを削除したり、トップページを変えたり、それどころか掲示板をすぐに閉鎖することだって自由自在だよ。

全員：おお～～～～～～～っ!!

辰巳：うむうむ、ようやくアドバンテージを取ることができたな。

さやか：だったら「OTHERS」なんて閉鎖してしまったらどうです？

睦：む～っ、そんなことしたら、プラクティカスに警戒されちゃうんじゃないかな。これから私たちは入会の儀式をするわけだし……。

さやか：あっ、そうか。秋月さんの行方もわかってないし、まだこちらの動きは知られたくないですね。

佐々原：あの正気度が減るようなトップページの画像は、伊丹薫くんが設置したのでしょうか？

ＫＰ：いやいや、あのへんの設定は最近変更されたものらしいね。そもそも掲示板のタイトルも、以前は「みつかどにっく」だったそうだけど、今年の一学期が始まってからいまの「OTHERS」に変更されたらしい。

辰巳：つまり、新学期になって新しい管理人に任命された生徒か、それに近しい人物が、もともと御津門学園にあった裏掲示板を宇宙的なたくらみに利用している……といったところか。
















ＫＰ：そう考えると、しっくりくるね。

佐々原：じゃあ、むったんの言う通り、いまは「OTHERS」は泳がせておきましょう。あっ、キーパー、最後に、あいりちゃんの連絡先を聞いて、こちらが指示したらいつでも閉鎖できるようお願いしておきますね。

睦：──という口実で、美少女の電話番号をゲットするタマ兄であった（笑）。




　伊丹あいりの協力を得た探索者だったが、いきなり「OTHERS」を閉鎖したりはしなかった。

　そんなことをすれば、かなり大変なイベントが前倒しで発生するところだったけど、さすがはベテランの探索者と言ったところだろう。もしも閉鎖していたらどんなイベントが起きていたかは、あとでわかるのでお楽しみに。




ＫＰ：では、辰巳先生たちがあいりと交渉している頃、さやかちゃんと睦ちゃんは二人だけで、メールで指示のあった雑木林の入口に来ている。

辰巳：いまさらだが、最重要容疑者のプラクティカスと直接対面して大丈夫なのかな？

さやか：いざとなったら〈バリツ〉でなんとかします！（正拳突きをしながら）

睦：いまのさやかちゃんは〈バリツ〉は使えないからね。あれはロンドンのさやかちゃんの技だから。

さやか：あっ、そうでした。せっかくルールを覚えたのに～！（泣）

ＫＰ：そんなことをしていると、林の奥から三人の女子生徒がやってくるよ。彼女たちは制服姿だけど、頭には白いベールをかぶっている。

さやか：「あっ、どうも……メールで呼ばれて来たんですけど（ペコペコ）」

ＫＰ：そんなさやかちゃんの軽いノリを無視して、彼女たちは厳かな口調で「こちらへどうぞ」と、君たちの道案内してくれる。ちなみに、制服のリボンの色からして、この三人は二年生だとわかるね。

睦：じゃあ、あとをついていきます。

さやか：「儀式ってどんなことをするんですか。あと、プラクティカスさんって、どんな人なんでしょう？」

ＫＰ：儀式については、「すぐにわかる」と答えるだけだ。あと、「OTHERS」の会員は匿名性を重視しているようで、自分やプラクティカスのことはいっさいしゃべろうとはしないね。

さやか：う～ん、だったら、黙ってついて行きます。もちろん、警戒はしていますけどね。

ＫＰ：さて、君たちが案内されたのは、以前、ロイガーと対決した場所──渦龍堂のある横穴だね。

さやか：こんなところで儀式とかして危なくないのかな？

睦：む～っ、ロイガーは、もうここにはいないと思うけど……帰ってきていても不思議じゃないところが怖いね。

ＫＰ：穴の中はいびつな五角形をした地下室になっており、天井にはエビのように目の飛び出した龍が描かれている。地下室の床にはたくさんの大きなロウソクが置かれていて、火が灯ともされている。部屋の中央、例のロイガーの化石があった場所には、小さなテーブルが設置されていて、その前には黒いベールをかぶった長身の女子生徒が君たちを待っている。

さやか：あの人がプラクティカスでしょうか……私、見覚えはありませんか？

ＫＰ：顔が隠れているのでよくわからないが、制服のリボンの色からすると三年生のようだ。

佐々原：導入で目のないカラスを連れていた、冬室熾ちゃんじゃないのかなぁ？

睦：む～っ、それっぽいね。

ＫＰ：彼女は落ち着いた様子で、これから君たちを「OTHERS」に入会させる儀式を執り行なうと告げる。

さやか：「それって、どんなことをするんですか……？」

ＫＰ：テーブルの上には、ソフトボールくらい大きさの丸いものに、紫色のビロードがかぶせられている。この中に手を入れて、一言「OTHERS」と唱えれば儀式は完了するそうだ（そう言って、実際に布をかぶせられた丸いものを取り出すと卓の上に置く）。

睦：むむ～っ、なんか変なモノが入っているんじゃないでしょうね～？（布を凝視しながら）

ＫＰ：少なくとも、ボクがカバンに入れて持ち運べる程度のものだから安心してくれ。さあ、どうするかな？

さやか：私……この人たちのこと、かなり怪しいと疑っているんで、なにか気持ちの悪いモノだったら、その場でたたき壊してしまうかもしれませんけど、いいですよね？

辰巳：ああ、それはさやかちゃんの好きにしていいよ。

さやか：じゃあ、まずは私から……。（ゴソゴソ触りながら）えーと、丸いですね。あと、表面が少しザラザラしています。ソフトボールのような感じです。

辰巳：「ソフトボールくらいのなにか」と説明して、本当にソフトボールが入っていたらあきれてしまうな（笑）。

さやか：でも、本当にソフトボールっぽいですよ。それに軽いですね（しつこく、ゴソゴソと触り続ける）。

ＫＰ：さやかちゃん、もういいから。これは、箱の中のモノを当てるクイズじゃないから（笑）。

さやか：なんだったんだろう……少なくとも、気持ちの悪いモノではなかったです。

ＫＰ：さて、この謎の物体に触れたさやかちゃんは、妙なことに気づく。さっきまでは黒いベールのプラクティカスが目の前にいたはずなのに、いつのまにかそこには自分自身が立っているのだ。

さやか：ええっ、どういうこと？

ＫＰ：それは鏡とか映像とかではなく、紛れもなく実体としてそこにいることがわかる。この神秘体験をしたさやかちゃんは〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

さやか：これって、ドッペルゲンガー？　コロコロ……うにゃっ、失敗です～！（泣）

ＫＰ：ふっふっふっ、失敗したら正気度を１Ｄ４ポイント減らしてもらおうか。

さやか：ううっ、思ったより減りますね。コロコロ……「３」も減ってしまいました。現在正気度は62です。

ＫＰ：さやかちゃんが驚いた直後、目の前にいるのはプラクティカスへと戻っている。ここで〈オカルト〉か［ＰＯＷ×１］か……そうだ、あとは〈クトゥルフ神話〉でも、どれか得意な技能でロールできるよ。

さやか：それだと〈クトゥルフ神話〉が一番得意ですね。ここは成功させておきたい！　コロコロ……残念、失敗してしまいました。

ＫＰ：じゃあ、いまの神秘体験の意味についてはよくわからなかった。そんな正気度を失って動揺するさやかちゃんに、プラクティカスは威厳を持った声で告げる。「さあ、唱えなさい。強き言葉──『OTHERS』と！」

さやか：これって唱えちゃって大丈夫なのでしょうか？

睦：ここで断ったら、入会できないと思うよ？

さやか：そうしたら正気度が減り損ですね。では、なにかを召喚してしまわないよう、あまり気合いを入れず「あざ～す」って、ふにゃ～っとした声で唱えます。

睦：そんなふざけた言い方で認めてくれるのかなぁ？（笑）

ＫＰ：（まったく、この子は用心深いなぁ）そんな唱え方でも、無事にさやかちゃんの入会は認められたよ。あとでハンドルネームを申請してくれれば、君のＩＤを発行してくれるらしい。

さやか：ほっ……よかった。なにも起きなくて。




　続いて、睦ちゃんも同様に布の中の球体を触ってみるが、さやかちゃんと同じような感想を持つのみだった。

　そして、目の前に自分が立っているという神秘体験をしたことで正気度を１ポイント失うことになる。

　入会の儀式で二人が触っている球体は、このゲームのためにボクが紙粘土で自作したモノで、今回のキャンペーンの肝となるアイテムだ。実はこれ、Ｈ・Ｐ・ラブクラフトの小説で描写されている「あるモノ」を想像して作ったものなのだけど……その正体については、別の話で明らかになるだろう。




ＫＰ：では、最後にプラクティカスは告げる。「さあ、唱えなさい。強き言葉──『OTHERS』と！」

睦：むむ～っ、ここは本気で唱えないと、ここでの重要なイベントを見逃すことになるかも。

辰巳：それはありそうだな……同時に、正気度も減らされそうだが。

睦：では、私はちゃんと気合いを入れて唱えます。「OTHERS!!」

ＫＰ：いいね、そういう勇気ある子は好きだよ。そう言えば、睦ちゃんは詩の翻訳のときに「01」を出していたよね。だったら［ＰＯＷ×10］をしてもらえるかな？（笑）

佐々原：10倍って……キーパー、成功させる気満々じゃないですか（笑）。

睦：成功率は[image: ]％です。コロコロ……はい、成功しましたけど？（笑）

ＫＰ：すると、プラクティカスは、布の下で球体に触れている睦ちゃんの手に、自分の手を重ねてギュッと握る。

睦：ええっ？　どうなっちゃうの？

ＫＰ：彼女はベールのまま、睦ちゃんの耳元に顔を近づけて「いい子だ……」と、蠱こ惑わく的てきでやや男っぽい口調でささやきかける。

佐々原：キマシタワー！　百ゆ合り、いただきました！　ごちそうさまです！（興奮している）

睦：女の子同士とはいえ、背の高い先輩にそんなふうに言われたら「ぽわ～っ」としてしまうかも（笑）。

さやか：むったん、なにやってるんですかぁ！（笑）




　儀式を終えた女子高生チームは帰るふりをしてから、雑木林に潜伏し、渦龍堂の横穴からプラクティカスたちが出て来るのを見張ることにした。残念ながら、彼女たちは帰るときもベールをかぶったままであるが、よ～く観察することで、プラクティカスの特徴が冬室熾に合致するという確信を得ることができた。

　ただ、雑木林を出たプラクティカスたちは、待機していた高級車に乗ってしまい、それ以上の追跡は無理だった。







モーガン博士の求めていたものは




　いろいろと進展のあった日の夜でも、探索者は休まない。辰巳先生と佐々原の大人チームは、いまだ意識不明のモーガン博士の正体を探るため、彼が仮住まいをしているビジネスホテルを訪ねることにした。




辰巳：おっと、ホテルに移動する車中で、睦くんのＩＤを借りて、ワシの翻訳した英文詩をプラクティカスに送信しておこう。この内容ならば、きっと気に入って返信をくれるはずだ。

ＫＰ：了解しました。では、ホテルに着いたけど、どうやって部屋に入れてもらうつもりかな？

辰巳：御津門学園でモーガン博士の入院手続きをしているのだから、彼の宿泊先のチェックアウトついでに、荷物を引き取りに来たのだと説明すればいいんじゃないかな？

ＫＰ：うん、その口実なら問題ないね。ホテルの人が辰巳先生を代理人として信用してくれるかは……当然、〈信用〉のロールになるけど、ここは２倍でロールしていいよ。

辰巳：〈信用〉なら任せてくれ。コロコロ……成功した。

ＫＰ：だったら、ホテルの支配人がモーガン博士の部屋に案内してくれる。モーガン博士は旅慣れているようで、長期滞在の割には荷物は少ないね。

佐々原：どうせチェックアウトするんですから、私物はぜ～んぶ回収して、あとでゆっくりと調べましょう。




　真っ当な口実でホテルに入ったおかげで、辰巳先生たちはコソコソする必要もなく、モーガン博士の荷物を回収することができ、さっそくるるいえ堂に持ち帰った。

　探索者全員で荷物を検分するが、モーガン博士はみんなの大好きな日記をつける習慣はなかったようで、気になるモノと言えば、表面に不思議な模様のある球体の写真と、アーカムからホテルに届いたエアメールだけだった。




佐々原：この球の写真って、「OTHERS」のトップページの画像と同じものじゃありませんか？

ＫＰ：うん、まったく同じ写真ではないけど、同じ対象物を撮影したものである可能性はとても高いね。

さやか：これって、私たちが儀式で触った球の写真なのかもしれませんね。

辰巳：うーむ、なぜモーガン博士は、こんな写真を持っているのだろうか。写真には、球のほかに撮影場所とかがわかるようなものが映っていないだろうか？

ＫＰ：薄暗いところで撮影したせいか、球体以外はなにも映っていない。しかも、これはかなり古いモノクロ写真だね。〈写真術〉のロールができるけど？

全員：コロコロ……失敗。

ＫＰ：では、時代までは特定できないが、まだモノクロ写真しかなかった時代のものではないかと思われる。あと、写真の裏には色あせた万年筆の筆跡で「from OUTSIDE」と走り書きがされているね。

さやか：「from OUTSIDE」……外から？

睦：クトゥルフ神話的には、アウトサイドという言葉にはあまり良いイメージがないけど……。

さやか：モーガン博士はこの「外から」の球体を追って、日本にやって来たとかでしょうか？

辰巳：まだなんとも言えんな。とにかく、エアメールの方も見てみよう。差出人と内容はどうなっている？

ＫＰ：では、こちらをどうぞ（古風なデザインの洋便せんを渡す。キーパーが苦労して自作したものだ）。




……………………

◆モーガン博士宛のエアメール




The book which you are looking for is in R'lyeh.




Rare Books and Maps　Edwin Tillinghast 

……………………




辰巳：「探している本は、ルルイエにある」だと？

ＫＰ：ちなみに、ルルイエの下には電話番号が記されていて、君たちはその番号には見覚えがあるね。

辰巳：ああっ、もしかして、これってるるいえ堂のことなのか！

ＫＰ：そうだね。番号を確認してみると、ぴったり同じだ。

佐々原：モーガン博士は、るるいえ堂にある本を探していたってこと？

さやか：そう言えば、店の前をウロウロしていましたっけ。

辰巳：となると、問題はどんな本を探していたいたかだが……この差出人は何者なのだろうか？

ＫＰ：「Rare Books and Maps」ということは、おそらく希少本、古地図を扱うアーカムの古書店なんだろうけど、電話番号は書いていないので問い合わせるのはちょっと面倒だろうね。アーカムは１９２０年代からちっとも変わっていない古くさい人ばかりが暮らしているので、インターネットで店名さえ検索できないのだ（笑）。

辰巳：まったく……困った町だな。

さやか：でも、るるいえ堂にあるのなら、なにか見当をつければ私たちだけで探せるのでは？

睦：モーガン博士が探している本かぁ……やっぱり、魔道書とかだろうね。

さやか：魔道書はうちにたくさんあるので、もう少し絞ってもらわないと。

佐々原：それはそれで問題発言だよね（笑）。

睦：でも、いままでの情報で、魔道書らしきキーワードは出てきていなかったような。

さやか：……あっ、「OTHERS」にアップされている英文詩はどうですか？

全員：それだぁっ!!




　さやかちゃんのひらめきに従って、探索者たちはるるいえ堂の怪しい倉庫で英語の詩集をあさることにした。




ＫＰ：るるいえ堂にはたくさんの怪しい本、難解な本があるけど……英語の詩集となれば、数は限られる。その中でも気になるタイトルの詩集が一冊があるね。『AZATHOTH AND OTHERS』──日本語にするのなら『アザトースその他の恐怖』といったところだろうか。

佐々原：「OTHERS」キタ─────ッ!!

さやか：アザトース・アンド・アザース！　もう、これに間違いないですよ！（笑）

辰巳：念のため確認するが、内容は「OTHERS」にアップされている詩と同じなのか？

ＫＰ：まったく同じ内容だね。

佐々原：でも、元ネタの本はるるいえ堂にあるのに、どうやってプラクティカスは詩をアップしたんだろう？

ＫＰ：『アザトースその他の恐怖』は珍しい本だけど、ほかの魔道書のように世界に数冊しかないというほどレアではない。たまたま、プラクティカスが同じ本を持っていてもおかしくはないだろう。

睦：それでも日本人の女子高生が持っているのは普通じゃないですよね。

ＫＰ：まあ、そうだね。話によると、この本は千四百部しか刷られなかったそうだ。

さやか：……それで、これ読みますか？

全員：うう～～～～ん。

睦：この本の英文詩が今回のシナリオの鍵になっているみたいだし、原典を読んでおいた方がよいとは思うけど。

辰巳：英語ならば、ワシの出番だな。どうせ、明日の午前中は、さやかちゃんたちは授業だし、明日の朝から『アザトースその他の恐怖』を読むことにするか。

さやか：私たちは授業に出ていていいんですか？

辰巳：学園の生徒だけに起きるイベントとかもありそうだから、それでかまわんよ。

佐々原：じゃあ、ボクも一緒に読みます。

ＫＰ：おや、佐々原が魔道書を読むなんて珍しいな。

佐々原：秋月ちゃんの行方の手掛かりがあるかもしれませんからね。

さやか：そうですよね……秋月さんは、どこ行っちゃったんでしょう？

睦：「OTHERS」の上位階級になって、プラクティカスに囲われているとか……またはフルートの騎士にさらわれてしまったとか？

さやか：いろいろやることが多くて、秋月さんのことを調べるのが後回しになってしまっているので不安です。




　確かにこのシナリオはやることが多くて、それを追いかけるだけで探索者たちは大変そうだった。

　常にやることがあるというのはゲームが停滞しなくて、プレイヤーを飽きさせないけれど、もう少し、ロールプレイを楽しめる余裕のある展開にしてもよかったかもしれない。

　翌朝、辰巳先生と佐々原は、るるいえ堂で『アザトースその他の恐怖』を「斜め読み」することにした。〈ほかの言語（英語）〉のロールは二人とも成功して、以下のような所感を得た。




……………………

◆『アザトースその他の恐怖（AZATHOTH AND OTHERS）』所感




　アーカム生まれの詩人、エドワード・ダービイが１９１９年に出版した詩集。

　そこに記された詩によると、宇宙の中心には「沸騰する混沌の中心」、またはシンプルに「魔王」と呼ばれる究極の存在が、従者たちのフルートの音色に身をゆだねて、あらゆるものを冒瀆しているという。

　その真の名に秘められた恐ろしい響きには、われわれを夢から覚ましてしまう力があるという。

　森羅万象、すべてのものは魔王の見る夢でしかない。

　では、もしも、魔王が夢から覚めたならばどうなるのか。

　われわれは元に戻る──そう、魔王の御み許もとに還かえるのだ。

……………………




ＫＰ：この詩集には、宇宙や自分が「魔王」と呼ばれるモノの夢から誕生したもろい泡のような存在であると語られているのだが、そこには不思議な説得力がある。これを読んだ二人は正気度を１ポイント減らしておいてくれ。

辰巳：まあ、１ポイントで済んでよかったと言えよう。現在正気度は62になった。

佐々原：ボクの正気度は63です。

辰巳：しかし、せっかく読んだのに、さほど重要な情報は得られなかったな。

睦：今回の事件がアザトースに関わっているということは間違いないようですが……。




ＫＰ：さて、るるいえ堂で大人チームが『アザトースその他の恐怖』を読んでいる頃、学園では──

さやか：秋月さんは登校していませんか？

ＫＰ：朝のホームルームには出席していないね。これだけ欠席が続くと、生徒たちも心配そうにしている。

睦：そう言えば、辰巳先生の翻訳を送った返信はまだ来ていませんか？

ＫＰ：まだ来ていないね。

さやか：うーん、午後は授業をサボって、秋月さんの自宅を訪ねた方がいいかもですね。

睦：うん、自宅のパソコンとか調べたら、なにか手掛かりが見つかるかもしれない。

ＫＰ：そんなふうに午前の授業の休み時間に二人が秋月のことを話していると、本人が教室にふらりと現れる。

さやか：「ええっ、秋月さん!?」って、様子を見てみますよ！

ＫＰ：秋月舞は学園の制服を着ているのだけど、よく見ると何日も着続けていたようにヨレヨレだね。髪もぼさぼさで、目にはくまがあり、すっかりやつれ果てている。ただ、眼光だけは鋭く……睦ちゃんの方をにらみつけて、無言のまま近づいてくる。

さやか：そうはさせません。その前に立ちはだかりますよ。

ＫＰ：さやかちゃんは〈目星〉をどうぞ。

さやか：すごい警戒していますからね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：この子、後ろ手にカッターナイフを持っていて「チキチキチキ……」と刃を出しているね。

佐々原：秋月ちゃん、それは駄目だよ～！（泣）

さやか：それに気づいたら「なにをしているの。よこしなさい！」って、カッターナイフを取り上げます。

ＫＰ：だったら、〈組みつき〉か〈バリツ〉だなぁ（笑）。

さやか：だから、もう〈バリツ〉は使えないんですってば。現代さやかの〈組みつき〉の成功率は基本の25％しかありませんが……ここはやってみましょう。

睦：失敗したら、私も手伝うよ！

さやか：秋月さんのためにも、ここは穏便に済ませたいです。コロコロ……やった、成功です！

全員：おお～～～～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：では、さやかちゃんは秋月の腕をさっとつかんだ。ここから〈組みつき〉のオプションを選択することになる。できることを簡単に説明すると、もう一度〈組みつき〉に成功させてカッターを奪い取るか、とりあえず転ばせて１ラウンド猶予を稼ぐか、または彼女のＳＴＲに対する抵抗表のロールに成功して動けなくするかだね。

さやか：え～～～と、羽交い締めにして動けなくしたいです。きっと文系少女だからＳＴＲは低いはず！

ＫＰ：なるほど。さやかちゃんの推理通り、彼女のＳＴＲは７しかないよ。

さやか：私のＳＴＲは12なので、成功率は75％ですね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：こうなってしまったら、さやかちゃんが手を離さないかぎり、秋月は身動きはできない。やがて、そんな騒ぎを聞きつけて先生も駆け付けてくるよ。

さやか：その前に、どうしてこんなことをしたのか、いままでどこにいたのかを秋月さんに聞きたいのですが……聞けそうですか？

ＫＰ：さやかちゃんにガッシリと取り押さえられながらも、錯乱したように睦ちゃんに向けて怒鳴り続けている。

睦：な、なんで私に……どんなことを言っているんですか？

ＫＰ／秋月：「なんであなたみたいな子が！　私は、ずっと、ずっと、ずっと、フルートの騎士様のためにあの名前を唱えていたというのに!!　アザトース！　アザトース！　アザトース!!」

佐々原：うわぁ……秋月ちゃんが大変なことに……（泣）。




　さやかちゃんの活躍によって、秋月舞による凶行は未然に防がれた。

　秋月舞がハマっていた「OTHERS」が怪しいと確信している探索者たちは、彼女に同情的であり、急いで駆け付けた辰巳先生たちの尽力のおかげもあって、大きな騒ぎにはせずに事態を収拾することができた。

　ただ、秋月舞の心身は病んだ状態で、長期の療養が必要であり、いままでどこにいたのかといった情報を聞き出すのは無理であった。




辰巳：う～む、先ほどの秋月くんの言動から推測するに、彼女はフルートの騎士に気に入られたか、自分からアピールしに行ったかして、どこかに囲われていたのだが……そこにもっと優れた翻訳をメールしてきた睦ちゃんが現れたので、あっさりと捨てられてしまったといったところかな。

佐々原：それで逆恨みをして、むったんをカッターナイフで切りつけようとしたんでしょうね。ボクがもっと早く探し出してあげていれば、こんなことにはならなかったのに……。

ＫＰ：（相変わらず、佐々原は女性ＮＰＣがひどい目に遭うとへこむなぁ）まあ、事前に秋月を探し出すのは、シナリオ的にはほぼ不可能だったので、このイベントは不可抗力だったと思ってちょうだい。

さやか：「もう、とても放ってはおけませんよ。なにがなんでもフルートの騎士を探し出して、『OTHERS』なんて閉鎖させてしまいましょう！」

ＫＰ：（さやかちゃんも、怒っているなぁ）さやかちゃんは騒動の当事者として先生たちにいろいろと話を聞かれ、辰巳先生がそのフォローに奔走しているうちに、放課後になってしまう。すると、睦ちゃんの携帯電話に題名のないメールが届くね（資料を渡す）。

睦：むむっ、もしかしてフルートの騎士から!?









佐々原：この「弱い姫」というのは秋月さんのことでしょうね。

辰巳：うむ……どうやら、さっきの推測で間違いないようだ。

佐々原：優れた翻訳をしたむったんが、秋月ちゃんの代わりに「強き言葉を持つ姫」に選ばれたってことですね。

睦：これはもう行くしかないですよっ！

辰巳：しかし、行ってどうすればよいのやら。ワシらは、まだなにも対策をつかんでいないぞ。

さやか：フルートの騎士の正体は、モーガン博士をボコボコにするような、ウネウネの怪物らしいですし……空手キックで勝てる相手じゃないですよね？

ＫＰ：けれど、これでもう情報はだいたい出そろっている。このあと黄昏時たそがれどきに雑木林に向かえば、ノンストップでクライマックスになると思われるので、ここで探索者会議（ぶっちゃけアリの情報整理）の時間を取ろうかな。




　探索者たちはこれまで集めた情報をひっくり返して、フルートの騎士への対抗策を考えることする。しばらく、これまでの事件のまとめや、対抗策のアイデアが飛び交ったところで、さやかちゃんが核心に迫った発言をした。




さやか：──ずいぶん前の情報ですけど、モーガン博士がボコボコにされたときに言っていたように「魔王の真の名を穢せ」ばよいのではないでしょうか？

睦：むむっ、それはありそうだね。アザトースの真の名には強い力があるそうだから、逆に穢せば力を弱めることができるのかも。

佐々原：あの「トォトォザァ」って言葉で穢せるってこと？　でも、フルートの騎士には全然効いていなかったよ。

辰巳：確かに……むしろ、怒らせていたくらいだったな。

さやか：（「モーガン博士のうわごと」のメモを読みながら）いや……効かなかったのは、「誰かが真の名を唱えている」せいみたいですよ。ほら、ここでそう言ってます。

睦：（メモをのぞきこんで）ホントだ。そのせいで「声が届かなかった」って言ってますね。

辰巳：つまりどこかでアザトースの真の名前を唱えている者がいるせいで、穢す言葉が無効化されているのか。

睦：やっぱりプラクティカスが唱えているんじゃないでしょうか？

さやか：つまり、フルートの騎士ではなく、プラクティカスの方に空手キックをすればいいんですね！（笑）

佐々原：いや、違うんじゃないかな。唱えていたのは、秋月ちゃんだと思うんだけど。

睦：そうか、私を襲おうとしたとき「フルートの騎士様のためにあの名前を唱えていた」って言ってたっけ！

ＫＰ：するどいね、佐々原。そう考えると、いろいろしっくりくるよ。

佐々原：「（ニヤリ）……つまり、いまは秋月ちゃんが真の名を唱えていないから、このタイミングならばフルートの騎士に穢しの言葉が効くってことです」

全員：おお～～～っ!!（パチパチ）

辰巳：うむっ、なんだか勝てる気がしてきたぞ！

さやか：「トォトォザァ、ホツォザァ、ソォトザァ」って、おなかから声を出して唱えちゃいますよ～！




「これだ！」という対抗策を見いだしてテンションの上がる探索者たちであったが……実は、それはまだ事件解決のための最初の一歩にすぎなかった。

　優しいキーパーは、ベテランの探索者のためにもうひとひねり二重のわなを仕掛けていたのだ。




ＫＰ：みんなの士気が高まってきたとき、さやかちゃんの携帯電話が鳴る。チカぽんからの電話だね。

さやか：「（一転して、不安そうな顔をしながら）どうしたの、チカぽん」

ＫＰ／千香：「さやかちゃん、『OTHERS』を見た？」

さやか：「ううん、『OTHERS』がどうかしたの？」

ＫＰ：千香の話によると、突然、「OTHERS」が閉鎖されてしまい、会員の生徒たちがほかのＳＮＳやメールなどで大騒ぎしているらしい。

さやか：「OTHERS」が閉鎖……どうして？

ＫＰ：それで、一部の熱心な会員は声を掛け合って、儀式をした雑木林に行ってみようと言いだしているらしい。

さやか：なんで、あんな怪しいところに!?

ＫＰ：プラクティカスが雑木林にいるらしいといううわさがどこからか流れたそうで、みんなで「OTHERS」の閉鎖について抗議しに行こうという感じだね。

佐々原：ええっ、雑木林にはフルートの騎士がいるかもしれないのに！

さやか：まずい、まずい、まずいですよ～。なにか良くないことが始まろうとしているみたいです！

辰巳：ゲーム部のあいりくんに電話して、「OTHERS」の閉鎖についてなにか知らないか確認してみよう。

ＫＰ：連絡はすぐに取れるけど、あいりの方ではサーバーはいじっていないし、不具合が発生しているわけでもない。プラクティカスが管理者権限を使って、閉鎖したようだ。

辰巳：そのトップページを復元して、「サーバーメンテナンス中。しばらくしてからアクセスしてください」といった穏便なメッセージを表示することはできるのだろうか？

ＫＰ：トップページをいじるのは簡単だ。辰巳先生の指示があれば、あいりはすぐに直すと約束してくれる。

辰巳：「これで騒ぎが収まればよいのだが……」

ＫＰ：「OTHERS」が不穏な動きを見せているが、そうこうしているうちに黄昏時となり、君たちはあの音を耳にする。そう、完璧な旋律を奏でる、あのフルートの音色。それは雑木林の方から聞こえてくるのだ……。

睦：むむ～っ、いよいよクライマックスみたいですね!!







唱えよ、強き言葉を




ＫＰ：雑木林の雰囲気は、この前とはすっかり違っている。黄昏時、淡い橙だいだい色に染められた木々はやけにねじくれて、まるで悪い病気にかかっているように見える。そんな木々の合間を、青白い蛍火のようなものがふわふわと漂い、どこからか土が掘り起こされるような音も聞こえる。

さやか：思ったよりも大変なことになってる～！（泣）

ＫＰ：そのとき、頭上を音もなく黒い影が横切った。それは、黒く、角を持ち、細き体、膜のごとき翼、二つ裂けしさかとげの地獄の尾を持っていた……。

睦：むむっ、夜鬼が来ている!?

ＫＰ：この林の異様な雰囲気は、まるで世界そのものが悪夢へと変化している兆しであるかのようだ。この林に入った探索者たちは〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

さやか＆辰巳＆睦：コロコロ……失敗！

佐々原：コロコロ……成功はボクだけでした！

ＫＰ：成功しても１ポイント。失敗したら１Ｄ４ポイントの正気度を失う。ここからは不定の狂気もありうるので、林に入ってからどのくらい正気度が減っているか各自記録しておくように。

さやか：コロコロ……「２」でした。現在正気度は60です。

辰巳：コロコロ……よしっ、「１」だ。現在正気度は61で、さやかちゃんよりも多くなった（笑）。

睦：コロコロ……むはっ、「３」なんて出ちゃった。残りの正気度は52です～。

佐々原：ボクは１ポイントだけ減らして、残り正気度は62。いつの間にか一番正気な人になっていました（笑）。

ＫＰ：みんな似たような正気度なんだねぇ。

さやか：全部、〈クトゥルフ神話〉が悪いんですよ！　このせいでちっとも回復できない！

辰巳：まったくだ！

ＫＰ：（華麗にスルーして）……そんな怪しい雑木林のあちこちから「OTHERS」と唱える声が聞こえてくる。それは携帯電話を手にして、掲示板にアクセスしようとする御津門学園の女子生徒たちだ。

辰巳：なんだと？　まだ、トップページは書き換わっていないのか。

ＫＰ：いや、すでに書き換えはされている。けれど、あきらめきれずに唱え続けているのだろう。アクセスできないと告知されているのにかかわらず、ひたすら更新ボタンを押し続ける、ネット廃人のようなものだ（笑）。

睦：むむっ……ちょっと待って。こんなふうに「OTHERS」と唱えられたら、「トォトォザァ」の穢し言葉が無力化されてしまうんじゃあ？

ＫＰ：その可能性は大いにあるね（ニヤリ）。

さやか：なんですって～！　私たちの計画が台無しじゃないですかぁ!?（泣）




　モーガン博士の穢し言葉を唱えれば解決……と、思いきや、新たな問題の発生に探索者たちは頭を悩ませる。

　二重の謎解きに、やや難易度の高いシナリオとなっていたが、この点については後の反省会で語るとしよう。




佐々原：トップページに「おまえら帰れ」みたいな告知をアップしてみましょうか？

辰巳：それで、彼女たちが素直に言うことを聞くだろうか。なんかピンと来ないな。

さやか：だったら、「新しいパスワードは○○です」って、「OTHERS」以外の言葉にしてしまえばよいのでは？

睦：さやかちゃん、それはナイスアイデアかも！

ＫＰ：ほう……それで、どのようなパスワードがいいと思うのかね？（もったいぶった口調で）

辰巳：んんっ、「OTHERS」以外であればなんでもいいかと思ったが、なにか正解があるというのか？

睦：「OTHERS」や「from OUTSIDE」というキーワードからして、相手は「外から」来たっぽいから、「INSIDE」みたいに内側に戻すような感じの言葉？

さやか：それだけだと、漠然とし過ぎているような。さっきのキーパーの言い方だと、「これだ！」って、納得できる答えがあるみたいですよ。

佐々原：「OTHERS」に「Ｍ」を足すとか？（笑）

辰巳：「MOTHERS」にしても意味ないだろう（笑）。

ＫＰ：他人を母親にしてどうする（笑）。

さやか：……もしかしたら、「トォトォザァ」をパスワードにするのでは？

辰巳：おおっ、なるほど！

ＫＰ：けど、なんて文字を掲示板にアップするのかな？

さやか：ええ～っと、カタカナでは……駄目なんですよね？

ＫＰ：それだと発音が決まってしまうので、いろいろな読み方のできそうな英単語だと思ってくれ。

辰巳：となると、「OTHERS」のアナグラムなのか……？

佐々原：「OTHERS」の文字を入れ替えて、「トォトォザァ」とか「ホツォザァ」に読めるようにするってこと？

全員：うう～～～～ん！（全員でメモをにらみつける）

辰巳：「HOTSER」なら「ホツォザァ」とも読めそうだが、「トォトォザァ」や「ソォトザァ」とは読めないな。

佐々原：そもそも「OTHERS」だと文字数が足りないんじゃないですか？

辰巳：やっぱり文字を足すのか？

さやか：そんなことしたらなんでもアリになってしまって、「これだ！」って答えにはならないような……。

睦：（『アザトースその他の恐怖（AZATHOTH AND OTHERS）』のメモを見ながら）アザトースのスペルから、ちょっと削ったら「トォトォザァ」っぽくなるかも。それでアザトースを穢すという行為になるとか？

辰巳：なるほど……AZATHOTHからＡＺＡを取ると近いかもな。けど、ＡＺＡを取る理由がわからん。

睦：穢す……穢す……アザトースって、なにをしたら穢れるのかなぁ？

辰巳：「穢す」を英語で言うと……？

ＫＰ：いや、それは関係ないです。ちょっと時間がかかり過ぎているから、ヒントを出そうか？（この謎を考え始めてから、すでに十五分ほど経過していた）

さやか：いや、この謎は自力で解きたいです……う～んと、アザトースのスペルを逆にするのはどうでしょう？

辰巳：おおっ、なるほど。逆さ言葉か。それはあるかもしれないな。

さやか：逆から読むとHTOHTAZA……で、これなら「ホツォザァ」と読めますよ！

ＫＰ：では、みんなここで〈オカルト〉をロールしてもらおうか。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功！

ＫＰ：名前には強い力が宿っていることはよく知られている。そんな名前を逆さに読み替えるというのも、ある種の呪いとなるのではと思えるね。

佐々原：すぐにあいりちゃんに電話して、トップページの内容を「HTOHTAZA」に変更してもらいます！

ＫＰ：あいりは、すぐに佐々原の要請を受けて、このようなトップページにしてくれた（イラストを渡す）。









さやか：わざわざイラストが用意されているということは、これが正解ってことですね（笑）。

ＫＰ：トップページが更新されたことによる影響は絶大だった。いままで周りで聞こえていた「OTHERS」という魔王アザトースの名の響きにも似た声は、モーガン博士が唱えていた「トォトォザァ」や「ホツォザァ」といったものに変わる。女子生徒たちはどう発音してよいのかわからず、いろいろな読み方を試しているようだね。

辰巳：まあ、読みにくいからな（笑）。

ＫＰ：そんな不ぞろいな発音があちこちで聞こえてくると、さっきまでの雑木林の異様な雰囲気も薄らいでいく。

佐々原：やったぁ、これでフルートの騎士も去って行ってくれるでしょう。

ＫＰ：いやっ、フルートの音色はまだ聞こえてくるね。ただ、さっきまでの生き生きとした旋律から打って変わって憂鬱な響きとなっている。

睦：む～っ、やっぱりフルートの騎士は私たちで撃退しないと駄目みたいだね。

さやか：よしっ、覚悟を決めて行きましょう！　あんな怪物、私たちの学園から追い払ってやります！

ＫＰ：……フルートの音色を追って行くと、君たちは因縁深い渦龍堂の入口にまでやってくる。斜面に開いた穴の奥には緑色のベストを着たジェフリーが立っている。穴の中は暗く、彼の上半身しか見えないが、この暗さは、前のときのような魔術的な闇ではなく、本当に暗いから見えないだけだね。

辰巳：つまり、外に出てきたらフルートの騎士の下半身が見えてしまうってことか。嫌だなぁ。

佐々原：そこから出てくる前に、退散してもらいたいですね～。

さやか：偽ジェフリーに向かって「トォトォザァ、ホツォザァ、ソォトザァ」って唱えますよ！

ＫＰ：すると、ジェフリーの姿をしたモノはフルートを口から離して、じっと睦ちゃんの方を見つめると、このように語りかけてくる。




「嘆かわしい。姫たちの穢れた声が聞こえる。

　仕えるに値する姫はどこに？

　私は、力強き言葉を持つ姫を求めている。強き言葉……真の名を唱えてくれ。私の主の名を！」




睦：「真の名前……え～～っと、確かぁ、ホツォザァでしたっけぇ？　げへへ」

ＫＰ：ちょっと待てぇ！　なんで急にそんなゲスな口調になるんだよ（笑）。

佐々原：むったん……さすがに「げへへ」は、駄目なんじゃないのかなぁ（笑）。

睦：おっと、いけない、いけない。「消え去りなさい、女の子をたぶらかす偽りの騎士！　トォトォザァ、ホツォザァ、ソォトザァ!!（キリッ）」

ＫＰ：その言葉を聞くと、フルートの騎士は君たちにくるりと背を向けた。

さやか：やった、そのままおとなしく帰ってください！

ＫＰ：ところが、背を向けたと思った途端、彼は大きくのけぞり、ブリッジするようにして君たちの方に逆さに向き直ると、そのままぐるんぐるんと回転をしながら迫って来るのだ！

全員：ええ～～～～っ!?（泣）

ＫＰ：ジェフリーの姿をしたモノの下半身は、佐々原が予想していたように、ウロコに覆われた無数の触手の絡み合った巨大な肉塊だ。そして、君たちの見ている前でジェフリーの体も変化していく──
















　巨大な肉塊の一部となっているジェフリーの体に、古びて乾いた材木のような無数の裂け目が生じた。

　その裂け目が広がると、中に折り畳まれていた色とりどりの肉があふれ出してきた。

　肉は絶えず色を変え、形を変えている。それは下半身を支える、おぞましい肉塊と同質のものであった。

　そうだ、これまでジェフリーと思っていたモノは、この肉塊が化けていたものだったのだ。

　ただひとつ変わらず残されたのは、フルートの騎士が持っていた、あの黄金色のフルートだけであった。




ＫＰ：さて、触手に覆われた肉塊と、ジェフリーをまねたモノのおぞましい変身を見た探索者たちは、今回、最大の〈正気度〉ロールをしてもらおうかぁ!!

辰巳：コロコロ……くっ、失敗した!!

佐々原：これはガッツリと減らされそうだなぁ。コロコロ……よしっ、成功だ！

睦：さっき３ポイントも減っているから、ここで失敗すると不定もありえるかも。コロコロ……ほっ、成功です。

さやか：こんなところで失敗していられません。コロコロ……私も成功です。よかったぁ～。

辰巳：失敗はワシだけか……。

ＫＰ：成功しても１Ｄ３ポイントの正気度が減る。失敗したら、１Ｄ10＋１ポイントだ！

辰巳：うぬぬぬっ、その+1が憎い！

さやか：コロコロ……２ポイント減って、現在正気度は58になりました。今回、10ポイントも減ってる～。

佐々原：コロコロ……くっ、最大の「３」でした。現在正気度は59。ボクも50台に突入してしまった。

睦：私なんか40台が見えてるんですが。コロコロ……むはっ、「３」減って、現在正気度49になりました！

辰巳：みんなそのくらいで済んでいいなぁ。しかし、ここで「１」を出せばいいだけの話だ！

さやか：辰巳先生、頑張って～！

辰巳：「１」出ろ～、コロコロ……うわっ、「９」が出た。+1して、10ポイントの正気度喪失。現在正気度は51。

ＫＰ：それだと不定の狂気になるのかな？

辰巳：いや……まだ、あと２ポイント余裕がある。だいぶギリギリのところだな。

ＫＰ：ただ、一度に５ポイントの正気度を失ったので、一時的狂気に陥る可能性があるね。〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：失敗しろ～、失敗しろ～、コロコロ……駄目だ、成功した。ワシの〈アイデア〉は85％もあるからなぁ。

ＫＰ：では、まずは〈クトゥルフ神話〉を+1％してください。

辰巳：くっ、〈クトゥルフ神話〉が33％になってしまった。

ＫＰ：狂気の内容は、今回、シナリオで設定されています。辰巳先生は意識が拡散していくのを感じ、同時に理解します。この宇宙にある森羅万象はすべてアザトースの夢なのだ。自分もそんな夢から生まれた存在であり、そのことに気づくことさえできれば、意識はアザトース──いや、宇宙そのものに帰って行けるのだ。

辰巳：「太陽が見える……いや、あれは違うな……太陽はもっとパァーっと明るいものな」

さやか：辰巳先生、駄目～～っ！（泣）

睦：まずいですね。これはダブルパンチで、もっとヒドい〈正気度〉ロールをさせられる流れ！

辰巳：１Ｄ[image: ]が来たら、ロストする可能性もあるぞ……。

ＫＰ：では、ここからは戦闘ラウンドにて処理をしてもらおうか。

さやか：この怪物、殴って効くんでしょうか？

睦：描写を聞くかぎりは、なんか無駄っぽいけど……。

佐々原：それよりも、まずは辰巳先生を正気に戻さねば。ＤＥＸ18で辰巳先生に〈精神分析〉をします。コツコツ成長させてきたおかげで、いまでは成功率79％。「気を確かに！　それは見てはいけない光です！」

ＫＰ：もしも、ここで失敗したら、大変なことになるので気合いを入れてロールすること（笑）。

佐々原：「戻ってきてください、辰巳先生！」って、コロコロ……やった、成功だぁぁっ！

全員：よかった～～!!（笑）

ＫＰ：では、辰巳先生が正気に戻ったところで、ＤＥＸ16でフルートの騎士の行動だね。

さやか：は、早いっ！

ＫＰ：けど、このラウンドは渦龍堂の穴からぐるんぐるんと前転しながら這い出して、君たちに接近するだけで終了だ。こいつ、あらゆる能力値が人間の平均を超えているけど、移動力だけは劣っているんだよね。ただし、次からは複数の触手で君たちをボコボコに殴り続けるだろう。

さやか：殴っても駄目なら……穢すのみです。

ＫＰ：なるほど、では気合いを入れて穢し言葉を唱えてくれ。

さやか：「トォトォザァ!!（実際に叫ぶ）」

ＫＰ：しかし、この穢し言葉を唱えられる人間は、アザトースのことが心でイメージできている者に限られる。そうでなければ、なにを唱えてもそれは単なる音にすぎない。

さやか：ええっ、いまさらそんな!?

ＫＰ：アザトースをイメージする方法としては『アザトースその他の恐怖（AZATHOTH AND OTHERS）』や「OTHERS」にアップされた英文詩を読んで〈ほかの言語（英語）〉に成功してる必要がある。

睦：私は「01」で成功しているし、辰巳先生とタマ兄は原典を読んでいるから大丈夫だね。

佐々原：あのとき、読んでおいてよかった～！

さやか：……えーと、私は一度も〈ほかの言語（英語）〉に成功していなかった気がします（泣）。

ＫＰ：いや、あともうひとつ……「OTHERS」の入会儀式で、あの球体に触れたことがある人も大丈夫だ。

さやか：はいっ、触りました！　もう、怒られるくらい触っていました！

ＫＰ：そんなわけで、さすが積極的な探索者たちだけあって、みんな穢し言葉を唱える資格は持っているようだね。

さやか：じゃあ、私の「トォトォザァ」は、フルートの騎士に効いているんですか？

ＫＰ：その言葉を聞いた途端、フルートの騎士の触手から生気というか、もっとわかりやすく言えばやる気のようなものがそがれたようだ。具体的なルールを説明すると、さやかちゃんには、現在の自分のマジック・ポイントを使って、フルートの騎士の現在のマジック・ポイントに対する抵抗表ロールをしてもらう。もし、成功すれば、フルートの騎士のマジック・ポイントを１Ｄ３＋２ポイント減らすことができる。さらに、失敗しても少しは効果はあるため、１Ｄ３ポイント減らすことができる。

睦：これで相手のマジック・ポイントをゼロにすれば退散してくれるのかな？

辰巳：ふーむ、相手のマジック・ポイントが減れば減るほどこちらの成功率は高くなるから、最初の一撃を入れられるかどうかが勝負の分け目だな。

さやか：了解しました。とにかく低い出目を出せばいいんですね!?　コロコロ……やった、「18」です。抵抗表を見ると、フルートの騎士のマジック・ポイントが20以下だったら成功しています。

ＫＰ：（ぐぬぬっ、ピッタリ成功か）だったら、君は強い言葉を唱えることができたらしい。フルートの騎士のマジック・ポイント──すなわち、やる気を１Ｄ３＋２ポイント奪うことができる。

さやか：やった！　コロコロ……うにゃーん、「１」です。マジック・ポイントを３ポイント奪いました！

辰巳：いや、このスタートダッシュは良い流れだろう。これで抵抗表の成功率が15％も上がった。

睦：では、私も……ごほん。「ホツォザァ!!（叫ぶ）」

ＫＰ：うむ、力強い言葉だ。抵抗表のロールをしていいよ。

睦：コロコロ……む～～っ、出目が冴えません。フルートの騎士のマジック・ポイントは10以下ですか？

ＫＰ：いや、まだそんなに減っていない。抵抗表のロールは失敗だけど、１Ｄ３ポイントは奪えるよ。

睦：これで「３」を出せばいいだけの話です。コロコロ……「２」でした。

辰巳：ワシは、たったいま正気に戻ったばかりだが……？

ＫＰ：さすがに、すぐにあのテンションで叫ぶことはできないと思うので、１ラウンドはお休みということで。

辰巳：まあ、仕方ないな。

ＫＰ：戦闘ラウンドは頭に戻って、ＤＥＸ18の佐々原だよ。

佐々原：「（待ち構えていたように叫ぶ）ソォトザァ!!」っと、コロコロ……えっ、わっ、やった、「01」です！

全員：おお～～～～っ!!（パチパチ）

ＫＰ：（なんだと……）だったら、もちろんロールは成功で、さらに「01」の効果で、マジック・ポイントを倍の２Ｄ３＋４ポイント奪えるよ。

佐々原：やったぁ～!!　ここで決めてやる。コロコロ……９ポイントだ。どやっ!?（笑）

ＫＰ：ぐぬぬ……ずいぶん減ったが、まだゼロにはなっていないぞ。ここでフルートの騎士の触手攻撃の番だな。

さやか：ううっ、何回攻撃してくるんだろう？

ＫＰ：ふふふっ、こいつの攻撃回数は、なんと２Ｄ６回だ。

佐々原：なっ、バカじゃないの！　キーパー、なに考えてるの!?（泣）

ＫＰ：デザイナーに文句を言ってくれ。ここはオープンダイスで、コロコロ……５回か。いまいちの出目だな。

さやか：５回も攻撃してくれば十分過ぎますよ～！

ＫＰ：さて、ここでルールを説明すると、このフルートの騎士の触手はやる気によって左右され［マジック・ポイント×５］％で命中する設定であった。そして、いまフルートの騎士はマジック・ポイントが14ポイントも減らされており、だいぶやる気がそがれている。

辰巳：なるほど、５回攻撃と言っても、命中率は70％も下がっているわけか。だったらいけるかもしれんな。

ＫＰ：ここにいる探索者全員を１回ずつ殴るのは決定として、残った１回は……まあ、裏切り者の睦ちゃんをもう１回殴ろうかな（笑）。

睦：むむ～っ、まあしょうがありません。さあ、来てください！

ＫＰ：では、連続して、どんどんロールしていこう。まずは、さやかちゃん、コロコロ……ハズレ。

さやか：ほっ……よかった。「34」でもハズレということは、だいぶ成功率は低くなってますよ。

ＫＰ：辰巳先生、コロコロ……ハズレ。佐々原、コロコロ……くそっ、またハズレか。

佐々原：あとはむったんだけ。キーパーのダイスに呪いをかけてやる。うぬぬ～～っ！（妙な電波を送っている）

ＫＰ：コロコロ……「59」でハズレ。コロコロ……「88」で、またハズレ!?　なんだよ、全部ハズレかよ！

全員：やったぁ～～～!!（ハイタッチ）

ＫＰ：うう～ん、なんて悪運だろうか（ちなみに、触手の命中率は30％であった。マジック・ポイントが減っていなかったら[image: ]％で命中する脅威の触手だったのだ！）。

さやか：この勢いで、一気に退散させますよ！　コロコロ……「18」です。

ＫＰ：その出目なら間違いなく成功している。１Ｄ３＋２ポイント減らしてくれ。

さやか：コロコロ……最大の「３」です。５ポイント、減らしてください！

睦：続けて、私もコロコロ……この出目なら成功ですね。コロコロ……４ポイント減らしてください。

ＫＰ：駄目だ、もうやる気が出ない。十二本の触手がくたりと地面に伏して、かろうじてフルートを持っている一本だけが動いているだけだ。そこで、フルートの騎士は魔王の名を穢し続ける睦ちゃんに語り掛ける。「姫よ……どういうことだ。共に真の名を紡ぎ出すのではなかったのか？」

睦：「さあ、もう立ち去りなさい。ここはあなたの居場所じゃない！」

ＫＰ／フルートの騎士：「私を呼んでおいて、いまさらどこへ行けというのだ？」

さやか：「別にむったんは呼んでないんですけど……呼んだのは、プラクティカスなのでは？」

辰巳：こいつにとっては、人間はみんな同じに見えるのかもな。

ＫＰ：ここでフルートの騎士が納得することを言えば、退散は完了するかもね。

睦：むむっ、納得すること？

さやか：「外」ですよ、「外」！

睦：あっ、そうか。「from OUTSIDE」……じゃなくて、「Go to OUTSIDE!!（ビシッ）」

ＫＰ／フルートの騎士：「……ならば、わが主の下へ帰らせてもらおう。このフルートで主を喜ばせることのみが、わが望み。わが存在する意味なのだから」

睦：ほっ……よかった。どうぞ、アザトースの下に帰ってください。

ＫＰ：この世界に見切りをつけたフルートの騎士は、体から刺激臭を漂わせながら、急激に腐っていくようにどろどろに溶けてしまう。その腐汁に触れた地面は穢され、渦龍堂の前の草むらはみるみるしおれていく。

辰巳：ここは立入禁止にするよう職員会議の議題に挙げねばならないな。

ＫＰ：いつの間にか、あたりには「OTHERS」の会員たちが集まっている。そして、その穢された地面と、漂う腐臭を前に、まるで悪い夢から覚めたような顔をして、手にしていた携帯電話をしまうのであった。

睦：「みんな、夢の中の騎士なんか追わずに、素敵な人を探さないとね！（キュピ～ン）」

佐々原：ええっ、どうしたの。むったん、そんなキャラだったっけ？（笑）

睦：なんとなく、きれいに締めてみようと頑張ってみたんだけど（笑）。

辰巳：それでこの子たちは納得するのかなぁ？（笑）

さやか：いやっ、私はそれでいいと思いますよ。「は～い、じゃあ、みんな解散、解散！（パンパンと手をたたく）」

辰巳：すごい力業だ！（笑）

ＫＰ：睦ちゃんと、さやかちゃんの言葉のおかげかどうかはわからないが、その後、御津門学園の女子生徒たちが「OTHERS」に執着するようなことはなくなったようだね。

辰巳：あんな掲示板は閉鎖してしまうよう、あいりくんに言っておくよ。

ＫＰ：こうして、御津門学園の文系女子を惑わせてきたフルートの騎士の正体が、恐るべき外なる神々の従者であることを暴き、見事に退散させた探索者たちは１Ｄ10ポイントの正気度回復。さらに秋月舞や千香などの女子生徒に犠牲を出さなかった場合、１Ｄ３ポイントのボーナス。そして、勇気を出して虎穴に飛び込み「OTHERS」の会員となった探索者には、さらに１Ｄ３ポイントのボーナスだ！




◆むったんのワンポイントスケッチ「外なる神々の従者」

　どうも、好きな神しん使しは白蛇な、むったんです。

　フルートの騎士の正体は、魔王アザトースの周りで主人を喜ばすためのフルートを吹いているとされる、外なる神々の従者というクリーチャーだったそうです。データは少しオリジナル要素が入っていたようですけどね。

　実は、外なる神々の従者は高い知性と豊富な魔術知識を持っていて、主人への礼拝者を増やすような行動をするとも言われています。フルートの騎士は、彼らの中でもアグレッシブな性格の個体だったのでしょう。

　ちなみに、ぐるんぐるんと回転するのは、外なる神々の従者特有の移動方法でして『クトゥルフモンスターガイド（ホビージャパン刊）』には、その詳細な図解が載っています。普段は宇宙の中心にいるので、重力のある地上では動きにくいのかもしれませんね。








　正気度回復の結果は以下のようになった。驚異の悪運を誇る佐々原は、今度は〈心理学〉の技能が成長により90％を超えて６ポイントの正気度を獲得している。それがなければ正気度の収支は赤字という結果であった。




　さやか：シナリオ終了時58ポイント＋獲得10ポイント＝合計68ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時51ポイント＋獲得７ポイント＝合計58ポイント（開始時から-7ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時65ポイント＋獲得６ポイント＝合計71ポイント（開始時から+4ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時49ポイント＋獲得７ポイント＝合計56ポイント（開始時から-1ポイント）




ＫＰ：探索者の活躍により、御津門学園の文系女子に広まっていた掲示板を利用して、アザトースの真の名を唱えさせようという宇宙的陰謀は阻止された。だが、いったい誰が、なんの目的でそのようなことをしていたのか、それはまだわからない。そして、多くを知るであろうモーガン博士も、いまだに入院を続けている……。

佐々原：モーガン博士、まだ退院できないんだ（笑）。

ＫＰ：といったわけで、次回、第二話をお楽しみに。みなさん、長時間のプレイ、お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした！










第一話終了・睦むつみちゃんとの反省会




ＫＰ：今回のシナリオは盛り込み過ぎだったなぁ。

睦：かなりイベントが多かったですね。個別導入に、フルートの騎士のうわさ話集め、学園パトロール、モーガン博士の謎の行動と入院、秋月さんの失踪からの錯乱行動、ゲーム部の話もあって……さらに「OTHERS」の謎解きですから、ホントに盛りだくさん！

ＫＰ：う～ん、改めて整理すると本当に多いな。新シリーズの第一話ってことで張り切り過ぎてしまった。これは反省点だな。

睦：でも、学園モノらしさは出ていましたよ。

ＫＰ：学園モノって、あまり血生臭い事件を起こせないのが難しいところなんだよね。序盤にそんなことが起きたら、日常の象徴でもある学園が、非日常の舞台となってしまう。それでは学園モノとは呼べないだろう。

睦：せっかくなら、ゆっくりじんわりと怪異の気配に気づいていくような展開の方がいいかもですね。

ＫＰ：流行の「OTHERS」が怪しい。入会の儀式をしてみたら、もっと怪しい。さらに秋月が錯乱して襲ってきた──という段階を踏まえてのクライマックスにして、ようやく学園モノっぽさが出せたのだと思う。

睦：イベントの量だけでなく、クライマックスで「HTOHTAZA」に気づくまでに時間がかかったのもプレイ時間が長くなった原因でしょうけど……。

ＫＰ：助け船を出そうとしたら、さやかちゃんに「ダメッ！」って、止められてしまったっけ（笑）。

睦：私たちは、キーパーにヒントをもらうと「負けた」って気分になるんですよ。

ＫＰ：でも、ＴＲＰＧの良いところは、いつでもキーパーからヒントを出せるところだからね。さりげな～く、間違った方向に思考がいかないように誘導はしないと。

睦：そこはうまくやってもらわないと、興ざめしてしまうこともありますから。

ＫＰ：まあ、プレイ時間のことを考えると、シナリオの難易度としては「OTHERS」を閉鎖した上で、モーガン博士が口にしていた穢けがし言葉を唱えるくらいでもよかったな。ただ、君たちはこういう謎解きが好きだから、あえてもうひとひねり盛り込んでみたんだ。

睦：パッとひらめけば、あっという間の謎なんですけど、思い付かないと詰まってしまいますからねぇ。

ＫＰ：ちなみに、テストプレイをしたときは、ほんの数分で解かれてしまった（笑）。

睦：むむ～～～～～っ！

ＫＰ：でも、こうした謎の扱いは、プレイヤーの嗜好を良く理解しておかないといけないね。「謎解き」と言えば聞こえは良いけど、キーパーの「いじわるクイズ」をやらされて、たったひとつの正解を探すなんて面白くないと思う人もいるだろう。

睦：ＴＲＰＧには絶対に欠かせない要素ってわけではありませんからね。むしろ、そういうシナリオをプレイするグループは少数派なのかも。

ＫＰ：キーパーは、プレイヤーがなにをしたいのかを第一に考えないとね。その上で、自分が好きなものを提供する。キーパーはたいていのことは自由にできるのだから、この順番くらいは守りたいものだ。

睦：私たちは、キーパーの用意している謎解きの傾向もだいたい把握していますからね。それに限らず、プレイヤーのサイドから、キーパーの嗜好が読めてくると、もっとゲームは楽しみやすくなります。

ＫＰ：なるほど、プレイヤーがキーパーの嗜好を把握するか……そこまで互いを理解できていれば、もうなにも言うことはないね。これも長年、キャンペーンをやって来た成果かな。

睦：ところで、フルートの騎士の正体は、外なる神々の従者でよかったんですよね？

ＫＰ：ああ、そうだよ。《皮膚の制御》という呪文によって、体の一部だけを美少年に変身させていたんだ。なぜジェフリーを選んだかは、辰巳先生の推理通り、「OTHERS」内で人気者だったからだ。

睦：あの光を消す闇は従者の特殊能力？

ＫＰ：あれは《光を消す》という呪文だ。外なる神々の従者って、案外と呪文を知っているんだよな。

睦：フルートの音と聞いて、もしや外なる神々の従者では思ったのですが……やけに人間的な行動をするので違うのかなと思いました。

ＫＰ：外なる神々の従者はＩＮＴが高いから、人間のふりをするような個体がいてもおかしくはないだろう。とはいえ、外なる神々の従者には、ボクもあまり知的なイメージを持っていなかったので、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のデータを見直してみて、ちょっと意外だったね。

睦：あとはプラクティカスの正体について暴かないと……ていうか、冬ふゆ室むろ熾おきさんで確定でしょうけど（笑）。

ＫＰ：まあ、それは次回のお楽しみってことで。




　第一話がボリュームたっぷりだった代わりに、ロールプレイを楽しむ暇がなかったので、バランスを取るため第二話はシンプルなシナリオにしようかな。

『るるいえはいすくーる』の第二話のような、ちょっとＢ級ホラーな軽いノリが良いかもね。

　今回のようなひとつの正解をひねり出すような展開ではなく、もっと探索者の行動次第でどんどん状況が変化するような、柔軟性のあるシナリオになるように心掛けよう。

　謎解きのあるシナリオ、アドリブで切り抜けるノリ重視のシナリオ──どちらが正しいというわけではなく、ボクらはどちらも楽しいと思っている。

　だったら、いろいろなバリエーションのシナリオを作っていきたいものだね。



















モーガン博士の告白




ＫＰ：第二話は、御み津つ門かど学園に広まっていた怪しげなネット掲示板「OTHERS」が引き起こした事件から、数か月が過ぎて、夏休みに突入したところからスタートする。前回に比べると難易度は低めで、コメディタッチな部分もあるＢ級ホラーなノリを予定している。探索者たちはガツガツと情報収集したりせず、もっと気楽にプレイしてもらって大丈夫だ。

佐さ々さ原はら：美女がシャワーを浴びたり、バカな学生が単独行動をして殺されたりするわけですね！

ＫＰ：まあ、それもＢ級ホラーの一面ではあるけどね。ボクはＢ級ホラーという言葉を悪い意味としてではなく、むしろ良い意味で受け止めているし、とても愛しているのだけど……語ると長くなるのでやめておこう。まあ、じっくりと静かに恐怖を感じ取るのではなく、恐怖が向こうからガンガンやって来るので、探索者たちには行き当たりばったりに対応していく、その場の勢いが求められるゲームだと思ってくれ。

さやか：わかりました～。

辰たつ巳み：今回は「幕間の成長」はしていいのか？

ＫＰ：前回のシナリオからあまり期間は空いてませんが、サービスで５回経験ロールをさせてあげましょう。

睦むつみ：キーパーからのお勧め技能とかあります？

ＫＰ：まずは……鈍器だな。

全員：鈍器!?（笑）

さやか：私の空手キックは鈍器ですか!?

ＫＰ：大丈夫、立派な鈍器だ。ルール的には、貫通しない武器はすべて鈍器だよ。

睦：むむ～っ、鈍器が重要なＢ級ホラー……って、貫通する武器の効かない食屍鬼とか、ゾンビとか出てきそう。

ＫＰ：それから、持っていると役立つ技能は〈医学〉と〈忍び歩き〉と〈考古学〉かな。〈考古学〉は25％以上あれば、「考古学なら、それなりにかじっていますよ」と、ゲーム中にドヤ顔できると思ってくれ。

佐々原：〈歴史〉なら得意なんですが……ドヤ顔したいから、〈考古学〉の勉強を始めようかなぁ。




　数多の事件を解決したベテランの探索者たちであるが、〈考古学〉に関しては素人同然であり、辰巳先生と佐々原は独学で学ぶことにした。その結果、辰巳先生は25％、佐々原は27％まで〈考古学〉を習得する。

　最後に、辰巳先生は奇跡を信じて〈医学〉を経験ロールしたところ、なんと技能が90％を超えることに！

　心理学者、精神分析医としてだけでなく、医者としても一流となったことで自信を得た辰巳先生は、正気度を７ポイント回復して、現在正気度を65とする。




ＫＰ：あと、前回、手に入れたアザトースに関する詩編『アザトースその他の恐怖』を〈ほかの言語（英語）〉で研究することもできるけど、誰か読みたい人いる？

辰巳：読んではみたいが、これ以上、〈クトゥルフ神話〉を増やすのは命取りだ。

佐々原：作家として、ボクが読むのが自然な流れかもしれないけど──

睦：タマ兄の〈ほかの言語（英語）〉は何％あるの？

佐々原：〈ほかの言語（英語）〉の成功率は56％だけど、呪文が書いてあったとき習得できるかどうかに大事な能力値のＩＮＴが……って、ボクのＩＮＴは15もあるのか。なんで、いままで魔道書を読まなかったんだろう？（笑）

ＫＰ：君が日ひ和よっていたからとしか言いようがないな。

佐々原：じゃあ、しょうがない。ボクが研究します。『アザトースその他の恐怖』を熟読しておけば、冬ふゆ室むろさんにもドヤ顔できるかもしれないからね（笑）。




　研究の結果、佐々原は〈ほかの言語（英語）〉に成功。冒瀆的な詩を読んだことで正気度を１Ｄ４ポイント喪失するところを「１」で済ませ、さらに〈クトゥルフ神話〉を+4％獲得する。

　ただし、『アザトースその他の恐怖』には呪文は記されてはおらず、以下のような情報が得られたのみだった。




……………………

◆『アザトースその他の恐怖』の研究




　この本の詩は、テーマこそおぞましいが、素晴らしい才能の持ち主の手によるものである。

　おそらく、作者のエドワード・ダービイは強い感受性から、この宇宙がアザトースから生まれたのみならず、いまもその大いなるものの一部であることを直感的に理解していたのだろう。

　同時に、このような発想には危うさも感じる。

　もしも、森羅万象すべてアザトースという個に包括されるのであれば、人の生も死も、大いなるものの一部にすぎないことなる。それはアイデンティティの否定につながり、人間の精神を冒瀆することでもあるからだ。

……………………




佐々原：すべてがアザトースの一部だとしたら、ボクらの肉体や心もアザトースってわけで……「個人なんて意味ないじゃん！」ってなっちゃうってこと？

さやか：自分を形作っているモノに大した意味はなくて、アザトースの一部でしかないなんて嫌ですよね。

佐々原：ボクは作家として、このエドワード・ダービイについて知りませんか？

ＫＰ：そうだね……特別に〈図書館〉と〈ほかの言語（英語）〉で成功率の低い方のロールをしてみてくれ。

佐々原：〈ほかの言語（英語）〉で、コロコロ……成功です。

ＫＰ：アメリカの紳士録や、海外の事件記事を原文で当たってみると、彼はアメリカのマサチューセッツ州にあるアーカム・サナトリウムという病院に入院していたところ、親友のダニエル・アプトンに殺害されたことがわかる。その際には、六発もの弾丸が撃ち込まれたそうだよ。

佐々原：なんてこった……それはいつ頃の事件なんですか？

ＫＰ：ややこしい話だけど「るるいえ」シリーズでは、アーカム周辺だけはヨグ＝ソトースのパワーによって、なぜか１９２０～３０年代のままになっている。そのため、この事件も本当は１９３３年に発生したものだけど、君たちの視点から見ると、数年前の出来事となるな。

睦：完全にアーカムだけ時間がずれているんですね（笑）。

佐々原：そのダニエル・アプトンについての情報は？

ＫＰ：殺人容疑で逮捕はされたようだけど、その後についての資料は見つからなかった。これ以上のことは、現地の裁判記録などを調べないとわからないだろう。

佐々原：アザトース信者のエドワード・ダービイを、探索者のダニエル・アプトンが成敗したけど……キーパーが厳しかったせいで、逮捕エンドになっちゃったみたいな感じなのかな？

ＫＰ：まあ、その真相についてはＨ・Ｐ・ラヴクラフトの短編小説「戸口にあらわれたもの」に記されている。興味があったら読んでみるといいよ。

さやか：ところで……前回、プラクティカスの正体は、冬ふゆ室むろ熾おきさんだってことは突き止めたんでしたっけ？

ＫＰ：限りなくクロに近いとは思っているけど、証拠はどこにもない。

睦：私は、ほぼ確信しているけどな。もう、自宅を訪ねてもいいんじゃないかなってくらい。

さやか：もしも、冬室さんがすべてをわかってて「OTHERS」をプラクティカスとして運営していたとしたら、かなり危険な相手ってことになりますよね。

辰巳：アザトースに通じて、外なる神々の従者を呼び寄せるくらいだからな……ただ者ではあるまい。

睦：それもあるけど、私としては冬室さんに憧れているところもあるので自宅に行ってみたいな（笑）。

佐々原：むったん、なに言ってるの!?

睦：「あんな美人が悪い人のわけないよ。きっと、フルートの騎士にそそのかされていただけだと思うな」

辰巳：いかん……睦くんに、変なスイッチが入ってしまっている（笑）。

ＫＰ：まあ、冬室が怪しいことは間違いないので、事件後もさやかちゃんや睦ちゃんは学園で彼女の動きに警戒していたことにしていいよ。だけど、特に目立った動きを見せることはなく、むしろ静かに学園生活を送っているね。彼女に突っ込みだすと切りがないので、第二話では冬室へのアプローチはこれくらいで勘弁してちょうだい。ぶっちゃけ、彼女との決着は第三話でつけてもらいたい（笑）。

睦：む～っ、冬室さんの家に行きたかったなぁ～。

辰巳：せめて理事長代理の立場を利用して、彼女の自宅の住所や、家族関係を調べておきたいのだが？

ＫＰ：まあ、そのくらいはいいでしょう。彼女の担任の話によると、冬室熾は、貿易商を営む裕福な家庭の一人娘だ。自宅は御津門学園から遠くなく、車で十分くらいだ。豪華な屋敷というほどではないけど、割と大きな家で暮らしているようだね。ただ、両親は仕事の関係で出張が多く、家を留守にしていることが多いようだ。

睦：お金持ちのお嬢様だったんですね。

ＫＰ：ところで、フルートの騎士に殴られたせいで入院しているモーガン博士だけど、ようやく容態も安定したそうで、彼の方から辰巳先生に面会したいという連絡が入るよ。

辰巳：モーガン博士と話ができるのなら願ってもない。みんなを誘って、見舞いに行こう。




ＫＰ：では、みんなはモーガン博士の入院する病院にやってきて、彼と面談しているところだ。

辰巳：「ずいぶん回復されたようで、なによりですな」

ＫＰ／モーガン：「辰巳先生には大変お世話になりましタ。なんとお礼を言ってよいものやラ……」

辰巳：「それはかまわないのですが……代わりに、前置きは無しで重要な質問をさせていただきたい。あなたはいったいなにを知っているのです。あの〝from OUTSIDE〟とは、なんなのですか？」

ＫＰ：その質問に関しては軽々しく答えられるものではないようだけど……。

さやか：「OTHERS」の掲示板のこととか、フルートの騎士とか、『アザトースその他の恐怖』とか、私たちがいろいろ真相に近づいていることをアピールしてみますけど。

ＫＰ：そうだね、そこまで君たちが宇宙的恐怖に精通しているのならば、彼は真相を語り始める。「あの〝from OUTSIDE〟は『アザトースその他の恐怖』の著者であるエドワード・ダービイの遺品のひとつなのです。私が来日した真の目的は、その〝from OUTSIDE〟の回収を依頼されたからでス」

辰巳：「回収を依頼……いったい誰にですか？」

ＫＰ／モーガン：「ダニエル・アプトンという人物からです。いま彼は、ある特殊な施設に収容されていて自由に動けない立場にありまス」

佐々原：「ダニエル・アプトンというと、エドワード・ダービイを殺害した犯人では？」

ＫＰ：モーガンは佐々原がその事件を知っていたことに驚いているね。しかし、真剣な面持ちで「世の中のうわさを信じないでくださイ。彼は誠実であるがゆえに、あのような悲劇を引き起こしてしまったですかラ」と、語る。

佐々原：同じ探索者仲間ですからね。まあ、われわれは彼のようなヘマはしませんが（笑）。

ＫＰ：ただ、モーガン博士が回収に動きだしたときには、すでにエドワード・ダービイの屋敷は財産整理がされており、問題の〝from OUTSIDE〟は価値のないガラクタとして処分されてしまったのだそうな。

辰巳：なんと……どこかのガラクタ市に横流しされたとか、行方はつかめないのですか？

ＫＰ：管財人が〝from OUTSIDE〟をゴミとして処分しようとしたとき、たまたま通りがかった日本人の少女が持ち帰っていったらしい。唯一の手掛かりは、彼女が着ていた制服──それが「御津門学園」のものだったのだ。

睦：冬室さん、キタ─────ッ！（笑）

辰巳：あの子は制服でアーカムをうろついていたのか（笑）。

さやか：まさかアーカムにまで出向いているとは、ますます恐ろしい子！

辰巳：「うーむ、それで、その〝from OUTSIDE〟とはいったいなんなのですか？」

ＫＰ／モーガン：「あれはわれわれの理解できる世界の〝外〟から持ち込まれたモノであり、多くの魔道書と同じく世に出すべきものではないようでス。それ以上のことはなにもわかりませン」

佐々原：「ダニエル・アプトンさんには聞けないんですか？」

ＫＰ：彼の置かれている環境は、こちらから簡単に連絡が取れないらしく、今回の依頼も幸運にも非正規のルートで大学に届いたものだ。モーガン博士は〝from OUTSIDE〟をミスカトニック大学で厳重管理するつもりらしい。

辰巳：うーむ、彼の話だけでは手掛かりが少な過ぎるな。

ＫＰ：話してみてわかるけど、モーガン博士は君たちほど〈クトゥルフ神話〉に精通していないし、そもそもそういったことに積極的に関わりたいとも思っていない。そのため〝from OUTSIDE〟については、まだ本腰を入れて調べてはいないようだ。むしろ、君たちに〝from OUTSIDE〟についての調査を頼みたいといった感じだね。

さやか：プラクティカスのこともありますから、それはいいんですが……いったいどうやって調べたらいいのやら。

佐々原：例の〝from OUTSIDE〟の写真を画像検索にかけるとかしてみたらどうだろう。前回のゲームで〈コンピューター〉はさらに得意になったんだ。

ＫＰ：１９２０年代のテクノロジーしか扱えないデジタル音痴のモーガン博士は、写真を手掛かりにそんなことができるなんて感心しているよ。「さすがは技術大国ジャパンですネ！」

佐々原：いやいや、これはアメリカの会社のテクノロジーですから！（笑）




　病院をあとにした探索者たちは、漠然とした手掛かりしかない中、駄目元で〝from OUTSIDE〟の写真を頼りに、〈図書館〉や〈コンピューター〉で情報収集をしてみることにした。




ＫＰ：ネット検索をした佐々原は〝from OUTSIDE〟の独特の肌き理めと似た模様を持つ、土器の写真を発見できるよ。

佐々原：へっ、土器ですか？

ＫＰ：その写真は、御津門大学の公式ブログのニュース記事に掲載されている。数日前、同大学の水み無な瀬せ准教授の発掘チームが山梨県北ほく杜と市で発掘したばかりの、とても貴重な土器らしいね（イラストを見せる）。









さやか：なんか、顔のようなものがついているんですけど。

ＫＰ：うん、この顔にも見える丸い部分だけに独特の模様がついていて、それが〝from OUTSIDE〟の肌理にとてもよく似ているんだ。ほかの部分は普通の土器っぽい、ザラザラしたものだね。

佐々原：けど、これってモーガン博士の探している〝from OUTSIDE〟とは違いますよね？

辰巳：発掘されたというのだから、そりゃあ違うだろうな。

睦：でも、出所は同じ〝外〟からなのかも。

佐々原：「OTHERS」のトップページみたいに、見たら正気度が減るような模様なのでしょうか？

ＫＰ：ブログの写真は解像度が低いので、そこまで妙な感じはしないね。現物を見たらどうなるかわからないけど。

さやか：うーん、これって調べた方がいいんでしょうか。なんか関係ないような気がしますけど。

ＫＰ：ちなみに、辰巳先生の勤める大学も御津門大学です。

辰巳：ええっ、そうなのか!?

ＫＰ：いままで決めてこなかったですが、今日からそうしてもらうことにしました（笑）。

辰巳：じゃあ、大学の事務局に電話して、水無瀬准教授と土器について聞いてみることにしよう。

ＫＰ：辰巳先生だったら、顔見知りの大学事務員が親切に応対してくれるね。

辰巳：「あー、辰巳ですが。ちょっと、ブログのニュースにあった水無瀬准教授の発掘品について詳しい話を聞きたいのだが……水無瀬先生は大学にいるのかね？」

ＫＰ：いや、水無瀬先生は夏休みを利用して、北杜市にある大学のセミナーハウスで泊まり込みの発掘作業をしているそうな。

辰巳：そりゃあそうか。出先の水無瀬先生と連絡を取る方法はあるのかな？

ＫＰ：辰巳先生は御津門大学の重鎮だろうから、水無瀬先生の携帯電話の番号だってすんなり教えてくれるよ。

佐々原：辰巳先生がいると、話が早くていいですね～。

ＫＰ：「専門外の辰巳先生が気にされるなんて、あれってよっぽど珍しい土器なんですね」と、事務員はまるで土器を問い合わせてきたのは、辰巳先生が初めてではないような口ぶりで話している。

辰巳：「んっ、ワシのほかに誰か問い合わせた者がいるのかね？」

ＫＰ：大手新聞社の記者から電話を受けたそうだよ。発掘現場の場所や、作業の状況など、根掘り葉掘り聞かれて大変だったそうな。

辰巳：「……それは、まるで高校生くらいの若い女性の声ではなかったかね？」

ＫＰ：確かに若い女性だったみたいだけど、口調は落ち着いていて、子供っぽくはなかったそうだ。

睦：む～っ、もしや冬室さんも、このニュースに気づいている？

佐々原：まあ、ネットで画像検索すれば出てくる程度の情報だから……。

睦：このままだと水無瀬先生が危ないかも。あの先生、いつも不幸な目にばっかり遭ってるから（笑）。

さやか：冬室さんが狙っているというのなら、私たちも行かないといけない気はしますが……その前に、彼女の家の様子を見ておきたいかなぁ。

ＫＰ：そこはさっくりと描写してしまうけど、夏休みのせいか、冬室の家は留守をしているようだね。

さやか：じゃあ、やっぱり山梨に行っているのかなぁ？




　さっそく辰巳先生は水無瀬先生に連絡を取って、発掘作業に立ち会わせてもらうことにした。話によると発掘作業の人手が足りなくて、お手伝いしてくれる人ならば大歓迎だという。

　そこで、発掘チームが宿泊している山梨県北杜市にある「御津門大学日ひ野の春はるセミナーハウス」に部屋を確保して、水無瀬先生と合流しようとするが──




ＫＰ：さすがに当日に出発は無理があるので、今晩はゆっくり寝て、明日出発という感じだね。

さやか：そうですね。お母さんにも許可をもらわないと。でも、来年の受験に備えて、大学の授業の下見に行くっていったら褒めてくれそう。

睦：大学受験かぁ……できるといいね。

さやか：ホントはしたくないですけどね。一気に時間を経過させて、いきなり大学生になりたいくらいです。

佐々原：ヨグ＝ソトースの時空輪廻を解除したら、たぶん七年くらい年を取っちゃうよ？

辰巳：大学生どころか、いきなり社会人だな。

さやか：それは嫌～～っ！（泣）

ＫＰ：さて、山梨県に向かう前の晩だけど……睦ちゃんだけ、妙な夢を見るのであった。

睦：夢見、キタ─────ッ!!

ＫＰ：睦ちゃんは、自宅の上空をふわふわと飛んでいる。

辰巳：空を飛ぶ夢は、フロイト的に解釈すると性欲の高まりを示しているそうな（笑）。

佐々原：むったん、なんて夢を見ているの!?

睦：なんでも性欲に結びつけないでくださいよ。普通に気持ちよく飛んでいますよ。

ＫＰ：すると、睦ちゃんの家の屋根に、見慣れた白い猫が座っている。あれは『るるいえぐりもあーる』の第三話で出会って、るるいえ堂に連れて帰ったホワイトだね。

睦：夢と猫……これは幻夢境ドリームランドの予感。「こんばんニャ～」と、〈猫語〉であいさつをしながら近づきます。

ＫＰ：ホワイトは、睦の存在には気づいていないようだ。そして、闇に紛れて気づかなかったけど、ホワイトの前にはカラスが一羽いる。

睦：まさか冬室さんと一緒にいた目のないカラス!?

ＫＰ：どうやらそのようだね。

睦：むむ～っ、そのカラスはどんな感じなのでしょう。ホワイトと敵対しているようですか？

ＫＰ：けんかしているようではないね。むしろ、会話をしているようにも見える。

さやか：ホワイトって、カラスと話すような猫なんですか!?（笑）

ＫＰ：まあ、カール・スタンフォードを退散させるときにマジック・ポイントを提供してくれるくらいには、気合いの入った猫だよ。

辰巳：そう言えば、そんなこともあったなぁ。

ＫＰ：そんな猫とカラスの奇妙な様子を見ているうちに、睦ちゃんはいつの間にか夢から覚めて、朝を迎える。




　るるいえ堂で、ほかの探索者たちと集合した睦は、ホワイトに昨晩のことを〈猫語〉で尋ねるのだがロールに失敗。猫独特の言い回しがよく理解できず、あれが事実だったのか、夢だったのか判別はつかないままであった。




◆むったんのワンポイントスケッチ「御津門大学」

　どうも、好きな土器は火か焰えん土器な、むったんです。

　御津門学園と同じ名前を持つ御津門大学は、別シリーズのリプレイ『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ みなせゼミの名状しがたき夏休み（新紀元社刊）』の探索者たちに縁えんのある大学です。

　神奈川県にある総合大学で、リプレイだけでなく現代日本を舞台にしたソースブックにもたまに登場することがあります。当然、モデルはミスカトニック大学で、本家にはさすがに及ばないものの、いろいろ怪しい研究をしている人たちがいるようですよ。

　ちなみに、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧリプレイ　みなせゼミの名状しがたき夏休み』は考古学や民俗学に秘められた宇宙的恐怖がテーマで、考古学者の水無瀬准教授と、その仲間たちがアカデミックな事件に立ち向かうという内容になっています。

　いつもひどい目に遭う水無瀬准教授の奮闘が見所ですよ。

　私たちの先輩に当たる探索者たちで、この「るるいえ」シリーズのプロトタイプとも言えるリプレイですね。











かかしのある風景




　レーサー並みのドライビングテクニックを持つ佐々原の運転で、探索者たちは御津門大学が所有する日野春セミナーハウス（学生の学習用の宿泊施設。学生や教員の関係者も使用可能なところもある）に向かう。日野春というのはセミナーハウスの建っている場所の地名で、ＪＲ中央本線の駅名にもなっている。

　日野春セミナーハウスは山に挟まれた谷間の田園地帯にあり、周りには人家はない。道はしっかりしているが、近くのコンビニまでは車で十五分という不便な立地だ。

　探索者たちは、途中の田んぼのあぜ道に、たくさんのかかしが並んで立っているのに気づく。

　不思議に思って、通りすがりの地元の人に聞いてみると、町おこしのために町民が思い思いのデザインのかかしを作って、あぜ道に並べているのだという。




さやか：「どうして、そんなにかかしを推しているんでしょう。なにかいわれとかあるんですか？」

ＫＰ：「このへんじゃあ、どうしてかは知らないけど、かかしを大事にしているんだよ。もしも、詳しく知りたければ、この先にある大学の施設に小さな図書室があるから、そこで調べてみるといいよ」と、地元の人は教えてくれる。なんでも、地元の郷土資料をセミナーハウスに寄付したことがあるそうで、地元の小学生とか、中学生が社会科の自由研究とかで調べものに利用することがあるらしいよ。

さやか：それなら話が早いですね。すぐにセミナーハウスに向かいましょう！

ＫＰ：では、ボクが苦労して自作した、御津門学園日野春セミナーハウスの見取り図を公開しよう！

全員：おお～～～～～っ！

さやか：大会議室に怪しいマークがあるんですけど？

ＫＰ：発掘された品々は、この大会議室に置かれているので、そのマークだよ。

さやか：なるほど、なるほど。

ＫＰ：なんだかんだあって、到着は午後四時くらいになったと思ってくれ。いまからだと発掘現場には行けないから、水無瀬先生たちの帰りを待って、夕食前に打ち合わせ。明日の朝から、発掘現場のお手伝いする──といった感じかな。ちなみに天気予報によると台風が近づいていて、明後日くらいから天気は崩れそうだ。

さやか：発掘よりも、あの〝from OUTSIDE〟に似た土器を調べるのが目的なんですけどね。

佐々原：では、車を駐車場に停めて、まずは部屋に荷物を運んでしまいましょうか。

ＫＰ：みんなが自分の荷物を降ろしていると……睦ちゃんの旅行カバンがもぞもぞと動いている。

佐々原：まさか、キョンの妹が隠れているとか!?（笑）

睦：おそるおそる開けてみますけど。

ＫＰ：カバンの中には、るるいえ堂で睦ちゃんと話をしていたホワイトが入っていた。

睦：「む～っ、ホワイト。いつの間に？」

さやか：「あららっ、ついてきちゃったの」

ＫＰ：〈猫語〉に精通する睦ちゃんは、なんとなくホワイトも自然の中で遊びたくて、自分の荷物に忍び込んだのではと察することができる。

辰巳：「ホワイトは北海道育ちだからなぁ」

睦：「辰巳先生、セミナーハウスに猫を連れて行ったらまずいでしょうか？」

辰巳：「うーむ、事情を話して掛け合ってはみるが……」

睦：「この子、トイレのしつけはちゃんとしてあるので」

ＫＰ：うん、ホワイトはとても賢い猫なので、なんと自分でトイレのドアを開けて、用を足しに行くことができるのだ。しかも、ちゃんと終わったあとはトイレのレバーを操作して水を流すという行儀の良さ。

さやか：そんなの化け猫じゃないですか！（笑）

ＫＰ：いやいや、そういう器用な猫もたまにはいるそうだよ。

辰巳：「そこまで賢い猫なら、壁や柱を引っかくようなこともしないだろう。ワシから話してみるよ」
















　セミナーハウスの管理人は、保ほ坂さか稔ねん次じという温厚そうな老人だ。

　普段はもっと困難な交渉事をこなしている辰巳先生にとって、ペットの持ち込みの許可を取るくらいは朝飯前であったが……そんなことより、受付のカウンターに飾ってあるものに、探索者たちの注意は集中していた。

　それは、やけに年期の入った市松人形である。キーパーの用意した写真があまりに不気味だったせいもあり、探索者たちの警戒心はいきなりマックスとなるのだった。




さやか：絶対、この人形は髪が伸びたりますよ！（泣）

ＫＰ：失礼な。管理人の奥さんが大事にしていた、思い入れのある市松人形だよ。

さやか：大事にしていた……ということは、すでにお婆さんは亡くなっている？

ＫＰ：半年前に亡くなったそうだね。

佐々原：じゃあ、奥さんの霊とかが乗り移っているはず！

ＫＰ：（やっぱり、市松人形って怖いよなぁ）そんなふうに、みんなが市松人形に注目していると、玄関から「いよいよ、明日は甕かめの中身がわかりますね。楽しみです！」という、若い女性のはしゃいだ声が聞こえてくる。

佐々原：まさか、冬室さんでは!?

ＫＰ：いや、発掘現場から帰ってきた水無瀬先生たちだよ。辰巳先生たちに気づくと、あわててあいさつしてくる。

辰巳：「やあ、どうも。このたびは無理なお願いをしてしまって」

ＫＰ：「とんでもありません。むしろ、お手伝いをしていただけてありがたいくらいです！」と、水無瀬先生は辰巳先生に恐縮しているようだ。大学での立場を考えると、頭の上がらない大先輩だからね。

睦：水無瀬先生が発見するものっていつも宇宙的なものだから、論文を発表できずに終わってしまいますからねぇ。

ＫＰ：そして、水無瀬先生のほかに、学生が二人いるね。一人はメガネを掛けた元気なお姉さんといった学生で、さっき甕について熱く語っていたのもこの子だ。名前は東しの雲のめなびきといい、年齢は二十二歳。来年は大学院に進むことが決まっている才女らしいね。

さやか：「私なんて大学に行けるかどうかもわからないのに、さらにその上の大学院なんてすごいですね～！」

ＫＰ／なびき：「そんなことないわよ。二人みたいなかわいい子には、ぜひ、ウチの大学に来てほしいわね」

さやか：「推薦してくれる人がいればいいんですけど……チラッ、チラッ（笑）」

辰巳：面接官に口利きくらいはできるかもしれないが、まずは試験で合格ラインを出してもらわないとな。

さやか：そこが大変なんじゃないですか～。

ＫＰ：もう一人は、粕かす井い純じゆん太たという大学一年生の若い男だ。細身で背が低く、なんというか全体的に軽くて、バカっぽい男だね。女子高生が手伝いに来てくれたことで、喜んでいるようだよ。

佐々原：なびきさんがいるのに。年下好きなのかな？

ＫＰ：いや、なびきは先輩である上、粕井に対してはかなり厳しく接しているので、そういう対象としては見ていないようだ。これまで自分がいちばん若くて下っ端の雑用係だったので、そういう意味でも年下が来てくれたのはうれしいのだろう。あと、こいつやたらと非力で、発掘用の道具とかを重そうに持っている。

佐々原：Ｂ級ホラーということでしたから、こいつは犠牲者枠かもしれませんね（笑）。

睦：いかにも死にそうだよね～！（笑）

ＫＰ：三人は発掘作業のせいであちこち土に汚れている。さっそく、なびきは風呂に入るつもりらしくて、さやかちゃんと睦ちゃんも一緒にどうかと誘ってくるね。

佐々原：お風呂シーンですね！　大事です！

さやか：は～い、わかりましたぁ。ご一緒しま～す。

睦：最近、さやかちゃんも強引なサービスシーンに素直になってきたね（笑）。

さやか：私も大人になりましたから（笑）。

佐々原：じゃあ、ボクもお風呂に入ろうかな。

ＫＰ：では、君は粕井と一緒になるな。

佐々原：あっちは華やかなのに、なんでボクは男なんかと一緒なのか……ぶつぶつ。




　一方、辰巳先生は水無瀬先生と明日の作業の事前打ち合わせをするため、食堂に誘われる。

　明日、水無瀬先生は県庁の方に発掘作業の事務手続きに行かねばならず、辰巳先生には学生たちの保護者を任せたいというのだ。発掘作業については東雲なびきが監督するというので、辰巳先生は「緊急時のときの対処だけならば」と、その役目を引き受けることにした。

　そして、さっそく発掘された土器を見せてもらおうとするのだが──




ＫＰ：ここで女性陣のお風呂のシーンにしよう。このセミナーハウスの風呂は温泉だそうで、少しだけ湯がぬるっとしていて、味もしょっぱいね。三人でゆったりと湯船に入っていると……君たちは、なにか「コーッ」という音が聞こえてくる。
















睦：ボイラーの音かな。でも、ここって温泉なんですよね？

さやか：「なびきさん、あの音ってなんですか？」

ＫＰ：なびきもよくわからないらしいが、ここ数日、日が暮れる頃になると聞こえてくるらしい。

さやか：音はどこから聞こえてくるのでしょうか。〈聞き耳〉レーダーで発信源を特定したいです（笑）。

ＫＰ：じゃあ、〈聞き耳〉をロールしていいよ。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：そこまではっきりとわかるわけではないのだけど、どうも上の方から聞こえているような気がするね。

さやか：上というと……ここですね！（大会議室の怪しいマークを指さす）

睦：む～っ、ビンゴかも。あの土器が発信源？

ＫＰ：そんなふうに上に注目していると、君たちは天井の明かり取りの曇りガラスに張りついている、丸い人の頭のような影に気づくのだった！

さやか：「佐々原さん、なにやってるんですかっ！」

佐々原：ボクじゃないよ!!

睦：じゃあ、粕井さん？

ＫＰ：さてねぇ。曇りガラスなので、何者かはわからない。もちろん、向こうからもこちらが見えるとは思えないけど……まだ、その人影はガラスに張りついているね。

さやか：たとえよく見えなくても、のぞかれたくはありません。お風呂を出て、犯人を捕まえに行きますよ！




　ところが、外に出たさやかちゃんが見つけたのは、天窓に引っ掛かっているかかしであった。




さやか：台風が近づいていると言っても、そんなに風は吹いてないんですよね。なんなんだろう、このかかし……なんだか、お風呂に入り直す気にもなれないので、辰巳先生と一緒に土器を見せてもらいたいのですが。

睦：あっ、私も一緒に行くけど、そのときはホワイトを連れて行きますね。

佐々原：あっ、ボクも行くよ。男とお風呂に入っててもしょうがないからね！

ＫＰ：大会議室はプロジェクターやスクリーンがあり、小規模な講演などもできる部屋だ。いまは貴重品が保管されているので、鍵は水無瀬先生が管理していて、普段は人が入れないようになっている。

さやか：冬室さんが狙っているかもしれないので、厳重に管理してほしいですね。

ＫＰ：部屋の机は隅に片付けられていて、床にはブルーシートや新聞紙が広げられている。その上に、水無瀬先生たちが発掘した土器が整然と並べられているんだ。これから発掘品の汚れを丁寧に落として、発見場所を記したラベルをつけて分類。めぼしい土器は復元するなど、まだ気の遠くなるような作業が待っている。

辰巳：「大学のブログに掲載されていた土器はどれですかな？」

ＫＰ：いちばん奥にあるプラスチックケースに大事そうに収められているね。発掘されたのは、土器の側面の一部だけで、大きさは二十センチのほぼ正方形。特徴的な人の顔の装飾を中心とした土器の破片だ。

佐々原：それは〝from OUTSIDE〟に似ているんですか？

ＫＰ：そうだね。顔の装飾部分にだけ〝from OUTSIDE〟の写真と同じような独特の肌理がある。周りの土器とは別の素材であるかのようだ。

辰巳：このような土器は珍しいのだろうか？

ＫＰ：水無瀬先生に聞く前に、せっかく成長させた〈考古学〉をロールしてもいいよ。

佐々原：コロコロ……あっ、成功した！

ＫＰ：それはすごい。佐々原はこれに似た土器が山梨県の北杜市須す玉たま町ちようの津つ金がね御ご所しよ前まえ遺跡で発掘され、出産土器とも呼ばれていることを知っている。この装飾は女性の股から、赤ん坊が顔を出している瞬間を表しているんだ。

辰巳：（イラストを見ながら）おおっ、なるほどな！　これは赤ん坊の顔だったのか。

睦：なんという斬新なデザイン。縄文人のセンスには驚かされますね！

ＫＰ：ただ、今回発見されたような、顔の部分だけ別素材のような土器はあまり前例はないね。

佐々原：この顔って取れるんですかね。あと、裏はどうなっているんです？

ＫＰ：取れないよ。裏は平らだから、もしもこの顔の部分が取れてもボールを半分にしたような形になるだろうね。

佐々原：〝from OUTSIDE〟は球体でしたよね。やっぱり、これは別物？

睦：ホワイトはどんな反応をしていますか。猫の勘でなにかわかるかもと思って、連れて来たんですけど。

ＫＰ：（なるほど、いいアイデアだな）なんか警戒しているようだね。少なくとも好意的ではないようだ。

さやか：「水無瀬先生、この土器に触ってみてもいいですか？」

ＫＰ／水無瀬：「ああ、かまわないよ」

さやか：（さわさわ）前回の「OTHERS」の入会儀式のときに触った球の肌理きめと比べて、どうでしょうか？

ＫＰ：こっちの方がちょっと小さいけど、手触りはよ～く似ている気がするね。

さやか：やっぱり、〝from OUTSIDE〟と同じ種類のなにかであることは間違いないようですね。

辰巳：いまのところ危険はないようだが……冬室くんが狙っているとなると放ってはおけないな。

佐々原：といっても、どうしたらいいのやら。壊したら、水無瀬先生が怒るだろうしなぁ（笑）。

ＫＰ：当たり前だ。この土器の発見に、大学での出世を賭けているんだから。

さやか：「ほかにはどんなものが見つかったんですか。さっき、なびきさんが甕の話をしていましたけど？」

ＫＰ：土器のほかにも、人骨の欠片がいくつか見つかっている。なびきが話をしていたのは、まだ現場に残っている大物の甕のことだね。ようやく周囲の土を落として、現状の記録も終えたので、いよいよ明日は破片を運び出す大仕事が待っている。もっとも、なびきが期待しているのは、その甕の中に詰まっている土の方なんだけどね。

さやか：どうして土なんですか？

ＫＰ：彼女が研究テーマにしているのは、遺物の中に残された残留物の分析なんだ。甕の中に食料が残っていれば当時の食生活が見えてくる。穀物のＤＮＡを調べれば、採集したものか、栽培していたのかもわかるし、どのようなルートを通ってこの土地に広まったのかの手掛かりになるかもしれない。実際、狩猟採取の時代とされていた縄文時代でも、米や栗の栽培が行なわれていたことが、こうした調査によって判明したんだ。

さやか：「なるほど、土器より中身が大事ということですか。なにが入っているのか楽しみですね！」




　問題の出産土器が〝from OUTSIDE〟に関連していることは判明したが、まだその正体についてはなにもわからない。とりあえず発掘された現場で調査を手伝いながら、もっと情報を集めるしかないという結論となった。

　その後、探索者たちは夕食で、山梨県の郷土料理であるほうとうの麺めんを冷たくして、温かいだし汁で食べる「おざら」というセミナーハウスの名物料理をいただく。

　初日のセミナーハウスでは、のぞき騒ぎと、土器の検分、山梨のちょっと珍しい料理と、これといった大きなイベントは発生することなく、明日の作業に備えて探索者たちはおとなしく寝ることにする。

　キーパーとしては、食後にかかしについて図書室で文献を調べるかと思っていたが、Ｂ級ホラーと事前に予告していたため、探索者はそこまでがっついて情報収集をしなくてもよいだろうと判断したようだ。







発掘現場での大発見




　翌朝、睦ちゃんは目覚めると、なぜか体調が悪い。辰巳先生が診断すると、風邪のひき始めのような症状であり、今日は安静にしておいた方がよいと思われた。

　佐々原やさやかちゃんは心配するが、発掘作業の方は台風の影響のせいで急ぎの仕事が山積みで、人手が減るのは困るという。そこでセミナーハウスの管理人と、怪しい気配には敏感な猫のホワイトに睦ちゃんのことは任せて、三人で発掘現場へと向こうことにするのだった。




ＫＰ：発掘現場はかなりの山奥で、途中から未舗装の林道を走ることになるね。運転の得意な佐々原だったら平気だけど、普通の人なら車で行くのは躊躇ちゆうちよするような険しい道だ。

さやか：「普通、こんなところで土器とか見つかるものなんでしょうか？」

ＫＰ：「今回の現場は、きのこ狩りをしていた地元の人が、たまたま土器の欠片を発見したことからスタートしたの。まさか、それがこんな大発見につながるなんて、本当にラッキーだったわ」と、なびきは教えてくれる。彼女の推測では、今回の遺跡は大規模な集落ではなく、なにかの祭祀を執り行なうような場所ではないかということだ。

佐々原：古代の祭祀！　怪しい気配がプンプン臭いますね！

ＫＰ：そうこうしている間に、現場に到着したよ。五メートル四方くらいの草が刈り取られ、土がむき出しになっており、ところどころ丁寧に掘り起こされている。発掘の規模としては小さいけど、まだまだこれからなのだろう。

辰巳：「ここからは東雲くんに監督をしてもらおうか。遠慮せずに、なんでも指示してくれてかまわんよ」

ＫＰ：なびきは甕の土器の破片の回収作業をするので、みんなには台風の雨に現場が流されないように、ブルーシートをかけるといった地道な作業をしてもらうことになる。

さやか：体力には自信がありますから、むったんの分まで働きますよ～！

ＫＰ：張り切っているさやかちゃんとは対照的に、根性も体力もゼロの粕井はぶつくさ言っているね。「雨に流されるのが嫌なら、さっさとスコップで土ごと運んで、クーラーの効いた部屋でゆっくり調べればいいのに」

辰巳：なんて駄目な学生だ。水無瀬先生もよくこんなのをチームに入れているな。

ＫＰ：ほかの優秀な学生たちは、みんな別の用事があるらしい。

睦：別の宇宙的事件の探索をしているのかもね（笑）。

ＫＰ：さて、ここで探索者たちは〈目星〉をしてもらおうか。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：三人とも成功か。君たち探索者は運命の星の下に生まれたため、本来、考古学者が何か月もかけて掘り出すようなものを、たった１回の〈目星〉ロールで大発見できてしまうのであった（笑）。

さやか：「辰巳先生、これはもしかして！（笑）」

辰巳：「うむ、大発見だぞ！（笑）」

佐々原：ずっとここで仕事してきた水無瀬先生の立場がないですね（笑）。

ＫＰ：大雨への備えをしていた三人は、作業の途中で人骨を発見した。辰巳先生は〈医学〉をどうぞ。

辰巳：〈医学〉なら任せてくれ。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：では、この骨は奇跡的にかなり原形を残しており、医学的見地からの所見はこんな感じだね。




……………………

◆若い女性の骨




　この骨は若い女性のもので、縄文時代にしては栄養が良かったらしく、しっかりとした骨格を形成している。

　しかも、ほんのわずかではあるが、赤ん坊らしき未成熟な骨も重なるように埋まっていた。赤ん坊は一歳にも満たないようであり、この骨の主あるじは妊婦だった可能性もある。

　頭部には大きな打撲の跡があり、これが死因と考えられる。また、周囲には炭化した土も多く見つかった。

……………………




さやか：栄養がしっかりしているということは、身分の高い女性だったのかも。

辰巳：すぐに東雲くんを呼んで、指示を仰ごう。

ＫＰ：なびきは新たな発見に感激すると同時に、辰巳先生の骨に関する見識の高さに関心している。「ひと目でこの骨の素性を言い当てるなんて、さすがは辰巳先生です！」

さやか：「女子大生と辰巳先生がイチャイチャしています」と、京みやこちゃんに電話、電話……。

睦：そのノリ、久しぶりだなぁ（笑）。

辰巳：やめてくれ、さやかちゃん。せっかく、最近の京くんは安定しているのに。

佐々原：もしかしたら、例の出産土器は、この妊婦の安産祈願のためのものだったのかもしれないね。

さやか：こんな山奥にまで来たのも、そのためでしょうか？

佐々原：けど、打撲の跡ってことは、誰かに殴り殺されたのかも。ここで争いがあったのかなぁ。

さやか：炭化した土とありますけど、火葬にしたという感じではないですよね。

ＫＰ：そこまで高熱にさらされた気配はないな。

さやか：夜、たき火をしながら族長の奥さんが安産祈願の儀式をしていたところ……敵対している部族に襲われたとかかな。う～ん、古代に向けて想像の翼が広がりますねぇ～。

ＫＰ：さすがに、この骨は回収できないので、大雨の備えだけして後回しになる。一方、甕の土器はだいたい回収できたので、いよいよ内部にあった土をほぐして回収するところだ。

辰巳：ここからが東雲くんの研究テーマだな。せっかくだから見学させてもらおう。

ＫＰ：まず、すでに回収されている土器を見た人は、再び〈目星〉か〈考古学〉をどうぞ。

さやか：じゃあ、得意な〈目星〉でロールしま～す。

佐々原：探索者は〈目星〉で発掘作業できるから楽ですね～（笑）。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……成功。

ＫＰ：また、三人とも成功か。では、優秀な探索者たちは、回収された甕の裏側に引っかき傷が残っていることに気づく。これは土器を焼く前につけられたものではなく、焼いたあとに強い力で執拗に引っかいたようだね。

さやか：甕の内側を引っかく……？

ＫＰ：そのとき！　なびきが「きゃっ！」という驚きの声を上げた！

佐々原：「東雲さん、大丈夫ですか!?」

ＫＰ：大丈夫。いまのは喜びの悲鳴だ。なにしろ、甕の破片に覆われた土の中から、またも人骨が見つかったのだ。

さやか：大発見の連続ですね。水無瀬先生、大喜びですよ！

ＫＰ：ここでみんなは〈考古学〉の２倍をロールしてくれるかな？

辰巳：コロコロ……今度はワシが成功した。

ＫＰ：じゃあ、辰巳先生はこんなことを知っています（メモを渡す）。




……………………

◆甕棺墓




　縄文中期以降、土器の甕を棺代わりにする甕かめ棺かん墓ぼという風習があった。初期段階では、体の小さな幼児用であったが、弥生時代になってからは大人用の大型の甕も製造されるようになる。

　ただし、この甕の様式は縄文中期のものであり、例外的に大きな土器を用意したようだ。なぜ、そこまで手間をかけて甕を棺に使用することにこだわったのかは、今後の研究が待たれる。

……………………




佐々原：甕の内側に引っかき傷があったと言ってましたよね。もしかしたら、この人は甕に入れられて、そのまま生き埋めにされたのかも……。

さやか：それって怖過ぎますよ～。

ＫＰ：（相変わらず鋭いなぁ）甕は逆さに埋められていたようだから、その仮説も成り立つね。

辰巳：ところで、今度はどんな人物の骨なのだろうか。コロコロ……〈医学〉は成功しているぞ。

ＫＰ：こちらは、おそらく五十歳以上の男性の骨。平均寿命の短かった縄文時代から考えると老人と言ってよいだろう。いまは頭蓋骨のみが露出していて、額には土にまみれたなにかが付着している。

佐々原：なんでしょうか。じっくり見てみますけど。

ＫＰ：装飾品かなにかじゃないのかな。写真などで発見時の状況をしっかり記録してから、なびきがおそるおそる取ろうとするのだけど、興奮のあまり手が少し震えているね。

さやか：「なびきさん、しっかり！」

ＫＰ：なびきが慎重に付着しているモノを取り外すと……その途端、いきなりガクガクと骨が動きだして、土の中から彼女にすがりつくように崩れ落ちる。ありえないことだが、まるで古代の骨が命を取り戻したかのようだ。

さやか：「ええ～～～～っ!?」

ＫＰ：さあ、そろそろ事件が始まってきたぞ。みんなには〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

さやか：コロコロ……ううっ、失敗しました。

ＫＰ：まずは軽いジャブで失敗した人は１Ｄ３ポイント、正気度を減らしてもらおうか。

さやか：コロコロ……１ポイント減って、残りは67になりました。それより、なびきさんは大丈夫なんですか？

ＫＰ：もう、骨は動いていないし、冷静に考えてみれば、なびきが不用意に触ったせいで、ギリギリのバランスで盛り上がっていた土が崩れ落ちたと思えるだろう。粕井はなびきの失態を見て、「あ～あ、やっちゃった～。水無瀬先生に怒られますよ～」と、他人事のようなことを言っている。

さやか：もはや、年上とか関係ありません。粕井さんのお尻をキックしてから、なびきさんを慰めます。「いまのは絶対になびきさんのせいなんかじゃないですよ！」

佐々原：そうそう、いまのは宇宙的恐怖イベントです！（笑）

ＫＰ：しかし、崩れてしまったのは事実だ。このままだと確実に雨に流されてしまうので、かなり乱暴だけど、崩れた土ごと骨を運び出すしかないね。日が暮れる前に終えるには、みんなの手助けが必要だ。

辰巳：また動きだすといけないから、骨はバラバラにしてケースに入れておこう（笑）。

さやか：ところで、なびきさんが取ったモノはいったいなんだったのでしょう。

ＫＰ：おっと、そうだったね。こびりついていた土を慎重に取り除いていくと、またなびきは喜びの悲鳴を上げる。

さやか：「こ、今度はなんですか!?」

ＫＰ：なんと頭蓋骨の額に付着していたのは、翡ひ翠すいの装飾品だ。古代、翡翠は権威の証とも言われているので、もしかすると骨の主は権力者だったのかもしれないね（メモを渡す）。




……………………

◆甕の中の副葬品




　直径55㎜。材質は翡翠。鏃やじりか小刀のような形状で、研磨による加工が施されている。

　紐を通すためらしき穴が開けられており、祭祀用の装飾品と思われる。

……………………




佐々原：それとも、この骨を封印しておく鍵とかだったりして。

ＫＰ：（こいつ、ホントに鋭いな）とりあえず、この翡翠の鏃は貴重品なので、なびきはスポンジの詰まった専用ケースに厳重に保管して、佐々原の車に積み込んだ。

佐々原：いざというとき役に立つかもしれないから、絶対に手放さないでくださいね！

ＫＰ：さて、予想外の発見があったせいで、すっかり予定の時間をオーバーしてしまった。そろそろ帰らないと、暗くなって帰り道が危ないよ。

さやか：なんだか大発見の連続で、古代のロマンを堪能してしまいましたけど……私たちが追っている謎とは関係のない寄り道みたいなのに、こんなことしていてよかったのでしょうか？

辰巳：そう言えば、〝from OUTSIDE〟の手掛かりはなにもつかめなかったな。

佐々原：ここでどんな儀式をしていたのかがわかればいいんですが、何千年も前のことでは難しそうですね。







セミナーハウスは大混乱




ＫＰ：さて、発掘現場のシーンを長々とやってしまってすまなかったけど、当然、セミナーハウスで留守番をしている睦ちゃんにもイベントが発生するよ。

睦：なにが起きるんだろう……。

ＫＰ：安静にしている睦ちゃんは、またも夢を見る。体から意識が離れていくような幽体離脱的な夢なのだけど、前回と違って、強い力で魂がはぎ取られるような感じがするのだ。そして、意識は暗いトンネルの中を「ゴ────ッ！」という轟ごう音おんと共に移動している。

睦：「このトンネルはどこまで続いているの……先にはなにがあるの……」

さやか：むったん、行っちゃあ駄目～っ！（笑）

ＫＰ：ただ、轟音に紛れて、「ニャーニャー」という、まるで睦を呼び起こそうとしているかのようなホワイトの声も聞こえているのであった。その声に応えて、目を覚ましてもいいけど。

睦：ホワイトが起こしてくれているのなら、目を覚まします。パチッ！

ＫＰ：目を覚ましても、ホワイトの声は聞こえ続けているね。やがてぼやけていた視界がはっきりしてくると、君の鼻に触れるほどの距離に水無瀬先生の顔があることに気づく。彼は「ふーっ、ふーっ」と荒い息をつきながら、睦ちゃんの顔をのぞきこんでいるのだ！

全員：水無瀬先生、なにやってるの～～っ!?（笑）

ＫＰ：しかも、水無瀬先生は、例の出産土器の顔の部分を口にくわえている。
















佐々原：この先生、もう駄目だぁ!!（笑）

睦：「なにをしているんですか、水無瀬先生！」

ＫＰ：睦の問い掛けに答えることなく、水無瀬先生は君の細い首に手を伸ばしてきた。

睦：こ、これはもうやっちゃっていいですよね？

辰巳：うむ……正気でないのは確かだろう。殺さない程度ならいいんじゃないのか？

睦：「水無瀬先生、正気に戻ってください！」と、〈こぶし〉でビンタをします。ダメージを与えるよりも、その衝撃で球を吐き出せばいいなぁ、という気持ちを込めていますからね、キーパー。

ＫＰ：了解した。〈こぶし〉のロールをどうぞ。

睦：〈こぶし〉は、コロコロ……む～っ、失敗です。

ＫＰ：すると、いままで睦を起こそうとしていたホワイトも、水無瀬先生に飛び掛かる。ホワイトの〈引っかき〉の成功率は40％だけど、ここは睦ちゃんが代わりにロールしていいよ。

睦：ホワイトの猫パーンチ！　コロコロ……外れちゃった。

ＫＰ：ふっふっふっ。では、じたばたと暴れる睦ちゃんを、水無瀬先生はベッドに押さえ込もうと──

佐々原：それ以上はいけない！　十八禁ゲームになってしまいます!!

ＫＰ：まあ、水無瀬先生の〈組みつき〉は25％しかないんだけどね。コロコロ……ちっ、失敗したか。

睦：じゃあ、二度目の睦ビーンタ！　コロコロ……今度は成功です！

ＫＰ：すると、睦ちゃんの狙い通り、ビンタの衝撃で水無瀬先生は「ぶぽっ」と、球を吐き出した。

睦：すぐにそれを回収します！

ＫＰ：水無瀬先生もそれを取り戻そうとするのだが……この場にいる者で、いちばんＤＥＸが高いのは、ホワイトであった。ホワイトもまた猫まっしぐら状態で、その球に飛び掛かる！

睦：「ホワイト、それを水無瀬先生に渡さないで！」

ＫＰ：「ニャ──ッ！」と、ホワイトが球に触れた瞬間──ここで睦ちゃんのプレイヤー以外は部屋の外に出て行ってもらえるだろうか？（笑）

全員：ええ～～～～～～～っ!?（笑）




　ほかのプレイヤーに部屋から退出してもらい、睦のプレイヤーと二人きりになったところで、キーパーはおもむろに新たな探索者シートを取り出した。それは猫の探索者をプレイするためのルール『キャットゥルフ』の探索者シートで、データはホワイトのものだけど、一部は睦ちゃんと共有している。

　そう……睦ちゃんの精神は、なんとホワイトの精神と入れ替わってしまったのだ！

　これから睦ちゃんはホワイトの肉体で探索者をプレイすることになるのだけど、人間と猫ではうまくコミュニケーションを取ることはできない。睦ちゃんのプレイヤーがプレイしているのがホワイトなのか、それとも睦ちゃんなのか、ほかのプレイヤーにはすぐに判断がつかないようにするため、みんなには部屋を出て行ってもらったのだ。なお、このときキーパーからはホワイトの探索者シートを隠したりする必要はなく、堂々とプレイしてもらってかまわないと、睦ちゃんには告げておいた。そこまで情報を制限しても、ゲームが停滞するだけだからだ。

　精神が入れ替わったショックで正気度を３ポイント失い、呆然としていたホワイト（これからは、睦ちゃんのことをホワイトと呼ぶ）だったが、駐車場に佐々原の車が戻ってくる音に気づいた──といったところで、ほかのプレイヤーたちは部屋に戻された。




佐々原：むったん、どうなっちゃったんだろう。十八禁な展開になってなければいいけど……。

ＫＰ：発掘現場から戻ってきた車にいる探索者たちだけど、セミナーハウスに向かう途中のあぜ道にかかしが増えているのに気づくね。

さやか：増えてる！　どういうこと!?

ＫＰ：そして、セミナーハウスの駐車場に到着すると、水無瀬先生の車がある。なびきはそれを見ると、「帰って来てるなら、連絡くれればいいのに」と、ちょっと不満げな顔をしているね。

さやか：「まあまあ、むったんの具合が悪くて、看病してくれているのかも」と、自然な流れで、むったんの部屋の窓を見てみますけど、なにか見えませんか？（笑）

ＫＰ：見えるもなにも、部屋の窓は大きく開いていて、思いっきり睦ちゃんが身を乗り出して手を振っているね。

さやか：「よかった、元気になったみたい」

ＫＰ：ていうか、いまにも落ちそうで危なっかしいよ。ここでさやかちゃんは〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：（睦のロールプレイをキーパーがしていることに不審な顔をしながら）コロコロ……成功しました。

ＫＰ：だったら、セミナーハウスの前にあるかかしたちの顔が、すべて窓で手を振っている睦ちゃんの方に向けられていて、じっと見つめているようだと気づくよ。

さやか：怖いっ！　むったんが狙われている！

辰巳：「睦くんの様子がおかしい。熱に浮かされての異常行動かもしれん」

佐々原：「みんなは部屋に向かってください。ボクはむったんが落ちても大丈夫なように、車を窓の下に着けます」

ＫＰ：なるほど、それなら落下の衝撃を減らすことができるかもね。〈運転（自動車）〉に成功したら、庭木を避けて、適切な位置に車を停められることにしよう。

さやか：「じゃあ、私たちはむったんの部屋に行きます！」

ＫＰ：粕井は佐々原と一緒に外に残り、さやかちゃんと辰巳先生、あと、なびきがセミナーハウスに入るわけだ。

佐々原：〈運転（自動車）〉は、コロコロ……成功。部屋の真下に車を寄せたら、ボクはボンネットに上がって、むったんをキャッチする準備をしています。

ＫＰ：粕井は「こんな大げさなことしないで、下から部屋に戻れって言えばいいんじゃないんすか？」と、のんきなことを言っているけど。

佐々原：「言っても聞きそうにないから、こうやってるんだろ！」

ＫＰ：そう言って、佐々原が振り向いたとき、いつの間にか、粕井のすぐ後ろにかかしが立っているのだった。

佐々原：ええっ、どこから現れたの!?

ＫＰ：（このかかしには〈いきなり立ち上がる〉という特殊な技能があるのだ）そして、かかしは口から紫し煙えんのようなものが「ぷふーっ」と、吹き出す。その煙はまるで意志を持っているかのように、粕井の鼻の穴に入り込んでいき……コロコロ……っと（ＣＯＮの抵抗表ロールは失敗か）。次は１Ｄ６で、コロコロ……コロコロ……両方とも「５」か。これはひどいな（笑）。

佐々原：なんかたくさんロールをしているよ～！（泣）

ＫＰ：「あれっ……なんか、体がうまく動かないっすよ」と、粕井の動きが急にギクシャクしてくるね。そんな粕井に対して、かかしはグイグイと顔を近づけている。

佐々原：それって、もうかかしが自分で動いている感じなんですか？

ＫＰ：まあ……勝手に動いている感じだね。さあ、〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

佐々原：なんてこった。ホントにＢ級ホラーだよ。コロコロ……よしっ、成功です。

ＫＰ：成功した場合、正気度は減らない……が、上にいる睦ちゃんも、かかしが動いたことに驚いたらしい。「にゃっ！」と叫んで、窓から足を滑らせて落ちてくる。

さやか：いま、むったんが「にゃっ！」って言いましたよ!?（笑）

佐々原：予定通り、ボンネットの上でキャッチします！

ＫＰ：睦ちゃんは空中でジタバタしながら受け身を取ることもなく落ちてくる。通常、２Ｄ６ポイントのダメージを受けるところだが……佐々原が受け止めてあげるというのなら、ダメージは１Ｄ６に軽減される。さらに車もクッションとなるので、そのダメージからさらに１ポイントを減らしてあげよう。

佐々原：ＳＴＲは低いので、一緒に「むぎゅっ！」と潰されて、衝撃を吸収してあげますよ～。




◆むったんのワンポイントスケッチ「キャットゥルフ」

　どうも、好きな猫のしぐさは足にすり寄るところな、むったんです。

　ソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ　クトゥルフ・フラグメント』では、幕末日本や古代ギリシア、１９５０年代アメリカといった魅力的なテーマが紹介されていますが、その中には、なんと人間ではなく猫の探索者をプレイするためのルール『キャットゥルフ』も掲載されています。

　クトゥルフ神話の世界では、猫は高い知性と文化を持っていることになっています。そんな猫の探索者になって、飼い主のピンチを救ってあげたり、ドリームランドを冒険したりできるのが『キャットゥルフ』なのです。

　このゲームでは、変則的に私が猫の探索者となっていますが、普通のプレイでは探索者全員が猫になって、猫の社会で探索するようになっています。みなさんにも、人間の知らない猫たちの世界を探索してもらいたいニャ。








　佐々原のおかげで、落下した睦ちゃんは大したダメージを受けることはなかった。

　一方、さやかちゃんたちは、玄関ホールに入ったところで、ぽつんとホワイトがたたずんでいるのに気づく。




ホワイト：「にゃっ！」

さやか：また、「にゃっ！」とか言いましたよ（笑）。

ホワイト：いまのはホワイトの声だから（笑）。

さやか：……あっ、そうか。わかった。むったんとホワイトが入れ替わってるんだ！

辰巳：そこにいるホワイトはなにしているんだ？

ＫＰ：それはあちらに聞いてくれないと（睦ちゃんのプレイヤーを指す）。

ホワイト：む～っ、とりあえずさやかちゃんのそばに寄って、つきまといます。

辰巳：ほう、睦くんがホワイトをプレイしているのか。これはさやかちゃんの言うことは正解かもしれんな。

ＫＰ：（ううっ、すぐにバレるのは予想はしていたけど、出会った瞬間とは……とほほ）

さやか：私たちはまだむったんが落ちたことは知らないので、とりあえずホワイトと一緒に上に行きましょう。

辰巳：あっちのイベントはかかしだったから、こっちは水無瀬先生がいるような気がするな……。

ＫＰ：いや、その前に、階段に登ろうとすると、カウンターの前に管理人のお爺さんが立っているのだけど……なんだか様子がおかしい。両手を左右に伸ばして、まるでかかしのようなポーズを取っているのだ！

全員：ええ～～～～～っ!?

辰巳：「管理人さん、いったいどうしたのかね!?」

ＫＰ：「ばあさん……なんでこんなことを……」と、管理人はおびえた顔で、ポロポロと涙を流している。さて、君たちはどうする？

さやか：私はなびきさんと二階に行きますので、辰巳先生は管理人さんを診断してあげてくれませんか？

辰巳：「わかった。睦くんを頼む」

さやか：まあ、むったんはもう大丈夫っぽいので、プレイヤー的には水無瀬先生を捜すのが目的なんですけどね。

ＫＰ：ずいぶんと探索者がバラバラになってきたな。まずは、辰巳先生の方から処理していこう。管理人の様子を調べるのなら〈医学〉をどうぞ。

辰巳：正気度を失って、釘づけになる恐怖症にかかった可能性も考慮しつつ、コロコロ……成功した。

ＫＰ：確かに、筋肉に異常はないようだね。なにか心理的な影響かもしれない……が、そのとき管理人の肩に、後ろから小さな白い手がのそりと置かれた。

辰巳：うっ……これはもしや呪いの市松人形！

ＫＰ：その通り。おそらく、管理人の背中にしがみついていたのだろう。彼の肩越しに、不気味な市松人形がぬっと顔を現すと、その小さな口から「ぷふーっ」と紫煙を吐き出してくる。さあ、まずはＣＯＮ10に対する抵抗表のロールをしてもらおうか！

辰巳：コロコロ……ううっ、出目が悪い。失敗した。

ＫＰ：すると、急に何者かが背後にのしかかってきたかのように体が重くなる。ＳＴＲとＤＥＸをそれぞれ１Ｄ６ポイントずつ減らしてくれ。

辰巳：なんだと、こいつはやばい。まずはＳＴＲを、コロコロ……よしっ、「１」で済んだ！

佐々原：さっきの粕井のロールはこれだったのか！　あいつ、両方、５も減らされていたんだな（笑）。

辰巳：次はＤＥＸを、コロコロ……こっちも「１」だ！

さやか：すごい、辰巳先生！

辰巳：能力値を減らされるのは慣れているからな（笑）。

睦：でも、これはさすがに、あとで回復するのでは？

辰巳：１Ｄ６ポイントも減らされるのに、回復しなかったら酷過ぎる！

ＫＰ：どちらかの能力値がゼロになったら、もう身動きできなくなるので注意してね。

さやか：きっと、かかしにされちゃうんですよ。

佐々原：お前もかかしにしてやろうか!?（聖せい飢き魔まⅡつ風に）

辰巳：管理人さんはもう駄目だ。すまんが、二階に逃げさせてもらうぞ！

ＫＰ：おっと、その前に市松人形が動いているのを見て、〈正気度〉ロールだよ。

辰巳：ううっ、やっぱりやるのか……コロコロ……成功だ！

ＫＰ：だったら正気度は喪失しない。さて、辰巳先生が市松人形から紫煙を吹きかけられた頃、さやかちゃんとなびき、あとホワイトは二階に上がるのだが……いつもは錠が掛けられているはずの大会議室のドアが開きっぱなしになっているのに気づく。

さやか：水無瀬先生が開けたのかな……でも、さらに分散するのは危険過ぎるので、いまはむったんの部屋に行くことを優先します。

ＫＰ：なら、二人と一匹は、睦ちゃんの部屋に到着した。しかし、そこには誰もいない。

さやか：むったんだけでなく、水無瀬先生もいないんですね？

ＫＰ：ぱっと見たところはいないようだよ。

さやか：窓から外を見てみます。

ＫＰ：すると、佐々原が睦ちゃんの下敷きになっている。あと、ここからだとなぜか粕井がかかしを背中に背負っているように見える。この状況では、なにしているのかわからないので〈正気度〉ロールはしなくていいよ。

佐々原：「さやかちゃん、かかしに気をつけるんだぁ！」と、下から叫びます。

さやか：「かかし……かかしの格好をしていた管理人さん……はっ、辰巳先生が危ない！」と、一階に戻ります！

ホワイト：その前に、部屋に球が転がっていないか探したいニャ。

ＫＰ：では、ホワイトは〈目星〉をどうぞ。

佐々原：ホワイトの姿で〈目星〉なんてできるの……って、なんだこれ。猫の探索者シートが置いてある！（笑）
















さやか：あっ、ホントだ！（笑）

ホワイト：（素知らぬ顔をして）コロコロ……〈目星〉は成功しましたけど？

ＫＰ：ここには球はないね。

ホワイト：ないニャ～。水無瀬先生が持っているのかニャ～？

さやか：「なにをやってるの、ホワイト？」って、〈猫語〉で話せませんか？

ＫＰ：〈猫語〉で会話するにはちょっと時間が必要なので、その間に辰巳先生が大変なことになるかも。

さやか：じゃあ、それはあとにして、まずは辰巳先生のところに向かいます。

ホワイト：ホワイトはついていかず、大会議室の方に行くつもりです。

さやか：「あれっ、ホワイト。どこに行くの。もうっ、しょうがない猫だなぁ」




ＫＰ：さて、探索者がバラバラに行動しているせいでだいぶ混乱した状況になっているけど、順番に処理していこう。まずは外にいる佐々原と粕井、あと睦ちゃんのシーンだ。

佐々原：いつもと様子の違うむったんが逃げ出さないように後部座席に押し込んで、ついでにこの超常現象を鎮めるキーアイテムかもしれないので、翡翠の鏃を確保しておきます。

ＫＰ：粕井は助けないの？

佐々原：まあ、男は自己責任で。むったんの安全を確保するのが先です。

ＫＰ：では、さらにかかしの口から紫煙があふれ出す。コロコロ……粕井は抵抗に失敗。コロコロ……あっ、ＳＴＲがゼロ以下になってしまった。

佐々原：ええっ、粕井、ＳＴＲ低いな！

ＫＰ：粕井は非力で体力もないと事前に説明しておいただろう。

さやか：そう言えば、そうでしたね。

ＫＰ：粕井は体が動かなくなると、ガクガクと震え出して、「あがががっ」と、ヨダレを垂らしながらうめき声を上げて白目をむく。まるで、なにか悪い霊にとりつかれたかのようだね。

佐々原：管理人さんとは症状が違うな……って、管理人さんがどうなっているかは、ボクは知らないのか。

ＫＰ：さて、どうする？

佐々原：「もう、こいつは駄目だ。すまないが、逃げさせてもらうぞ！」

ホワイト：粕井さん、かわいそう！

佐々原：だって、助けようがないよ。むったんを乗せて、車ごと玄関に乗り上げて、屋内の様子を見ます！

ＫＰ：じゃあ、玄関ホールにはかかしのような姿で硬直している管理人しかいない。といったところで、階段にいる探索者たちのシーンに移そうか。




辰巳：ワシが二階に逃げようとすると、さやかちゃんと東雲くんが降りて来るのと鉢合わせるという感じか。

さやか：「どうしたんですか、辰巳先生。管理人さんは!?」

辰巳：「市松人形に襲われた！　やつの吐き出す紫煙には気をつけろ！」

さやか：「わかりました！」って、すごい理解力で、すべてを把握します（笑）。

ＫＰ：すると、さやかちゃんには、コツン、コツンと階段を上ってくる硬質な音が聞こえる。やがて、小さな手が階段の踊り場の影からニョキッと出てきたかと思うと、ほほ笑みを凍り付かせたような表情の市松人形が「ぬっ」と顔を見せる。さあ、〈正気度〉ロールだ！

さやか：うにゃ～ん。コロコロ……やった、成功しました！

ＫＰ：成功したら正気度は減らない。

さやか：だったら、階段を下りて、気味の悪い市松人形を蹴り飛ばします！　コロコロ……成功！

ＫＰ：まずはダメージを出してくれるかな？

さやか：コロコロ……「12」が出ました。

ＫＰ：この市松人形の耐久力には独特のルールが適用されていて、与えたダメージの４倍のパーセンテージ以下をロールで出せば、こいつは破壊されることになる。

さやか：つまり、12の４倍で……48％ってことですね。

辰巳：そのダメージは累積するのだろうか？

ＫＰ：累積します。つまりは、だんだんと壊れやすくなるわけだね。




　このルールは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』に掲載されている、骸がい骨こつのルールを参考にしている。なお、骸骨の場合はダメージが累積しないため、小さなダメージを与えてもなかなか動くことをやめない恐ろしい相手なのだ。




さやか：な～に、最初の一撃で壊しちゃいますから。コロコロ……駄目です。失敗しました。

ＫＰ：市松人形はあまりに軽いため、蹴り応えがなかったのだろう。その体は宙に飛んで、壁にぶつかるが……ぽてりと床に落ちると、キシキシときしんだ音を立てながら、再び立ち上がろうとしている。

さやか：うーん、蹴り上げては駄目ですね。床に挟むようにして、上から踏みつぶさないと……。

ＫＰ：かわいい市松人形に対して、怖いことを言う子だなぁ。

さやか：〈正気度〉ロールをさせるような人形はちっともかわいくないですから！




　さやかちゃんの空手キックの破壊力に勇気を得た辰巳先生は、きびすを返して、追ってきた市松人形に〈こぶし〉の攻撃を仕掛けるが、残念ながら外れ。

　一方、車を玄関で待機させて、セミナーハウスから逃げ出すつもりであった佐々原であったが、睦ちゃんが勝手に車から出て、二階へ行こうとする。仕方なく、佐々原も睦ちゃんを追うのだが、階段でさやかちゃんとバトルを繰り広げる市松人形と遭遇。当然、〈正気度〉ロールをさせられるのだが……悪運が強いことに成功させて、正気度を失うことはなかった。




ＫＰ：佐々原に先行して、睦ちゃんが階段を上ってくると、突如、市松人形はぐるりと首を百八十度回転させて、睦ちゃん目掛けて紫煙を吐き出した。明らかに睦ちゃんのことを積極的に狙っているようだね。

佐々原：まず～い。むったんがかかしになっちゃう！

ＫＰ：ＣＯＮ10に対する抵抗表ロールは、コロコロ……成功している。

佐々原：ほっ……でも、完全にむったんのロールをキーパーがやっていますよね。これはいったい（笑）。




　その後、さやかちゃんの空手キックが再度炸裂して、さすがの市松人形も動かなくなったところで、長らくお待たせしてしいたホワイトのシーンに移ることにした。




ホワイト：猫らしく、音もなくするっと大会議室に入りますけど……水無瀬先生はいますか？

ＫＰ：いや、ここにもいないね。

ホワイト：うにゃ～？　じゃあ、出産土器の方に近づいてみます。

ＫＰ：すると、そちらの方から、聞き覚えのあるフルートの音色が聞こえてくるのだった。

さやか：まさか、またフルートの騎士が？

ＫＰ：さらに、「アザース、アザース、アザートゥス、アザトース……」という、この世のものとは思えぬ発声器官から絞り出される、あの忌まわしい音節も聞こえてくる。

ホワイト：「ホツォニャ！　ソォトニャ！」って鳴きながら、おそるおそる、器の顔の部分を確認します。

ＫＰ：……なんと出産土器からは、重要な顔の部分がなくなっており、ぽっかりと穴が開いている。

ホワイト：やっぱり、にゃくにゃってる～～！（泣）

ＫＰ：しかし、妙だ……土器の厚さに比べてその穴は異様に深く、そして暗い。まるで底知れぬ深淵に続いているかのような穴が、土器の顔のあった部分にぽっかりと開いているのだ。ここでホワイトは〈正気度〉ロールだ！

佐々原：猫も〈正気度〉ロールをするんだ！（笑）

ＫＰ：正確には『キャットゥルフ』のルールでは〈ＳＥＮ〉ロールと呼ぶ。ほとんど人間と同じルールだけど、このＳＥＮがゼロになると、理性的で高貴な猫から、本能のままに動くだけの野生動物に成り下がってしまうのだ。

さやか：ほえ～っ、そんなルールになっているんですか。

ホワイト：コロコロ……にゃにゃっ、失敗です！（泣）

ＫＰ：失敗したら１Ｄ４ポイントのＳＥＮを喪失する。

ホワイト：コロコロ……ううっ、最大の「４」。残りのＳＥＮは48になってしまいました。

ＫＰ：ちなみに、いまのはまだ穴の中をのぞいていない段階での〈ＳＥＮ〉ロールだから。

ホワイト：にゃんと……じゃあ、中をのぞいたら、どうなってしまうニャ!?

佐々原：やっぱり、アザトース様がいるんじゃないのかなぁ？

ホワイト：きっと、これがすべての原因ニャ。「にゃー、にゃー」と鳴いて、みんなをここに呼び寄せます。

ＫＰ：じゃあ、ちょうど市松人形が破壊されたくらいのタイミングで、階段にいる探索者たちは大会議室からホワイトの鳴き声が聞こえてくるね。

さやか：「なんだか、ホワイトが私たちを呼んでいる気がします」

辰巳：「いや……この状況で二階に行くとか、ありえないだろう！」

さやか：「けど、ホワイトが呼んでいますし」

辰巳：「しょせんは猫のすることだから」（笑）

ホワイト：にゃ───っ！（怒）

ＫＰ：さらに、ホワイトの鳴き声以外にも、玄関ホールの方から、カツン、カツンという硬質な音が響いてくる。

佐々原：ええっ、まさか、かかしたちがセミナーハウスに入ってきた!?

ＫＰ：しかも、あの音からして、一体や二体ではないよ。

さやか：もうっ、さっきから大変なことばっかりで……頭がパニックです（泣）。

佐々原：せっかく逃走用に車を玄関につけたのに、これって籠城のパターンみたいですね。

さやか：そうですよ。二階に逃げれば、一本足のかかしでは階段は上れないはず！

辰巳：う～む、仕方ない。大会議室でホワイトと合流するかぁ。




　かくして、ようやくみんなが合流してくれることになった。

　当初、佐々原たちはセミナーハウスから車で逃げ出して、状況を立て直すという方針で動いていたが、キーパーとしては二階に籠城するという展開にしたかったので、どのように誘導するか内心困っていた。さらに、ただでさえ睦ちゃんとホワイトが入れ替わっていて大変だというのに、探索者たちが四つのグループに分かれてバラバラで行動したため、キーパーの処理の方も混乱気味となっていたが、ここはホワイトとさやかちゃんに助けられた。







猫だって探索者になれるんです




ＫＰ：大会議室に逃げ込んだところで、一緒にいたなびきが悲鳴を上げる。

佐々原：「どうしました、東雲さん!?」

ＫＰ／なびき：「土器が壊れています！　それに聞こえませんか……まるで冒瀆的な言げん辞じを吐き散らす魔王を喜ばせるようなフルートの音色が……そして、忌まわしい音節が……」

さやか：なびきさん、感受性が強過ぎです（笑）。

ＫＰ：出産土器の顔の部分に、深淵へと続く穴が開いていることに気づいた探索者たちは〈正気度〉ロールだよ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功。

辰巳：コロコロ……ううっ、ワシは失敗だ。

ＫＰ：失敗した人は１Ｄ４ポイントの正気度を失います。

辰巳：コロコロ……「２」だ。現在正気度は63になってしまった。

ＫＰ：「誰がこんなことを……」と、なびきはショックを受けた顔で土器に近づいていくけど──

辰巳：「こらっ、待ちなさい。不用意に近づいてはいかん！」

ＫＰ：なびきとしては破損した土器の方が気掛かりのようだから、ここは〈言いくるめ〉をしてもらおうかな。

辰巳：〈言いくるめ〉は苦手なんだよな。コロコロ……失敗。

ＫＰ：では、なびきは「なにを言っているんですか。だったら、辰巳先生が調べてくれませんか？」と言う。

佐々原：なんてひどいことを！　いくら女子大生だからって、言っていいことと悪いことがあるぞ（笑）。

辰巳：いや、もしも情報があるというのなら、ワシが代わりにのぞいてみてもいいぞ。

ＫＰ：それは保証できませんけどね（笑）。

辰巳：うう～～～～む、よしっ、ここはのぞいてみよう！

ＫＰ：すると、穴の奥には宇宙が広がっており、大きな星が見える。それは太陽のようにも見えるが、ちょっと違う。太陽はもっとパァーッと明るいはず。それに、冒瀆的な言辞を吐き散らしたりはしないはず……。

佐々原：駄目だぁ～っ！　これは見たらあかんやつだ！（笑）

ＫＰ：辰巳先生は〈幸運〉をどうぞ。失敗すると、不幸なことが起きます。

辰巳：まさか、アザトースににらまれたりするのだろうか。コロコロ……よしっ、成功した！

ＫＰ：だったら、軽めの〈正気度〉ロールで済みますね。

辰巳：それでも〈正気度〉ロールはさせられるのか。コロコロ……こっちも成功だ。

ＫＰ：成功しても正気度は１ポイント減ります。

佐々原：成功しても減るなんて、もしも〈幸運〉に失敗していたら、どんなことが起きていたんだろう……。

辰巳：わからん……とにかく、これをのぞくことは禁止だ。なんとしてでも、この穴をふさがないと！

さやか：みんながそんなことをしている間に、私はホワイトと話したいのですが？

ホワイト：「にゃー、にゃー」

ＫＰ：この異常事態の中で、猫の言葉を理解するためのルールを説明しよう。まず、話し手であるホワイトは〈猫語〉をロールする。それに成功すれば、わかりやすい〈猫語〉を話せたということで、聞き手である人間は〈猫語〉の４倍のロールで内容が理解できるようになる。もしも、このときホワイトが〈猫語〉に失敗しても、人間側が〈猫語〉そのままのロールに成功すれば、わかりにくい猫語でも内容は理解できるので安心してくれ。

さやか：でも、私の〈猫語〉は26％しかないので、わかりにくい猫語だと厳しいですね。

ＫＰ：ただし、この〈猫語〉に成功しても人間同士の会話のような自由な意志疎通はできず、話せる内容は限られている。具体的には、ホワイトのＩＮＴの文字数だけ筆談で伝えられることにしよう。

ホワイト：ＩＮＴの文字数かぁ……私だと十四文字ですね。俳句より少ない文字数でなにを伝えられるのか。

ＫＰ：文章になっていなくても、電報みたいな感覚で伝えればいいと思うよ。

ホワイト：「ハハキトク　スグカエレ」みたいな？

ＫＰ：そうだね。漢字は使わずに、カタカナで書いてくれ。

ホワイト：では、さやかちゃんに「ニャニャニャ」と話し掛けます。コロコロ……〈猫語〉は成功したよ！

さやか：だったら安心。〈猫語〉の４倍なら成功率は99％。コロコロ……こちらも成功です。

ＫＰ：では、ホワイトはこのメモ用紙に伝えたいことを十四文字以内で書いて、さやかちゃんにだけ渡すのだ。

ホワイト：むむ～っ、まずはなにから伝えようかなぁ……カキカキ（さやかちゃんにメモを渡す）。

さやか：「（メモを読んだ途端）大変です。この猫はむったんで、水無瀬先生がこの騒ぎを引き起こした犯人のようです。あと、土器についていた球を探さないといけないみたいです！」

ＫＰ：ええっ、十四文字でそんなにたくさんの情報を伝えられたの？　ちょっとメモを見せてよ（メモの内容は「ミナセテキ　タマサガセ　ムツ」とあった）。なるほど……ピンポイントに重要な情報だけを伝えているな。

佐々原：「ホワイトの中にむったんが入っているというのは、まだちょっと信じられないし……水無瀬先生が土器の球を取ったっていうのもホントなのかなぁ。だいたい、どうしてそんなことを？」

さやか：大発見がうれしくて、頰ずりとかしていたんじゃないですか。

佐々原：そうか、大発見がうれし過ぎて、土器の顔の部分に『ムチュムチュ～』って、キスしていたら、すぽんと球を吸い取ってしまったんだな（笑）

さやか：水無瀬先生、間抜け過ぎです！

ＫＰ：君たち、水無瀬先生をなんだと思っているんだ（笑）。

さやか：「むったん、こんな姿になってしまうなんて！」って、ホワイトを抱き上げます。

ホワイト：「にゃにゃあ」って、頭の上に乗っかるよ。

辰巳：睦くんの体──すなわち、ホワイトの精神の方はどうしているんだ？

ＫＰ：こっちもさやかちゃんの周りをうろついているね。自分の体が気になるようだ。

辰巳：猫なのに平気で二本足で歩いているんだな。

佐々原：二階から飛び降りて着地を決めるとかはできなくなったみたいですけどね。

ＫＰ：さて、そんな睦ちゃんとホワイトの精神が入れ替わったという状況に遭遇したところで、『アザトースその他の恐怖』を研究した探索者は、〈ほかの言語（英語）〉か〈クトゥルフ神話〉をロールしていいよ。

佐々原：あの魔道書を読んだのはボクだけですね。〈ほかの言語（英語）〉の方が得意なので、そっちでロールをします。コロコロ……よしっ、成功しました！

ＫＰ：では、君は〈ほかの言語（英語）〉の読解力があるため、『アザトースその他の恐怖』の内容をよく記憶していた。そして、あのおぞましい詩編の中に、肉体と精神に関わる一節があったことを思い出す（メモを渡す）。




……………………

◆肉体と精神




　もしも、すべての肉体、そしてそこに宿る精神もアザトースに包括されるとするならば、個人の肉体と精神のつながりは無意味となり、あいまいなものとなるだろう。個の精神が、その肉体に縛られる理由はなくなる。

　ただし、いまのところ、そのつながりは強固であり肉体から精神が離れることはまれである。

　そのようなことになるには、互いの精神に愛情のような強いつながりや、またはなにかのきっかけ……例えば、〝外から〟の力が必要なのかもしれない。

……………………




佐々原：「すなわち、〝from OUTSIDE〟の力が必要なのだ！（キリッ）」

ホワイト：やっぱりあの球がなくなったせいでこんなことになったのかニャア。

辰巳：「それで睦くんは、球を探せと言ったのだな。土器の穴を球でふさがないと駄目なのだろう」

ホワイト：球の場所について匂いでわかりませんか？

ＫＰ：では、〈嗅ぎ取り〉をどうぞ。これは文字通り、モノの匂いを嗅ぎ取る技能だ。

佐々原：なにそれ、そんな技能があるの？　すごい！

ホワイト：コロコロ……失敗にゃあ。

ＫＰ：球の匂いはあまりにかすかで、犬ほどは嗅覚に優れない猫の鼻では、それを嗅ぎ取ることはできなかった。せっかく猫らしい技能が活用できるチャンスだったのに残念だったね。

辰巳：「おそらくは水無瀬先生が持っているのだろうけど、彼はどこにいるのやら」

ＫＰ：そうしていると、階段の方で「カツン、カツン」という音が聞こえてくる。あれはきっとかかしたちが階段を上る音だろう……。




　探索者たちは相談して、再び分散して行動することにした。

　ホワイトは猫の身軽さを利用して屋根に上がり、セミナーハウスの周りの状況を確認しにいく。

　辰巳先生と佐々原は、まだ安全と思われる二階の部屋を手当たり次第に調べて、水無瀬先生と球を探す。

　そして、さやかちゃんは階段から上って来るかかしを迎撃に向かった。




ＫＰ：ちなみに、なびきは動くかかしなんて非常識なものにおびえ切っており「大会議室に残る」と言っている。ついでに、土器を見張っているそうだよ。

佐々原：うーん、下手にウロウロされるより、ここにいた方が安全かな。「なにかあったら大声を上げてください」と、なびきさんにはよく言っておきます。

ＫＰ：まずはホワイトから処理していこう。猫なので屋根に登るくらいならロールの必要はない。

ホワイト：まあ、当然でしょう。ひょいひょいと登って、周りを見てみます。

ＫＰ：いまは黄昏時を過ぎて、あたりは暗くなりつつある。しかし、猫の目には闇など無意味であり、外の様子ははっきりとわかる。

佐々原：猫って芸達者だなぁ。

ＫＰ：いつの間にか、セミナーハウスの周りには、かかしが数十体も集まっていて、うろうろと徘はい徊かいしている。まるで君たちを外に出さないようにしているかのようだ。

ホワイト：む～っ、ゾンビ映画っぽい展開になってきました。かかしのほかに動いている人とかはいませんか？

ＫＰ：えーと、かかしに紛れて粕井がいるね。のろのろとぎこちない動きで、玄関の前あたりを徘徊している。

佐々原：粕井はかかしに乗っ取られたみたいな感じなのかなぁ？

ＫＰ：かかしが動くという異様な光景。そして、自分が包囲されている絶望的な状況に気づいたホワイトは〈ＳＥＮ〉ロールをしてもらおうか！

ホワイト：コロコロ……成功したニャ！

ＫＰ：ちっ……なんでだか、かかしに対する〈正気度〉ロールはみんな成功させるな。

ホワイト：水無瀬先生の車はまだありますよね？

ＫＰ：ああ、残っているね。

ホワイト：それはよかった。外の状況がわかったら屋内に戻って、辰巳先生たちの方と合流します。




　一方、辰巳先生と佐々原は二階の部屋を調べていくが、水無瀬先生の姿も、なくなった球も見つからなかった。




辰巳：二階にいないとなると……一階のどこかだろうか。かかしの動きからして、セミナーハウスが事件の中心となっているのは間違いないようだから、水無瀬先生がここから離れるということはないと思いたい。

ホワイト：横で「ニャンニャン」と、うなずいています。水無瀬先生の車はまだ残っていましたからね。

ＫＰ：最後はさやかちゃんだけど、そっちは大変なことになっているよ。一本足のかかしは階段をうまく上れないのだけど、倒れたほかのかかしを踏み台にして、少しずつ二階に近づいて来ているんだ。その数は十体以上で、口からは例の紫煙をまき散らしている。

さやか：うう～ん、とても戦う気はしませんね。

ＫＰ：まあ、普通はそう考えるだろうね。

さやか：（間取り図を見ながら）えーと、洗面所の前の備品室なら、きっと洗剤のストックがありますよね。それをトイレのバケツに入れて、つるっつるっの石けん水を作りたいのですが？

ＫＰ：なるほど、いいアイデアだ。もちろんできるよ。

さやか：じゃあ、「ガシャガシャ～」って、洗剤と水をバケツでかき混ぜて、たっぷり泡立てます。

ＫＰ：すると、睦ちゃんは大喜びで、泡にじゃれついている。猫はシャボン玉が大好きだからね（笑）。

さやか：「むったん、ふざけてないで真面目にやってよ！（笑）」

ホワイト：それは私じゃあないから～（泣）。

さやか：つるっつるっの石けん水ができたら、それを階段に「ダバーッ！」っと、こぼしますよ～。

ＫＰ：さやかちゃんがバケツの水をぶちまけると、階段を上ろうとしていたかかしたちは、つるつる～っと階段を勢いよく滑り落ちていく。再び上るにしても苦労しそうで、これでかなりの時間を稼げるだろう。

さやか：やった！　洗剤はまだまだありますからね～（笑）。




　実はシナリオでは、会議室の机やいすでバリケードを作るというゾンビ映画では定番の作戦が有効だとしていたけど、石けん水を流すというのも面白い作戦なので十分な足止めの効果があることとした。







猫だから気にしないで




　セミナーハウスはかかしたちに取り囲まれ、探索者たちは二階に閉じ込められる形となってしまった。

　大会議室にある土器の穴からは、途絶えることなく怪しいフルートの音色と、聞くだけで身の毛のよだつような「アザトース」という音節が聞こえており、とてものんびりしていられる状況ではない。

　方針としては、水無瀬先生がホワイトを襲ったときにくわえていた球を取り返して、土器の穴をふさげばなんとかなるはずと探索者たちの意思統一はできていたのだが、かかしたちのいる一階に下りるのは自殺行為と思えた。




さやか：ここで事前にキーパーが推奨していた〈忍び歩き〉が役立つのかもですね。

辰巳：うーむ、あのかかしたちって、耳で音を聞いているのだろうか。

佐々原：なんか、もっと超常的なセンサーとかで感じていそうですよね。そもそも、目とか耳とか、マジックで書いているだけだし（笑）。

さやか：そう言われてみると、そうですね。試してみるのはちょっと怖いかも。

ＫＰ：さやかちゃんのおかげで時間稼ぎはできているから、ゆっくりと作戦会議をしてちょうだいな（うーん、この流れだと、図書室でかかしの文献を調べてくれなさそうだな）。

さやか：（間取り図を見ながら）玄関ホールには、かかしがたくさんいるんですよね。

ホワイト：「ニャニャア」って、うなずくよ。

さやか：佐々原さんの車もそこにあるし、車で逃げ出すのは無理そうですね。

佐々原：玄関に車を回したのが裏目に出たなぁ。

さやか：あと、外に出られそうなのは……んんっ、ここに非常階段というのがありますよ！

全員：おお～っ、それだ！

ＫＰ：そうそう、苦労して間取り図を書いてきたんだから、みんなでよく見て作戦を立ててね。

さやか：最悪、ここから逃げられるかも……しかも、一階の非常口が開いていれば、玄関ホールを通らずに、一階に潜入できるのでは？

佐々原：キーパー、一階の非常口の鍵って、普段は掛かっているものですか？

ＫＰ：そりゃあそうだろうね。もちろん非常口なんだから、内側からなら誰でも開けられるけど。

佐々原：それじゃあ意味ないんですよ。ボクらは外から入りたいんだから……。

ホワイト：む～っ、だったら私が一階に下りて、偵察ついでに非常口の鍵を開けてこようか？

佐々原：ホワイトの体でそんなことができるの？

ホワイト：私は〝ドア開け〟のトリック（猫探索者の特技）を持っているから大丈夫。トイレのレバーを操作できるくらいですから、内側から鍵を開けるくらいはできますよね？

ＫＰ：つまみをひねるタイプの鍵だったはずだから、［ＤＥＸ×２］に成功すれば可能だろう。

佐々原：［ＤＥＸ×２］は、ちょっと難しいのでは……。

ホワイト：ウンニャ、私のＤＥＸは24もあるから成功率は48％（笑）。

佐々原：す、すごい。さすがは猫……人類最速程度では、とてもかなわない（笑）。

さやか：でも、ホワイトはかかしに狙われないのでしょうか？

ホワイト：それはやってみないとわからないけど、いざとなればＤＥＸ24で逃げて来るよ。それに、ここは猫にしかできないことで探索に貢献するシーンのような気がする。

さやか：なるほど、このためにむったんは猫になったんですね（笑）。

ホワイト：なりたくてなったわけじゃないけど……みんなにしっぽを振って、「ちょっと行ってくるニャ」と、階段の方に向かいます。

ＫＰ：そんなややこしい作戦の内容を伝えるには、もう一度、〈猫語〉に挑戦してもらう必要があるぞ。

さやか：今度はみんなで話を聞きましょう。「どうしたの、むったん？」

ホワイト：「ニャニャッ」と、コロコロ……ニャッ、失敗しました！（泣）

佐々原：でも、こっちの三人の誰かが成功すれば。コロコロ……失敗。

辰巳：コロコロ……ワシも失敗だ。

さやか：ううっ、あとは私だけかぁ。コロコロ……ニャニャッ、成功です！

全員：おお～～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：それだったら、さっきのようにメモ用紙に十四文字以内で文章を書いて、さやかちゃんに渡してくれ。




　今度のメモは「ベツデサガス　ウラカラキテ」という内容で、これを読んださやかちゃんは、ホワイトが単独行動で一階を探すことと、さらに裏の非常口の鍵を開けてくれると理解した。




さやか：ホワイトがかかしに襲われたとき、すぐに助けられるよう、私も階段の上まではついていきます。

辰巳：当然、ワシらも階段の近くで待機しているぞ。

ホワイト：じゃあ、石けん水で滑らないように気をつけながら……「ただの猫だから気にしないで～」って、素知らぬ顔でかかしたちの間をすり抜けようとします。

ＫＰ：つるつるの階段を執拗に上ろうとするかかしたちの間を、ホワイトはひょいひょいと下りていくのだが……さすがに、この恐ろしいシチュエーションには、再度〈ＳＥＮ〉ロールをしてもらおうか（笑）。

ホワイト：ここで失敗したら大惨事になりそう。コロコロ……ニャニャッ、成功です！

ＫＰ：ホワイトは取り乱すことなく平静を装いつつ、かかしたちのそばを通り抜けようとする。さて、それに対して、かかしはどんな反応をするかと言えば…………（間を置く）。

全員：ゴクリ……。

ＫＰ：かかしたちはぐるりと首を回転させて、ホワイトの方をしげしげと見つめているぞ。さて、どうする？

佐々原：これはまずい！

ホワイト：むむ～～っ、ここで逃げたらむしろ危ない気が……あくまで、ただの猫であるふりを続けます。

ＫＰ：（間を置いて）……だったら、やがてかかしたちは君を無視して、再び階段を上ろうとしている。

ホワイト：ほっ……よかったニャ～。

ＫＰ：なんだこの猫。胸をなで下ろしているぞ？（笑）

ホワイト：してない、してない。四本足で普通に去って行きますよ！（笑）

さやか：ホワイトが無事に階段を下りていったら、私たちはメモにあった作戦通り、二階の非常口から外に出て、非常階段を下りていきますよ。

ＫＰ：わかった。二階の非常口は内側からなら簡単に開けられるよ。

さやか：慎重に扉を開けてみますが……外にかかしはいませんか？

ＫＰ：だったら、〈聞き耳〉か〈目星〉の得意な方でロールしていいよ。

さやか：コロコロ……成功。

ＫＰ：ラッキーなことに非常階段付近にかかしはいないようだ。

さやか：「どうやら安全なようです。一階の非常口の前まで下りて、ホワイトから合図があるまで待機しましょう」




　一方、猫の姿である有利さを生かして、ホワイトは一階に潜入することに成功した。

　予想通り、廊下にはかかしたちがウロウロしており、その様子はまさしくゾンビ映画そのものだった。




ＫＰ：階段を下りると、受付のところでは、いまも管理人が磔はりつけのようなポーズのまま、「ばあさん……許してくれ……なんでこんなことを……」と、涙を流している。

佐々原：粕井は乗っ取られたっぽいのに、管理人さんはそのままなのか。なにか理由があるのかな？

辰巳：うーむ、かかしの考えることはさっぱりわからん。

ホワイト：（間取り図を見ながら）まずは、大食堂の前にある長い廊下の方を警戒して、かかし以外の気配がないか〈聞き耳〉などをしてみたいです。

ＫＰ：うん、だったら〈聞き耳〉と〈嗅ぎ取り〉の両方していいよ。

ホワイト：コロコロ……〈聞き耳〉は成功。コロコロ……〈嗅ぎ取り〉も成功ですニャ。

ＫＰ：すると、大食堂の方で「ピチャピチャ」という、水が垂れるような音がかすかに聞こえる。また、やけにかぐわしい香りも漂っている。それは思わず猫の肉体が反応して、ふらふら～っと誘われてしまうほどだ（笑）。

佐々原：昨日食べた、おざらの匂いかな？

ホワイト：「いい匂いニャ～、我慢できないニャ～」って、大食堂の方をのぞいてみます。

ＫＰ：大食堂の中にも、かかしが三体ほどなにをするでもなくゾンビのようにウロウロしているのだけど、音はキッチンの中から聞こえてくるね。このキッチンは大食堂とカウンターでつながっている。

ホワイト：じゃあ、〈忍び歩き〉をして、キッチンをのぞいてみますね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：ホワイトが大食堂に入っても、かかしたちは気づいていないようだ。そして、カウンターに上って、キッチンの中をのぞくと……なんと、そこには水無瀬先生がいる。

全員：いた～～～～～っ!!

ＫＰ：彼はコンロに置かれた大きな鍋に顔を埋めるようにして、ピチャピチャとおざらのだし汁を手ですくっては口に運んでいる。しかし、なぜかそのほとんどがこぼれており、床を汚している。

ホワイト：なんだか怖い……。

ＫＰ：そのとき、突然、水無瀬先生はクルリと振り返る。そして、君はなぜだし汁がこぼれていたのかわかった。なんと、水無瀬先生は、例の土器の球を口にくわえたままだし汁を飲もうとしていたのだ。

ホワイト：む～っ、そこまで球が大事なのでしょうか。

ＫＰ：水無瀬先生は少しの間キッチンを見回すけど、すぐに鍋に顔を戻して、ピチャピチャとすすり始める。

ホワイト：ほっ……気づかれなかった。みんなを呼んで球を取り返したいけど、非常口からキッチンは遠いなぁ。

さやか：ねえねえ、こっそりとキッチンの裏口を開けられないかな。

ホワイト：さすがに、そんなすぐそばで猫が鍵に飛び掛かっていたら気づかれると思うよ。

佐々原：だったら、ボクらが裏口の前に事前に待機していて、ホワイトが鍵を開けたら、すぐに突入すればいいんじゃないかな。キッチンにいるのが水無瀬先生一人だけなら、力押しでいけるでしょう。

ＫＰ：ホワイトが［ＤＥＸ×２］のロールに一回で成功させれば可能かもね。何回もロールに失敗するようでは、水無瀬先生もそれなりの行動に出るだろうけど。

全員：うう～～～～ん。

ホワイト：とりあえず大食堂から出て、みんなと合流しようかニャ。情報を共有しないと。







勝利の鍵は食卓にあり




　一階の非常口の扉をなんとか開けて、ホワイトは外で待機していた探索者たちと合流した。

　そして、用心して安全な二階へと戻り、再び時間をかけて〈猫語〉での意志疎通を図る。

　いろいろ相談した結果、ホワイトにキッチンの裏口を開けてもらって、さやかちゃんたちが突入。その後は、なんとかして水無瀬先生に球を吐き出させるという作戦を決行することにした。




さやか：あの翡翠の鏃は、いつ役立つんでしょうね？

佐々原：いま水無瀬先生の肉体を乗っ取っているのは、遺跡で発掘した骸骨の中の人なんだと思うんだよね。たぶん、この翡翠の鏃で骸骨の中に魂が封印とかされていたんじゃないのかな？

さやか：鏃を取った途端、動きだしましたものね。

辰巳：水無瀬先生の中に封印してはいかんから、まずは追い出さないとな。

ホワイト：球を吐き出した水無瀬先生の額に「悪霊退散！」って鏃を押しつければ、勝手に出て行くのでは？

辰巳：だったらいいのだが……。

さやか：水無瀬先生の額に鏃を押しつけるには、どんな技能を使うのでしょうか？

ＫＰ：わかりやすい方法としては〈こぶし〉ってところかな。

さやか：靴のつま先に鏃をつけて〈キック〉でロールできませんか？（笑）

ＫＰ：水無瀬先生を刺し殺すつもりか（笑）。

佐々原：むったんがホワイトになっちゃっているから、いま探索者の中で〈こぶし〉が得意なのはボクですね。

辰巳：うむ、ＤＥＸが高い佐々原が、まず初撃で鏃を押しつけてみるのがいいだろうな。

さやか：では、その作戦で行ってみましょう！

辰巳：きっと、そうすれば水無瀬先生から悪霊は退散して、球は土器に戻り、かかしは動きを止め、管理人や粕井も元に戻り、ワシらの正気度は全快するに違いない！（笑）

さやか：そうです、そうです。きっとそうです！（笑）




　探索者たちはポジディブシンキングによって無理やりに士気を高めると、再び非常口から一階へと向かった。




ＫＰ：ホワイトがキッチンに戻ると……相変わらず水無瀬先生はだし汁をピチャピチャと飲んでいるね。いくら腹が減っているとしても、あれは異常行動にしか見えないな。

ホワイト：む～っ、なにか理由があるのでしょうか。

ＫＰ：そうだね……〈オカルト〉をロールしてみてもいいよ。

ホワイト：猫になっても〈オカルト〉の技能は変わりません。コロコロ……でも、失敗（泣）。

さやか：うーん、もしかしてこれはなにかまずい料理を食べさせて、球を吐き出させるとかそういう伏線なのかも。

辰巳：そんな手の込んだことを……だいたい、球をくわえていたら食べられないだろう。

さやか：だったら、コショウを振り掛けてやるというのは？

ホワイト：くしゃみさせるのはナイスアイデアかもね。私のしっぽで鼻をくすぐってやるとか。

辰巳：ゾンビ映画かと思ったら、カートゥーンだったのか。

ＫＰ：（なるほど、それは面白い展開かも）

ホワイト：とにかく、こっそりと裏口の扉に近づいて、鍵のつまみに飛び掛かりますよ。

ＫＰ：では、運命の［ＤＥＸ×２］をしてもらおうか。

ホワイト：む～っ、成功率は48％。コロコロ……やったニャ、成功！

佐々原：カチッと鍵の開く音が聞こえたら、ＤＥＸ18で突入しますよ！

ＫＰ：ならば、ドアの前で奇襲の準備をしていた佐々原だけ、フリーで行動させてやろう。

佐々原：翡翠の鏃パーンチ！　額を狙うとペナルティーとかつきます？

ＫＰ：いや、ダメージを与えるつもりがなければ〈こぶし〉そのままでロールをしていいよ。

佐々原：コロコロ……やった、成功です!!




　ここでキーパーはコンマ三秒間で考えた。

　翡翠の鏃を額に当てるという行為はシナリオに設定された大正解の行動であり、それを実行するのが最大の難所であった。ところが、それが佐々原の奇襲一発で解決してしまうというのは……ちょっと物足りない。

　そこで、解決にはもう一工夫が必要なことにして、さっきさやかちゃんたちの言っていた「くしゃみ作戦」を急遽シナリオに組み入れることにした。

　プレイヤーの機転とダイス運のおかげですんなり事が進んだというのに、キーパーが後付けでシナリオの障害を増やすのはフェアではないけど、ゲームを盛り上げるため、たまにやるくらいなら許されるはず。ただし、そのことをプレイヤーに気づかれてはいけないよ。




ＫＰ：（コンマ三秒後）……佐々原が水無瀬先生の額に翡翠の鏃を押しつけても、みんなが期待していたように、体から悪霊が飛び出してくるといったことにはならない。

全員：あれ～～～っ!?

ＫＰ：けれど、水無瀬先生は翡翠の鏃を見て、明らかにおびえた表情をする。そして、両手で球をくわえている口を押さえると、なりふりかまわずキッチンのカウンターを乗り越えて、逃げ出そうとしている。翡翠の鏃を猛烈に嫌がっているのは間違いないようだね。

佐々原：口を押さえている……ってことは、球を吐き出させてから、鏃を当てないと駄目ってことかな（ニヤリ）。

辰巳：佐々原、すごい悪そうな顔をしているぞ。対抗手段を入手すると、急に強気になるよな（笑）。

さやか：でも、大食堂の方にはかかしがいるのでは？

ＫＰ：そうだね。乱戦になる前に、水無瀬先生を止められるかどうか……戦闘ラウンドで処理していこう。

ホワイト：ＤＥＸ24でホワイトが行きま～す！　鼻をくすぐるような猫パーンチ！（笑）

ＫＰ：さすがにＤＥＸ24以上で動けるモノはここにいないから、お先にどうぞ。

ホワイト：〈引っかき〉で、コロコロ……ニャ～、失敗です。

佐々原：ボクは水無瀬先生をビンタして、球を吐き出させようとします。コロコロ……駄目だ、失敗。

さやか：（探索者シートを見つめながら）えーと、私は〈こぶし〉より〈投擲〉の方が得意なので、キッチンにあるコショウの瓶を水無瀬先生に投げつけたいんですが？

ホワイト：出た～っ、コショウ攻撃（笑）。

ＫＰ：当然、キッチンなのでラーメン屋にあるような大きなコショウの缶があるよ。

さやか：やった。では、それを〈投擲〉で投げます。当たれ～！　コロコロ……命中しましたよ～!!（笑）

ＫＰ：（さすがはさやかちゃん。常に期待に応える子だ）缶が水無瀬先生にぶつかると、あたりにコショウがまき散らされた。すると、水無瀬先生は──

全員：ゴクリ……。

ＫＰ／水無瀬：「ふぁあ～、ふぁ～っ、ふぁ～くしょ～ん！」（笑）

全員：やった～～～～っ!!（笑）

ＫＰ：くしゃみした途端、球は吐き出され、すぽーんと大食堂の方に飛んで、かかしたちの足元に転がっていく。

佐々原：こら～っ、そっちに飛ばすなぁ！

辰巳：水無瀬先生の様子はどうなんだ。球を吐き出したことで、正気に戻ったのだろうか？

ＫＰ：さやかちゃんの次はＤＥＸ13で水無瀬先生の番なんだけど……あわてて、球の方に駆け出しているよ。まあ、くしゃみしたりしていたので、このラウンドはカウンターの上によじ登ったところで終わりかな。

辰巳：行かせるものか！　〈組みつき〉で引きずり下ろしてやる。コロコロ……くっ、失敗した。

ホワイト：大丈夫です。次のラウンドには、ＤＥＸ24で球に向かって、猫まっしぐらです！

ＫＰ：では、次のラウンドだ。

ホワイト：「にゃ～～～っ！」って、カウンターを飛び越えて、球を取りに行きます。

佐々原：端から見れば、猫が球にじゃれているだけだけど、むったん頼んだ！（笑）

ＫＰ：ならば、ホワイトは球を確保することができる。しかし、大食堂にいるかかしたちは紫煙を吐き出しながら、そんなホワイトの方を振り向くのであった。

ホワイト：にゃにゃ～、ただの猫だから気にしないでいいにゃ～。

佐々原：ボクは水無瀬先生にもう一度、〈こぶし〉で鏃を押しつけてやりますよ～。

さやか：成功させてください、お願いします！

佐々原：さっきも成功したんだから、今度だって楽勝さ。コロコロ……やった、成功しました！

全員：わ～～～～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：額に鏃を押しつけられると、水無瀬先生は「ぎゃああああっ」という、まるで断末魔の悲鳴のような大声を上げて、そのまま意識を失ってしまう。ここにいる探索者たちは［ＰＯＷ×５］のロールをしていいよ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：二人は水無瀬先生の体から、邪気というか、怨霊というか……そんな禍々しい気配が去ったのを直感的に感じることができる。きっと、元の先生に戻ってくれたことだろう。

さやか：よかったぁ～、これでかかしたちも動きは止めてくれましたよね？

ＫＰ：いいや、平気で動いているけど？　というか、キッチンにいる君たちに気づいて、カツン、カツンと迫ってきているぞ？

さやか：「ええっ、どうして!?」

辰巳：「こっ、ここは水無瀬先生を連れて、一時撤退だ！」

全員：逃げろ～～っ!!




　水無瀬先生の体は力自慢のさやかちゃんが背負って、探索者たちはキッチンの裏口から、再び安全地帯の二階へと逃げ延びた。水無瀬先生は気を失っているだけのようなので、大会議室にいるなびきに預けることにする。

　そして、探索者たちは〝from OUTSIDE〟とそっくりの球を手にして、いまも忌まわしい音節をまき散らしている土器を取り囲むのであった。




さやか：やっぱり球で穴をふさがないと駄目なんですかね。はめ込んでみましょうか。

ＫＰ：おっと、それは誰がやるのか、しっかりと宣言してくれるかな？

辰巳：んっ、キーパーのこの反応……はめるときになにかロールをさせられると見た。

佐々原：〈正気度〉ロールとかじゃないですかねぇ？

さやか：だったら、私がやりましょうか。いまのところ、いちばん正気度が高いですから。

ホワイト：ＰＯＷも高いし、さやかちゃんが適任かも。

佐々原：「もしものとき、このフィブラをつけておくといいよ。ボクの幸運のお守りだから！」

さやか：「ありがたくいただきます！」

佐々原：「貸しただけだからね。ちゃんと返してよ！」

辰巳：「いや、それはワシの源げん六ろくのはずでは……（笑）」

さやか：では、フィブラを胸に着けてから、気をしっかり持って、球を穴にはめ込みます。かぽっ！

ＫＰ：……その瞬間、さやかちゃんは自分の意識が宇宙の中心を漂っているのに気づく。

さやか：ええ～～～っ!?

ＫＰ：すぐ目の前には太陽のような大きな存在が見える。しかし、あれは──

さやか：「あれって、太陽かな？　ううん、違うわ。太陽はもっと、パァーって明るいものね！」

ＫＰ：さやかちゃんは直感する。いま〝from OUTSIDE〟の力によって人の肉体と精神のつながりが弱まっており、そのせいで、君の精神だけが〝外〟側に飛ばされてしまったのだ。ここでＰＯＷ10に対する抵抗表ロールをしてもらおうか。失敗したら、君の弱い意志は、宇宙の中心に引き寄せられてしまうかもしれない。

ホワイト：アザトース様の王座に行っちゃうってこと？　それって、正気度喪失１Ｄ[image: ]クラスですよ（笑）。

さやか：フィブラのおかげで、私のＰＯＷは15だから……成功率は75％です！

ホワイト：すごい！　私だったら成功率55％だったよ。

ＫＰ：さ～て、ここはマジで気合いをいれてロールしてちょうだいな（ニヤリ）。

さやか：成功しろ、成功しろ～。コロコロ……やった、成功です！

全員：よかった～！

ＫＰ：ふむ、成功すれば、君は宇宙の中心を見ることなく、自分の肉体へ帰還することはできる。ただし、一瞬でも〝外〟の世界を見てしまったことで、軽めの〈正気度〉ロールはしてもらおうか。

さやか：軽めなら安心。コロコロ……うにゃっ、油断しました。失敗です！

ＫＰ：失敗したら１Ｄ10ポイントの正気度を失うよ。

佐々原：軽めで１Ｄ10って……キーパー、なに言ってるの？　バカなんじゃないの!?

ホワイト：これはさっきの抵抗表ロールに失敗していたら、本当に１Ｄ[image: ]クラスだったみたいだね（笑）。

辰巳：なんと恐ろしい。このキーパーはなにを考えているのか……。

佐々原：ヒロインに対して容赦なしですか！

ＫＰ：サービスシーン以外に、ヒロインとか、そういうのは計算に入れていないから（笑）。

さやか：とにかく、「１」を出せばいいんです。コロコロ……「２」で済みました～！　現在正気度は65です。

ＫＰ：ちっ、そんなものか。では、さやかちゃんは土器に球をはめた状態で目を覚ました。さっきまで感じられた〝外〟からの忌まわしい音節や気配はきれいさっぱり消え失せた感じがする。

ホワイト：……私は元の体に戻っていますか？

ＫＰ：まだだけど、肉体と精神のつながりの強さは元に戻っているので、睦ちゃんが望めば、すぐに戻れるよ。

ホワイト：だったら、睦の肩に飛び乗って「戻れ～！」って、念じます。

ＫＰ：すると、割とあっさりと元に戻ることができる。

睦：「はっ、戻ったニャ！」

佐々原：むったん、まだ猫属性が残ってる！（笑）

辰巳：「よし、これでかかしたちも元の人形に戻ったことだろう」

ＫＰ：……ところが、下の階からは、カツン、カツンというかかしの動き回る音がまだ聞こえてきているよ。きっと、彼らは睦ちゃんと違って元に戻りたいと思っていないのだろう。

辰巳：ぐぬぬ、かかしどもめ……！







かかし送り




佐々原：水無瀬先生から追い出すだけでなく、あの骸骨の額に鏃を突き刺さないとおしまいにはならないのかな。

さやか：あの骸骨から鏃を抜いたタイミングですべてが始まったっぽいですものね。人間に戻ったむったんから、水無瀬先生に襲われた時間とか詳しく聞きますけど、そのへんどうでしょうか？

ＫＰ：さやかちゃんの推測通り、イベントの順番としては、発掘現場で骸骨から鏃が取り外されてから、水無瀬先生が睦ちゃんを襲ったようだ。

さやか：骸骨の封印が解けて、土器の球が外れて、水無瀬先生がそれを「かぽっ」とくわえたらおかしくなっちゃった……って感じでしょうか？

辰巳：なぜくわえる！（笑）

ＫＰ：ホワイトになっていた睦ちゃんと、〝外〟の世界を見てきたさやかちゃんにはわかるのだけど、〝from OUTSIDE〟に似た球が土器から外れて、穴が開いている間は、肉体と精神のつながりが弱くなっていた。だから、水無瀬先生も悪霊らしきものにとりつかれやすくなっていたんだろうね。

辰巳：つまり、骸骨に封印されていた精神が、水無瀬先生の精神と交換されていたということか。

佐々原：じゃあ、いままで水無瀬先生はあの骸骨に入っていたってことですね。かわいそうに！

睦：また、ごっそりと正気度を減らされてそう。

さやか：となると、やっぱり、骸骨の額に鏃を戻すのが正解なのでは？

辰巳：いや、それだったら骸骨に戻ったりせずに、また別のモノ──粕井とか管理人とかにとりつこうとするんじゃないのか？

ＫＰ：これまた、睦ちゃんとさやかちゃんにはわかるけど、〝外〟の穴がふさがれたことで肉体と精神のつながりの強さは元に戻っているので、もう、そんな簡単に人の精神を乗っ取ったりはできないだろうと思うね。

佐々原：つまり、いまが封印のチャ～ンス！

さやか：それで、骸骨はどこにあるんでしたっけ？

佐々原：ボクの車に積んだままだったはず。

さやか：かかしはまだ動いているんですよね。どうやって車まで行きます？　私が一人で〈忍び歩き〉をしますか？

辰巳：一人で行かせるのは危ない気がするな。

睦：む～っ、人間の体に戻ったのは早かったかなぁ？

辰巳：いや、猫の体ではさすがに車のドアは開けられまい。

さやか：あの変な息さえなければ、かかしは怖くないのですが……穴がふさがっても、まだ吐けるのかなぁ？

辰巳：うーむ、わからん。あれは〝外〟の力とは関係なく、人をかかしにする別の能力なのかも。




　いろいろ考えた結果、さやかちゃんの成功率59％の〈忍び歩き〉に任せるよりは、全員で一気に車まで突撃して骸骨を封印してしまおうという、力押しの作戦の方が採用された。

　何度もお世話になった一階の非常口から長い廊下を駆けていく探索者たちは、玄関ホールの前に着けられた佐々原の車にかかしたちが集まっているのを目撃する。




辰巳：あの骸骨をご本尊みたいに奉たてまつっているのか？

ＫＰ：すると、まるで君たちが駆けて来た気配に気づいたように、佐々原の車の中から地獄の底から響くような、おぞましい片言の日本語が聞こえてくる。「トメロ……ウバエ……ワカイ、カラダ……オマエラニ、ヤル……」

佐々原：これって骸骨の声？

ＫＰ：その途端、車を取り囲んでいたかかしたちは一斉に、君たちの方を見るのであった。さて、かかしたちに完全に標的にされた恐怖による、最後の〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

さやか＆辰巳：コロコロ……成功！

佐々原：コロコロ……くっ、こんなところで失敗とは！

睦：コロコロ……むはっ、人間の体に戻った途端、失敗してしまいました～！（泣）

ＫＰ：成功した人はゼロ。失敗した人は１Ｄ６ポイントの正気度を失う。

佐々原：コロコロ……「４」で、現在正気度は66。狂気にはならないけど痛いなあ。また60台になっちゃった。

睦：コロコロ……私は「３」です。残りの正気度は45です。これは厳しい！

ＫＰ：ちっ、またも狂気に陥らなかったか。では、ここでみんなは〈アイデア〉をしてもらおうかな？

全員：コロコロ……成功！

ＫＰ：全員成功か。だったら、君たちはかかしたちがなぜか辰巳先生を無視して、睦ちゃんやさやかちゃん、佐々原の方を見ていることに気づく。

辰巳：ワシを無視している……もしかして、やつらは若い肉体を欲しているのかも。だから、粕井は乗っ取ったのに、管理人さんは無視していたんだ！

睦：つまり、私が囮おとりになればかかしを引きつけられる！

さやか：私だって負けてませんよ。はつらつとした動きで、若さをアピールします！

辰巳：二人に気を取られている隙に、ワシがヨボヨボと老いぼれた演技をしながら、車に近づけば完璧だな！

ＫＰ：なるほど、とても良い作戦だね。

佐々原：じゃあ、ボクは辰巳先生に鏃を渡します。あとは車のリモコンキーを操作しておしまいですかね？

ＫＰ：とっさの行動変更だから、それで我慢してもらおうかな。

佐々原：了解です。では、辰巳先生に鏃を渡してから、「パピョ」っと、車のロックを解除します。

ＫＰ：さて、車に突撃する人たちのルールを説明しよう。まず、辰巳先生と車の間には、いま四体のかかしが立ちはだかっている。通常だと、この四体それぞれに対してＤＥＸの対抗表ロールをすべて成功させなければならない。

辰巳：むっ、それはきついな……。

ＫＰ：しかし、囮役の探索者が自慢の能力値の５倍のロールに成功すれば、その若々しさに引かれて、一体のかかしが戦線を離脱してしまう。

さやか：つまり、私とむったんの二人が成功すれば二体減らせるってことですね。

辰巳：ワシのヨボヨボした演技はどうなんだ？

ＫＰ：ああ、そうでしたね。それはいちばん苦手な能力値の５倍のロールに失敗したら、一体のかかしが辰巳先生に興味を失うということにしましょう。

睦：失敗すればポンコツに見えるというわけですね。なるほど、なんか面白くなってきました。じゃあ、私は子鹿のように跳ね回って若さをアピール……って、私の自慢の能力値ってＳＴＲでした。「ふんふんっ」って、ボディービルのポーズをして、たくましいところを見せつけています（笑）。

佐々原：むったん……女の子として、それでいいの？

睦：なにをやっても成功すればいいんです。成功率は75％。コロコロ……むはっ、失敗しちゃったぁ。

さやか：私が得意なのはＡＰＰ17だけど……最近、これって失敗フラグにしか思えなくなりました。

辰巳：まだ、『るるいえがすらいと』の「男たらし」のことを気にしているのか（笑）。

さやか：でも、ロンドンさやかと、現代さやかは別人だから大丈夫のはず。ポニーテールをほどいて、「ふわさぁ」っとロングヘアーをたなびかせ、さらに泣きぼくろをアピールして、かかしたちを魅了します。

ＫＰ：個人的には、ポニーテールをほどいたら魅力が下がるような気が（笑）。

さやか：成功率は85％です。お願い、成功して！　コロコロ……「01」です!!

全員：おお～～～～～～～～～～～～っ!!（笑）

ＫＰ：それはすごいな。だったら、泣きぼくろ好きのかかしと、髪をほどいたらロングヘアー好きのかかしの二体が、さやかちゃんに向かって迫ってくるよ（笑）。

辰巳：なんと業の深いかかしたちだろうか……。

さやか：「おほほ、つかまえてごらんなさ～い」と、つかず離れず、逃げ回ります（笑）。

辰巳：ワシの能力値でいちばん低いのはＡＰＰ８だ。コロコロ……うっ、こんなときに限って成功してしまった。

ＫＰ：かかしの中には、ジジイ好きもいたようだね。

さやか：京さんの霊がとりついているのかも（笑）。

辰巳：やめてくれっ、京くんはまだ生きている！（笑）

ＫＰ：最終的に、辰巳先生は二体のかかしに襲われるわけですが、ＤＥＸ６に対する抵抗表ロールに２回連続で成功すれば、アメフト選手並のフットワークでその包囲をすり抜けることができます。

辰巳：ＤＥＸ６だと成功率は70％か。ちょっと厳しいがやるしかないな。コロコロ……１回目は成功！

睦：あと一体です。頑張って！

辰巳：二体目も、コロコロ……「06」で成功だ。タッチダウ───ン！（笑）

ＫＰ：おおっと、その前にのろまなかかしとは違って、人間の移動速度で辰巳先生の前に立ちはだかる者がいる。

辰巳：なんだって!?

ＫＰ：それは粕井だけど……明らかに普段の彼とは様子が違っている。「このポンコツな体より、あんたの方がマシだ……」と、辰巳先生の前に立ちはだかると口を大きく開ける。

辰巳：まずい、紫煙の攻撃か！

佐々原：粕井の体って、そこまで駄目なのか（笑）。

さやか：散々、貧弱とか、不器用とか言われてましたからね（笑）。

ＫＰ：ところが、粕井は首をかしげている。なぜか口から紫煙は出てこず、「なぜだ……乗っ取れない……」と、不満げにうめき声を漏らす。

辰巳：ん……どういうことだ？

ＫＰ：さて、なぜなのでしょうか。ここで一言、かかしたちの心に響くことを言えば形勢逆転があるかも。

さやか：（しばらく考えてから）……もしかして、私たちが土器の穴をふさいだから、かかしたちは精神の乗っ取りができなくなっているのでは？

辰巳：なるほど、それだっ！

さやか：「亡者たちよ、黄泉よみの穴は私たちがふさぎました。もう、人の体は奪えません。おとなしく成仏した方が幸せになれますよ！」

辰巳：クトゥルフ神話の世界では、人は成仏するのだろうか……（笑）。

さやか：細かいことはいいんです！

ＫＰ：さやかちゃんの言葉を聞いた途端、粕井やかかしたちはやる気を失ったようにおとなしくなるね。
















辰巳：いまのうちだ。トランクを開けて、骸骨の額に翡翠の鏃を押しつけてやるぞ！

ＫＰ：骸骨はカタカタとあごを動かして、逃げようともがいている。

辰巳：「ええい、往生際が悪い。これでおとなしくしろ！」

ＫＰ：鏃を額に押しつけると、頭蓋骨は声帯もないのに「ギャ────ッ！」という悲鳴を上げる。しかし、鏃がまるでノリでくっつけたようにピタリと合わさると、頭蓋骨はただのしかばねに戻るのであった。

さやか：それで、かかしの方は？

ＫＰ：……まだ動いている。

全員：ええっ、なんでっ!?

ＫＰ：しかし、もはや人間の肉体が乗っ取れないとわかると、君たちに興味を失ったようで、ぴょんぴょんと外の駐車場に向かっていき、ひとつの場所に積み重なるように集まっていく。

佐々原：粕井と管理人さんは？

ＫＰ：管理人は相変わらずかかしのポーズだし、粕井は一緒に出て行って、かかしの山に寄り添っているよ。

睦：「粕井さん、それに混ざっちゃ駄目～!!」

辰巳：どういうことだ……まだ、事件は終わっていないのか？







後始末までが探索です




　すべての元凶と思われた古代の骸骨を封印して、事件は解決と思った探索者たちだが、かかしたちの後始末に頭を悩ますことになる。

　実はかかしの後始末は大した謎ではなく、最後のオチをきれいにまとめるためのイベントだった。

　ただ、探索者たちが図書室で資料を調べなかったため、集まったかかしたちをどうしてらいいのかわからないでいたのだ。ちなみに、図書室で得られたはずのかかしの資料は以下の通りだ。




……………………

◆かかし送り




　かかしは、田の神が宿る依より代しろともされている。

　春、山から神は降りて来て、秋には山へと帰る。

　山とは異界。死者の世界。すなわち、山から降りて来る神とは、死者であるとも言える。

　そのため、日本では古代から死者が悪神として戻って来ないよう、丁寧に埋葬してきたのである。

　それは、神の依り代であるかかしも同じことだ。このあたりの一部の地域では、一年の役目を終えたかかしを供養するため、まとめて野焼きにする「かかし送り」という習慣がある。

……………………




　いろいろ考えた結果、探索者たちは人形に宿った霊に成仏をしてもらうには焼くのがいちばんだろうという、図らずもシナリオ通りの考えに行き着く。最後は、火で片をつけるのはＢ級ホラーのお約束とも言えるだろう。




睦：焼くのはいいと思うけど、粕井はどうします？

さやか：まさか、かかしたちから助けられなかった場合、ここで粕井は焼け死ぬってバッドエンドだったりして。

辰巳：いや、さすがに粕井がいるなら火はつけないだろう。そんなことしたら、どれだけ正気度が下がるか……。

全員：うう～～～ん。

佐々原：「成仏したいなら、人の体よりも、もっと燃えやすいモノに入った方がいいですよ～。それでは生焼けになってしまいますよ～」と、声を掛けてみては？

睦：生焼け……って（苦笑）

ＫＰ：いや、その佐々原の呼び掛けには、粕井は興味あるような態度を示すね。

睦：ええ～～～っ！（笑）




　ここだけの話、キーパーはかかしにとりつかれた粕井を元に戻す方法を用意するのをうっかり忘れていた。

　だから、佐々原のアイデアにありがたく便乗させてもらうことにしたのだ。




佐々原：だったら、ノリノリで紙を切り抜いた人形を作って、「ここに宿れ。粕井にとりついた霊よ！」って、式神使いみたいにビシッと印を組んだりします（笑）。

さやか：佐々原さん、いつの間にそんな秘技を習得したんですか！（笑）

ＫＰ：すると、粕井の体から、なにか禍々しいものが抜け出て、佐々原の紙の人形に入り込んでいくね。

佐々原：やった！　だったら、紙の人形をピュッとかかしたちの山に投げ込んで、火をつけましょう。

ＫＰ：藁や布で作られたかかしたちなので、火は一気に燃え広がっていく。しかし、かかしたちはおとなしく……それどころか、穏やかな様子で炎の中で身を寄せている。大きな送り火から、無数の火の粉が天に昇っていくと、それは山の方に向けてスゥーッと流れていく。かって、人は山を異界と考えた。それはつまり死者の世界だ。きっと、あのかかしたちに宿っていた魂は、自分の世界へと帰って行ったのだろう……。

辰巳：「南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」

さやか：粕井さんと管理人さんは元に戻りましたか？

ＫＰ：大丈夫。粕井はすぐに元に戻るし、能力値を奪われた管理人と辰巳先生も、夜明けには元通りに回復する。

辰巳：ほっ、よかった。

ＫＰ：かくして、古代から甦った邪悪な魔術師と、〝from OUTSIDE〟と同質の土器が引き起こした一晩の事件は無事に解決したのであった。

辰巳：ところで、冬室くんの姿はどこにも見えないんだよな。

ＫＰ：そうだね。結局、今回の事件に冬室の気配は感じられなかった。

さやか：なんだか、今回のシナリオって、壮大な寄り道だったたような……。

睦：けど、〝from OUTSIDE〟の正体はわかったよ。あれはアザトースのパワーで、人の体と精神のつながりを弱める力があるみたいだね。

ＫＰ：そう考えた睦ちゃんは、「OTHERS」の入会の儀式でビロードに隠された球体に触れたとき、自分の姿を離れたところから見た体験は、今回のように精神が肉体から離脱したせいだと確信することができる。

さやか：あの骸骨は〝from OUTSIDE〟を使ってなにをしたかったのでしょう？

ＫＰ：彼は古代の邪悪な魔術師で、老いさらばえた肉体から精神を離脱させて、新しく生まれる赤ん坊に乗り移ろうとしていたんだ。そのとき肉体と精神のつながりを弱める〝from OUTSIDE〟のパワーを借りていたんだね。

さやか：ああっ、それで発掘現場に赤ん坊の骨があったんですね。

ＫＰ：しかし、儀式は古代の探索者に邪魔をされてしまったんだ。その魔術師は、翡翠の鏃で精神を肉体に縫い付けられた上、甕の棺に入れられて、生き埋めにされてしまったのさ。

辰巳：生き埋めにするとか、古代の探索者はやることが野蛮だなぁ～。

佐々原：ボクらがそれを掘り出して、鏃を抜いてしまったから、魔術師が水無瀬先生の体を乗っ取ったんですね。でも、どうして水無瀬先生が？　狙われるのなら、そばにいたボクらのはずでは？

ＫＰ：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』には《精神交換》という呪文があるけど、精神を交換するには相手が、こちらに強い執着──愛情を抱いていないと駄目なんだ。あの発掘現場にあるモノに執着を持っていって、つながりが最も強い人間が水無瀬先生だったんだね。だから、互いが引かれるように入れ替わってしまったんだ。

さやか：それで、あのかかしたちは何者だったんですか？

ＫＰ：古くは、山は常世であり、死者が住まうとされている。〝from OUTSIDE〟によって、精神と肉体のつながり、そして、現世と常世の隔たりがあいまいとなったことで、かかしを依り代として亡者たちの霊が山から下りてきて、君たちの若い肉体を奪おうとしていたのだろうが、はっきりしたことはわからない……と、しておこう。

睦：水無瀬先生がだし汁を飲んでいたのは？

ＫＰ：あれは食べ物に執着する餓鬼のイメージからだね。亡者の霊であることを印象づけたかった。

佐々原：なるほど……それにしても、予告通りにＢ級ホラー的なシナリオでしたね～。

ＫＰ：さて、〝from OUTSIDE〟の穴を封じて、かかしたちを成仏させた君たちは１Ｄ10ポイントの正気度を獲得する。そして、今回は特にお疲れ様だった睦ちゃんには、さらに１Ｄ４ポイントのボーナスをあげよう。

佐々原：むったん、いいな～！

睦：いやっ、１Ｄ４くらいもらっても絶対に赤字だから！（泣）




　正気度回復の結果は以下のようになった。実は、さやかちゃんの正気度獲得のポイントはもっと多かったのだが、最大正気度が邪魔して泣く泣く獲得したポイントを捨てることになる。




　さやか：シナリオ終了時65ポイント＋獲得４ポイント＝合計68ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時62ポイント＋獲得８ポイント＝合計66ポイント（開始時から+1ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時66ポイント＋獲得９ポイント＝合計75ポイント（開始時から+4ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時45ポイント＋獲得５ポイント＝合計50ポイント（開始時から-6ポイント）




睦：むむ～っ、１Ｄ10の出目が「２」とか……泣けてきます。

さやか：私も正気度が68以上に増えないって、思った以上につらいです。せめて70台にしたい。

辰巳：これからは魔道書を読む係は、佐々原に任せよう。

佐々原：それに反論できないほど回復しているので、いまはなにも言いません。ホクホク顔です（笑）。

辰巳：こいつめ～、ぐぬぬ。

ＫＰ：では、いよいよ次回は『るるいえみつかどにっく』の第三話、最終回だ。みんなが注目している冬室熾もたっぷり登場するので期待していてくれ。お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～。










第二話終了・睦むつみちゃんとの反省会




睦：さやかちゃんも言っていましたけど、今回のゲームは寄り道というか、番外編といった感じでしたね。

ＫＰ：第一話が盛り込み過ぎだったから、バランスを取るための意味もあった。今回のシナリオの狙いとしては、ゆっくりシナリオ一本をかけて出産土器──すなわち、〝from OUTSIDE〟というものがなんなのかを伝えたかったんだ。

睦：冬ふゆ室むろさんがいつ登場するか、ずっと警戒していたのですが……。

ＫＰ：最初、出産土器の問い合わせをしただけで、本編には絡むことはなかったのだけど……なんだか、彼女が登場しなくて、みんな肩透かしをされたようだったね。ちょっと悪いことをしちゃったかな？

睦：そうですね……でも、猫の探索者になれる『キャットゥルフ』のルールが採用されたりと、いろいろ盛りだくさんだったから、そこに冬室さんまで参戦してきたらわけがわからなくなったかも。

ＫＰ：『キャットゥルフ』の猫の探索者シートを見たら、どうしても使いたくなって、「るるいえ」シリーズにも強引に組み込んでみた。猫の探索者はどうだった？

睦：まさかホワイトと精神が入れ替わるとは思っていませんでしたが、シナリオで猫ならではの活躍シーンが用意されていたので面白かったですね。

ＫＰ：それはよかった。普通、『キャットゥルフ』は全員が猫の探索者になってプレイするものだけど、今回のようなゾンビ的なものに追い詰められた閉鎖空間モノだと、人間にはできない猫ならではの調査方法があって、シナリオを作りながら興味深いと思ったよ。

睦：動物が小さな体とすばしっこさを活かして、悪い人間たちを翻弄するのは、ディズニー映画とかではよくあるパターンで絵が思い浮かびやすいから、案外とプレイもしやすかったです。

ＫＰ：キーパーとしては、猫の狂気のルールの出番がなくて残念だったけどね。

睦：狂気に陥ると、野生に戻って、理性的な行動ができなくなるんでしたっけ？

ＫＰ：それはＳＥＮ（猫の正気度ポイントに当たるもの）がゼロとなり永久の狂気になったときだね。一時的狂気や不定の狂気の場合は、急にグルーミングに熱中してしまったり、縄張り意識が強くなってあちこちにおしっこしたりと、猫ならではのユニークなものが多い。睦ちゃんの場合は、ホワイトの体に染みついた猫の本能に意識を乗っ取られてしまうみたいな解釈にするつもりだった。

睦：むむ～っ、いくら猫の姿でも、人前でおしっこするとか嫌ですよ。正気でいられてよかった～。

ＫＰ：まあ、それはそうかもね（笑）。

睦：あとは、『御み津つ門かど学園ゲーム部の冒涜的な活動』に続いて、懐かしの『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ リプレイ みなせゼミの名状しがたき夏休み』の水み無な瀬せ先生が登場したのも楽しかったです。

ＫＰ：ボクとしては、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』はいろいろな作品が節操なくリンクしていくのが楽しいと思っている。だから、内輪受けにならない程度に、これからもどんどんいろんなネタを盛り込んでいきたい。

睦：それにしても、水無瀬先生はゲストで登場しても、ひどい目に遭うんですね。

ＫＰ：あの先生……正気度19しかないんだよね。今回の体験でどのくらい減ったのやら（笑）。

睦：水無瀬先生は回復しないんですか!?

ＫＰ：探索者として事件を解決していない者に正気度を獲得させてやる義理はないなぁ（笑）。




　今回の『るるいえみつかどにっく』は共通のＮＰＣ、共通のアーティファクトを登場させて、ゆる～く各話のつながりを持たせたキャンペーンとなっている。

　特に謎の球体〝from OUTSIDE〟は最重要のアーティファクトなので、第二話すべてを使って、その正体に迫るという内容にした。

　いよいよ第三話では、まだその正体がつかめていない「OTHERS」のプラクティカスと、〝from OUTSIDE〟が引き起こす宇宙的事件に探索者たちが立ち向かうこととなる。

　夏休みを挟んで、舞台は御津門学園へと戻そう。第一話は生徒たちの秘密のコミュニティにスポットを当てたから、今度はもっと学園サイドのイベントをテーマとしたいな。

　そう言えば、みんなにシナリオのリクエストを聞いたとき、さやかちゃんのプレイヤーが「文化祭とかがやりたい」と言っていたっけ。

　高校の文化祭とクトゥルフ神話……なんかあまり相性の良い組み合わせではなさそうだけど、せっかくのリクエストなんだからちょっと考えてみるか。

　でも、なんか高校の文化祭が事件の中心となると、シリーズの最終話を飾るにはスケール感──というか、恐ろしさが足りない気がする。

　うーん……そうだ、クトゥルフ神話の本場アーカムから、プラクティカスの助っ人となるＮＰＣを呼び寄せることにしようかな。最終話で謎の外国人が登場したら、きっと探索者たちも警戒するに違いない。

　ボクの愛読するソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ アーカムのすべて 完全版』を読んでみたら……いるいる、ちょうどいいのがいたよ。

　いったい、どんな連中があのアーカムから御津門学園にやって来たのか？

　それは続きを読んで、確認をしてもらおうかな。



















キーパーからのお願い




ＫＰ：いよいよ〝from OUTSIDE〟に関わる『るるいえみつかどにっく』も最後となりますが、ゲームを開始する前にちょっとキーパーからお願いがあります。

さやか：あらたまって、いったいなんでしょうか？

ＫＰ：今回のテーマは「文化祭」となっていて、事件は文化祭の当日にクライマックスを迎えるわけだけど……ぶっちゃけ、敵の陰謀を阻止するのは、文化祭そのものを中止してしまうのが簡単と思われる。

辰たつ巳み：ふむふむ……。

ＫＰ：けれど、そんなことをすれば、敵はまた別の場所で計画を実行するだろう。結局、そんなことでは、その場しのぎにしかならない。

佐さ々さ原はら：だったら、ボクらのホームグラウンドである御み津つ門かど学園で決着をつけた方がいいってわけですね。

ＫＰ：その通り、物わかりが良くて助かるな。君たちには、事前に相手の動きをつかんでおいて理事長代理や生徒という有利な立場を生かして、恐るべき宇宙的陰謀を阻止してもらいたいのだ！

辰巳：うーむ、『るるいえはいすくーる』のプール開きのときみたいに、生徒たちがいる前でクリーチャーが出てくるとかいう展開は避けたいなぁ。

ＫＰ：それはみなさんの頑張り次第で十分に可能かと。とにかく、理事長代理の権限発動とか、イタズラの脅迫電話とかで文化祭を台無しにしてやろうという展開にするのだけは勘弁ということで、お願いねっ！（キュピーン）

睦むつみ：了解しました～。




ＫＰ：さて、夏休みの御津門大学セミナーハウスの事件からさらに二か月ちょっとが過ぎて、十月になると、シーズン開始直後、フルートの騎士にボコボコにされた不幸なモーガン博士がめでたく退院するのであった。

佐々原：あの人、まだ入院してたんだ（笑）。

ＫＰ：人間とは思えない力で、容赦なく殴打されたからねぇ。さて、そんなモーガン博士は、入院の手続きや、〝from OUTSIDE〟のことでいろいろ助けてくれた探索者たちへの感謝として、御津門学園の最寄り駅の前にあるちょっとした高級レストランに招待してくれる。

さやか：「退院、おめでとうございます。もう、あんな無茶はしないでくださいね！（笑）」

睦：いくら大先輩の探索者のモーガン博士でも、シナリオの開始直後に外なる神々の従者にボコボコにされるとは思っていなかったでしょうね～（笑）。

ＫＰ：まあ、おかげで日本にも、アーミテッジ教授のように禁断の知識の存在を知りつつも、それらの脅威に微力ながらも対抗している人たちがいることがわかったのは、不幸中の幸いだったろう。

辰巳：しかし、前回のシナリオでは〝from OUTSIDE〟と同質のものが見つかっただけで、モーガン博士の追っているエドワード・ダービイの遺品は見つからなかったんだよな。それに冬ふゆ室むろ熾おきの気配も最初だけで、結局、セミナーハウスの方には現れなかったし……。

ＫＰ：ただ、あのかかし事件のおかげで〝from OUTSIDE〟が精神と肉体──もっと広げて言えば、森羅万象を構成するもののつながりをあいまいにしてしまう力を持つことがわかったのは、モーガン博士にとっても収穫だったようだよ。

睦：アザトース由来のアーティファクトなんて、危険この上ないですね。

ＫＰ：モーガン博士の推理としては、「OTHERS」のネット掲示板を利用してフルートの騎士と通じていたプラクティカスが〝from OUTSIDE〟を所持している最重要容疑者だろうということだ。

睦：そのプラクティカスの正体は、冬室熾さんだと思うんですけどね。

ＫＰ：モーガン博士も、そんな君たちの直感は尊重している。傷も癒えて、ようやく御津門学園の客員講師として復帰したので、彼自身も冬室についてはしばらく監視するつもりだ。

さやか：私たちも生徒として、彼女の動きには警戒しますから。

ＫＰ：さて……せっかくの快気祝いだったけど、話題は〝from OUTSIDE〟に関する意見交換会になってしまったな。それでも食事はおいしくて、君たちは満足してレストランを出ることになる。

全員：「ごちそうさまでした！」

ＫＰ：満腹になったみんながレストランから駅に向かう道の途中、〈聞き耳〉をしてくれるかな。

さやか＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

辰巳：コロコロ……なんだ、失敗したのはワシだけか。

ＫＰ：〈聞き耳〉に成功した探索者は、駅の方で女性の短い悲鳴に気づく。すぐにそちらに駆け出すのなら、気づいていない辰巳先生に比べて一手早く行動できると思ってくれ。もちろん、辰巳先生に伝えてから、一緒に行くという行動も可能だが、そうすると一手遅れると思ってくれ。

辰巳：ワシは戦力にならんから、さやかちゃんと睦くんには先行してもらった方がよさそうだな。

さやか：もたもたして、手遅れになったら嫌ですからね。すぐに悲鳴のした方に駆け出します！

佐々原：女性の悲鳴とあれば、ボクだって行きますよ！

ＫＰ：モーガン博士も〈聞き耳〉には失敗しているので、二人の先生がのんびり歩いていたら、いきなり若者たちがダッシュで駅に駆け出していったという構図になるな。

辰巳：「どうしたんだ、みんなは？（笑）」

ＫＰ：一足先に駆け付けた探索者たちは、駅前のバスロータリーのあるちょっとした広場から、悲鳴を上げたと思われる若いＯＬが駅に向かって駆けて行くのが見える。そして、彼女が逃げて来た方には、黒いシャツにスウェットズボンの若い男が手に包丁を持ってフラフラとしている。

さやか：これは危ない！

ＫＰ：ただ、男はＯＬを追いかけているというわけでもなく、目的もなく徘はい徊かいしているだけのようだね。

睦：それでも包丁を持って歩き回るのは駄目でしょう。通報した方がいいのかな……？

さやか：私たちで取り押さえちゃいますか？

ＫＰ：そんな包丁男は気分悪そうに広場に植えられている木に手をつくのだけど、三人は風に乗って流されてきた刺激臭を感じ取る。ここで近くに来ている人は〈アイデア〉をしてもらおうか。

佐々原＆睦：コロコロ……成功です！

ＫＰ：二人は気づくのだけど、この刺激臭は第一話の最後でフルートの騎士が「トォトォザァ」の穢けがし言葉によって退散したときに残した腐汁から漂っていた臭いと同じだとわかる。

睦：ええっ、なんでこんなところで!?

ＫＰ：さらにっ！　包丁男の触れた木の幹は腐臭を漂わせながらドロドロと溶けていき、メキメキと音を立てて倒れて、不運にもロータリーに止められていたタクシーを下敷きにしてしまうのだった。

佐々原：木を溶かした!?

ＫＰ：さすがに駅は騒然となっているね。通行人がタクシーから運転手を救い出したりしているが、そんな騒ぎを無視して包丁男はフラフラと広場から離れて、暗い路地へと去って行こうとしている……さて、みんなはどうする？　辰巳先生の到着を待っていると、追跡するためのロールが難しくなるだろうけど。

佐々原：だったら、さやかちゃんたちは先行してくれるかな。ボクは〈追跡〉が得意だから、辰巳先生を連れて、あとから行くよ。

さやか：よろしくお願いします。「あんな危ない人、野放しにできないよ。むったん、私たちだけで行こう！」




　さやかちゃんと睦ちゃんが尾行したところ、包丁男は酩めい酊ていしたような足取りで、人けのない路地へと進んでいく。その後、〈追跡〉が得意な佐々原も、微妙に気乗りしない様子の辰巳先生を連れて合流してきた。




辰巳：……もしかして、ワシらはあいつに誘い込まれているのではないか？

さやか：私たちをわなにはめようとしているとかですか？

ＫＰ：包丁男はブツブツとなにかをつぶやいているようだけど。

佐々原：〈聞き耳〉をさせてください。コロコロ……成功です。

ＫＰ／包丁男：「星がオレをおかしくする……やめてくれ。そのおぞましい名をささやかないでくれ……」

佐々原：星がオレをおかしくする……なんのこっちゃ？

ＫＰ：すると、包丁男は両膝を地面について、そのまま空を見上げるようにして仰向けに倒れてしまう。

辰巳：むう……ここは〈医学〉の心得がある者の義務として、診断してやろう。

ＫＰ：包丁男に外傷らしきものはない。ただ、大きく胸を上下させているが、呼吸はとてもか細く、辰巳先生が近づく前に、苦しそうにシャツのボタンを引き千切りながら胸をはだけるのだった。

さやか：ううっ、嫌な予感!!

ＫＰ：なんと、彼の胸と肋骨の部分は溶けるようにして落ちくぼんでおり、大きな穴が空いている。

佐々原：これは第二話の出産土器のときの穴と同じ……？

ＫＰ：いや、アレみたいに〝外〟へは通じていないよ。その代わりに、溶けた肉の中から丸いなにかがモコモコと外に出ようとしている。それは独特の肌き理めを持っていて、どこか〝from OUTSIDE〟を彷ほう彿ふつとさせるものだった。さあ、この衝撃的な光景を見た探索者たちは〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

佐々原＆睦：コロコロ……失敗！

ＫＰ：成功した探索者は正気度を１ポイント失う。失敗した人は１Ｄ６ポイントだよ。

佐々原：１Ｄ６か……序盤なのに大きいなぁ。コロコロ……でも、「１」で済んだ！（笑）

睦：コロコロ……むはっ、「４」です。現在正気度は46です。

ＫＰ：君たちが包丁男の異様な姿に驚いていると、やつの体の中から聞き覚えのあるフルートの旋律と「アザース、アザース……」という不気味な声のようなものが聞こえてくる。

全員：「トォトォザァ！　トォトォザァ!!」

ＫＰ：いきなり唱えるなよ……じゃあ、ＤＥＸ18の佐々原からＰＯＷの抵抗表のロールをしていいよ。

佐々原：当然、フィブラも使って、コロコロ……えーと、出目が「30」なのでＰＯＷ18なら勝ちです。

ＫＰ：ふむ……さすがにＰＯＷ18はないな。佐々原の穢し言葉が効いたのかどうかは不明だが、包丁男の胸の中から出てこようとしていた球は、まるで泡がはじけるようにパチンと消えてしまった。その間にも、包丁男は胸だけでなく全身がドロドロと溶けていき、やがて残されたのはフルートの騎士のときのような腐汁のみとなった。

佐々原：「こ、殺してしまった……？」

睦：む～っ、たぶん最初に倒れたときからもう駄目だったぽいから、これはタマ兄のせいではないと思うな。

さやか：「な、なにがどうなっているんでしょう。人が溶けるなんて……」

辰巳：そもそも、あの球はこういうふうに出来るものだったのか？

睦：前は土器にはまっていましたけど……もしかして、こういう呪いかなにかなのかも。

辰巳：服は溶けずに残っているんだよな。なにか気になる遺留品はないだろうか？

ＫＰ：さすがはベテランの探索者。スウエットのズボンを調べてみて、まず目につくのはタバコを吸うための金属製のパイプだね。

睦：なにかアーティファクト的なパイプだったりするんですか？

ＫＰ：いや、そんなことはないよ。通販もされているような市販のパイプだね。あとは、安っぽい包装紙に包まれたお茶のようなもの。そして、携帯電話も持っているね。

睦：このお茶のようなものって、実はタバコの葉っぱとかで、パイプでふかしていたのかな。




　包丁男の死因が〝from OUTSIDE〟に関わるものであり、しかも、死体が消失して警察の出番はなさそうだと判断した探索者たちは遺留品のチェックを始める。

〈薬学〉にもそこそこ通じている辰巳先生は、包装紙の葉には人為的に薬品が染み込ませてあり、ただのタバコではなく危険ドラッグのようなものであることに気づく。パイプの残留物を調べたところ、この葉がふかされていたのは間違いないようだが、包装紙などから出所を調べるのは無理そうだった。

　また、携帯電話の履歴を調べたところ「Ｕ」という登録名の番号に、何度も発信していることがわかる。ただ、好奇心旺盛な探索者たちも、こちらからその番号にかけてみるところまでは踏み出せなかった。




辰巳：とりあえず、遺留品は回収して、この腐汁のある路地から離れるか。

佐々原：もしかして、冬室さんは今度は「OTHERS」ではなく、ストリートで危険ドラッグを配って、新たに宇宙的な計画を進めてるんじゃないのかな？

睦：むむ～っ、すごいありそうな展開！

ＫＰ：さて、路地から出てくると、ロータリーでは倒れた街路樹に人だかりができて、パトカーが交通整理をしている。ここで〈目星〉の２分の１のロールをしてくれ。まあ、成功したらラッキーくらいの気持ちでどうぞ。

さやか＆辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

睦：コロコロ……やった、成功しています！

ＫＰ：では、睦ちゃんは路地から出たところから駅のホームが見えるのだけど、そこに一人で立っている派手な感じの白人女性に気づく。彼女はみんなが出てきた路地をジッと見つめていて、さらに睦ちゃんと目が合うのだ。

睦：監視している……もしかして、あの女の人が犯人ってこと？

ＫＰ：そして、睦ちゃんに向けて、バチッと派手なウィンクをするのだった。さて、ダイスを振ろうかな～。

辰巳：待てっ、それはなんのロールだ!?

ＫＰ：あなたがたに教えてあげる義理はありませんなぁ。コロコロ……成功（笑）。

佐々原：むったんのぺったんこの胸から、球が出てきちゃう！

睦：そ、そんな、いきなり即死攻撃をしてくる敵は嫌だよ！

ＫＰ：睦ちゃんは彼女にウィンクされた途端、ゾクゾクッとして、ずいぶん色っぽい女性だと思うね。

睦：「なんて素敵な人なんだろう……ああいう大人の女性になりたいなぁ」って、ぽわわ～んとしています。

さやか：むったん、また百ゆ合り展開ですか。もうっ、好きなんだから～（笑）。

ＫＰ：とはいえ、睦ちゃんは女性なので、これ以上の効果はないな。ただ、もしも自分が男性だったらイチコロだろうと思えるほど色っぽいウィンクだったね。ちなみに、彼女はやって来た電車に乗って姿を消してしまった。

睦：「むむ～っ、タマ兄だったらイチコロのすごい美人が、路地の方を見張っていたよ」

佐々原：いや、ボクはそういう肉食系の女性はちょっと趣味じゃないんだけど……。

ＫＰ：彼女はモデルのような整った顔立ちの美人というより、セックスアピールの強い女性だと思ってくれ。

辰巳：うーむ、あの謎の女性が「Ｕ」なのかもしれんな。なかなか手強そうな相手だ。







文化祭の準備が始まる




ＫＰ：さ～て、翌日の放課後。昨晩は物騒な事件があったけど、御津門学園の方では秋の文化祭──「みつかど祭」でのクラスの出し物を決めるためのホームルームが開かれている。平和だねぇ。

さやか：私は帰宅部だから、クラスの出し物に参加するのかな。

睦：私の美術部ではなにかするんでしょうか？

ＫＰ：美術室で部員たちの作品展示という地味な企画が毎年恒例だね。

睦：なるほど、なるほど……今年は、辰巳先生の肖像画を展示しようかな。

辰巳：やめてくれ。美術部員に自分の肖像画を描かせたりしていたら、父兄に変な誤解をさせそうだ。

さやか：どれだけ自己顕示欲の強い理事長代理なんだろうって思われちゃいますね（笑）。

佐々原：せっかく美少女のさやかちゃんがいるんだから、クラスの出し物はメイド喫茶でもやったら？

さやか：それだとひねりがないから……空手喫茶とかにしましょう。

佐々原：なにをする喫茶なの!?　正拳突きとかされちゃうの？

さやか：みんな空手着を着ている喫茶店みたいな……。

ＫＰ：合気道とか弓道とか、武道系女子がいる喫茶店というのはアリかもしれないな。うん、好きだよ、ボクは！

さやか：あとはムエタイとか……。

睦：どうして、さやかちゃんは台無しな方向に行きたがるの!?

さやか：ムエタイ、いいじゃないですか。なんかピーヒャラーって踊りながらコーヒーを運んでくるんですよ。

佐々原：もっと広げて部活女子喫茶にするのはどうかな。陸上部とかチアガールとか新体操部とか水泳部とかが部活動の服装でウェイトレスをしてくれるという。

辰巳：そんないかがわしい店は、理事長代理として許可はできん！

ＫＰ：ところで、生徒の自主性を重んじる御津門学園の文化祭には、生徒たちによる文化祭実行委員会というものがある。委員会では、企画の代表者たちを集めて予算や注意事項などを伝えたり、生徒側の要望を学園側に伝えるなどの交渉もしてくれるのだ。

佐々原：生徒会みたいな感じですね。

ＫＰ：生徒会は生徒会で忙しいので、文化祭に特化した委員会を期間限定で結成しているんだ。さて、そんな実行委員をクラスからも選出しないといけないのだが……今年はみんな消極的で誰も立候補してくれる生徒がいない。

さやか：「はいっ、じゃあ私がやります！」

睦：さやかちゃんが、立候補した～！（笑）

ＫＰ：（積極的でありがたいねぇ）では、立候補したさやかちゃんは、満場一致で文化祭実行委員に選ばれた。ホームルームが終わったら、第一回の委員会が開かれるのでクラスの代表として出席するようにね。




　クラスの出し物の決定で大騒ぎしたあと、美術部に顔を出した睦ちゃんは、今回の展示会で引退する三年生の先輩たちの代わりに、美術部の代表として文化祭実行委員会に参加することになる。

　さらに、校長室で辺見校長とのんきにお茶を飲んでいた辰巳先生だが、やけに忙しそうにしている校長から、なし崩し的に文化祭実行委員会の顧問を任されてしまうのであった。

　キーパーが探索者たちを文化祭実行委員会に集めようとしている流れに不吉なものを感じつつも、いよいよ第一回の文化祭実行委員会が開かれる。




さやか：辰巳先生が文化祭実行委員の顧問をするのなら、文化祭の規則は決め放題ですね。薬物は禁止とか……。

睦：さやかちゃん、危険ドラッグは文化祭じゃなくても禁止だよ！（笑）

辰巳：フルート禁止とか、宇宙的コズミツクなものは禁止とか……。

睦：吹奏楽部と天文部が泣いちゃいます！

ＫＰ：さて、委員会は視聴覚教室で開かれる。各クラスと各部活の代表者の生徒たちがぞくぞくと集まってくるね。

佐々原：例のゲーム部のあいりちゃんとかも来ているのでしょうか？

ＫＰ：どうだろう……彼らはアウトローな感じだから、まともな形で文化祭に参加したりはしないのではないだろうか。委員会の雰囲気としては、運動部の連中は先輩から代々受け継いだ定番の企画をするだけなので、さっさと連絡事項を聞いて帰りたいといった感じだ。ただ、文化系の生徒たちは、ほかの部の代表とどんな企画をする予定なのか話し合ったりしていて、やる気を感じられるね。

睦：私も最高の文化祭で美術部の先輩たちの引退に花を添えたいので、やる気満々ですよ！

ＫＰ：そして、文芸部の代表には、みんなが注目している謎の女子生徒──あの冬室熾がやってくる。

全員：キタ──────ッ!!（笑）

さやか：これは面白くなってきました。実行委員に立候補しておいてよかった～！（笑）

ＫＰ：ちなみに、文芸部は佐々原が相談役をしている部活であり、第一話で錯乱して取り押さえられた秋あき月つき舞まいの所属していた部活でもある。

佐々原：そう言えば、秋月ちゃんはあのあとどうしているんだろう？

ＫＰ：さやかちゃんたちは同級生だから知っているけど、夏休み前に自主休学したあと、二学期が始まっても登校してきていない。退学はしていないようだけどね。

佐々原：ううっ、心配だなぁ。今度、様子を見に行こう。

さやか：私は冬室さんが変なことをしないか「じぃぃっ」と、監視していますから。

辰巳：では、ワシは顧問として堂々と教室に入っていこう。「文化祭実行委員の顧問をすることになった辰巳です。みなさん、どうぞよろしく」

ＫＰ：なぜ理事長代理が顧問をするのかという疑問もあるけど、「まあ、辰巳先生のことだから……」みたいに、生徒は納得してくれたようだ。さて、委員会の最初の議題として、まずは委員長を決定しなければならないね。

辰巳：「では、委員長を決めたいと思うが、立候補してくれる人はいるかね？」

ＫＰ：うーん、みんな自分たちの企画で忙しいのに実行委員長なんてやっていられないといった感じだね。

佐々原：ここで辰巳先生が冬室さんを推薦して、合法的に二人きりになる口実を作って、あれやこれやいろんなことをしてしまうというのはどうでしょう？

睦：……なにをいってるんでしょう、この人は？

ＫＰ：辰巳先生に推薦されるまでもなく、生徒たちがざわついている様子を静かに見つめていた冬室は、やおら挙手をしようとして──

さやか：パシィ!!（手を押さえる動作）

睦：止めたぁぁっ!?

さやか：立候補なんかさせません！

ＫＰ：……そんな、さやかちゃんの顔を、冬室は「なにこの子？」って、冷ややかな目で見てるけど（笑）。
















さやか：そ、そんな普通の反応をされてしまったら、もう引っ込むしかできないじゃないですか。しょぼ～ん。

辰巳：なにがしたかったんだ、さやかちゃんは（笑）。

さやか：だって、この人、絶対に悪巧みするつもりですよ～。

睦：だからといって、手を挙げるのを止めるってのはどうなの（笑）。

佐々原：止めたいのなら、さやかちゃんが立候補して、多数決で決めてもらえばいいんじゃないの？

さやか：そんなの、私が勝てるわけないじゃないですか～！（泣）

佐々原：もっと自信を持ちなよ。三大美女の一人なんでしょ？

さやか：やめてください！　もう、あのことは忘れました！

辰巳：そもそも、あれはロンドンにおける異国の美女という意味だから、母国である日本では……。

睦：もうやめて！　さやかちゃんの耐久力はゼロよ！（笑）

佐々原：でも、日本のさやかちゃんだってＡＰＰは17もあるんでしょう？

さやか：ＡＰＰと民主主義は無関係ですから！

ＫＰ：（うーむ、名言のような、そうでもないような……）




　いろいろ迷ったが、冬室に対する警戒心マックスのさやかちゃんは、彼女に権力を与えるのは危険と判断して、委員長をかけた選挙戦を挑むことにした。

　冬室の委員長としてのビジョンは、部員が数人しかいなくて、まともな企画の出せなかった弱小の文化系の部が、得意分野を生かして、共同で大きなイベントを開きたいというものであった。

　味方であるはずの睦ちゃんは、そんな冬室の言葉に思わず賛同。なんと、身内から裏切り者が出てしまった。

　そこで、さやかちゃんは得意の〈言いくるめ〉と美少女パワーで運動部系の男子を味方に引き入れ、冬室は三年生で忙しいだろうし、ここは共同で実行委員長をしないかという折衷案を提案する。




ＫＰ：生徒たちは、さやかちゃんの提案に賛成する空気になっているのだけど、冬室の方は「船頭多くして……という、ことわざもあります。やはり、みんなを代表する委員長は一人でないと」と、断固として反対するね。ここでさやかちゃんの〈心理学〉を、コロコロ……失敗しているな。

佐々原：失敗してるって言っちゃった！（笑）

ＫＰ：あ、ごめんごめん。つい口に出ちゃった（笑）。

睦：むむ～っ、冬室さんがそこまで委員長に固執するのはなぜなんでしょう。

辰巳：冬室くんの態度は、さやかちゃんを副委員長とすることも許さないという気構えなのだろうか？

さやか：そうです、そうです。別に同じ立場ではなくても、副委員長でいいんですよ！

ＫＰ：ふむ……それだったら、冬室もあっさりと認めるね。（今度は辰巳先生とさやかちゃんの〈心理学〉だな。コロコロ……辰巳先生は成功か）辰巳先生は、さやかちゃんが副委員長として補佐すると聞いたとき、冬室が征服欲を満たされたかのように、やけに満足げな表情をしたことに気づく。

さやか：んんっ、私を部下にできたことが、そんなにうれしいのでしょうか？

佐々原：ネットの掲示板でプラクティカスとかするくらいだから、他人を仕切るのが好きなのかも。

睦：どうなんだろう。そんなスケールの小さい欲求のために動いている人ではないと思ってたけど。

さやか：「では、これからよろしくお願いします！」と、冬室さんと握手をします。

ＫＰ：うん、だったら気持ちよく握手してくれるよ。

さやか：そのあと、握手した手に、腐汁や危険ドラッグの移り香がないか嗅いでみますけど？（クンクン）

ＫＰ：女の子が握手した手を嗅ぐな！　周りの生徒たちは、さやかちゃんにどん引きだよ！（笑）




　ネット掲示板「OTHERS」を利用して、御津門学園の生徒たちにアザトースの名を唱えさせ、フルートの騎士という外なる神々の従者を呼び寄せたプラクティカス──その正体とおぼしき冬室熾が、文化祭の実行委員長となれば、もはやなにかたくらんでいるとしか思えない。

　この件をモーガン博士に報告したところ、彼も同じ意見で、これからは冬室の動きをしっかりと監視するつもりだという。そして、すでに実行委員の中心に入り込んでいる探索者の動きの速さに感嘆するのであった。




ＫＰ：その後、文化祭の準備は着々と進められていき、冬室からは弱小の文化系の部活動が集まって行なう共同企画として、朗読劇が提案される。もっとも、イスに座って言葉だけで芝居するような朗読劇ではなく、台本を持って動きながら、軽い身振り手振りも入れるそうだよ。

睦：芝居の練習でする、台本の読み合わせみたいなものですかね？

ＫＰ：ぶっちゃけ、台本を覚えることはできないけど、演劇っぽいものがしてみたいという考えらしい。

さやか：その台本は文芸部の冬室さんが書くんでしょうね？　そういうのわかってるんだから。

ＫＰ：まあ、文芸部が担当するのは当然だろうね。あと、舞台の大道具や衣装は美術部や手芸部に協力してもらい、舞台の背景にはプロジェクターでイメージ映像を映し出したりするらしい。こちらは映画部や漫研が担当する。

佐々原：派手なライブのステージみたいな感じですね。

ＫＰ：それぞれの部が協力して、ひとつの総合芸術を生み出すという意欲的な企画は、学園の教師たちからも好感を持って受け入れられている。「さすがは辰巳先生が顧問をしているだけある」ってね。

佐々原：ねえねえ、この舞台の主役にさやかちゃんが立候補して、台本を無視した芝居をすれば、冬室さんのたくらみを阻止できるんじゃないのかな？

睦：そんなことしたら、さやかちゃんが文化系の生徒全員に恨まれちゃうよ。

さやか：副委員長として、どんな舞台にするのか、ほかの部活の人からできるかぎりの情報は集めたいですね。

ＫＰ：ＢＧＭに生演奏を入れる予定で、冬室は「フルート演奏が良いのでは」と提案しているそうな。

さやか：駄目です。実行委員会として、フルートは禁止します！（笑）

睦：肝心の台本は出来上がってるんですか？

佐々原：そうそう、プロの作家としてチェックしないと。

ＫＰ：あらすじは出来上がっているようだね。内容はポーの『大おお鴉がらす』のオマージュで、墓地で少女と大鴉が会話を続けるといったものだ。

全員：う～～～～～～～～～ん（微妙な顔）。

ＫＰ：そして、タイトルは「OTHERS」というらしい。

さやか：それは駄目でしょう！

辰巳：この前、雑木林で騒ぎを起こしたばかりなのに！

ＫＰ：あれは一部の人しか知らないことだからねぇ。なにより、当事者の文化系の部員たちは「OTHERS」というタイトルを大いに気に入っており、いまさら変更できる雰囲気ではない。

佐々原：んんっ、もしかしてすでに文化系の部員は操られているとか？

ＫＰ：催眠術とかそういう特別に不自然な感じはないけど、裏で示し合わせているような気はするな。

睦：冬室さんがプラクティカスとして、「OTHERS」で知り合った生徒たちに根回しをしているのかも。

佐々原：まだ、あの「OTHERS」はどこかで続いているんでしょうか？

ＫＰ：佐々原は〈コンピューター〉が一般人よりも得意で、学園に関係するＳＮＳをストーカー気味にチェックしているからわかるけど、前の「OTHERS」のように大勢の生徒を集めていたら、秘密にしていてもなんとなく気づけるはずだ。ただ、こっそりと十人にも満たないような小規模の裏掲示板を作っていることは否定できないね。







冬室熾への静かなる不満




　いろいろと不審な動きのある文化祭だったが、シナリオ開始直後に宇宙的危険ドラッグのせいで溶けて腐汁になってしまったらしい包丁男のことも気掛かりである。そこで、探索者たちは、包丁男の携帯電話の発信履歴にあった「Ｕ」に電話をしてみることにした。




辰巳：これで冬室さんの携帯が鳴ればビンゴなのだが……。

睦：じゃあ、私が冬室さんに話し掛けているから、みんなはそのタイミングで電話をしてみて。

佐々原：大丈夫なの、むったん？

睦：第一話のとき、私はプラクティカスに『アザトースその他の恐怖』の素晴らしい翻訳（辰巳先生が代筆したもの）を提出して、お気に入りになっているっぽいので、私からアプローチをかければ特別な反応を見せるかも。

ＫＰ：なるほどね。

睦：睦としてはプラクティカス・イコール・冬室なので、彼女が変なことに足を踏み入れていないか純粋に心配して「なにか悩みとかあったら、なんでも言ってくださいね」と、ストレートに訴えかけてみます。

ＫＰ：すると、冬室は心外そうな顔をして「私って、あなたに心配されるほど頼りなさそうに見えるかしら？」と、素っ気ない態度を取るね。

睦：むむ～っ、勇気を出して話し掛けたのに、その冷たい反応には心折れるわ～！（泣）

ＫＰ：（コロコロ……睦ちゃんの〈心理学〉は失敗か）冬室としては、たいして付き合いもない後輩の君に相談するつもりはないようだ。

さやか：第一話のときは、百合っぽかったのに。もう、むったんのことはどうでもいいのでしょうか？

辰巳：うーむ、彼女は良い詩の翻訳をした子には目をかけていたはずだが……。

ＫＰ：（良い翻訳をしたから気に入られているというのは正しい推理だったけど、彼女の素っ気ない反応には深いわけがあるのだ）それでこのタイミングで「Ｕ」に電話するんだよね。誰が電話をかけるの？

さやか：はいは～い、発信者がわからないようにしてから、電話をかけてみます。プルプルプル……。

ＫＰ：では、しばらくして相手が出る。「ハロー？」と、若い女性の声だ。発音からして英語圏の人物だろう。もちろん、睦ちゃんと話をしている冬室が電話に出るようなことはない。

さやか：やっぱり、この「Ｕ」は駅のホームから包丁男を監視していたお色気のある白人女性のようですね。ここは間違い電話のふりをして、すぐに切ってしまいましょう。




　その後、しばらく間を置いてから、今度は包丁男の彼女という設定で「Ｕ」に電話をして、「クスリを売ってほしい」と交渉するのだが、素っ気ない態度でとぼけられるだけだった。〈心理学〉に成功したさやかちゃんは、彼女の口調からは、警戒というより、相手をするのさえ面倒くさいといった感情を読み取った。




さやか：もう、実験は終わったから、あとは文化祭で本番をするだけ──みたいな感じなのでしょうか。

睦：意外と手強いですね。すごいウィンクしてきたし、ただのクスリの売人とかじゃなくて重要人物なのかも。

辰巳：しかし、「Ｕ」と冬室さんのつながりがまったくわからないな。包丁男の携帯電話のルート以外で、「Ｕ」と接触できる方法が思い付かん。

睦：そろそろ冬室さんがプラクティカスである確信が欲しいところですね。もう、掲示板は閉鎖されてしまったんだし、昔話をするような感覚で元「OTHERS」会員がプラクティカスの正体を話してくれないかなぁ？

さやか：新入りの会員がなにも知らないまま憧れているようなふりをしてみせたら、三年生の会員は優越感をくすぐられて、ぽろりと話してくれるかもしれせんよ。

睦：む～っ、交渉力が試されるなあ。私の〈言いくるめ〉は５％しかないんだけど。

ＫＰ：憧れの先輩に会いたいと思っている百合少女のふりをするのなら［ＡＰＰ×５］でロールさせてあげよう。

睦：そんな簡単でいいんですか!?

ＫＰ：まあ、第一話からそんな感じのことをロールプレイしていたからね。伏線の回収ってことで（笑）。

睦：それならありがたいです。「私、憧れのプラクティカス様にお会いしたいんです。ぽわわ～ん」と、夢見る百合少女のふりをします。コロコロ……成功！

ＫＰ：だったら、かわいい後輩の女の子を応援する気持ちから、「OTHERS」の三年生の生徒は教えてくれるのだけど……やはり、プラクティカスの正体は冬室熾だったそうだ。

睦：「やっぱりそうなんだ！　そうだったらいいなぁって、ずっと思ってたんです！」

ＫＰ：でも、最近、冬室の評判は悪いようだね。文化祭実行委員会が始まる前、プラクティカスである冬室から連絡が入って、文化祭を盛り上げるために協力してほしいと頼まれたから、いろいろ根回しをしてあげたそうだけど……なんか、いまの彼女はただ偉そうなだけで、以前のような求心力がなくなっているそうな。

睦：なんでだろう。いよいよ儀式の本番が近づいて、周りを気遣う余裕がなくなってきたのかな？




　その後、睦ちゃんは実行委員のメンバーに元「OTHERS」会員が多く紛れていることを突き止めた。冬室熾が「OTHERS」の会員だった者たちを使って、文化祭でなにかをたくらんでいることは間違いないようだ。




佐々原：冬室さんのことをもっと調べておきたいね。ボクは文芸部の相談役をしていたから、冬室さんの本拠地に挑んでみようかな。

睦：うん、文芸部が一番怪しいから、様子は見ておきたいね。

ＫＰ：わかった。佐々原は文芸部の部室前まで来たところで、中からは女子生徒たちの声が聞こえてくる。

佐々原：当然、迷うことなく〈聞き耳〉をするわけですが。コロコロ……成功です（笑）。

ＫＰ：どうやら、ちょうど文化祭の朗読劇のことで、冬室と文芸部員たちが議論しているようだね。簡単にまとめると、部員が冬室の書いた脚本の駄目なところの修正を提案しているのに、冬室の方はかたくなに拒んでいるといった感じだ。自分の脚本に固執する冬室のせいで、部室は険悪な雰囲気だけど、佐々原はどうするかね？

佐々原：コンビニでスイーツを買っておいて、陣中見舞いを装って堂々と入っていきますよ。「やあやあ、執筆の方は進んでいるかい？　おや、それが今度の劇の脚本か──」

ＫＰ／冬室：（佐々原のせりふが終わる前に、パタンと本を閉じるような動作をする）「なんですか、佐々原先生？」

佐々原：「いや……よかったら、今度の朗読劇の脚本を読ませてもらおうと──（そろそろと手を伸ばす）」

ＫＰ／冬室：（本を佐々原から遠ざける動作）「まだ、先生にお見せするような出来ではないので」

佐々原：冬室さん、冷たい!!（泣）

睦：む～っ、ガードが堅いなぁ。

ＫＰ：（ここで佐々原の〈心理学〉をコロコロ……成功か）冬室の言葉に周りの女子生徒たちは「えっ？」という顔をするね。脚本はもう出来ているのに、なんで佐々原に見せないのだろうと不思議に思っているようだ。

佐々原：だったら、場を和ませるために「そうそう、みんなに差し入れを持ってきたんだよ」と、コンビニスイーツを見せましょう。

ＫＰ：女子生徒たちは大喜びで、佐々原の周りに群がってくる。ただ、冬室だけはさっさと荷物を片付けると、部室から出て行こうとするね。その態度はかなり失礼なもので、ロールをするまでもなく、周りの女子生徒もそんな冬室に戸惑った顔をしているのがわかる。

佐々原：なんでそんなに警戒しているんだろう。とりあえず、部屋を出て行くところに「冬室さん、脚本が出来たら読ませてくれるかな？　なにかアドバイスできるかもしれないよ」と、声を掛けておきます。

ＫＰ：すると、冬室はかなりきつい目をして「いえ、結構です。失礼ですけど、私は佐々原さんの作品はあまり評価していませんので」と言い残して、去って行く。

さやか：氷の刃のような言葉！（笑）

佐々原：さっきの生徒同士のやりとりのことも知っているので「作品とは人に見てもらって完成するものだ。独りよがりでは良い作品にはならないよ」と、最後に忠告だけはしておきましょう。

ＫＰ：ふむ……だったら、〈芸術（文学）〉でロールをしていいよ。

佐々原：ここは作家としての実力が試されるとき。コロコロ……くっ、失敗した。

ＫＰ：では、残念ながら、佐々原の言葉には説得力がなかったようだ。「真の作家は、大衆に迎合することなく、自分の内なるものをさらけ出すことで芸術を生み出すと思っています」と言って、彼女は部室を出てしまった。

睦：私は天才だから、好きなことをやってても、周りがついてきてくれる……みたいな？

ＫＰ：残された女子生徒たちは、そんな冬室の態度には嫌悪感をあらわにしているね。「佐々原先生にあんな態度は失礼ですよね！」って、みんなで佐々原を味方してくれている。

佐々原：いやぁ～、いいねぇ～。もっと、チヤホヤしてくれてもいいんだよ。

ＫＰ：いまの佐々原へのあんまりな態度がきっかけとなったのかどうかはわからないが、女子生徒は差し入れのスイーツを食べながら、冬室のワンマンな態度に対してブツブツと不満を漏らしている。

さやか：なんだかイメージが変わりましたね。前はもっと超然としていたような気がしましたが。

佐々原：「まあ、彼女も大役を任されてナーバスになっているんだよ」と、冬室さんをフォローして大人の度量を見せながら、例の脚本がどんな内容だったのか部員たちに口頭で教えてもらいましょう。

ＫＰ：内容としては、予告通り、ポーの『大鴉』のオマージュのようだけど、部員たちの評価は低いね。大鴉が上から目線でいろいろ講釈を垂れるのだそうだけど、意味不明で、ちっとも面白くないと散々な評価だ。ただ、佐々原が警戒しているような怪しげな呪文がせりふに組み込まれているとか、そういったことはなさそうだよ。

佐々原：ところで、第一話にいた目のないカラスは窓の外とかにいませんか？

ＫＰ：どこにも見掛けないよ。

佐々原：もしかして、冬室さんはあのカラスからプラクティカスになれるように入れ知恵をされていて、それがいなくなったからボロが出ているのかも。

辰巳：カラスはどこへ行ってしまったんだ？

佐々原：冬室さんを捨てて、今度は秋月ちゃんに乗り換えたとか……。

さやか：なるほど、それはあるかも！

辰巳：しかし、秋月さんは『アザトースその他の恐怖』の翻訳の出来は悪かったのだろう。あの詩を利用して女子生徒のセンスを調べていたのなら、優れた翻訳をした睦ちゃんの方に乗り換えるのが筋ではないだろうか？

佐々原：そう言われてみれば……かわいそうだけど、才能に乏しい秋月ちゃんに乗り換えるメリットはないかなぁ。




　そこで、佐々原は同じ文芸部である秋月舞の近況についても尋ねてみるが、彼女の家に見舞いに行ったという部員はおらず、新たな情報は得られなかった。




辰巳：ふーむ、だったら理事長代理として、ワシから秋月さんの家に電話をしてみるか。

ＫＰ：それは可能だね。電話をかけると、秋月の母親が応対する。

辰巳：「もしもし、私は御津門学園の理事長代理をしております辰巳と申しますが……休学をされているお嬢さんとお話をさせていただきたいと思って、お電話をしたのですが」

ＫＰ：担任教師でもない辰巳先生が電話するのはちょっと不自然なので〈信用〉のロールをしてもらおうかな。

辰巳：大丈夫。〈信用〉は92％で得意なのだ。コロコロ……楽勝で成功。

さやか：辰巳先生がいると、こういうとき話が早くて助かりますね～。

ＫＰ：すると、母親は恐縮したような声で「お恥ずかしい話ですが……いま、娘は家を空けておりまして。いつ帰ってくるかもわからないのです」と、答える。どうやら、秋月は二週間くらい前から家出しているらしいね。ただし、たまには帰宅もするし、メールで毎晩連絡が入るので、失踪というほどではないようだ。

さやか：佐々原さんの推理通り、目のないカラスにそそのかされて、夜の町を徘徊しているとか？

辰巳：連絡は取れているとしても、家に帰ってこないのはただ事ではないだろう。居場所はわかっているのか？

ＫＰ：友達の家を渡り歩いているらしいことはわかっている。もちろん、両親だって心配していないわけではなく、「帰ってくるように」と、何度もメールしてはいるそうだけど……ここで、もう一度〈信用〉をしてもらおうか。

さやか：辰巳先生の〈信用〉なら大丈夫！

辰巳：いや、たとえ92％あっても失敗するときは、失敗するものでね。コロコロ……ほらぁ、失敗した！（泣）

睦：さやかちゃん、いまのは完全に失敗フラグだったよ（笑）。

ＫＰ：では、母親はついつい身内の恥を話し過ぎたといった感じで「とにかくこれは家族の問題ですから」と、電話を切ってしまう（成功していれば、母親の娘に対する違和感と恐れを語ってくれたところだった）。

辰巳：ぐぬぬ……〈信用〉に失敗してしまっては仕方ない。直接、会いに行かないと駄目なのか？

ＫＰ：辰巳先生も教育者なのでわかるのだけど、母親としては、娘が休学中に家出していたとかを学園に知られたら、復学するとき不利になると懸念しているのだろうね。

睦：なるほど。正攻法のやり方では、あまり話はしてくれなさそうですね。

さやか：…………もしかして、これって冬室さんと秋月さんが入れ替わっているのでは？（ぽつり）




睦：むむむっ、なるほどっ！　第二話のときと同じ状況だね。その可能性はあるかも!!

佐々原：そう言えば、今日の冬室さんの度量の小さな態度は、まるで秋月ちゃんのようだった！（笑）

さやか：ですよね、ですよね！　そうだとしたら、いろいろつじつまが合いますよね？

佐々原：あのときに脚本を隠したのは……ボクが読んだら、文章のクセでバレちゃうと思ったからとか。

睦：冬室さんが私に冷たかったのも、中の人が秋月さんだったからなんだ。なんかすべてがつながったね！

さやか：ここは秋月さんの好きなものとか、弱点とか、佐々原さんに聞いておきたいです。今度、冬室さんに会ったら試してみたいので。

ＫＰ：好きなものは……駅前のケーキショップのモンブランが好物と言っていたかな。

佐々原：キーパー、秋月ちゃんがハマっていた本とか知りませんか？

ＫＰ：そうねぇ……えーと、『黒こく月げつの破戒剣ソードブレイク』というライトノベルをよく読んでいたよ（いまでっち上げた）。

佐々原：いかにもってタイトルのラノベ！（笑）

さやか：じゃあ、冬室さんの前で、その……なんて本でしたっけ？

ＫＰ：『黒月の破戒剣』。

さやか：その本を読んでいることを、さりげなくアピールしたら食いついてくるのではないでしょうか？

辰巳：あえて描写を誤読しているふりして、「このキャラの考えてることわからないわー」とか否定したら、猛烈に突っ込んでくるに違いない。

さやか：けど、もしも、本当に精神が入れ替わっているとしたら、秋月さんの正気度は大丈夫なんでしょうか？

辰巳：ライトノベルでは精神の入れ替わりなんてよくあるネタだから、精神的に耐性ができているだろう（笑）。

佐々原：「こういう展開、本で読んだことがある！」ってね（笑）。

睦：まあ、精神が入れ替わったくらいで正気度がゼロになることはないと思うよ。

さやか：経験者のむったんがそう言うんなら、安心ですね（笑）。







佐々原のイケメンな説得




　行動や態度にブレがあって、なにを考えているかさっぱりわからない冬室を過度に警戒していた探索者だったが、さやかちゃんのファインプレイなひらめきから、これまでずっと嚙み合わなかった歯車がピタリと合致した。

　そんな冬室（推定、秋月）との決着は学園で付けるとして、とりあえず、探索者たちは佐々原の車で冬室の自宅の様子を見に行くことにする。状況が大きく前進したことで、探索者たちのテンションは急激に高まっていた。




ＫＰ：以前、辰巳先生は学園の資料でこっそりと調べたことがあったけど、冬室熾はそこそこ裕福な家庭の子だ。父親は貿易商を営んでおり、母親は半分趣味の宝飾デザイナーとして世界中を飛び回っている。

睦：絵に描いたような、お嬢様の家庭ですね。

ＫＰ：自宅は御津門学園から車で二十分ほどのところにある。君たちが到着するのは……午後六時くらいかな。大豪邸というほどでもないけど、かなり大きな家だね。ガレージには黒塗りの高級外車が駐車してある。

さやか：明かりとかを見て、中の気配をうかがってみますけど、どうでしょう。

ＫＰ：特に目立って奇妙な点はないけど……（予想よりここに来るのが遅かったな。ちょっとタイミングが良過ぎるけど、ここでイベントを発生させるか）ちょうど、ガレージの外車に誰かが乗り込むところだ。

さやか：隠れて、乗っている人の顔を確認します！

ＫＰ：すると外車に乗っているのは意外な人物だね。一人は岩のような拳を持つ、筋骨隆々な男。ただ、そんな無骨なイメージなのに、やけに無駄のない動作で高級外車に乗り込み、優雅に運転もこなしている。そして、もう一人は、なんと包丁男が溶けた事件のときホームにいた白人女性だ。

全員：なんだって～～～～っ!?

佐々原：これは大当たりでしたね。様子を見に来てよかった！

さやか：岩のような拳を持つ男の人が気になります。すごい強そう！

辰巳：うーむ、プロのボディーガードといったところだろうか。油断ならぬ相手だな。

佐々原：ここは尾行するしかないでしょう！

ＫＰ：では、尾行のルールを説明しよう。気づかれてもいいからすぐ後ろをついていくというのなら〈運転（自動車）〉の２倍でロールができる。ただし、向こうが警戒していた場合、あちらも〈目星〉をするかもしれない。

さやか：それは良くないですね。

ＫＰ：もしも、絶対に気づかれない距離から尾行するというのなら〈運転（自動車）〉の１倍でロールをしてくれ。成功すれば、あちらがたとえ警戒していても〈目星〉などのロールはできない。

佐々原：冬室さんの自宅がやつらの本拠地なのはわかったんだから、ここで見失ってもリカバリーできますよね。だったら、絶対に気づかれないことが大事という判断で１倍のロールをするつもりですが、どうでしょう？

睦：うん、冷静な判断かと。それでいいと思うな。

佐々原：では、かなり離れて慎重に尾行をします。コロコロ……よしっ、１倍で成功です！

全員：わ～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：では、佐々原の尾行に気づくことなく、外車は駅の方へと向かっていく。ただ、途中で普通のスーパーの前に停車して、女性の方が降りて店内に入っていく。

佐々原：ただの買い物かな？　とりあえず、車の方を見張っています。

ＫＰ：しばらくして、女性は戻ってくる。両手にはスナック菓子と飲み物が大量に入ったビニール袋を持っている。

睦：これだけ警戒して尾行しているのに、ただの買い出しだったらガッカリしてしまいますね。

さやか：外車は冬室さんの家に戻りそうなんですか？

ＫＰ：いや、帰るにしては、道が違うね。今度は、スーパーの近くにある、駅前の立地の良いマンションの前に停車した。そして、ここでも降りるのはまた女性だけだ。両手にはさっき買ったものを持っている。

辰巳：ここに秘密のアジトがあるのか？　まだ突撃するのは早いと思うが、何階の何号室に入って行くのかは確認しておきたいな。

ＫＰ：それほどセキュリティの高いマンションではないので、住人のふりをして白人女性と一緒にエレベーターに乗ることはできそうだよ。ちなみにマンションは六階建てだ。




　ベテランの探索者たちの勘が、まだ底が見えないＮＰＣに急接近するのは危険とささやいていたようだが、ここは佐々原が勇気を出して彼女と一緒にエレベーターに乗ることにした。まず、彼女が押した階のボタンを確認してから、一階ずらした階で降りる。その後、階段をダッシュして、彼女が入る部屋を確認するという慎重な作戦だ。




佐々原：じゃあ、彼女がエレベーターに乗ったあと、ギリギリのタイミングであとから乗ることにします。どこで降りるのかボタンは押してあります？

ＫＰ：四階のボタンが押してある。

佐々原：じゃあ、ボクは三階で押して、降りたら四階まで駆け上がるってことで。

ＫＰ：……その前に、佐々原は［ＡＰＰ×５］のロールをしてくれるかな？

睦：出たっ、イケメンロール！（笑）

佐々原：ちょっ、待ってください。その人、全然ボクのタイプじゃないんですけど！

ＫＰ：そんなの知るか。

佐々原：いや、そういうのホントにいいですから。ノーセンキューですから（笑）。

ＫＰ：いいから、黙ってロールをしろ！

佐々原：くっ……失敗しろ～！　コロコロ……やった「87」で失敗です！

ＫＰ：（ちっ、イケメンだったら、彼女の特技でたらしこんでやろうと思ったのに）じゃあ、彼女は佐々原のことを気にもしていないようだな。

佐々原：一目ぼれとかされないように、変顔してますから！（実際に変顔をしている）

ＫＰ：なんて顔しているんだ……佐々原のそういうなりふりかまわないところって、すごいよなぁ（苦笑）。




　途中でエレベーターを降りた佐々原は、顔をイケメンに戻して四階へと駆け上がった。

　そして、謎の白人女性が４０２号室に入ったのを確認したあと、扉の前まで近づき〈聞き耳〉をしてみる。

　すると、扉の向こうからは冬室でも秋月でもない、複数の若い女性の楽しげな声が聞こえてきた。これは予想外だったが、あまり長居をして住人と鉢合わせしてもまずいので、佐々原は早々に撤収することにする。




佐々原：いや～っ、あぶなく魅了テンプテーシヨンの呪文をかけられそうになりましたが変顔で切り抜けましたよ！

辰巳：う、うむ、それはご苦労だったな（苦笑）。

さやか：でも、これは大収穫でしたね！

睦：あのお菓子とかは、部屋にいる女子たちへの差し入れだったんでしょうね。

辰巳：しかし、あの声の主はいったい誰なんだろうな。家出娘たちとか、御津門学園の女子生徒たちとかを儀式に利用するために集めているのだろうか……？




　その後、しばらく監視していたところ、謎の女性は戻ってきて、外車で冬室の家へと帰宅した。

　いまのうちにマンションに突撃をかけるかどうか迷った探索者たちであったが、中に誰がいるのかもわからない段階では時期尚早だろうと判断した。そこで、明日も学校のあるさやかちゃんたちは帰宅して、佐々原だけがマンションの張り込みに残ることにする。




ＫＰ：──何事もなく一晩が過ぎて、翌朝。マンションから、御津門学園の制服を着た三人の女子が出てくる。

佐々原：彼女たちの顔に見覚えはありますか？　ボク、御津門学園の女子の顔はすべて記憶していますけど。

ＫＰ：本当に記憶しているかどうかは［ＥＤＵ×１］に成功させてから言ってくれ。

佐々原：１倍かぁ。厳しいなぁ。コロコロ……駄目だ、失敗です。しょうがない、車の中からスマートフォンで撮影して、みんなに画像を送信します。

さやか：「むったん、佐々原さんからウチの女子の盗撮写真が届いたんだけど……これって警察に通報した方がいいかな？」

睦：「いやいやっ、タマ兄はマンションの張り込み中でしょ！　これはその写真だよ！（笑）」

ＫＰ：佐々原の盗撮写真を見た、さやかちゃんと睦ちゃんは学園の生徒なので〈知識〉でロールをしていいよ。

さやか＆睦：コロコロ……失敗（笑）。

佐々原：駄目だ、この子たちは！　辰巳先生、職員室で聞き込みして来てください！

ＫＰ：隠し撮りっぽい写真を持って、辰巳先生が「この生徒に心当たりは？」とか聞いて回っていたら、教師も何事かと不審に感じると思うよ。

辰巳：まあ、実際に外泊しているのだから、「繁華街で見掛けたので心配だ」という口実で聞けばいいだろう。もちろん、あまり大事にはしないように言い含めてからな。

ＫＰ：……ならば、いいでしょう。朝の職員室で聞いて回れば、すぐに二年の学年主任が「ああ、この子たちは三年の山田と田中と小林ですな」と、教えてくれます。

さやか：山田、田中、小林……いかにも重要ＮＰＣじゃないって名前ですね（笑）。

辰巳：「この子たちに、なにか共通点とか、最近、変わったところとかはありませんでしたか？」

ＫＰ：学年主任によると、彼女らは優等生で問題を起こすような生徒ではないという話だ。

睦：優等生の文系少女で「OTHERS」の上位会員だったのかな？

ＫＰ：「あと、思い付くこととしたら……そうそう、去年、林間学校で肝試しをしたのですが、この子たちは顔に似合わず肝が据わっていまして、ちっとも怖がらなかったんですよ」というエピソードを語ってくれる。

さやか：なんですか、それは!?（笑）

佐々原：つまり、正気度、そしてＰＯＷが高いってことですね！（笑）

辰巳：まずいな……魔術師とかが、ＰＯＷを吸引するための人材として集めているのかも。

睦：「OTHERS」の掲示板にも、ＰＯＷの高い子を選別する仕掛けがありましたしね。なにか大量にＰＯＷが必要な儀式をするつもりなのでしょう。




ＫＰ：……ところで、今回のシナリオでは、あまりきっちりとタイムリミットを設定していなかったけど、いつの間にやら明日が文化祭の初日となっている。

全員：ええ～～～～～～っ!?（笑）

佐々原：情報がいろいろそろってきたせいで、イベントフラグが立ったみたいですよ！（笑）

ＫＰ：まあ、ぶっちゃけその通りだ。

さやか：これはのんびりしていられません。冬室（推定、秋月）さんが校内にいるうちに決着を付けましょう！

ＫＰ：対決する時間は、昼休みでいいかな。

さやか：そうですね。昼休みになったら、冬室さんのいる三年生の教室に行って「実行委員のことで、私ではわからないことがあって、冬室さんの意見をお聞きしたいんですが……」と、相手をヨイショヨイショします（笑）。

ＫＰ：だったら、〈言いくるめ〉をしてもらおうかな。

さやか：コロコロ……成功！

ＫＰ：すると、彼女は「しょうがないわねぇ」とか言いながらも、さやかちゃんに頼られてまんざらではない顔で、誘いに乗ってくるよ。この時間は文芸部の部室が空いているので、そこで話し合おうか。

さやか：ネタバレしたら、すっごい扱いやすい人になりました！（笑）

佐々原：わかりやすくていいよね。急にかわいげが出てきた（笑）。

睦：私も一緒にいた方がいいかな？

さやか：警戒させないためにも、最初は二人きりの方がいいと思いますね。みなさんには部室の近くで〈聞き耳〉をしてもらえれば。

佐々原：さやかちゃんたちが授業を受けている間に買っておいた、秋月ちゃんの好物のモンブランを部室に置いておくから、二人で食べてね（笑）。

ＫＰ：さて、さやかちゃんと冬室が部室に入ると、なぜかそこにはケーキショップの包みが置いてある（笑）。

さやか：「委員会では勢いで副委員長に名乗り出てしまいましたけど、私は人を仕切ったりするのが苦手で……これからもいろいろよろしくお願いします」と、ヨイショヨイショ（笑）。

ＫＰ／冬室：「そうね。みんなをまとめるのは私に任せてくれればいいから」

さやか：「それで、これは賄わい賂ろというわけではないのですが……」と、モンブランを差し出します。

佐々原：賄賂って!?（笑）

睦：さやかちゃん、もっとほかの言い方はないの？（笑）

辰巳：まあ、「賄賂というわけではない」というブツは、賄賂しかありえんよ（笑）。

さやか：そ、そうですね。「あの、先輩が好きかな～、と思って」

ＫＰ：すると、彼女は素直に喜んでいるね。「ええ、ここの店のモンブランは好きよ」

さやか：「気に入ってもらえてよかったぁ」と、今度はカバンの中から筆記用具を探すふりをしながら、『黒月の破戒剣』の一巻を冬室さんの見えるところに取り出します。

睦：畳み掛けた～っ！（笑）

ＫＰ：すると、冬室はチラチラと本を見てから「樋ひ口ぐちさんも、その本を読んでいたの？」と、尋ねてくる。

さやか：「はいっ、最近読み始めたんですけど、すっごい面白いですよね！」

睦：いいですねぇ。こちらの誘いに、どんどん食いついてくれる。

佐々原：ねえねえ、このへんで冬室さんではなく、さりげなく秋月ちゃんの名前で呼び掛けてみたらどうかな？

さやか：あっ、それいいですね。じゃあ……「私はこのキャラが好きなんですけど、秋月さんのお気に入りは誰なんですか？」と、尋ねてみます。

ＫＰ：ここで自然にかまを掛けられるかどうかは……まあ、ここまで周到な前準備をしているのだから〈言いくるめ〉の２倍でロールをさせてあげよう。

さやか：だったら楽勝ですね。コロコロ……成功です！

ＫＰ：では、冬室はなんの疑問も持たずに「私が好きなのはこのキャラね」と、さやかちゃんとの『黒月の破戒剣』談議に夢中になっている。

佐々原：ガラッと扉を開けて、「マヌケは見つかったようだな」と言いながら、教室に入りますよ（笑）。

睦：私たちもゾロゾロと入っていきます。

さやか：さらに扉を閉めて、鍵も掛けてしまいましょう。

ＫＰ：いきなり君たちがやって来て、冬室は激しく動揺しているよ。「なんなんですか、みなさん!?」

さやか：「あなたは秋月舞さんね？」

ＫＰ／冬室：「なにを言ってるの？　言っている意味がわからないんだけど」

辰巳：「君の身に起きていることはだいたいわかっている。あの球はとても危険なものなのだ」

さやか：早っ！　もうそこまで言ってしまいますか？（笑）

佐々原：「君がボクに脚本を見せたくないのも、その文章のクセから正体がバレると思ったからだろう？」

ＫＰ：「なんなのことだかわかりません。もう、帰ります。どいてください！」と、冬室は興奮して叫び出す。〈心理学〉をするまでもなく、彼女が激しく動揺していることがわかるね。

睦：「秋月さん、お母さんは心配してるよ。私たちに全部話してくれないかな？」

ＫＰ／冬室：「うるさい、うるさい！　私は冬室熾よ。『OTHERS』のプラクティカスよ！」

睦：むむ～っ、秋月さん……そこまでプラクティカスに憧れていたのかぁ。

ＫＰ：口では必死に否定しているけど、なんとなくあとちょっとでガードが崩れ落ちそうなもろさを感じるね。ここはみんなで相談して、最後の一手を決めてもらおうか。

辰巳：ふ～む、どうしたものか。

ＫＰ：……ここは佐々原の見せ場だよ。第一話から伏線を張っておいたでしょう？（佐々原にささやきかける）

さやか：きっと、文芸部で原稿をチェックしてあげていたことを絡めて、説得する感じですね。

佐々原：なるほど、ここは格好良く決めたいな。




　完全に底が見えて、もはやいくらでも好きに料理できる状態となってしまった冬室（秋月）に対して、スマートで効果的な説得方法はなんだろうかと、プレイヤーたちはしばし相談をする。

　そして、計画が決まったところで、まずは佐々原が冬室に語り掛ける。




佐々原：じゃあ、そこまで秋月ちゃんであることを否定するならば、脚本を見せても平気なはずだと言ってみますけど？　それができないのなら、ボクらは君の言葉を信じられないと付け加えます。

睦：文章のクセなんてそこまで完璧な証拠になるわけではないので、ここまで言われれば、見せてくれるのが自然だと思いますけど。

ＫＰ：そうだね。だったら、冬室は渋々ながらも佐々原に文化祭の朗読劇の脚本を見せてくれる。

佐々原：では、それを作家の目で読んで、秋月ちゃんらしい良さが出ているところをチェックします。

ＫＰ：まず、この脚本を読んでみてわかることは、君たちが警戒していたような宇宙的恐怖に関わる内容ではないということだ。そして、ポーの『大鴉』に影響を受けているが、とても褒められた内容ではないね。そこにキラリと光るものを見いだすためには……まあ、佐々原は以前にも秋月の原稿をチェックしているので、ここは〈芸術（文学）〉の２倍か、〈母国語〉でロールをさせてあげよう。

佐々原：〈芸術（文学）〉を経験ロールで成長させておいてよかった。２倍だったら成功率は90％を超えてます。コロコロ……よしっ、成功！

ＫＰ：まず、この脚本の人物描写には、秋月の小説と共通点が多いことを確信できる。そして、そんな人物の心情の描き方は秋月の作品の良いところで、きっと彼女も自信を持って執筆しただろうとわかる。

佐々原：そうしたら、冬室さんに「この心情描写はとても良く書けているね」と褒めてあげます。

ＫＰ：すると、佐々原の的確な評価に、冬室は喜びを隠せずに、思わず頰を上気させる。

さやか：秋月さんって、素直でかわいい子じゃないですか。その調子ですよ、佐々原さん！

佐々原：「けれど、このままだとこの脚本も冬室さんのものとして発表されることになる。君は表現者として本当にそれでいいのかい？」

ＫＰ：その言葉に対しては、ハッと胸を突かれたような表情をするけど、すぐに険しい顔で「でも、たとえ秋月がなにを書いたって、誰も読んでくれないじゃないの！」と反論する。

佐々原：「いや、ボクはずっと読んできたよ。だからわかる。この脚本が冬室熾のものではなく、秋月舞のものだってことが！」

ＫＰ：うむ、素晴らしい流れだ。これならロールをしなくても冬室……いや、秋月は心を動かされて、涙を流しながら「先生、そこまで私のことを……」と、佐々原の胸に飛び込むな。

佐々原：よぉしっ、イケメンの面目躍如!!

さやか：まあ、これはしょうがないですね。通報しないでおいてあげましょう。お幸せに～（パチパチ）。

睦：とりあえず婚約して、秋月さんが卒業するのを待つって感じかな、タマ兄！（パチパチ）

辰巳：おめでとう、おめでとう（パチパチ）。

佐々原：いやいやっ、これはあくまで師弟愛ですから！

さやか：そう言えば、佐々原さんには智とも美みさんがいましたね。

佐々原：そうそう、あと唯ゆい花かちゃんもいるから（笑）。

全員：んん～～～～～っ!?

さやか：やっぱり通報しておきましょう。この人は駄目です。危険です。




　佐々原の渾身の説得のおかげで、冬室の中の人である秋月は改心して、自分の正体を明かした。

　詳しい話を聞いたところ、夏休みの終わり頃、自宅で謹慎していた秋月は、ある朝、目を覚ましたら見知らぬ家にいて、自分が冬室になっていたというのだが……。




ＫＰ：冬室の家には使用人らしい白人の男女以外に誰もおらず、彼らは冬室となった秋月に家で待っているようにと告げたらしい。すると、秋月の体になった冬室がやって来て、「信じられないことだけど、二人の精神は入れ替わってしまったみたい」と、やけに落ち着いた様子で説明をしたそうな。

辰巳：それで秋月さんはそのことを受け入れて、冬室として生活を始めたのか？

さやか：適応力高過ぎでしょう（笑）。

ＫＰ：秋月は第一話でも、プチ家出をしてフルートの騎士と一緒にいたくらいなので、この世に人知を超えたものがあることはうっすら感じていたらしい。とはいえ、正気度は２Ｄ６ポイントくらい減らされたみたいだけどね。

睦：２Ｄ６で「４」以下だったから狂気に陥らなかったのかな（笑）。

ＫＰ：いや、ごっそりと減らされたけど、〈アイデア〉に失敗したから平気だった。

辰巳：自分の置かれている状況を楽観的にしか理解していなかったんだな。

ＫＰ：その通り。そして、冬室は秋月に、元に戻れるまでは冬室熾として学園に通ってほしいと頼んできたのだそうな。冬室がプラクティカスであり、学園の隠れたカリスマであることを知っていた秋月は、自己顕示欲を刺激されて、戸惑いながらも最終的にはその頼みを引き受けたんだ。その後は、使用人のいる大きな家でお嬢様のように暮らし、学園では文化祭を取り仕切る委員長として活躍していた……というわけだ。

さやか：活躍？　委員会の評判は悪かったですけどね～（笑）。

睦：さやかちゃん、それは蒸し返さないで！

佐々原：それで秋月ちゃんの体に入った冬室さんはどこに？

ＫＰ：秋月としては、冬室は自分の家で謹慎をしてると思っていた。実際はそんなことはなかったんだけどね。

さやか：秋月さんに質問！　冬室さんの家で気になったこととかなかったですか？

ＫＰ：冬室の家には両親が帰ってきたことはなく、ずっと二人の使用人しか見なかったそうだ。男の方は身の回りの世話を良くしてくれたのだけど、会話はほとんどなかった。丁寧だけど、どこか不気味な男女だったそうな。

さやか：参考までに、二人の名前は……？

ＫＰ：岩のような拳を持ちながら、優れた使用人である男はモウジス・サージェント。怪しいウィンクをしてきた女性はユーニス・バブソンだそうだ。

佐々原：ユーニス……やっぱり、彼女が「Ｕ」なのか。

ＫＰ：英語ではEuniceだけど、包丁男が勝手に登録した名前だからわかりやすさ優先ということで。あと、サージェント（Sargent）というのは、軍曹（Sergeant）ではなくて英語圏にある名字だから安心してね。

睦：よかったぁ。あのこわもてで、さらに鬼軍曹だったりしたら、もう勝ち目ありませんよ（笑）。

さやか：それで冬室さんの部屋に怪しい本があったとか、隠し部屋があったとかは……？

ＫＰ：そんなものはない。両親が不在なことと、数日前から二人の使用人が夜になるとどことも言わずに出掛けるようになったこと以外に、特に不審な点はないそうだ。来客もまったくなかったそうだよ。

睦：使用人が出掛けていたのは例のマンションで、数日前から女子生徒を囲っていたということでしょうね。

佐々原：自宅は関係なくて、悪巧みはあのマンションでやっているのかな。

辰巳：ところで、文化祭で朗読劇をするという企画は、秋月さんの独断なのだろうか？

ＫＰ：脚本とか演出は、すべて秋月のアイデアによるものだ。

佐々原：あっ、そうなんだ。てっきり、本物の冬室さんが裏で指示していると思ったんだけど。

さやか：最初は、朗読劇の場でなにかの儀式をするだろうって推理だったのですが……文化祭は関係ないの？

睦：む～っ、キーパーが文化祭がクライマックスだと言ってたから、完全に無関係のはずはないかと。

ＫＰ：ただ、企画については本物の冬室からアドバイスはされていたらしい。「いま思えば、私の弱い心を彼女は見透かしていて、文化祭で目立てる企画をするようにそそのかされたような気がします」と、秋月は語る。

辰巳：なるほど……となると、秋月さんの企画はただの囮おとりで、例のマンションにいた女子生徒たちを利用して、裏でなにかしているのかもしれないな。

ＫＰ：鋭いね。そう言えば、ミスカトニック大学から〝from OUTSIDE〟を追ってきたモーガン博士は、冬室と朗読劇ばかり警戒していたので、囮としては十分に効果があったと思える。

さやか：……ともかく、秋月さんは軽く考えているかもしれませんが、精神が入れ替わるってことはとっても危険なんだって説明して、元に戻れるよう私たちが協力するってことは伝えておきたいです。

ＫＰ：秋月はすっかり素直な子になっているので、さやかちゃんの言葉にうなずくね。「私も自分に戻りたいです。だって、ずっと私のことを見てくれていた先生がいたんですから……」と、佐々原の方に熱い視線を送る。

佐々原：デレデレやなぁ。こりゃあ、これからが大変ですわ（笑）。

さやか：まあ、それはいいとして──

ＫＰ：バッサリだな、さやかちゃん（笑）。

さやか：とにかく、朗読劇を囮にしてまで、冬室さんが文化祭でなにをしようとしているのか突き止めるのが先決ですね。怪しいのはどう考えても、あのマンションなのですが……どうやったら入れるのでしょう？

佐々原：中にいた女子生徒たちは登校中なんだから、手薄になっているいまのうちに突撃とか？

辰巳：いや、まだ中に誰かいる可能性もあるし、留守だとしても鍵くらいは掛けているだろう。

佐々原：あの山田、田中、小林って、きっと「OTHERS」の幹部ですよね？

睦：入会式のときにベールをかぶって、冬室さんの脇にいた子じゃないのかな？

佐々原：だったら、プラクティカスだった冬室さんになっている秋月ちゃんから、むったんを仲間に入れてあげてってお願いしたら、普通に入れてもらえるのでは？

さやか：でも、あの三人組が、冬室さんと秋月さんが入れ替わっていることまで知っていたら、今度は秋月さんの方が危ないんじゃないですか？　「裏切ったな～！」って、始末されちゃうかも。

辰巳：うーむ、さすがにあの子たちはなにも知らずに利用されているだけじゃないのかな。普通の女子高生が精神が入れ替わったとか言われて、平然と協力し続けているとは思えん。

さやか：けど、秋月さんは心が入れ替わっても平気だったみたいですよ。

辰巳：この子はライトノベルとかで耐性がついているから（笑）。

睦：不安はあるけど、私が入会の儀式でプラクティカスに目を掛けられていたっぽいことは、その場にいた幹部の山田さんたちも知っていると思うので、いまのタマ兄の作戦はやってみる価値あるんじゃないでしょうか？

さやか：じゃあ、それでいってみましょう！

佐々原：ところで、文化祭の朗読劇の企画はこのまま進めてもらってもいいですよね？

辰巳：われわれやモーガン博士の目をそらすための囮というので間違いないようだし、いきなり中止にすればむしろ警戒されると思うから……まあ、このままでいいんじゃないのか？

佐々原：だったら、秋月ちゃんには「これからはみんなと協力して良い劇にしてね」と、伝えておきます。

ＫＰ：もはや、彼女は佐々原にメロメロなので、素直に返事をして、これまでの自分の独善的な態度は改めることを約束する。

睦：秋月さんには、もっと幸せになってもらいたいなぁ。

さやか：私もそう思います。基本的にはいい子っぽいのに、思い込みが強過ぎるんですよね。







ここは楽園か、はたまた地獄か




ＫＰ：さて、冬室の中の秋月はなんでも協力してくれるそうだけど、みんなには、どのような口実で、山田、田中、小林たちに睦ちゃんを紹介させるつもりなのか考えてもらいたい。

さやか：具体的なことはなにも言わない方がいいですよね。「この子も、あの部屋に連れて行ってあげて」くらいでいいのでは？

佐々原：「目を掛けていたこの子を使ってあげて」とか？

辰巳：もっとあいまいに「いろいろ教えてあげてね」くらいが無難じゃないかな。

睦：「この子もあの部屋に行くことになったから、いろいろ教えてあげてね」にしましょうか。

ＫＰ：それでファイナルアンサーかな？

全員：ファイナルアンサー！

ＫＰ：では、冬室の中の秋月は、冬室のふりをして──って、ややこしいな。とにかく、彼女は睦ちゃんを連れて、例のマンションの前で見掛けた山田を呼び止める。あちらは「あっ、冬室先輩」と、自然な反応を見せている。

睦：交渉を探索者以外の人に任せるのはドキドキしますねぇ。

辰巳：ワシらは物陰から見張っているぞ。

ＫＰ：秋月はむったんを紹介すると、「この子もあの部屋に行くことになったから、いろいろ教えてあげてね」と告げる。すると、山田は「そうなんですか。日ひ野のさん、これからよろしくね」と、ニッコリと笑いかける。

辰巳：キーパー、彼女が睦くんのことを不審に思っていないかどうか〈心理学〉をしたいのだが？

ＫＰ：いいでしょう（コロコロ……成功か）。辰巳先生が見るかぎり、彼女の態度に不自然なところは見られない。

辰巳：これはうまくいったのかな……なんだかあっさりし過ぎているような気もするが？

睦：この子たちはすでに正気度ゼロで、すべてバレバレで敵地に誘い込まれているのだとしたらゾッとしますね。

辰巳：うう～む、わが校の生徒に、正気度ゼロの子がそんなにいるとは考えたくないなぁ。




　思った以上に話がすんなりと進んだのは、作戦のおかげなのか、それともわななのか……。

　睦ちゃんは不安な気持ちのまま、放課後、山田と一緒に例のマンションを訪ねることになった。




ＫＰ／山田：「ここは冬室さんの部屋なんだ。せっかく自分の部屋代わりにマンションを買ってもらったのに、なんか気に入らないからって、「OTHERS」の会員が使っていいって言ってくれたの。リッチだよね～」

睦：「マンションを持ってるなんて、さすがは冬室さんだなぁ～」と、感動したふりをしています。

ＫＰ／山田：「でも、持ち主の冬室さんは、一度も顔を見せたことないんだ。お手伝いのお姉さんは、毎日来て、掃除とかしてくれているんだけどね」

睦：「もしかして、それって外国人のきれいな人じゃない？」

ＫＰ／山田：「そうそう、よく知ってるね」

睦：「あっ、前に冬室さんの家で見掛けたんだ」って、余計なことをしゃべって、ボロを出さないようにしないと。

ＫＰ：睦ちゃんは無事にマンションの部屋の前まで来たけど、ほかの探索者はどうするのか教えてくれるかな？

辰巳：マンションの四階にいるとほかの住人に見とがめられるかもしれないから、ここは一階に待機でいいだろう。

佐々原：むったんの携帯電話は通話状態のままにしてもらって、リアルタイムで中の音声を聞いていますから。

ＫＰ：携帯電話って便利でいいねぇ。でも、一階だとなにかあったときに駆け付けるまで、かなりのタイムラグがあるからね。戦闘ラウンドだと４ラウンドくらい遅れると思ってくれ。

佐々原：うう～～～ん、それはきついですね。

さやか：じゃあ、私は〈隠れる〉が47％あるので、すぐに駆け付けられるように一人で四階に隠れていますよ。

辰巳：まあ、佐々原やワシならともかく、さやかちゃんなら住人もそこまで不審に思わないかもな。

佐々原：そもそも、四階の部屋に同じ制服を着た女子高生たちが通ってるんですからね。きっと、ほかの世代には女子高生なんてみんな同じに見えますよ！

ＫＰ：なるほど……ごもっともだな。

さやか：むったんの携帯電話は、私とつなげておきます。上でなにかあったら合図しますから。

辰巳＆佐々原：了解！

ＫＰ：では、睦ちゃんを連れて山田は四階に上がり、４０２号室のドアを開けてくれる。中には、すでに田中と小林が来ているようだね。

睦：「こんにちは～、新入りの日野睦です～」

ＫＰ：このマンションの間取りは１ＬＤＫだ。玄関を入ったらすぐにあるリビング＋ダイニングキッチンの大きな部屋と、バストイレを挟んで、やや奥まった場所に寝室らしき部屋の扉が見える。リビングにはふかふかのじゅうたんが敷かれてあって、田中と小林が大きなクッションにだらしなく寝そべっている。小さなテーブルにはお菓子や飲み物が並べられているね。

睦：その子たちは寝そべりながら、なにしているのでしょう？

ＫＰ：第一印象としては、すごい退廃的な感じがする。夢うつつのぼんやりした表情で、透かし細工のある丸い金属の球をつついて、隣に寝そべる子の方に交互に転がしている。まるで猫が球にじゃれているようなしぐさだね。

佐々原：なんて退廃的なんだ！　けしからん、ボクもそこにいたい！

ＫＰ：そんな球からは、うっすらと煙が漂っている。どうやら、球の内部には香こう皿ざらがあって、それはジャイロコンパスのように常に水平に保たれる仕掛けになっているらしい。ここで〈知識〉をどうぞ。

睦：私はモノを知らないことで知られているのですが。コロコロ……むっ、成功しました！

ＫＰ：では、以前、テレビでこれと同じ香こう炉ろを見たことがある。鞠まり香ごう炉ろと呼ばれる珍しい香炉だけど、普通に存在するもので、宇宙的なアーティファクトではないので安心してくれ。

睦：でも、焚たかれている香が怪しい。怪し過ぎる。

ＫＰ：山田の方は、部屋に漂う甘い煙をたっぷり深呼吸して、猫のようにだらけている二人の方に寄り添っていくね。そして、睦ちゃんの目をはばかることなく、鞠香炉を中心にしてじゃれあっている。

睦：なるべく吸わないようにしながらも、その場になじむように、猫っぽい動作で球にじゃれつきます。

ＫＰ：息を止めていないかぎり、球の近くに寄れば煙は吸ってしまう。睦ちゃんは［18－ＰＯＷ］×５のロールをしてもらおうか。成功した方がいいのか、失敗した方がいいのかは、あえて教えない。

睦：私のＰＯＷは11だから、成功率は35％……。

佐々原：これってＰＯＷが高い人ほど失敗しやすいってことだよね。

辰巳：ここにずっといる女子生徒たちはＰＯＷが高いはずだから……失敗したら、彼女たちのように平気でいられるという解釈でいいのだろうか？

さやか：猫みたいにだらけているのが平気かどうかも疑問ですが……むったん、どうなっちゃうの？

睦：なんとなく失敗した方がいいような気がしますが、とにかくロールします。コロコロ……「01」で成功!!

全員：ええ～～～～～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：よりにもよって、ここでよく「01」とか出すよなぁ（笑）。

さやか：携帯電話に耳を当てて、状況に変化があったらすぐに飛び出せるように待機していますよ！

ＫＰ：えーと、まず睦ちゃんは魂が解放されたような気持ちになり、ＰＯＷが１ポイント上昇する。

全員：なんだって～～～っ!?（笑）

佐々原：すごいっ！　ボクも嗅ぎに行きたい!!

ＫＰ：そして、自分という檻から抜け出して、無限の世界に旅立てるような気持ちになっていき、世界がこれまでと違って見えてくる。それはなにも見えない闇の中にある、人間が気づいていない輝きを目の当たりにしたような感覚だ。睦ちゃんは〈クトゥルフ神話〉が+1％されて、さらに自動的に正気度が２Ｄ６ポイント減らされる。

さやか：２Ｄ６ポイント……これはひどい!!

睦：まあまあ、ここでピンゾロを出すから平気だけどね。コロコロ……むはぁっ、「10」でした～!!

佐々原：それって不定の狂気になるんじゃあ!?

睦：現在正気度36ですから、当然、不定の狂気になります。さらに５ポイント以上減ったので、〈アイデア〉をロールします。コロコロ……こちらも成功。一時的狂気もいただきました～!!（泣）

さやか：むった～～ん!!（泣）

ＫＰ：二つの狂気に陥ったので〈クトゥルフ神話〉をさらに+2％増やしてもらおうか。

睦：いつのまにか〈クトゥルフ神話〉が19％になってしまいました。

ＫＰ：このイベントでの狂気の症状はシナリオで決められている。睦ちゃんは夢心地になって、あの退廃的な女子高生たちがかわいい猫ちゃんに思えてくるのだ。

睦：「むにゃ～～ん、ゴロゴロ……」って、一緒になって球にじゃれついています。

ＫＰ：一時的狂気の方はランダムで決定しようかな。コロコロ……（幻覚が見えるか。同じようなのになっちゃったな）えーと、睦ちゃんは奥まったところにある寝室から、さらにかわいらしい猫の鳴き声が聞こえてくる。

睦：だったら、「むにゃにゃ？」と、そちらの方に猫のように四つんばいで向かいますよ。自然な流れで奥の部屋を調べられて一石二鳥かも（笑）。

ＫＰ：寝室の扉の向こうからは「にゃ～ん、あにゃ～ん、あざにゃ～ん、あざとにゃ～ん」という声が……。

全員：あざとにゃ～ん!?

睦：むむ～っ、これは完全にミイラ取りがミイラになってしまいました（泣）。

さやか：携帯電話でむったんの異常に気づけませんか!?

ＫＰ：そうだね。〈聞き耳〉に成功すれば、睦ちゃんが猫のまねをしている合間に、寝室からの音に気づける。もしも失敗したら……大変なことになるかも。いや、マジで（ニッコリ）。

さやか：〈聞き耳〉の79％にむったんの運命がかかっています。コロコロ……やった、成功です！

ＫＰ：では、さやかちゃんは睦ちゃんの携帯電話から「あざとにゃ～ん」ではなく、「アザース、アザース、アザトース」という不気味な音が聞こえてくるのに気づく。

さやか：その単語を聞いたら、もはや躊躇はしません。外に合図してから、中に飛び込みます！

ＫＰ：外に合図すると１ラウンド遅れると思ってくれ。そうしたら、睦ちゃんは寝室の扉を開けてしまうかも。

さやか：うう～～～ん……だったら、ここは一人でも行きます！　むったんを止めるのが大事！

ＫＰ：了解した、では、さやかちゃんが中に入ると、リビングの退廃的な女子生徒たちは無警戒の夢心地の表情でヘラヘラ笑いながら「いらっしゃい、にゃ～ん」とか言っている。そして、リビングから寝室の方に「むにゃ～ん」とか言いながら四つんばいで進んでいる、睦ちゃんの姿が……。

さやか：「あっ、こんにちは～」と、適当にあいさつをしながら、香炉から煙が出ているのに気づけるのなら息を止めて、むったんを引きずり戻したいです。

ＫＰ：睦ちゃんは、そんなさやかちゃんに抵抗するかい？

睦：私はさやかちゃんもかわいい猫ちゃんに見えるはずなので、じゃれつくだけで積極的に抵抗はしませんよ～。

佐々原：なにも知らないで見たら、とってもご褒美な光景だ！（笑）

ＫＰ：だったら、睦ちゃんのＳＩＺに対する、さやかちゃんのＳＴＲの抵抗表のロールに成功したら、睦ちゃんを連れ戻すことができる。ただし、失敗したら、睦ちゃんの足止めはできるけど、思わず煙を一息吸ってしまうぞ。

睦：私のＳＩＺは10だよ。

さやか：私のＳＴＲは12ですので……成功率は60％ですね。コロコロ……うわっ、失敗しちゃった！

ＫＰ：では、睦ちゃんを押さえつけることには成功したが、思ったよりも重くて──

睦：重くないから！（笑）

ＫＰ：さやかちゃんは、睦ちゃんを取り押さえているとき、うっかり煙を吸い込んでしまうのだった。
















さやか：うう～っ、確か［18－ＰＯＷ］×５でしたよね。私は20％です。これに成功してしまうと、正気度が２Ｄ６減らされちゃうんでしょうか？

佐々原：でも、ＰＯＷが１ポイント増えるよ！　うらやましい!!

さやか：いやいや、いまは狂気に陥らない方が大事です。このままだと二人とも寝室に入っちゃう！

辰巳：まったくだ！　目先のＰＯＷにだまされるな！（笑）

さやか：コロコロ……「26」で失敗！　でも、これって失敗したら、なにが起きるんですか？

ＫＰ：ぽわ～んと気持ち良くはなるけどほろ酔い気分になったくらいの感覚で、正気を失うほどではない。

さやか：ほっ、よかったぁ。とりあえず、むったんに新鮮な空気を吸わせるために外に連れ出します！




　部屋を脱出したさやかちゃんは、猫のようになってじゃれつく睦ちゃんをあやしながら携帯電話で辰巳先生たちを呼び寄せた。その後、マンションのエレベーターの前で、辰巳先生は睦ちゃんに〈精神分析〉を施し、正気に戻すことに成功。部屋の様子を探索者同士で情報共有した。




佐々原：奥の寝室とか調べるなら、あの使用人の二人がいない、いまがチャンスだと思うんだけど……。

辰巳：女子生徒のさやかちゃんならともかく、ワシらが突入したら、さすがに中の子たちも驚くんじゃないのかな。

ＫＰ：いくら夢心地でも、それなりの反応は見せるだろうね。ちなみに、あの煙による妙なロールは最初の一度しか効果を表さなくて、二度目からは、気分を高揚させるドラッグのような扱いとなる。もちろん、吸い過ぎたらなにが起きるかわからないけどね。

さやか：だったら、もう一度、私だけで行ってきましょうか？

辰巳：寝室になにがあるかわらない状況では、それも危ないような……しかし、ワシらが煙を吸って正気を失ったら、混乱は増すばかりだな。

さやか：奥の寝室をちらっと見てきたら、すぐに戻ってきますよ。なにかあったときのために携帯電話をつなげっぱなしにしておきますので、ここで待っていてもらえますか？

辰巳：う～～む、すまんが、ここはさやかちゃんに任せるとするか……。




ＫＰ：では、もう一度、さやかちゃんは部屋に入った。女子生徒たちは、相変わらず夢うつつの様子だね。

さやか：寝室に行く前に、ざっとリビングの様子を確認したいのですけど、お菓子やクッション以外になにか変なものはありませんか？

ＫＰ：この部屋で唯一理性を保っているさやかちゃんは、じゅうたんの上に大きめの封筒が落ちているのに気づく。表には、ちょっと名の知られた芸能事務所の名前が書いてあるので、ちょっと気になるかもね。

さやか：「いい香りですにゃ～ん」って、お香に酔っているようなふりしながら、さりげなく中を見てみますけど。

ＫＰ：芸能事務所のマネージャーの名刺と、雨あま宮みや貴たか也やの新曲「目覚めてもドリームランド」のＣＤが入っているね。

睦：幻夢境ドリームランドから目覚めてもドリームランドだったら、もう絶望しかないですよ（笑）。

さやか：そ、それって普通に売っているＣＤなんですよね？（笑）

ＫＰ：タイトルは怪しげだけど、市販されているものだ。というか、さやかちゃんもこのＣＤを持っているはず。

さやか：へっ、なんでですか？

ＫＰ：なんだ雨宮のこと忘れちゃっているのか。「だってボク、名探偵の孫ですから！」って言えば思い出すかな？

さやか：ああっ、私が好きなドラマ『アケチ三世』の人ですね！

辰巳：『るるいえばーすでい』の第三話に出てきた、売れない俳優だったよな。今度は歌手になったか（笑）。

ＫＰ：以前から俳優業以外にも、歌手をしたり、バラエティ番組にも出演したりと手広くやっていたよ。あと、売れてないと言っても、彼はイケメンなのでさやかちゃんみたいな若い女の子にはそれなりの人気はある。

さやか：なんで雨宮さんの事務所の封筒と、マネージャーの名刺が……？

佐々原：もしかして、文化祭にゲストとして呼ぶつもりなんじゃないの？

さやか：なるほど……では、山田さんたちに「雨宮貴也の曲とか、みなさんも聞くんですかにゃ～？」と、この封筒はいったいどうしたのか話を振ってみます。

ＫＰ：相変わらず夢うつつの女子生徒たちは「あのねぇ～、今度の文化祭に雨宮くんを呼ぶ計画があるのぉ～」と、あっさりと答えてくれる。

さやか：ちょっと待ってください。そんなの実行委員の副委員長である、この私が聞いてませんよ!?

ＫＰ：確かに聞いていない。これはどう考えてもおかしいね。

佐々原：サプライズライブとかなのかも。

辰巳：それにしたって、学園には許可をもらわないといかんだろう。

睦：む～っ、ここではこれ以上調べようがないから、とりあえず保留にしておいたら？

さやか：そうですね。ただ、こっそりと名刺だけ抜き取っておきたいです。

ＫＰ：（お香でトリップしている子たちは気にもしないのだけど、不安にさせるためにダイスはロールしておくかな。コロコロ……コロコロ……）うんうん、山田たちはさやかちゃんを気にも留めていないようだ。

さやか：ほっ……よかった。あとで辰巳先生からこのマネージャーに連絡してもらいましょう。

辰巳：まあ、雨宮くんとは知らない仲じゃないからな（笑）。

さやか：名刺を確保できたら、今度は慎重に奥にある寝室の方へ向かいます。

ＫＰ：寝室の前にまでやって来たけど、扉にはガムテープが雑に貼ってあって入れないようになっているね。

さやか：気にしません。はがして、ゆっくりと扉を開きます。

睦：さすが勇気あるなぁ～、さやかちゃんは（笑）。

ＫＰ：ガムテープは簡単にはがれて、扉は開いたのだが……リビングの退廃した空気とは対照的に、薄暗い寝室の中は、息をのむような光景が広がっているのだった。

全員：ゴクリ…………！

ＫＰ：まるで、部屋全体が溶けて、歪ゆがんでいるようだった。ベッドや家具の輪郭が崩れ、壁紙はさまざまな色の絵の具を混ぜ合わせたような、薄汚い色になっている。そして、ベッドだったものの上には、薄茶色の泥がぶちまけられていた……いや、よく見ると、それは人間の肌の色をしていた。ところどころに指や足の名残のようなものが突き出ており、ベッドから床へと、以前は女性の頭部だったらしき溶けた肉の塊が垂れ下がっている。

さやか：うにゃ～ん、これはひどいっ！（泣）

ＫＰ：肌の色合いからして、ベッドでは二人の人間が溶け合っているらしい。ベッドの奥、壁に貼り付いたようなくすんだ肌色の塊からは、なんと人間の声が聞こえてきた……。

さやか：こんなになって、まだ生きているの!?

ＫＰ：よく見ると、奥の壁にへばりつくようにして中年男性の顔がある。彼は「私はあの子の心に穴を開けてしまった……開けてしまった……」と、うわごとのようにつぶやいている。そして、そんな肉体からはポコッと泡が湧き上がり、はじけると同時に、かすかに「アザース、アザース、アザトース」という、異界からの声と冒瀆的なフルートの旋律が聞こえてくるのだ。さあ、〈正気度〉ロールをしてもらおうか!!

佐々原：これはごっそりと減らされそう！

さやか：こんなのを見て、平気でいられるはずないです。コロコロ……でも、〈正気度〉ロールは成功してます！

ＫＰ：ふっふっふっ、成功しても１Ｄ３ポイントの正気度を喪失するぞ。

辰巳：成功しても１Ｄ３ポイントだと？　こいつは本気でまずいぞ!!

さやか：コロコロ……うにゃ～ん、最大の「３」が出てしまいました。現在正気度は64です。

佐々原：煙で正気度が２Ｄ６減らされた上、寝室を調べたら、成功しても１Ｄ３クラスの〈正気度〉ロールとか……このマンションは地獄かなにかですか!?

ＫＰ：さらに、さやかちゃんはＰＯＷ10に対する抵抗表のロールをしてもらおうか。

さやか：えっ、嫌ですけど。なんで私にそんなことをさせるんですか？

ＫＰ：ボクはそんなことを聞かれたことに「なんで？」と問い返したい（笑）。

さやか：どうしてっ、どうして、そんなにいじめるんですかぁ～、もう嫌ですよ～（泣）。

ＫＰ：そうしている間にも、さやかちゃんは自分の手の先がなんだかもやもやとしてきて、輪郭がぼやけているような気がする。自分の肉体と世界の境界があいまいになっているのだ。さっさとロールしないと失敗扱いにするよ。

さやか：溶けちゃう！　あいまいになっちゃう！　コロコロ……よかった、成功しています!!

ＫＰ：さやかちゃんは強靭な精神力によって自我を保つことができたようだ。自分に気合いを入れると、やがてピントが合ってきたように体の輪郭はハッキリとしたものに戻っていく。

佐々原：怖過ぎですよ。なんなんですか、このマンションは……。

睦：もしかしたら、その部屋の壁に私の顔がこびりついているなんて展開も十分にありましたね。

さやか：でも、狂気には陥っていないので、その壁の人に声を掛けてみますけど……どうですか？

ＫＰ：ほとんど放心状態にあるため、まともに会話するには精神分析医のような会話の技術が必要だな。〈精神分析〉をロールしてみてちょうだい。

さやか：コロコロ……失敗。〈精神分析〉は私の担当じゃありませんから～（泣）

ＫＰ：では、彼の言葉は支離滅裂であり、会話が成立しないね。

さやか：「あの子……って、もしかして冬室熾さんのことなんですか？」

ＫＰ：そう尋ねても、明確な反応はない。

佐々原：冬室さんを「あの子」と呼んでいるとしたら、もしかしてこの人は冬室さんのお父さんなのかも。

睦：冬室さんの家族がずっと姿を現さないのは、すでに溶かされていたから？　むむ～っ、ありそうな展開！

さやか：「あなたは冬室さんのお父さんなんですか!?」

ＫＰ：（ここはさやかちゃんに〈心理学〉させてあげようかな。コロコロ……失敗か）なにかしらの反応は見せるが、あまりにあいまいな反応で、あの壁にへばりついた顔が冬室の父親であるかどうかは確信できないね。ただ、年齢的には合致するね（ここは心理学とかに精通した人がいないと情報があまり得られないんだよなぁ）。

さやか：ど、どうしましょう。これって、助けられるんでしょうか？

睦：む～っ、包丁男みたいに、危険ドラッグのやり過ぎでこうなっちゃったのかなぁ。

辰巳：さやかちゃん、残念だが、これはもう手遅れという判断でいいのではないだろうか？

さやか：ううっ……すみません、私にはなにもできません。成仏してください、ナムナム（手を合わせている）。

ＫＰ：ところで、さやかちゃんは〈目星〉をしてくれる？

さやか：ん、なにか手掛かりが落ちているのかな？　コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、部屋の床にまき散らされた泥のようなものが、さやかちゃんのつま先の方にジワジワと迫ってきているように感じるけど……どうする？

さやか：すぐにドアを閉めて、ガムテープを貼り直します！　ここは封印です！　封印します！

佐々原：ほかに住人のいるマンションじゃなかったら、放火しても許されるレベルの魔ま窟くつだよ！

辰巳：あの溶けた男は仕方ないとしても、大至急、女子生徒たちは退去させるべきだな。

さやか：そうですよね。リビングに戻ったらお香を焚いている球をキッチンに持っていって水をかけます！

ＫＰ：「ちょっとなにしてるのよ。それ今日の分なのよ!?」と、さすがに山田たちは驚いた顔をして、さやかちゃんを責めるよ。

さやか：「今日の分？」

ＫＰ：そのお香は例の白人女性ユーニス・バブソンがお菓子などの差し入れと一緒に、毎晩、一日分だけ持ってきてくれる貴重な品なのだそうだ。それを台無しにされたので、山田たちはかなり怒っているね。

さやか：「これは冬室さんからの指示です。もう今日は解散です！」

ＫＰ／女子生徒：「え～っ、意味わかんないんですけど。そんなメール、来てないし～」

さやか：「なんでわかんないんですか。な～んでわかんないんですか～？　こっちこそ意味わかんないし～!!」

睦：逆ギレですよ、この子は（笑）。

さやか：「はいはい、解散、解散」って、パンパン手をたたいて、とにかく部屋から追い出します（笑）。

ＫＰ：見掛けない新入りに、そんなことを言われても素直に聞くはずが──

さやか：近くの戸棚とかを「バゴン！」って、後ろ回し蹴りで壊します。「まだ、帰るつもりはないの？」

睦：怖い、怖いよ（笑）。

ＫＰ：ホントに怖いな。そんな殺人キックを見せられたら、山田たちは青ざめて部屋から逃げ出していくよ。

辰巳：部屋を出たところには、ワシらが待っているわけなんだがな（笑）。

ＫＰ／女子生徒：「ええ～っ、辰巳先生。なんでここに!?」

辰巳：「こらぁぁぁっ、なにをしておるっ!!」と、教育者として叱りつけてやる（笑）。




　学園の理事長代理から雷を落とされて、もともとは優等生の女子生徒たちは途端におとなしくなった。

　ただ、残念ながら、彼女たちからはあまり有益な情報は得られなかった。

　女子生徒たちは例のお香が危険ドラッグのようなものではないかと半分知っていながらも、ついつい快楽に溺れていただけで、当然、あの恐るべき寝室にも入ったことはなかったという。

　また、雨宮貴也に関しての企画についても、別の「OTHERS」の幹部たちが取り仕切っているということだ。




さやか：ここは、秋月（冬室）さんに「おまえの野望はすべてお見通しだ。計画を中止しろ」と、警告のメールを送ってみてはどうでしょうか。

佐々原：いや、そんなことしたら、また別の場所で儀式をするだけなんじゃないのかな？

ＫＰ：そうだね。そのとき彼女の陰謀に探索者が気づける保障はないし、むしろ、こちらに地の利のある御津門学園で決着をつけるという考え方もあるだろう。

さやか：……つまり、こちらは朗読劇の囮にだまされているふりをして、秋月（冬室）さんの動きに警戒するってことですね。

佐々原：文化祭に秋月ちゃんが現れたら、みんなで取り押さえるってことで、いいんじゃないのかな？







かくして文化祭は開かれる




　辰巳先生は怪しいドラッグにうつつを抜かしていた女子生徒たちを厳しく叱りつけて、文化祭の日は自宅で謹慎するように命じた。

　その後、部屋で手に入れた芸能事務所のマネージャーの名刺の番号に電話をしてみると、やはり雨宮貴也は明日の文化祭でサプライズライブを開いて、新曲「目覚めてもドリームランド」を披露するらしいことがわかる。ただ、仕事中の雨宮貴也とは連絡が取れないため、当日、学園の前で彼を待って話を聞くしかないようだった。




ＫＰ：かくして、文化祭の当日。御津門学園の校門には生徒会主導で製作した大きな門が飾られ、文化祭の最初のイベントとして除幕式が開かれる。この式では辰巳先生にも参加してもらって、簡単なあいさつをしていただこう。

辰巳：「あー、本日は天候にも恵まれ……」とかなんとかあいさつは短めに切り上げて、みんなと合流しよう。ワシもこの文化祭ではいろいろやることがあるからな。

さやか：私たちは分散して学園の敷地に入ることのできる場所すべてを見張っていますからね。

ＫＰ：ちなみに、当日になると、あちこちで文化祭のパンフレットが配られている。

睦：おっと、朗読劇の時間だけはしっかり確認しておかないと。

ＫＰ：ドタバタしていたせいで、君たちが文化祭のスケジュールをしっかり確認するのは、これが初めてになるけど……佐々原は〈アイデア〉か〈芸術（文学）〉でロールをしていいよ。

佐々原：なにがわかるんだろう。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：昨日、ようやく朗読劇の脚本をしっかりと読ませてもらえた佐々原は、朗読劇の上演時間が脚本のボリュームに比べて、ちょっと長めにとってあることに気づくね。

佐々原：おや……ということは、この空いた時間にサプライズライブをするってことかな？

ＫＰ：確かに、講堂のスケジュールはほかの演目でぎっしり埋まっており、サプライズライブを開くような余裕はないね。さて、門の除幕式も無事に終わり、辰巳先生がみんなと合流すると、来らい賓ひんが続々と学園にやってくる。

さやか：そう言えば、クラスの部活女子喫茶を手伝わなくていいんでしょうか……？

睦：私だって、ホントは美術部の展示場にいないといけないんだけど。

さやか：うう～ん、文化祭をテーマにしてくれたのはうれしいんですが、なんか私が想像していたのと違う……もっとのんびりと文化祭を楽しみたかったです。

佐々原：このキーパーに、そんなのどかなシナリオを期待するのは無理なんじゃないかなぁ。

ＫＰ：えーと、まあ、正直すまんかった。秋月たちの陰謀を阻止したら、ゆっくりと文化祭を楽しんでくれ。さて、入場者を監視していた人たちは〈目星〉をしてくれるかな？

全員：コロコロ……成功！

ＫＰ：すると、正門から少し離れたところにタクシーが止まって、サングラスと帽子をかぶって変装している雨宮貴也らしき若い男が降りる。

辰巳：迎えに来ている「OTHERS」の連中に見られては困るから、学園に入る前に「やあ、雨宮くん。久しぶりだね」と、すぐに声を掛けよう。

ＫＰ／雨宮：「うわっ、お久しぶりです、辰巳先生。誕生日にお招きいただいて、お宅が半壊したとき以来ですね」

辰巳：くっ……こいつめ。嫌なことを思い出させおって。「ワシはこの学園の理事長代理をしておってね……君が今日の文化祭でサプライズライブをすると聞いたのだが、それは本当なのかね？」

ＫＰ／雨宮：「はい、よかったら、辰巳先生も見に来てください。午前十一時からの朗読劇が終わったところで、ボクが飛び入り参加する予定です。きっと、生徒たちも驚きますよ～」

辰巳：「ちょっとこっちへ来なさい……そのライブの段取り、洗いざらい話してもらおうか（笑）」




　雨宮貴也は探索者と共にガグの棲まうドリームランドまで行って生還した男であり、探索者のただならぬ雰囲気に、またなにか宇宙的な事件が起きようとしていると察する。

　ただ、雨宮に伝えられているライブの段取りにおかしなところはなかった。彼としては、ちゃんと学園にも許可をもらった正規のイベントだと思っていたらしく、ギャラも高校の文化祭にしては高額だったという。




睦：冬室さんの家はお金持ちらしいから。

辰巳：うーむ、もしかして雨宮くんは客寄せとして利用されているだけなのかもな。

さやか：「新曲を披露する以外に、雨宮さんはなにかしないんですか？」

ＫＰ：新曲が終わったあと、場をさらに盛り上げるために軽くＭＣみたいなこともするみたいだよ。

さやか：「それは台本とか渡されているんですか？」

ＫＰ／雨宮：「いや、アドリブでやるつもりだけど……ただ、文化祭のテーマをコールしてくれって言われたっけ」

さやか：「文化祭のテーマ？」

ＫＰ／雨宮：「朗読劇のタイトルにもなっているでしょ。『OTHERS』ってやつだよ」

全員：それは駄目～～～～～～っ!!

睦：つまり、講堂でみんなに「OTHERS」コールをさせて、フルートの騎士をもう一度召喚しようとしている？

辰巳：いや、これだけ大掛かりなことをしているのだから、今度は外なる神々の従者くらいで済むとは思えん……もっとすごいモノが来ちゃうんじゃないのかな。

佐々原：まさか……アザトース様ですか？

さやか：でも、アザトース様って、呼び出してもなにもいいことしてくれない神様なんですよね。秋月（冬室）さんはなんでそんなモノを呼ぼうとしているのでしょう……。

睦：さあ……アザトースなんて世界を滅ぼしたいときくらいしか呼ぶことはないだろうけど。

さやか：とにかく「OTHERS」コールは駄目です。絶対駄目！

ＫＰ：いちおう、この段取りは契約時の約束なので、頭ごなしに駄目と言われても、雨宮は戸惑ってしまうね。

さやか：じゃあ、予定が変更されて、「OTHERS」から「トォトォザァ」になったんですよと説明します。

ＫＰ／雨宮：「『トォトォザァ』……って、どういう意味なの？」

さやか：「フランス語で『みんなに幸あれ』という意味です！」とか、適当なことを言います。

ＫＰ：なるほど。まあ、辰巳先生がいることだし、そこまで言われたら断る理由はないな。

さやか：「OTHERS」でさえなければ「ドリ～ミング！」とか、なんでもいいんですけどね（笑）。

辰巳：いやいや、そこは「トォトォザァ」にしておこう。嫌がらせくらいにはなるだろう。

佐々原：「あと、事前にボクらと会ったことは、ほかの実行委員の子には言わないでもらいたいな。生徒だけで企画したサプライズの感じが薄れちゃうからね」

ＫＰ：うん、そういう事情なら、雨宮も納得してくれる。

辰巳：「あと、いま聞かせてもらった段取りと違ったことをするようなら、必ずワシらに連絡してくれ」

ＫＰ：「はい、わかりました」……と、言っているが、どうも雨宮は危機感が足りないが気するね。心配なら、誰かがこっそり彼を見張っていた方がいいかもよ。では、そろそろ朗読劇のときの配置を決めてもらおうかな。




　ここで御津門学園の講堂のマップが、みんなの前に広げられた。

　御津門学園の講堂は四百人の客を収容できる、かなり立派なものだ。イメージとしては大きな映画館のような構造で、舞台を見下ろすように座席が階段状になっている。

　舞台の下に奈な落らくはなく、両袖に準備室と控え室、放送室があるだけだ。あとは二階部分に映写室があり、それぞれに企画に関係する生徒たちが常駐している。出口は四か所もあって、すべてを見張るのは難しそうだった。




さやか：秋月（冬室）さんが来たら取り押さえたいところですが……。

ＫＰ：しかし、客はかなりの数になりそうだ。というのも、どうやらサプライズとか言いながらも、ネット上では雨宮が御津門学園にやってくるといううわさが流れているようなのだ。いかにもタレントの追っかけっぽい若い女性たちが、講堂にぞくぞくと集まってきている。

佐々原：「OTHERS」の子たちが、わざとリークしたのかな？

睦：この追っかけに変装されて紛れ込まれたら、かなりやっかいだね。

辰巳：この追っかけは「OTHERS」コールの要員と、目くらましの一石二鳥というわけか。

佐々原：「OTHERS」コールもそうだけど……たぶん、この講堂で例のお香を焚くつもりなんじゃないのかな。それでトリップした人たちにコールさせると、呼び掛けに答えてアザトース様がやってきちゃう……みたいな？

さやか：なるほど、あのお香は焚かせないようにしないといけませんね。みんなが溶けたら大変です！

佐々原：空調を押さえて、なにかあったらすぐに煙を排出できるようにするとかできますか？

ＫＰ：講堂の空調はそれほど高性能じゃないから、お香が広がる前にどうにかしないと駄目だね。ただし、お香が講堂全体に広がるのだって、かなり時間が必要なはずだから、効率良く広げる秘策があるのかもしれない。

全員：うう～～ん？




　冬室熾の計画には、幾重にもわなが仕掛けてあり、雨宮の「OTHERS」コールをやめさせただけでは悲劇は防げない。

　ここで探索者たちは、どこで見張るのがよいのかと、冬室たちがどのようにお香を焚くつもりなのかについて悩みだす。そして、講堂のどこに探索者が待機するかは事件を穏便に解決するための大切な要素だったので、ボクもどっしりと構えて、みんなにしばらく考える時間を与えることにした。




佐々原：……そもそも、観客席のあちこちで複数の生徒にお香を焚かれたら、ボクらにはお手上げですよね。

辰巳：いや、さすがにそんな対処不能な方法がシナリオ上で設定されているとは思いたくない。

ＫＰ：そうそう、そこはキーパーを信じてちょうだい。

さやか：やっぱり辰巳先生には舞台袖の控え室で、雨宮さんと朗読劇を間近で見張っていてもらいたいですね。

辰巳：うむ、それは引き受けるとしよう。

佐々原：ボクは最前列の客席にいようかな。なにかあったらすぐに舞台に上れるし、避難誘導もしやすい場所ということで。あと、職員室から借りてきた小型の拡声器をバッグに隠しておきますよ。

睦：戦闘力がある私とさやかちゃんは、「OTHERS」の会員にお香を焚かせないように警戒するつもりだけど……むむ～っ、どこにいるのがいいんだろう？

佐々原：（しばらく考えてから）……そう言えばさ、マンションに球になっている香炉があったじゃない。あれを客席の上から、舞台の方向へ転がすつもりなのでは？

睦：むむっ、それはありそう。タマ兄、冴さえてる!!

辰巳：なるほど、客席の間にあるスロープを転がして、講堂全体に煙を広げるというわけだな。

さやか：だったら……私たちは客席の最後列にいて、変な動きをしている生徒を見張りますか？

睦：そうだね、それがいいかも。

ＫＰ：整理させてもらおうか。辰巳先生が舞台袖の控え室で、朗読劇のスタッフと雨宮の動きを監視。佐々原は最前列の席で舞台を監視しつつ、いざというときは避難誘導するつもり。さやかちゃんと睦ちゃんは、お香の球をスロープから転がすだろうという推理から、最後列で怪しい動きをする客の監視──でいいのかな？

さやか：はいっ、それで大丈夫です！




　じっくりと考えられた探索者たちの配置が決定して、いよいよ「OTHERS」の朗読劇が始まった。

　その内容は改心した冬室（秋月）の脚本に準じたものであり、宇宙的要素はいっさいない。やはり本番は劇が終わってからのサプライズライブだろうと、探索者たちは確信する。

　すると、文化祭実行委員の生徒との打ち合わせを終えた雨宮が、辰巳先生のいる控え室へとやって来た。




ＫＰ：「辰巳先生、お疲れ様で～す」と、雨宮はソフトボールくらいの大きさの薄茶色の球をもてあそんでいる。それはザラザラとした表面で、独特の肌理がある──

全員：そ、それはっ!?

辰巳：こらっ、よこせ!!（いきなり奪い取る動作）

ＫＰ／雨宮：「いきなりなにするんですか!?」

辰巳：「雨宮くん、これはなんだね！　どこで手に入れたんだっ!?」と、猛然と詰め寄るぞ。

ＫＰ／雨宮：「えっ、それって〝from OUTSIDE〟ですよね。なんか歌の後でコールするときに、これを掲げてくれって実行委員の子に言われたんですが……よくわかんないけど、文化祭のシンボルなんでしょう？」

辰巳：そんなわけあるかぁ～！　まさかこれは秋月さんからもらったんじゃないだろうな!?

ＫＰ：いや、実行委員の普通の女子生徒から預かったようだけど。

辰巳：とにかく、これは没収だ。えーと、そのへんに舞台の小道具で似たようなボールとかはないか？

ＫＰ：〈幸運〉に成功したら、ソフトボールくらいの大きさのソフトボールがあります（笑）。

辰巳：コロコロ……成功だ。「悪いが、これを代わりに持って行ってくれ！」

ＫＰ：……雨宮は不思議そうな顔をしているけど、まあ、辰巳先生が言うのなら、それでいいかと納得した。ここにいるのが睦ちゃんとかだったら、こうは簡単に納得しなかっただろう。

睦：辰巳先生にいてもらってよかったですね～（笑）。

さやか：でも、こんな大事なモノを他人に預けるなんて、秋月（冬室）さんはどういうつもりなんでしょう？

辰巳：これを持った状態で「OTHERS」コールをさせると効果が倍増するとか、そんな感じなのだろうな。

佐々原：だったら、これを持って「トォトォザァ」コールをすれば追い払う効果も倍増するかも。

辰巳：うーむ、そんなことはないんじゃないかなぁ？

さやか：それより、この球を壊してしまったら儀式をできなくしてしまえるのでは？

睦：むむむ～～～っ!!　なんとも言えないけど、壊してしまったら元には戻せないからそれをするのは怖いね。

辰巳：ワシとしては、こんなものは海に捨ててしまいたい気分だ。

ＫＰ：（粗末にしないでほしいなぁ）まあ、これまでのシナリオを振り返ってみるといいと思うよ。

さやか：これって、第一話の「OTHERS」の入会の儀式で、私とむったんが触った球ってことですよね。

睦：あと、第二話では、出産土器からポロッと生まれて、水無瀬先生がくわえていたっけ。

佐々原：この〝from OUTSIDE〟にも、出産土器みたいにどこかに生まれた穴があるんじゃないのかな。それをこの球でふさげば、第二話みたいにすべて解決する！

辰巳：その穴はどこにあるんだ。いまさら探しになんか行けないぞ？

さやか：……あっ、もしかしたら、冬室さんの胸に穴が空いているのかも！　だから、マンションの寝室で男の人が「穴を空けてしまった」って言ってたんですよ！

佐々原：なるほど、この球で君の心の穴をふさいであげる……って、展開だね！

辰巳：心の穴というのは、そんな物理的なものだったのか!?（笑）

さやか：包丁男の胸からもなんか球が出てこようとしてましたよね。この推理で当たっているのでは？

佐々原：とりあえず、冬室（秋月）さんの胸に穴が空いているか確認をしないと……（笑）。

さやか：なんで佐々原さんがするんですか。通報しますよ！（笑）

ＫＰ：まあ、冬室（秋月）とは信頼関係を築いているので、胸に穴が空いているとかいう異常な状態だったら、ちゃんと佐々原に相談したはずだ。そこは確信できる。

睦：……となると、精神が入れ替わった、秋月さんの体の方に穴は移動している？

辰巳：そんなポコポコ空くものなのだろうか（笑）。

睦：相手はこの宇宙そのものと言えるアザトースですから、そのくらいは簡単なことかと。

ＫＰ：さて、そろそろ朗読劇も佳境に入っている。いまのところ、〝from OUTSIDE〟が手に入ったことを知っているのは辰巳先生だけだけど、この状況の変化に対して、どのような対応をするのか、ここはしっかりと行動宣言をしてもらおうかな。

辰巳：う～む、なんだかんだで、この球で穴をふさぐという推理は正しい気がするから、正気度もＰＯＷも高い、さやかちゃんに〝from OUTSIDE〟を預けておくのが得策かなぁ？

さやか：了解しました。お預かりします……「って、どこでこんなもの手に入れたんですかぁぁっ!?（笑）」

辰巳：「説明はあとでするから、ちょうど良い穴を見つけたら、とにかくこれでふさぐんだ（笑）」

ＫＰ：そのあと、辰巳先生は講堂のどのポイントで待機するか決めていいですよ。

辰巳：ぶっちゃけ雨宮の役目はもうこれで終わりだろうから、見張っていなくていいよな。

睦：そうですね。あとは秋月（冬室）さんが来るのを待つばかりかと。

辰巳：だったら……そうだなぁ、舞台袖にある放送室の方に移動しておこうかな。もしかしたら、放送設備を使って「OTHERS」の幹部たちが「OTHERS」コールをさせようとするかもしれないので、それを警戒しておこう。

ＫＰ：了解しました。では、一方、最前列で朗読劇を観劇している佐々原だが、隣には冬室（秋月）が座っている。

佐々原：「なにがあっても、ボクのそばを離れないように」

ＫＰ：彼女としては、佐々原があちこちを警戒していて、ちっとも舞台を見ていないことに不満そうだよ。

佐々原：いや、ちゃんと見てますって。ちょっと、どこかに秋月（冬室）ちゃんがいないか探しているだけで。

ＫＰ：それを集中していないと言うのだ。さて、そうしているうちにも朗読劇は大鴉の決めぜりふ「Nevermore」で幕が下ろされるのだが……しばらく間を置いて、暗かった舞台の照明が急に華やかなものになる。一部の生徒はなにが始まるんだと驚いているようだが、ネットのうわさを聞きつけてやって来た雨宮のファンらしき女性たちは「あまみやく～ん」って、黄色い歓声を上げている。

睦：むむっ、とうとう始まりますね。最後尾から変な動きをしている人はいないか監視してますよ！

ＫＰ：そして、さっきの朗読劇の余韻をぶち壊すような陽気さで、雨宮貴也が舞台に上がってきた。「みんな、今日はみつかど祭にようこそ！　文化祭実行委員会からのサプライズ──ボクの新曲『目覚めてもドリームランド』を聞いてくれるかな！　ドリドリ、ドリドリ、ドリ～ミング♪」

睦：なんですか、その歌は!?（笑）

佐々原：ドリルの歌？（笑）

さやか：雨宮さんは俳優だけしていた方がいいみたい……ファンとしていたたまれない気分になっています。

ＫＰ：い、いまの歌はともかく、ちゃんと客席の方は盛り上がっているからね（赤面）。

さやか：私も雨宮ファンとして、一緒に盛り上がった方がいいのかなぁ。

ＫＰ：さ～て、ここで大事なロールをしてもらおうか。最後尾にいるさやかちゃんと睦ちゃんは〈目星〉の２倍、最前列と放送室にいる佐々原と辰巳先生は〈目星〉の２分の１でロールをしてくれ。

さやか＆睦：コロコロ……成功。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

ＫＰ：なるほど。では、辰巳先生たちは舞台や客席に監視の目を光らせているが、いまのところ怪しい動きには気づけない……が、最後尾にいるさやかちゃんと睦ちゃんは、スロープのそば、後ろの方の席にいる御津門学園の制服を着た女子生徒が、盛り上がる場内で一人だけ顔をうつむかせて、バッグの中をゴソゴソとあさっているのを見つけることができる。

さやか＆睦：気づかれないように近づきます。

ＫＰ：すると、佐々原の推測通り、彼女はカバンから見覚えのある透かし彫りのされた金属製の球を取り出そうとしているのだが──

さやか：パシッと、その手をつかんで「この会場は火気厳禁よ」と、にらみつけます！

睦：迷いがないッ！　けど、そんなさやかちゃんに、シビれる、あこがれるゥ!!（笑）

ＫＰ：その女子生徒は文化祭実行委員会で見たことのある子だね。「樋口さん、なんなの？　なにするのよ？」

さやか：「そのバッグは没収します」って、ファスナーを閉めたら、バッグの中に煙を封じ込められませんか？

ＫＰ：うん、たぶんそれで大丈夫な気がするね。女子生徒はさやかちゃんの剣幕におびえて言葉を失っているが……一方、舞台上では雨宮の「目覚めてもドリームランド」の演奏が終わって、ＭＣが始まる。

睦：秋月（冬室）さんが動きを見せるなら、このタイミングですね。客席全体を警戒しています！

ＫＰ／雨宮：「さあ、みつかど祭盛り上がっていこう！　みつかど祭のテーマ──みんなも一緒に声に出してほしいな。せーのっ、『トォトォザァ』！　ん～、元気が足りないぞ。もう一度ぉ、『トォトォザァ』!!」

辰巳：よ～し、よしよし、雨宮くん、ちゃんとできる子じゃないか（笑）。

ＫＰ：観客たちは戸惑いながらも、雨宮につられて「トォトォザァ」コールを連呼している。さて、ここで探索者全員に〈目星〉をしてもらおうか。万が一、これに全員が失敗したら大変なことになるのでよろしく。

全員：コロコロ……成功！

ＫＰ：なんと、全員成功させてきたか。さすがだな。では、ケミカルライトが揺らめく薄暗い客席から、横にある小さな出口の方に向かう小柄な人影に気づくことができる。目立たない色のパーカー姿で、フードを頭にかぶっており、学園の制服姿ではない。

辰巳：あれが秋月（冬室）さんだな。変装して客席に紛れ込んでいたか……。

佐々原：儀式が失敗したから、去ろうとしているのかな。

ＫＰ：このフードの女性を追いかけるか、声を掛けるのならどのタイミングなのか、はたまたこのまま客席に残るのか……ここからは、それぞれしっかりと行動宣言をしてもらいたい。

さやか：私は後ろにある出口から廊下に出て、講堂の外に出る玄関に行かれないよう先回りしたいです。

睦：じゃあ、私はフードの女性のあとを小走りで追いかけて、挟み撃ちになるようにしようかな。

ＫＰ：なるほど、たぶんそれは可能だろう。

佐々原：う～～～ん、ボクはまだ舞台と客席を見張っていようかな。ここでなにかが起きるかもしれないし……。

辰巳：ワシもいざというときのために放送室で待機しておくか。騒ぎになったとき避難誘導をするかもしれない。

ＫＰ：二人の位置からだと、例えばフードの女性が出て行った廊下の方で騒ぎがあって、急いで駆け付けたとしても１ラウンドほど移動にかかると思ってください。

睦：そのくらいなら全然問題ないですね。４ラウンドかかるとかだったら考えるけど。

辰巳：うむ、だったらワシらはここで待機だな。







その肉体に宿るモノは？




ＫＰ：……では、御津門学園の講堂の廊下。扉の向こうの客席では、雨宮貴也の「トォトォザァ」コールで盛り上がっていて、廊下はがらんとしている。そんな廊下を玄関に向かって急ぐフードの女性を、さやかちゃんは待ち受けている。後ろから追跡してきた睦ちゃんが彼女に追いつくと、前後から挟み撃ちに成功するね。君たちが最善の動きをしたおかげで、周囲に人のいないところで対決をすることができたようだ。

さやか：「最後まで舞台を見ていかないんですか、秋月さん……いいえ、冬室さんと呼んだ方がいいかしら？」

ＫＰ：そんなさやかちゃんの言葉に観念したのか、彼女はフードを脱ぐのだが、その下にあるのは秋月舞の顔だ。

さやか：やっぱり!!

ＫＰ：ただ、その目はとても歳の近い女子のものとは思えない。深い知性と、心をざわつかせる冷酷が混在する、君には及びもつかない世界の深淵をのぞいてきた老人の目のようだ。そして、彼女は後ろを振り向くのだが……そこには、逃げ道をふさぐように睦ちゃんがいるわけだね。

睦：「冬室さん、なんでこんなことをしたの？　まだ間に合うよ。全部、私たちに話して！」

佐々原：おおっ、むったんはまだ改心させられると思っているわけか。

辰巳：どうだろうか……これは秋月（冬室）さんの反応が楽しみだな。

ＫＰ：ところが、秋月（冬室）は睦ちゃんの心からの説得を聞いても眉ひとつ動かすことはないね。

睦：む～～っ、私の言葉が届いていない……。

ＫＰ：そして、日本語ではない、別の言語で独り言をつぶやいている。

さやか：呪文はやめて～～～っ!!（泣）

ＫＰ：いや、これは呪文じゃないよ。ただの英語だけど、ちょっと聞き取りづらいものだ。この癖のある英語がなんなのかを気づくには〈ほかの言語（英語）〉に成功する必要がある。

さやか＆睦：ここで英語!?　コロコロ……失敗！（泣）

ＫＰ：次は内容を理解するためのロールをしてもらおうか。こちらは日常会話なので〈ほかの言語（英語）〉の４倍に成功すれば、だいたいの意味は理解できる。

さやか：よかったぁ、４倍なら楽勝です。コロコロ……成功。

睦：コロコロ……私も成功しました。

ＫＰ：冬室がつぶやいているのは、こんな感じの言葉だ。「アーミテッジの手先ばかりに気を取られていたら……まさか、この国にも真の知識を知る者がいたとは、予想外であった」

さやか：これって、秋月さんの中にいるのは冬室さんじゃない……？

佐々原：やっぱり、親友に撃ち殺されたっていう『アザトースその他の恐怖』の作者のエドワード・ダービイが中に入っているんじゃあ!?

辰巳：冬室さんがアーカムでエドワード・ダービイの宇宙的な遺産である〝from OUTSIDE〟を手にしたときに、エドワードの精神が彼女の肉体に入り込んだのか。おそらく、さっきの〈ほかの言語（英語）〉は、あの英語がアーカムなまりかどうか気づくための判定だったのだろう。




　実はプレイヤーの雑談レベルの話題では、冬室の体には別の精神が宿っていて、その正体はアーカムで殺されたエドワード・ダービイではないかという推理は出ていた。そして、この大切な場面で冬室が英語を話したことで、プレイヤーたちはその恐るべき推測が真実であることを確信するのだった。




さやか：でも、だとしたら、本物の冬室さんはどこにいるんです？

佐々原：それは……球の中とか？

辰巳：うーむ、そうだろうか。球の中に精神が宿るというイメージはないな。だとしたら、第二話に登場した古代の魔術師も、頭蓋骨ではなく出産土器の方に精神が宿っていないとおかしいだろう。

佐々原：じゃあ……あの使用人の二人のどちらかとか？

睦：あの二人はアーカムから呼び寄せた、ダービイの手下とかなんじゃないのかなぁ。

ＫＰ：のんびり考えている暇はないぞ。さやかちゃんと睦ちゃんが動揺している間にも、ダービイは言葉を続ける。「しかし、実験としては成功だ。次はもっと静かに、人知れず、究極へと達する秘術を遂行するとしよう……アザトース、クルン・クルン・バドゥビア、アザトース!!」

佐々原：くるんくるん!?

ＫＰ：これは「アザトースの灰色の儀式」の呪文だ（詳しくは『クトゥルフ神話カルトブック エイボンの書（新紀元社刊）』を参照）。

睦：来ちゃう。あの方が来ちゃう！（泣）

さやか：「トォトォザァ！　ホツォザァ！　ソォトザァ!!」

ＫＰ：では、描写文を読ませてもらおうか──









　……そのとき、彼女の胸が大きく膨らむと、緑色や紫色に変化を続ける丸い肉の塊が服を破ってあふれ出した。

　そして、その肉塊からは、まるで芽吹くようにして、十二本もの蔓草のごとき触手が生えてくる。

　彼女の胸からあふれ出し、禍々しき花弁のように広がった触手は、なにかを求めるように、またまさぐるようにして、君たちに向かって猛烈な勢いで迫ってくるのだった。




ＫＰ：この触手は、第一話で遭遇した、フルートの騎士が振り回していたものとよく似ている感じがするね。さぁ～て、さやかちゃんと睦ちゃんには気合いを入れて〈正気度〉ロールをしてもらおうかな!!

さやか：コロコロ……成功です！　よかったぁ～!!

睦：さやかちゃんが成功してくれたのなら、ちょっとだけ安心。コロコロ……むむっ、「42」でも、いまの私は失敗しちゃうんだよなぁ～（泣）。

佐々原：むった～～～ん!!

ＫＰ：二人がよく知る、同級生の秋月の肉体からあふれ出す肉塊と触手を目撃した探索者は、〈正気度〉ロールに成功した場合、１Ｄ３。失敗したら１Ｄ10＋１ポイントの正気度を喪失する。

睦：+1って!?　固定値が……固定値が憎い!!

さやか：コロコロ……うにゃ～ん、また最大値の「３」です。このダイス、ドヤ顔で高い目ばかり出すから嫌い！

辰巳：戦闘のとき、空手キックのダメージでも高目を出してくれるから、良いダイスとも言えるが（笑）。

睦：私はここで８ポイント減ったら、また不定の狂気に陥ります。コロコロ……むはっ、「７」＋１で、またまた不定の狂気に陥りました～！　残り正気度は28です（泣）。

佐々原：むったんが……むったんが壊れていく。さやかちゃん、早くボクらを呼んでくれ～!!

ＫＰ：さて、睦ちゃんの不定の狂気の症状だけど、ちゃんとシナリオで設定されている。君は目の前にいる秋月であり、冬室であり、おそらくエドワード・ダービイであるモノに、第一話で「いい子だ……」とささやかれたときに感じた憧れの感情が爆発する。そして気づくのだった……君は冬室に憧れたのではなく、いま本性を現している世界の深淵をのぞいてきた偉大なる魂に惹かれていたことに。

睦：「あの、まるで世界の深淵を見てきたような目……私の心が吸い込まれそう！」

ＫＰ：睦ちゃんの目にはおぞましい触手も、風にはためく美しいベールのように見えるのだろう。そして、一時的狂気の症状は（これはダイスで決定しようかな。コロコロ……）、君は目の前の人物に執着するあまり「この気持ちを邪魔する者は、誰であろうと許さない」という凶暴性が発露される。

さやか：むったんの目つきが凶暴にっ！（笑）

ＫＰ：（さやかちゃんには〈心理学〉をさせてあげようかな。コロコロ……成功か）その目つきは、ホントにしゃれにならない感じがする。下手に邪魔をしたら、たぶん睦ちゃんは本気で殴り掛かって来ることだろう。

佐々原：ここで、まさかの親友同士でガチバトル!?

さやか：京みやこさんなら蹴ってもいいかな……って、思うんですけど。むったんは蹴れないですよぉ～（泣）。

睦：さやかちゃんは、京だったら蹴るの!?（笑）

ＫＰ：では、十二本の触手だけど──

睦：ちょっと待ってください。その本数って重要なんですか!?

ＫＰ：重要だよ。だって触手の数だけ攻撃するんだもん。

辰巳：アホか～～～～～～～～～～～～～～～っ!!

さやか：いやっ、12回ってありえないでしょう。それって、モーガン博士をボコボコにした触手ですよね。

ＫＰ：一本、一本が金属バットくらいの威力がありそうだ。ところが、なぜかそのうちの三本は力が入っておらず、うねうねしているだけでやる気がない。

さやか：あれっ、どうしたんでしょう？

ＫＰ：ネタバレすると、これは「OTHERS」の幹部である、山田、田中、小林を自宅謹慎させたおかげだ。

佐々原：つまり「OTHERS」の幹部は十二人いた？　十二使徒だったんだ！

ＫＰ：まあ、一人、一本という単純計算なわけではないのだけど、みんながちゃんと事前調査をして、講堂で「OTHERS」コールする予定の女子生徒たちを更生させたおかげだと思ってくれ。

辰巳：叱りつけておいてよかった！

ＫＰ：あと……さやかちゃんは相手が呪文を唱えると同時に、迷うことなく「トォトォザァ」コールをしていたので、特別サービスで戦闘ラウンドが始まる前に「トォトォザァ」コールによる攻撃の処理をさせてあげよう。

さやか：ええっ、やっぱりこの人にも「トォトォザァ」って効くんだ！

睦：フルートの騎士を退散させたのも、この言葉だったし、同じモノだったら効くんじゃないのかな？

ＫＰ：ルールを説明しよう。さやかちゃんはエドワード・ダービイの魂を持つらしい人物のＰＯＷに対して、自分のＰＯＷで対抗表によるロールをすることになる。これに成功すると、彼女の胸から生えている外なる神々の従者のモノらしき触手は１Ｄ３本やる気を失って、攻撃をしてこなくなる。

佐々原：エドワード・ダービイって、ＰＯＷはいくつくらいなんだろう。

睦：『アザトースその他の恐怖』を書いたくらいだからＰＯＷは20あるとか言われても驚かないけど。

さやか：いやっ、驚きますよ。むっちゃ驚いて、怒りますから！　キーパー、わかってますか!?

ＫＰ：そんなの知らんがな。さて、君たちのいる廊下には、雨宮を中心に盛り上がる「トォトォザァ」コールが届いている。その影響により、さやかちゃんたちの抵抗表のロールに[image: ]％のボーナスが付くようになり、さらに減らす触手の数も+1される。

佐々原：なんと！　雨宮くん、よくやった～～～！（笑）

さやか：冗談でも「ドリ～ミング！」コールとかにさせなくてよかったですね（笑）。

ＫＰ：では、さやかちゃんの「トォトォザァ」コールのＰＯＷに対する抵抗表のロールをしてもらおうか。ちなみに「05」以下で成功したら、減る触手の数が２倍になるので頑張るように。

さやか：当然、「01」しか狙ってません。気合いを入れて～っ、コロコロ……「09」か、惜しい!!（笑）

睦：えーと、[image: ]％のボーナスが入っているから、そっちのＰＯＷが26でも成功ですね。

ＫＰ：さすがに、それは効くなぁ。では、触手を１Ｄ３＋１本減らしてくれ。

辰巳：さやかちゃん、ここでさっきの「３」ばかり出るダイスの出番だろう（笑）。

さやか：そうでした。今日、ずっと「３」しか出さないダイスで、コロコロ……やっぱり「３」が出た～！（笑）

全員：わ～～～～～～～～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：+1すると四本も減らされたのか。なんと……早くも残り５本。半数以下になってしまった（泣）。




　いよいよ外なる神々の従者の触手を生やした冬室（ダービイ？）との直接対決が戦闘ラウンドとして処理されることになった。

　まず、廊下の騒ぎを察知したＤＥＸ18の佐々原は、講堂内で「トォトォザァ」コールをもっと強めるような行動ができないか考える。これはキーパーも想定しており、女子生徒たちに少しずつ人気が出ているイケメン佐々原が舞台に上がって、客席を盛り上げれば、さやかちゃんの「トォトォザァ」コールにさらなるボーナスが与えられた。ただ、佐々原は熟考の末、１ラウンドを移動に費やしてもさやかちゃんたちに合流することを選んだ。そこには標的を増やして、敵の攻撃を分散させるという、実にクレバーな戦略も含まれていた。

　冬室の体に入っている秋月に客席から動かないように指示すると、佐々原は廊下に飛び出す。




ＫＰ：佐々原はそこに変わり果てた秋月の姿を見ることになる。さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

佐々原：ここで失敗はありえない。コロコロ……よし、成功だ！

ＫＰ：成功したら１Ｄ３ポイントの正気度を喪失するだけで済む。

佐々原：コロコロ……くっ、ボクも「３」が出た。残りの正気度は71です。

睦：タマ兄、私の倍以上ある！

辰巳：まあ、悪いが、ワシらの正気度も睦くんの２倍以上はあるのだが。

睦：むむ～っ、折れる～、心が折れる～（泣）。

ＫＰ：えーと、次はＤＥＸ15のさやかちゃんの行動だな。

さやか：おなかに力を入れて、本気で「トォトォザァ!!」と、唱えます。コロコロ……今度は「26」です！

ＫＰ：となると、こちらのＰＯＷが22なら抵抗できる計算だね。

全員：ゴクリ…………！

ＫＰ：う～～ん、さすがにＰＯＷ22ってことはないようだなぁ～。

さやか：やったぁ！　さ～て、またまた４本減らして、残り１本にさせてやりますよ。コロコロ……ううっ、とうとう「１」が出ちゃいました。「トォトォザァ」コールのパワーで+1して２本減らして、これで残り３本ですね。

ＫＰ：ずいぶんと減らされたが……ＤＥＸ14で、ようやくこちらの攻撃。３回連続攻撃だ！




　さやかちゃんの健闘で３本にまで減らされた触手は、さやかちゃん、佐々原、睦ちゃん、それぞれに１回ずつ攻撃を仕掛ける。命中率は45％、ダメージは［１Ｄ６×２］というなかなか強烈な攻撃であり、キーパーは本気であることを示すため、あえてオープンダイスでロールをするのだが……。




ＫＰ：コロコロ……くっ、また外れた!?　なんと攻撃はすべて外れか。

全員：イエ～～～～イ!!（ハイタッチ）

睦：じゃあ、ＤＥＸ13の私の番ですね。えーと、私は憧れの人である秋月さんの体にガシッと抱きつきます。可能であれば触手の攻撃を邪魔するくらいの勢いで抱きついていますから！（笑）

ＫＰ：残念だが、そのくらいでは邪魔はされないな。それどころか、秋月の胸から新たに生えてきた触手が、睦ちゃんの腕を優しく絡め取ると、ずぶずぶと彼女の体の内側へと引っ張り込もうとしている。

さやか：むった～～～ん!!（泣）

ＫＰ：そして、睦ちゃんにだけ、あのフルートの旋律と、聞き覚えのある声が聞こえてくる。「戻ってきたな、強き言葉を持つ姫よ……」

睦：むむっ、まさかここでフルートの騎士が再登場ってこと!?　外に連れて行かれる～!!（泣）

辰巳：くっ……睦くんの行動が終わったのなら、ＤＥＸ10でワシも廊下に移動。みんなと合流するぞ！

ＫＰ：では、秋月の胸からあふれ出した触手に睦ちゃんの腕が絡め取られて、すでに手首ぐらいまで彼女の体にめり込んでしまっている──という、ショッキングな光景を見た辰巳先生は〈正気度〉ロールだ！

辰巳：ここで失敗などできるか。コロコロ……なんと、失敗してしまった。

ＫＰ：失敗したら１Ｄ10＋１の正気度喪失ですよ。

辰巳：なんとしても５以下を出さねば。コロコロ……ううっ、６も減ってしまった。現在正気度は59だ。

ＫＰ：一度に５ポイント以上の正気度を失ったので、辰巳先生は〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：〈アイデア〉は得意なんだよなぁ。コロコロ……成功。しまった、一時的狂気に陥ってしまったぁ（泣）。




　辰巳先生の狂気の内容はシナリオに設定されていなかったためランダムで決定したところ、周りの行動をまねしてしまう反響動作というものになった。辰巳先生と相談した結果、この異様な状況を目撃したことで、急に弱気の性格になってしまい、さやかちゃんの「トォトォザァ」コールに弱々しく追従することしかできないことにする。

　当然、気合いが入っていないため、この「トォトォザァ」コールには触手を減らす効力はない。




辰巳：とりあえず、みんなに迷惑のかかるような狂気でなくてよかった。しかし、狂気に陥ってしまったので、睦くんを〈精神分析〉することはできないな、とほほ。

佐々原：これで全員行動したから、戦闘ラウンドは頭に戻ってＤＥＸ18のボクですね。ここはむったんを助けに行くか、それとも「トォトォザァ」コールで触手をゼロにしてしまうかの、どっちかだけど……。

さやか：このままだとむったんがのみ込まれちゃいそうなんで、助けに行ってあげてください。

佐々原：じゃあ、むったんを触手から引っ張り出そうかな。

ＫＰ：その場合、睦ちゃんは憧れの対象から引きはがされまいと本気で抵抗すると思うので、注意してくれ。

睦：容赦なく、タマ兄の鼻を裏拳で折ります（笑）。

佐々原：ぞぞ～～っ！　裏拳はともかく、よく考えたらボクの貧弱なＳＴＲではとても二の腕が太いむったんを押さえつけるのは無理だった（笑）。

辰巳：ここはワシの代わりに、睦くんを正気に戻してやってくれ。

佐々原：よ～し、パーティーナンバー２の〈精神分析〉が火を噴く時がきたようですね。「むったん、そいつから離れろ～！」っと、コロコロ……よっしゃああっ、成功！

ＫＰ：では、睦ちゃんはわれに返ると、目の前にいる秋月の瞳に宿るモノが深淵を見てきたというよりも、深淵そのものであり、人の世界に存在してはならないものであることに気づく。

睦：「こ、この瞳の奥にあるものは闇……どす黒い闇だけ……！」

ＫＰ：さ～て、今後、睦ちゃんがどうなるのかは、さやかちゃんの「トォトォザァ」コールにかかっているぞ。

さやか：むったんを助けるためにも、ここで失敗はできません。講堂からの「トォトォザァ」コールをわが背に受けて、いますべての気合いを込めた必殺の叫び──

佐々原：なんか格好いいこと言い始めた～！（笑）

さやか：「トォトォザァ～～～ッ!!」っと、コロコロ……「20」です！

ＫＰ：大丈夫、それでも効いているよ。もう言っちゃうけど、こいつのＰＯＷは18だからね。

辰巳：ＰＯＷ18って、われわれの中ではさやかちゃん以外、ほとんど通用しないじゃないか。

さやか：さ～て、ごりっと触手を削り取りますよ～！　コロコロ……「２」が出て、ぴったり３本減らしました！

全員：わ～～～～～い!!（パチパチ）

ＫＰ：なんなんだ、この子は。どんだけ幸運の星の下に生きているんだ!?

佐々原：結局、全部さやかちゃんが消しちゃいましたよ。なんかもう……さやかちゃんだけでよかったんじゃないのかな。ボクら正気度を減らされただけじゃないか（笑）。

さやか：いやいや、佐々原さんがむったんに〈精神分析〉をしてくれなかったら、私もここまで安心して「トォトォザァ」コールはできなかったですよ。

ＫＰ：…………では、ＤＥＸ14で触手の行動の番だな。

全員：ええ～～～っ、まだなにかするの～～!?

ＫＰ：これくらいのことで事件が解決するほど甘くはないよ……うふふふ。







人の世界の外なる世界




ＫＰ：さやかちゃんの「トォトォザァ」コールによって、すべての触手はやる気を失い、秋月（ダービイ）の体の中に戻っていくのだが……睦ちゃんの腕を離そうとはせず、一緒に秋月の体の中へ引きずり込もうとする。

全員：むった～～～ん!?

さやか：どうにか止められないんですか!?

ＫＰ：すると、突然、黒い影が飛来する！　それはみんなが気にしていた、冬室のそばにいた目のないカラスだ。

全員：ええっ!?

ＫＰ：そして、そのカラスは睦ちゃんの腕に絡んでいる触手に猛烈に攻撃を仕掛けるのだ。

佐々原：ボクらを助けてくれた……もしかしたら、このカラスの中には、本物の冬室さんが入っているのでは？

辰巳：なるほど、それはありそうだな。ちょうどこれで数が合う。

ＫＰ：まあ、カラスの正体についての話はあとにしてくれ。さて、カラスが時間を稼いでくれたおかげで、睦ちゃんの行動の番が来た。睦ちゃんは一時的に正気に戻っているから、これに抵抗することができるよ。

辰巳：キーパー、この戦闘ラウンドでワシはまだ行動していないから、小声で「トォトォザァ」コールをしながら、睦くんを引っ張ることはできないだろうか？

ＫＰ：……そうですね。「トォトォザァ」コールはやめられないけど、とっさに睦ちゃんの手を握るくらいはしてもいいでしょう。

辰巳：「トォトォザァ……しっかりするのだ、トォトォザァ……」

ＫＰ：では、睦ちゃんは自分のＳＴＲに、気弱な辰巳先生のＳＴＲの半分（切り上げ）を足した数値で、この触手のＳＴＲに対する抵抗表のロールをしてもらおうか。

睦：私のＳＴＲは15もあるので、辰巳先生のＳＴＲの半分を足したら、なんと21です！

佐々原：さすが、むったん。二の腕が太いだけある！（笑）

睦：今回ばかりは二の腕が太いことに感謝！　コロコロ……むはっ「03」です!!（笑）

ＫＰ：あ～、もうそれは自動成功ですわ（なんなんだ、みんなのダイス目の良さは）。

睦：すぽ～ん、抜けた！　私の腕は残っていますか!?

ＫＰ：ちゃんと残っているよ。ただ、睦ちゃんは気づく。自分が秋月の胸から抜き取った跡には、ぽっかりと黒い穴が空いていることに……そこからは、無数のフルートによる冒瀆的な旋律と、「アザトース、アザトース」と大いなる者の名を崇める異界の声が聞こえてくる。

睦：「これは出産土器のときと同じ……!?」

ＫＰ：一方、カラスは秋月（ダービイ）の顔面に攻撃を続けており、彼女は身をかばうので精いっぱいのようだ。さて……みんなはどうする？

さやか：もちろん、この〝from OUTSIDE〟で秋月さんの胸の穴を埋めますよ!!

ＫＰ：（真面目な声で）さやかちゃんは、第二話で出産土器の穴をふさいだ経験があるのでわかるのだが、その行為はとても危険だと魂に刻み込まれている。

さやか：そうでしたっけ？

ＫＰ：君はＰＯＷの抵抗表のロールにあっさりと成功したから気づいていないかもしれないが、失敗すれば大変なことになっていたんだよ。

さやか：あっさりととか……ちゃんとすごい気合いを入れていましたから（笑）。

ＫＰ：しかし、あの行為はみんなで力を合わせれば成功率が高まるような気がする。ただ、もしそれでも失敗したときには、協力してくれた仲間たちも一緒に恐ろしい目に遭わせてしまうかもしれない。

辰巳：協力すれば成功率を高めることは可能だが、失敗したときはみんなが被害に遭うということだな。

佐々原：宇宙の外側に飛ばされて、アザトース様を見てしまうとか？

辰巳：だが、ここは協力してやるしかないだろう。ここで成功させねば、なんの意味もない。

さやか：睦ちゃんの正気度は大丈夫なの？

睦：大丈夫じゃないけど、やるよ。ここで手伝わないとかありえないよ！

辰巳：ワシは狂気に陥っているが、みんなが穴をふさごうとすれば、自動的にそのまねをするから大丈夫（笑）。

さやか：ではっ、カラスに気を取られている秋月（ダービイ）さんの体を押さえつけて、出産土器のときのように、その胸の穴に〝from OUTSIDE〟をはめ込みますよ！

佐々原：おっと、その前にさやかちゃんにフィブラを渡しておくよ。これでＰＯＷが+1されるから！

さやか：ありがとうございます。大事にします。

佐々原：あげてないからね！　あとで返してよ！（笑）

ＫＰ：みんなが秋月を押さえつけたとき、目のないカラスは、〝from OUTSIDE〟を手にしたさやかちゃんの肩にとまるのだが……なにか探索者たちから一言あるかい？

睦：「もしかして……あなたは冬室熾さんなの？」と、恐る恐る呼び掛けてみます。

ＫＰ：すると、目のないカラスはまるで人の言葉がわかるようにコクリとうなずく。そして、このカラスも穴をふさぐのに協力をしてくれるのだった。

全員：おお～～～～っ!!

ＫＰ：さて、秋月の胸に〝from OUTSIDE〟をはめようとする、さやかちゃん……そして、そんなさやかちゃんの肩に手を置いて、みんなで協力をしようとした瞬間、君たちの意識は別世界へと飛ばされるのだった──




　奈落の底、無窮の中心、究極の混沌……そこは人知の及ばぬ〝外〟の世界。

　君たちは、そこで目の前いっぱいに広がる太陽のようなものを見る。

　その想像を絶するほど巨大で強大な存在は、まばゆいばかりの強い光を発しているというのに、君たちの目には不吉な闇としか映らなかった。

　呪われたフルートの音がか細く聞こえる中、それは冒瀆的な言げん辞じを吐き散らしながら蠢うごめき続ける。そこにいっさいの知性は感じられなかったが、同時にこの存在にとってそんなものはまったくの無価値であることも理解できた。




睦：これはっ……本物のっ……アザトース……!?

さやか：「大きな星が、冒瀆的な言辞を吐き散らしてる……あははは……大きい！」

ＫＰ：そして、さやかちゃんはいまさっきまで持っていたはずの〝from OUTSIDE〟の手応えがあいまいになってしまい、代わりにいくつも似たものを感じ取る。おそらく、これはここにいるそれぞれの探索者たちの胸にある、別の〝from OUTSIDE〟だろう。アザトースの王座とつながる鍵は誰もが持っており、人の数だけ鍵の形があるのだ。

さやか：なるほど……。

ＫＰ：では、さやかちゃんには、この中から本物の〝from OUTSIDE〟を探し当ててもらおう（袋を取り出す）。

全員：ええ～～～～～～～～～～～～～～っ!?（笑）

ＫＰ：この袋の中にはいろいろな〝from OUTSIDE〟らしきものが入っているけど、本物は第一話のときに、さやかちゃんたちが触ったものだ。当然、中をのぞいては駄目だよ。

さやか：第一話って、いったい何か月前のことだと思っているんですか～!?（泣）

ＫＰ：まあ、そこまで難しいものじゃないよ。手を入れてみればわかるけど、あきらかに違うモノばかりだから。

さやか：ホ、ホントですか～？（ゴソゴソ）

睦：私も触ったけど……はっきりとは覚えてないな。ざらざらして固かったような気がするけど。

ＫＰ：失敗したらしゃれにならないので、ここは慎重に選んだ方がいいよ。あと、これまでの〝from OUTSIDE〟の描写を思い出すことだ。

睦：独特の肌理があって、丸いんだよね。

さやか：絶対にこれは違うってのはあるんですよ。ざらざらして丸い……これかな……こっちかな……？

辰巳：そんなもったいぶらなくていいから、きちんと当ててくれ～！

さやか：いや……なんだかわからなくなってきちゃいました。ダイスをロールするのは得意ですけど、こういうプレッシャーには弱いんですよ～！（泣）

ＫＰ：（え～っ、そんなに難しいことかなぁ？）




　この〝from OUTSIDE〟を探すイベントは、キーパーの想定としてはちょっとしたお遊びだった。いつもは視覚に訴えるためビジュアル重視の資料を用意しているが、たまには触覚に訴えるものを提供しようという試みである。

　中に入っているのは、タコのぬいぐるみや、今いま治ばり市のゆるキャラであるバリィさんのフィギュア、ガシャポンのケースなど、形や手触りは、正解の〝from OUTSIDE〟とは似ても似つかぬものばかりで、別のプレイヤーたちとテストプレイをしたときには、数秒であっさりと正解を引き当てられたのだが……思いのほか、さやかちゃんはプレッシャーに弱いらしく、この状況にかなり動揺していた。




佐々原：とにかく、ざらざらで丸いものを選べばいいんだよ！

さやか：もうなにもわからなくなりました。佐々原さんの言葉を信じて、ざらざらで丸いものを選びます！

睦：やっちゃって、睦ちゃん!!

さやか：そいやぁぁっ!!　〝from OUTSIDE〟はこれです！

ＫＰ：（さやかちゃんの手にしたモノを見つめて）………ハズレ。

全員：えええ～～～～～～～～～～っ!?




　さやかちゃんが手にしていたのは、腕力を強化するために使う弾力のあるゴムボールだった。確かに、表面の手触りはざらざらとしていて、丸いのだけど──




睦：いや、さやかちゃん……あれは、こんなにブヨブヨじゃなかったよ。もっと固かったはず。

さやか：私もそんな気がしたんですけど……ざらざらで丸いから、これじゃないかなって！（泣）

辰巳：うーむ、ワシらが騒ぎ過ぎてしまったせいかもしれないな。すまん。

ＫＰ：……さやかちゃんは手にした別の〝from OUTSIDE〟から感じ取ることができる。これもまた、あの奈落の底で冒瀆的な言辞を吐き散らしている存在と同質のモノであることを。それどころか、君も含めた、この世界……森羅万象すべては、あの知性を持たない存在の夢想から生まれ、いずれアレが目覚めたときすべてはあそこに帰っていくのだということに。そんな究極の真理に達したさやかちゃんは〈正気度〉ロールだ！

さやか：こ、これは減らされそう。コロコロ……うにゃっ、失敗してしまいました!!

ＫＰ：この〈正気度〉ロールに失敗したら──（こいつは大変なことになったな。どうしよう、どうしよう）

全員：失敗したら……？（ゴクリ）

ＫＰ：（ここは心を鬼にしてシナリオの設定通りでいくか）１Ｄ20の正気度ポイントを喪失する！

佐々原：ええ～～～っ、そんなに!?

睦：むむ～っ、１Ｄ[image: ]じゃなかっただけ、まだマシかも……正直、私は１Ｄ[image: ]と思ってた。

さやか：大丈夫です。ここで「２」を出します。気合いを入れて～っ、コロコロ……うにゃ、「11」でした。現在の正気度は50です。

睦：それだと……うん、ギリギリで不定の狂気には陥らないね。あと２ポイント多かったら駄目だった！

さやか：でも、一時的狂気に陥るかも。コロコロ……〈アイデア〉に成功してしまいました～！（泣）




　この状況でのさやかちゃんの狂気は、金切り声を上げるというもの。キーパーと相談した結果、さやかちゃんは錯乱しながら悲鳴を上げて、正しい〝from OUTSIDE〟を探すことしか考えられなくなるという状態に陥る。症状は軽いものだったが、ボクとしてはさやかちゃんの現在正気度の方を心配していた。




ＫＰ：ほかの探索者たちは、意識の中にさやかちゃんの混乱が荒波のように押し寄せてくるのが感じられるね。もはや彼女にできるアドバイスはない。みんなは黙って見守るように（さやかちゃんに袋を差し出す）。

さやか：ざらざらして、丸くて、固いもの……って、これしかないな。これが〝from OUTSIDE〟です！

ＫＰ：（紙粘土で作られた球を見て）…………はいっ、正解!!（笑）

全員：よかった～～～～～っ!!

睦：こうして並べると、まず大きさが全然違うよね。

さやか：だから、私の頼りにならない記憶より、ざらざらで丸いのを優先したんですよ～！

ＫＰ：確かに、このボールの方がざらざらで丸いかもしれないけど、こんなにブヨブヨじゃないか。

辰巳：まあいい、まあいい。とにかく正解を引けてよかった！

さやか：そうです。正気度が11ポイント減っただけで済んでよかった！（笑）

ＫＰ：な～に、終わったような顔をしてるの。こんなのはただの余興──これからが本番だよ？

全員：えええ～～～～～っ!?

ＫＰ：ようやく本物の〝from OUTSIDE〟を手にしたさやかちゃんは、これで秋月の胸に空いている穴をふさぐことができるはず。しかし、眼前に広がる太陽にも似た究極の混沌、魔王の玉座に幽体離脱した魂が引き寄せられないように意志を強く持つためには──ＰＯＷを使って、18に対する抵抗表のロールに成功してもらおうか！

佐々原：ボクら全員のＰＯＷを足していいんでしょ？　そんなの楽勝、楽勝！

ＫＰ：そんなわけあるか。ここにいる探索者たち一人につき、ＰＯＷが+1ポイントされるだけだよ。

睦：１（辰巳先生を指さし）、２（佐々原を指さし）、３（自分を指さし）……あと、カラスちゃんがいるから合計で４ですね。

さやか：あと、佐々原さんからもらったフィブラで+1して、私のＰＯＷ14に５を足したらＰＯＷは19です。

睦：つまり、成功率は55％!!

佐々原：ええっ、そんなに成功率が低いの。ボクらはどこかで行動選択を誤っていた？

睦：相手は、あのアザトースに通じた魔術師。このくらいの歯応えはあるでしょう。

辰巳：な～に、ワシらは常にこのくらいの成功率で生き延びてきたではないか。今度もやれるはず！

さやか：では、みなさん……万歳の準備をよろしくお願いいたします。

全員：（全員起立する）

さやか：これまでのすべての想おもいと、気合いを込めて、行きます！　コロコロ──

全員：（ダイスが転がっている最中に）ばんざ～い、ばんざ～い、ばんざ～～い!!

さやか：「51」で成功です！

全員：やったぁぁぁぁぁぁっ!!

さやか：ほらぁ、ダイスロールは得意なんですよ。記憶力には自信ないけど！（笑）

ＫＰ：では、さやかちゃんは魂が魔王の玉座に近づく前に〝from OUTSIDE〟で穴をふさぐことができたため、アザトースからかなり離れた位置での軽めな〈正気度〉ロールだけで済む。全員、〈正気度〉ロールをしてくれ。

さやか：軽めの〈正気度〉ロールって、どのくらいなんでしょうね……。

ＫＰ：あと、さやかちゃんはアザトースの目の前という宇宙でいちばん最悪の場所で不定の狂気に陥ったりすれば、当然ただではすまないので頑張ってロールすること。

辰巳＆佐々原：コロコロ……成功！

睦：コロコロ……ううっ、失敗です。正気度28しかないんだもの……。

さやか：成功率は50％！　うにゃ～～～っ、成功しろぉ～、コロコロ……駄目です、私も失敗です～（泣）。

佐々原：ええっ、さやかちゃん、大丈夫なの!?

さやか：そんなのキーパーに聞いてください！（泣）

ＫＰ：（ありゃ～、失敗したのか）えーと、成功したら１Ｄ３。失敗したら１Ｄ10の正気度ポイントを喪失する。

辰巳：コロコロ……「２」ポイント減って、残り正気度は57だ。

佐々原：コロコロ……最大の「３」。けど、そんなのはどうでもいい。ボクが不運を吸い取ってあげるから、さやかちゃんとむったんは低めを出してくれ～！

睦：じゃあ、まずは私から。コロコロ……むはっ、「10」が出ちゃった。残り正気度は18です（泣）。

佐々原：むったんが～、むったんの正気度が～（泣）。

さやか：えーと、私なんですが、なんと１Ｄ10で「１」以外は不定の狂気に陥ります。助かる確率は10％。

辰巳：うう～～～む、いかんともしがたいな。

さやか：けど、ここで「１」を出せばいいのです。大丈夫、気合いで出しますっ!!

佐々原：お願い、さやかちゃん。期待通りに「１」を出してくれ！

全員：がんばれ～～～っ!!（キーパーを含めて、みんなで念を送る）

さやか：行きます！　とりゃああっ、コロコロ……「９」!?

全員：えええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!?（泣）

ＫＰ：そうか……とうとう、さやかちゃんの強運も尽きたみたいだな。人の世界の〝外〟で〝from OUTSIDE〟を持っていた探索者が不定の狂気に陥ってしまうと……その探索者は、正気の人たちからの共感や理解といったものから剝離した、狂気の精神構造になってしまう。その結果、探索者同士のつながりが断たれてしまう。

さやか：えっ……それって、どういう……？

ＫＰ：辰巳先生と佐々原には、いままで感じていたさやかちゃんの魂の輝きが急に消え失せ、自分たちとはかけ離れた存在──人の世界の〝外〟なるもののように感じられてしまうのだ。




　さやかちゃんと睦ちゃんは〈アイデア〉ロールの方は失敗したが、どちらにせよ不定の狂気に陥ることに変わりはない。その結果、さやかちゃんとのつながりを断たれた辰巳先生たちの意識が〝外〟から、学園の講堂の廊下へ戻ってきたところからゲームは再開する。




ＫＰ：……辰巳先生と佐々原は、白昼夢を見ていたように〝外〟から意識を取り戻す。

佐々原：さやかちゃんは大丈夫なの!?

ＫＰ：秋月の胸に空いた穴をふさぐため、みんなの中心にいたはずのさやかちゃんの姿は……どこにもない。こつぜんとその場から姿を消してしまったのだ。しかも、睦ちゃんまで正気を失ったような顔つきで呆然としたままだ。

佐々原：「た、辰巳先生、さやかちゃんがいませんよ！」

辰巳：「なんてことだ……もしかすると、さやかちゃんの存在があいまいになってしまい、こちらの世界から消えてしまったのかもしれん」

ＫＰ：そして、さっきまでさやかちゃんの肩にいたカラスは大きく羽ばたいて飛び上がると、君たちを上から目のない顔で見下ろすのだった。

佐々原：くっ、きっとダービイのやつはカラスに精神を移すはずだから警戒しておきたかったけど、さやかちゃんが消えているんじゃあ、それどころじゃないですね。

ＫＰ：カラスはその小さな体からはとても考えられないほどの、激しい憎悪と、どす黒い呪いをまき散らしながら、一言だけ「Nevermore!!」と大きく鳴いて、そのまま外へと飛び去っていく。

辰巳：佐々原の言った通り、秋月さんの中に入っていたダービイの精神が、あのカラスに宿ったのだろう。

佐々原：キーパー、秋月さんや冬室さんは元に戻っているんですか？

ＫＰ：すると、みんなの見守る中で秋月が目を覚ます。その目を見れば、佐々原には彼女が自分のよく知る秋月舞であることはすぐにわかるのだが……彼女は、あわてて〝from OUTSIDE〟がぴたりとはまっている自分の胸に手を当てる。そして、涙ながらにこう叫ぶのだった。「さやかさんが……さやかさんが消えていく！　遠ざかっていく！　私の中から『外』側に……どこか知らないところに……」

佐々原：……秋月ちゃんを落ち着かせるために、無言で抱きしめてあげます。

ＫＰ：彼女は佐々原の腕に抱かれたまま、おそるおそる自分の胸から手をどかす。すると〝from OUTSIDE〟は溶けるように肉体と同化して、傷ひとつないきれいな肌へと戻っていく。ただ、それと同時に、秋月にはさやかちゃんの気配が感じられなくなってしまったようだ。

佐々原：「いいんだ。君は、もうなにも言わなくてもいい……」

辰巳：となると、客席にいる冬室（秋月）さんには、本物の冬室さんが戻っていることになるな。

ＫＰ：その通り。廊下の向こうにある出入口が開くと、沈痛な面持ちをした冬室熾が現れる。君たちと一緒につながっていた彼女も、世界の「外」でさやかちゃんと離れ離れになったことを直感しているのだろう。

辰巳：「君はずっとカラスの中にいたのか……」

ＫＰ：その問い掛けに、冬室熾はコクリとうなずくのみだ。彼女はたまたま夏休みにアーカム旅行をしていたとき〝from OUTSIDE〟のそばにつきまとっていた邪悪な魂に見初められた被害者だったのだ。

佐々原：そうだったのか……。

ＫＰ：では、さやかちゃん不在という、強烈な喪失感に包まれたままだが、これにて『るるいえみつかどにっく』第三話は終了させてもらおう。

全員：終わった……終わってしまった。

ＫＰ：探索者たちとしてはとても残念な結果に終わったのだが、それでも君たちはアーカムから持ち込まれた謎のアーティファクト〝from OUTSIDE〟による陰謀を阻止することはできた。その報酬として１Ｄ10の正気度を獲得する。さらに、文化祭を無事に開催させて、冬室たちを救ったことで＋１Ｄ３のボーナスをあげよう。




　正気度回復の結果は以下のようになった。当然、行方不明のさやかちゃんは正気度の回復はできないままだ。

　そして、睦ちゃんは最大の出目を出して、奇跡の大回復を遂げるのだが、それでも大幅な赤字となり、パーティーのトータルは惨憺たる結果となってしまった。




　さやか：シナリオ終了時41ポイント＋獲得０ポイント＝合計41ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時57ポイント＋獲得６ポイント＝合計63ポイント（開始時から-3ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時68ポイント＋獲得７ポイント＝合計75ポイント（開始時から[image: ]ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時18ポイント＋獲得13ポイント＝合計31ポイント（開始時から[image: ]ポイント）



















●第三話終了・みんなとの反省会




　シーズン終了後の打ち上げは、いつもは和気あいあいとした時間なんだけど、第三話があのような衝撃的な結果に終わり、どこか重い空気が立ちこめていた。




睦むつみ：いつかはこんな日が来るとは思っていましたが、まさかさやかちゃんが犠牲になるとは……残念です。

さやか：でも、冬ふゆ室むろさんと秋あき月づきさんを助けられたんだからよかったですよ。やりたいことはやり遂げての結果でしたから、私は満足しています。

ＫＰ：キーパーとしても、さやかちゃんがクライマックスで連続して〈正気度〉ロールに失敗したときは、「とうとう来るべきときが来たな」と、腹をくくっていた。

睦：それでも、最後に10％で生還できる可能性を残しているところは、さすがだよね。あの最後のロールは盛り上がったもの。

佐さ々さ原はら：あそこで「１」を出してくれたらなぁ。

さやか：ダイス運は「トォトォザァ」コールで使い果たしちゃいましたよ～。

ＫＰ：ただ、探索者側から見れば、残念な結果には終わったけど、みんなには、だからといって「今回のゲームは失敗した」とか思わないでもらいたいな。

さやか：もちろん、そんなことは思ってないですよ。

ＫＰ：これもまた、結末の決まっていないＴＲＰＧならではの面白さであり、その結果、みんなの心になにか響くものがあったのなら、それは大成功なんだと思う。

睦：それは間違いないですね。

ＫＰ：それに、まださやかちゃんが死んだとは決まっていないしね。

さやか：えっ、私って、まだ生きているんですか？

ＫＰ：これははっきり言っちゃうけど、耐久力も正気度も残っているんだし、ボクはまだ死んだとは思っていないよ。ただ、アザトースの目の前という致命的な場所で狂気に陥ったせいで行方不明となったのだから、次のシナリオに何事もなかったように「しれっ」と現れるようなこともないだろう。さやかちゃんの今後については、これからじっくり考えるよ。

辰たつ巳み：死亡が確認されていないかぎりは、生きている可能性もあるということだな。

さやか：なるほど……でも、京みやこさんみたいなＮＰＣになっちゃうのかなぁ？

睦：そういう展開もあるかもしれないね。

ＫＰ：あと、睦ちゃんの不定の狂気の症状についても、いまは確定させず、次回までの宿題とさせてもらおう。

睦：みんなが帰還した時点では、ただ呆然としているだけで、いったいどんな狂気なのかは未定ってことですね。

辰巳：……ところで、今後のシナリオのネタバレになるかもしれないが、このシリーズがＨ・Ｐ・ラヴクラフトの短編小説「戸口にあらわれたもの」のオマージュだとすると、冬室さんの精神に宿っているアレは、本来なら男の肉体を欲するのではないだろうか？

ＫＰ：「戸口にあらわれたもの」を読んでいない人には「なんのこっちゃ」だろうけど、知っている人にとっては大きな矛盾点と感じるだろうから説明させてもらうけど──本編でアレは男の肉体を欲して失敗したでしょう？

辰巳：確かに、六発の銃弾で撃ち殺されたからな。

ＫＰ：だから、やっぱり男よりも、女の肉体の方がうまくいくのかも……と、アレは判断したのですよ。

辰巳：ふーむ、そういう解釈なのか。

ＫＰ：ちなみに、そんなすべての黒幕であるアレは、不老不死を求めて、次々と若い肉体へと精神を入れ替えていくようなとんでもないヤツなんだけど、何度も肉体を入れ替えるのは面倒だし、リスクも高いと思っていた。そこで、こうなったら地球上のすべての物質と精神をあいまいにしてしまい、アザトースのような究極の存在になろう──というか、アザトースの元に還らせてもらおうとたくらんでいたのだ。

佐々原：人類補完計画ですか！（笑）

睦：むむ～っ、いくら不死になりたいからって、方法を間違え過ぎです！

ＫＰ：元ネタの「戸口にあらわれたもの」を読めばアレの正体はすべてわかるのだけど、あえて読まないで新鮮な気持ちでこれからもプレイするのも楽しいだろう（実はエドワードについても、あとひとひねり謎が残されている）。

さやか：もしも続きがあって、あの逃げたカラスを追いかけるような展開になるのなら、私は新鮮な気持ちでプレイしたいかなぁ？　そっちの方が驚きがあるし。

睦：冬室さんの家にいた、モウジス・サージェントとユーニス・バブソンはどうしたんですか？

ＫＰ：カラスと一緒に、日本から姿を消したのは間違いない。彼らはアレの忠実な僕しもべで、日本での陰謀をサポートするためにアーカムから呼び寄せられたんだ。彼らのデータは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ アーカムのすべて 完全版』に、赤裸々に記されているよ。

さやか：あの色っぽい白人女性は気になりますよね～。

ＫＰ：ちなみに、あの人、ちょっと魚臭いから（笑）。

全員：い～や～だ～！（笑）

ＫＰ：あと、どうでもいいことかもしれないけど、睦ちゃんが精神に傷を負った地獄のマンションは、冬室の父親の愛人宅だった。そして、冬室の父と愛人はアザトースへ近づく効用のあるドラッグにも似たお香の実験によって、あのような溶けた姿にされてしまったのだ。最初の包丁男も、ユーニスが繁華街でひっかけたチンピラで、人体実験に利用されただけの被害者だった。

佐々原：その後、お父さんはどうなったんでしょう？

ＫＰ：〝from OUTSIDE〟がなくなったから「外」とのリンクが切れて……まあ、即死しただろうね。

佐々原：元の体に戻れたと思ったら、お父さんが死んでいるとか……冬室さん、かわいそう。

睦：父親たちを溶かしたあとは、その愛人宅を女子生徒のサロンとして利用していたわけですね。

ＫＰ：ところで、いつもなら今回のシーズンで印象に残ったシーンをみんなに聞くところだけど……。

辰巳：そりゃあ、やっぱり、さやかちゃんが消失したシーンしかないだろう。

佐々原：秋月さんを説得できたシーンも、ボク的には見せ場だったけど……さやかちゃん消失のインパクトには勝てないなぁ。

さやか：私ももちろん同じです。あのとき、〝from OUTSIDE〟の球さえ間違わなければ……悔しいです！

ＫＰ：まあ、そりゃあそうなるよね。

睦：えっ、私は第二話で猫になったときが、いちばん印象に残っているけど……？（笑）

全員：ええ～～っ！

睦：もちろん、さやかちゃんが消えたのはショックだけど、猫になったときの自由な感覚というか……特別な存在になっている感じはとても楽しいものでした。

ＫＰ：もしかしたら、そんな睦ちゃんの秘められた主役願望が、さやかちゃんを〝外〟に置き去りにしたのではないだろうか？

さやか：むったん、ひど～～～い！（笑）

睦：そんなことあるわけないでしょ！

佐々原：次はいよいよアーカムに行くんですかね？

睦：『るるいえぐりもあーる』のときから、アーカム行きの伏線は張っていましたからね。今回、ミスカトニック大学にはモーガン博士という強いコネが出来たし。

辰巳：目のないカラスを追って、いよいよアーカムに行くことになりそうだな。ワシらも覚悟しておこう。

ＫＰ：とはいえ、次の巻が出るかどうかは、ボクが決められることではないんだけどね。続刊が出せなかったら、さやかちゃんは消えたままバッドエンドで「るるいえ」シリーズはおしまいってことになるな……。

全員：ええ～～～～～～～～っ!?




　──そんなわけで、いつもは続刊が出せるかどうかわからない、明日をも知れぬ「るるいえ」シリーズだけど、その後、この文章を執筆しているときに編集さんから「続刊を出させてあげる」との朗報が届いた。やったね！

　どうやら、さやかちゃんが消失したままモヤモヤした気分で終わるなんて幕引きにならずに済みそうだ。

　これもファンのみなさまの応援のおかげだろう。




　といったわけで、次巻、探索者たちはクトゥルフ神話の本場、アーカムへと向かうことになるだろう。

　消失したさやかちゃんは、いったいどうなるのか？

　それはすべて次巻で判明する……はずなので、「るるいえ」シリーズ第九シーズンを、乞うご期待!!










おわりに




　どうも、好きなアーティファクトは「真鍮しんちゆうの頭像」の、内山靖二郎です。




　前巻『るるいえがすらいと』にて、ボクの好きなＮＰＣとしてベティ・ルー・ブルトンを紹介しましたが、彼女が登場するシナリオ「療養所にて」が三十年近い時を経て、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフ・フラグメント』に再び収録されました。なんとめでたい！

　このシナリオには、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフカルト・ナウ』や『るるいえはいすくーる』、そして、今回の第一話にもちらりと名前の出たジェフリー・クォレンも登場しておりますので、ぜひ、みなさんにはプレイしていただきたいものです。




　さて、うれしい報告はここまでにして、今回の第八シーズンですが、エンターブレインの担当の榊原ななさんに「最近、むったんが活躍していない」と言われたので、意識して睦ちゃんのシーンを多めにしました。

　ただ、睦ちゃんのシーンを増やすというのもシナリオのコンセプトではありましたが、実はいちばん最初のとっかかりは第二話に登場する出産土器からでした。

　あの土器を見た瞬間から、そのデザインと精神性にすっかり心奪われてしまい、どうにかしてシナリオに組み込んでやろうと思っていたのですが、今回、それがかなったというわけです。

　出産土器が発掘された山梨県の取材旅行と、資料提供にご協力をいただいたＫさんたちには感謝です。おざらも大変おいしかったです。




　最後に、このキャンペーンシナリオには、るるいえ堂のメンバー以外にもテストプレイに協力をしてくれたた探索者たちがいました。いつもバランス調整が未熟なシナリオに突撃して、ひどい目に遭っている勇敢な地雷マイン処理班スイーパーたちです。

　やはり、テストプレイをしたシナリオというのは安心してプレイできるものです（とはいえ、本編では大惨事が起きましたけど）。そんな、彼らの功労にも感謝を！

　では、みなさんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。

　クルン・クルン・バドゥビア！

内山靖二郎




作者サイトhttp://homepage3.nifty.com/hikidashi/
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山梨県考古学協会『新版　山梨の遺跡』山梨日日新聞社、１９９８
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イラスト

狐印

Koin




何の因果か這い寄るイラストレーター。

名状しがたきイラストを描き続ける今日この頃。
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